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FC4A シ リーズと FC5A シ リーズの違い

FC4A シ リーズ FC5A シ リーズ

プログラム容量＊ 1

＊ 1 1 ステップは、 6 バイ トに相当します。

大 31,200 バイ ト

（5,200 ステップ）

大 62,400 / 127,800 バイ ト

（10,400 / 21,300 ステップ） ＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E のみ、 プログラム容量は 62,400b バイ ト と 127,800 バイ トのどちらを使用するか選択可能ですが、 127,800 バ
イ ト を選択した場合は、 RUN 中ダウンロード機能は使用できません。

大 I/O 点数 264 点 512 点

演算命令数 大 72 種 大 152 種

32 ビ ッ ト 演算 － ○

浮動小数点演算 － ○

三角関数 ・ 対数関数 － ○

処理速度

LOD 命令 1μs 小 0.056μs

MOV 命令 66μs 小 0.167μs

基本命令実行時間 1.65ms/1,000 ステップ 83μs/1,000 ステップ

END 処理＊ 3

＊ 3 増設 I/O サービス、 カレンダタイマ処理、 データ リ ンク処理、 割り込み処理の時間は含みません。

0.64ms 0.35ms

内部リ レー 大 1,584 点 2,048 点

シ フ ト レジス タ 大 128 点 大 256 点

データ レジス タ 大 7600 点 大 48000 点

基本命令でのビ ッ ト ア ド レス指定 － ○

加算 ・ 可逆カウン タ点数 大 100 点 256 点

タ イマ点数 大 100 点 256 点

キャ ッ チ入力 / 割り込み入力 　 小ターンオン / 大ターンオフパルス幅

入力 4 点 （X2 ～ X5） 40μs/150μs 40μs/150μs （X2, X5）

5μs/5μs （X3, X4）

高速カウン タ

大計数周波数 大 20kHz 大 100kHz

カウン ト 範囲 0 ～ 65535 （16 ビッ ト ） 0 ～ 4294967295 （32 ビッ ト ）

多段比較 － ○

比較一致時割り込みプログラム実行 － ○

周波数測定 － ○

パルス出力

点数 大 2 点 大 3 点

大出力周波数 大 20kHz 大 100kHz

通信

通信速度 大 19200 （38400＊ 4） bps

＊ 4 （） 内の値はデータ リ ンク使用時の 大値です。

大 57600bps＊ 5

＊ 5 システムバージ ョ ン 220 以上と FC5A-SIF4、 FC5A-SIF2(V200 以上 ) の組み合わせで 大 115200bps の通信ができます。

Modbus マス タ / スレーブ通信 － ○

AS-Interface マス タ接続台数 大 1 台 大 2 台

PID 命令拡張オー ト チューニング － ○

オン ラ イ ンエデ ィ ッ ト からのテス ト プログラム － ○

RUN 中ダウンロー ドのプログラムサイズ制限 600 バイ ト まで 制限なし

システムダウンロー ド － ○

メ モ リ カー ト リ ッ ジからのプログラム転送 ○ ○
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序 -2
製品を安全にご使用いただ く ために

• 本製品の取り付け、 配線作業、 運転および保守 ・ 点検を行う前に、 このインス ト ラ クシ ョ ンマ
ニュアルをよ くお読みいただき、 正し く ご使用ください。

• 本製品は弊社の厳しい品質管理体制のも とで製造されており ますが、 万一本製品の故障によ り
重大な事故や損害の発生のおそれがある用途へご使用の際は、 バッ クアップやフェールセーフ
機能をシステムに追加してください。

• 本書では、 誤った取り扱いをした場合に生じるこ とが想定される危険の度合いを 「警告」 「注
意」 と して区分しています。 それぞれの意味する と ころは以下の通りです。

取り扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負う可能性があ り ます。

取り扱いを誤った場合、 人が傷害を負うか物的損害が発生する可能性があ り ます。

• 取り付け、 取り外し、 配線作業および保守 ・ 点検は必ず電源を切って行ってください。 感電お
よび火災発生のおそれがあ り ます。

• 本製品の設置、 配線、 プログラムの入力および操作を行うには専門の知識が必要です。 専門の
知識のない一般消費者が扱う こ とはできません。

• 非常停止回路やインターロ ッ ク回路などはマイ クロスマートの外部回路で構成してください。
これらの回路をマイ クロスマートの内部で構成する と、 マイ ク ロスマートが故障した場合、 機
械の暴走、 破損や事故のおそれがあ り ます。

• インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の指示にしたがって取り付けてください。 取り付けに不
備がある と落下、 故障、 誤動作の原因とな り ます。

• 本製品は、 装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外には設置できません。

• カタログ、 インス ト ラ クシ ョ ンマニュアルに記載の環境下で使用してください。 高温、 多湿、
結露、 腐食性ガス、 過度の振動 ・ 衝撃のある所で使用する と感電、 火災、 誤動作の原因とな り
ます。

• 本製品の使用環境の汚染度は “ 汚染度 2” です。 汚染度 2 の環境下で使用してください。

（IEC60664-1 規格に基づく）

• 移動 ・ 運送時などに本製品を落下させないでください。 本製品の破損や故障の原因とな り ます。

• 設置 ・ 配線作業時に配線くずやド リルの切り粉などが本製品内部に入らないよ うに注意して く
ださい。 配線くずなどが本製品内部に入り ますと火災、 故障、 誤動作の原因になり ます。

• 定格にあった電源を接続してください。 定格と異なる電源を接続する と火災の原因になるおそ
れがあ り ます。

• 本製品の電源ラインの外側には、 IEC60127 承認品のヒ ューズをご使用ください。 （マイ ク ロス

マート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



•

• 出力回路には、 IEC60127 承認のヒ ューズをご使用ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ

機器を欧州に出荷する場合に適用）

• サーキッ トブレーカーは、 EU 承認品をご使用ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器

を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転中の強制出力、 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認してから行ってください。 操
作ミ スによ り機械の破損や事故の原因になるこ とがあ り ます。

• 出力ユニッ トおよび出力モジュールのリ レー、 ト ランジスタなどの故障によ り、 出力が ON あ

るいは OFF の状態になったままになるこ とがあ り ます。 重大事故の可能性のある出力信号につ

いては、 外部に状態を監視する回路を設けてください。

• 本製品から直接保護接地に接続しないでください。 保護接地は装置側で M4 以上のねじを使用

して接地して ください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 分解、 修理、 改造等は行わないでください。

• 本製品の使用済みバッテ リは、 関連規則にしたがって廃棄しなければなり ません。 バッテ リ を
保存または廃棄する場合は、 それぞれの目的のために設置された適切な容器を用いて処理を
行ってください。 （マイ ク ロスマート を組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 製品を廃棄する場合は、 産業廃棄物と して扱って ください。
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序 -4
はじめに

このたびは、 IDEC 株式会社製マイク ロスマート をお買い求めいただきまして誠にあ りがと う ござ

います。
本書は、 マイ ク ロスマートのシステム構成、 仕様および取り付け方法などのハードウェアの説明か
ら、 命令語などのソフ ト ウェアの説明を記載しています。
ご使用の前に本書をよ くお読みいただき、 本製品の機能、 性能を十分にご理解した うえで正し く ご
使用いただきますよ うお願いいたします。

お断り

1. 本書の一部あるいは全部を無断で複写、 転載、 販売、 譲渡、 賃貸する こ とは固 く お断わ

り いた し ます。

2. 本書の内容については、 将来お断り な しに変更する こ とがあ り ます。

3. 本書の内容については万全を期し て作成し ま し たが、 万一誤りや記載もれなどがあ り ま

し たら、 お買い求めの販売店 ・ 営業所 ・ 出張所までご連絡 く だ さい。
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改定内容

本マニュアル （FC9Y-B1272） の改訂内容を記載しています。

改訂日付 改訂内容 参照頁

2011 年 3 月 初版 －

2014 年 8 月 比例帯選択時、 積分開始係数を設定できるよ うに仕様追加 16-3 頁、 16-9 頁
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序 -6
関連マニュアル

FC5A シ リーズに関連するマニュアルには、 下記のものがあ り ます。 併せてご覧ください。

形式 マニュアル名称 内容

FC9Y-B1272 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 
応用編 ( 本マニュアル )

命令語一覧、 転送命令、 データ比較命令、 四則演算命令、 論理演
算命令、 シフ ト命令、 データ変換命令、 時計比較命令、 表示命
令、 分岐命令、 リ フレッシュ命令、 割込制御命令、 XY 変換命令、

アベレージ命令、 パルス出力命令、 PID 命令、 特殊タイマ命令、

機能モジュールアクセス命令、 三角関数命令、 指数関数 ・ 対数関
数命令、 ファ イル処理命令、 時計命令、 パソコン リ ンク通信、 モ
デム通信、 Modbus TCP 通信、 増設シ リ アル通信モジュール、 AS-
Interface マスタ通信モジュールについて記述されています。

FC9Y-B1267 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
 基本編

モジュール仕様、 設置方法、 配線方法、 基本操作、 ファンクシ ョ
ン設定、 デバイス一覧、 命令語一覧、 基本命令、 アナログモ
ジュール、 ユーザー通信、 データ リ ンク通信、 Modbus ASCII/RTU
通信、 ト ラブル対策について記述しています。

FC9Y-B1277 FC5A シ リーズ 
マイ ク ロスマートペン ト ラ  
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル
Web サーバー CPU モジュール編

FC5A 形ス リ ムタイプ Web サーバー CPU モジュールの仕様、 機能

について記述されています。

FC9Y-B1282 温調モジュール
インス ト ラ クシ ョ ンマニュアル

温調モジュールの仕様、 機能について記述されています。
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略称の説明

本マニュアル中で使用する略称の意味

本マニュアル中で使用する WindLDR の操作手順の略称の意味

操作手順などの詳細については、 WindLDR のヘルプも合わせてご覧ください。

本文中の使用名称 形番または正式名称

マイク ロスマート
（FC5A 形マイ ク ロスマート ）

FC5A 形 MICROSmart pentra

FC4A 形マイ ク ロスマート FC4A 形 MICROSmart

オープンネッ ト コン ト ローラ FC3A 形オープンネッ ト コン ト ローラ

CPU
モジュール

オールイン
ワンタイプ

AC 電源タイプ FC5A-C10R2, FC5A-C16R2, FC5A-C24R2

DC24V
電源タイプ

FC5A-C10R2C, FC5A-C16R2C, FC5A-C24R2C

DC12V
電源タイプ

FC5A-C10R2D, FC5A-C16R2D, FC5A-C24R2D

ス リ ムタイプ FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, FC5A-D32K3, FC5A-D32S3
FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

FC5A-C10R2x FC5A-C10R2, FC5A-C10R2C, FC5A-C10R2D

FC5A-C16R2x FC5A-C16R2, FC5A-C16R2C, FC5A-C16R2D

FC5A-C24R2x FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D

FC5A-D16Rx1 FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1

FC5A-D32x3 FC5A-D32K3, FC5A-D32S3

FC5A-D12x1E FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

増設シ リアル通信モジュール FC5A-SIF2, FC5A-SIF4

メモ リ カート リ ッジ FC4A-PM32, FC4A-PM64, FC4A-PM128

増設モジュール 増設 I/O モジュール、 機能モジュール

増設 I/O モジュール 入力モジュール、 出力モジュール、 入出力混合モジュール

機能モジュール アナログモジュール、 AS-Interface マスタモジュール

通信拡張モジュール HMI ベースモジュール、 RS232C 通信拡張モジュール、

RS485 通信拡張モジュール

オプシ ョ ンモジュール HMI モジュール、 メモ リ カート リ ッジ、 時計カート リ ッジ、

RS232C 通信ボード、 RS485 通信ボード

WindLDR アプリ ケーシ ョ ンソフ ト ウェア 「WindLDR」

本文中の使用名称 WindLDR 操作手順

“ ファンクシ ョ ン設定 ” ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ グループ

“ モニタ ” ［オンラ イン］ タブの ［モニタ］ で ［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ
ク

“PLC ステータス ” ［オンラ イン］ タブの ［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク

“ 通信設定 ” ［オンラ イン］ タブの ［通信］ で ［設定］ をク リ ッ ク

“Modbus マスタ リ クエス ト テーブル ” ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］ で ［通信ポート ］ をク リ ッ ク し、 表
示されるファンクシ ョ ン設定ダイアログボッ クス内の 「通信ポート 」 の通
信モードから Modbus ASCII マスタ、 Modbus RTU、 も し くは Modbus TCP
マスタを選択

“ アプリ ケーシ ョ ンボタン ” メニューバーの左に表示されるボタン
ク リ ッ クする と 「新規」、 「保存」、 「名前を付けて保存」 などのメニューや
近使ったプロジェク ト 、 ならびに ［WindLDR オプシ ョ ン］ や ［WindLDR

の終了］ ボタンが表示
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序 -8
■ FC5A 形マイ ク ロスマー ト 追加機能情報

FC5A 形マイクロスマートに新しい機能および命令語が追加されました。 対応機種とシステムバー

ジ ョ ンをご確認のうえ、 ご使用ください。 システムバージ ョ ンは、 WindLDR の “PLC ステータス ”
で確認できます。 また、 マイ ク ロスマートのシステムソフ ト ウェアは WindLDR よ りアップデート

できます。 アップデート方法については 「基本編　付録　 FC5A システムアップデート 」　 （付録 -10
頁） を参照して ください。
WindLDR のバージ ョ ンは、 WindLDR の “ アプ リ ケーシ ョ ンボタン ” から、 ［WindLDR オプシ ョ ン

（I）］ ＞ ［ リ ソース］ ＞ ［バージ ョ ン情報 （T）］ で確認できます。

新規機能

マイ ク ロスマー ト の
システムバージ ョ ン

WindLDR 対応
バージ ョ ン

オールイ ン
ワン タ イプ

ス リムタ イ プ

FC5A-C10R2x
FC5A-C16R2x
FC5A-C24R2x

FC5A-D16Rx1
FC5A-D32x3
FC5A-D12x1E＊ 1

HMI モジュール機能追加＊ 2 （基本編 5-63 頁） 110 以上 101 以上 －

増設 RS232C 通信モジュール対応＊ 3 （26-1 頁） 110 以上 5.1 以上

Modbus 通信機能拡張＊ 4 （25-1 頁）

32 ビッ トデータの格納方法の指定追加 （基本編 5-93 頁） 5.2 以上

I/O フォース機能追加 （基本編 5-96 頁） 200 以上 200 以上

メモ リ カート リ ッジアップロード機能追加＊ 5

（基本編 5-82 頁）

RUN LED 点滅モード追加 （基本編 5-102 頁）

ユーザー通信受信命令拡張 （基本編 10-1 頁）

MOV、 IMOV 命令の処理単位に浮動小数点型 “F” を追加

（2-1 頁） （2-5 頁）

BTOA、 ATOB 命令の処理単位にダブルワード型 “D” を追加

（7-9 頁） （7-12 頁）

CMP 命令に論理和オプシ ョ ン追加 （3-4 頁）

オフディ レータイマ命令 （TMLO/ TIMO/ TMHO/ TMSO）

（基本編 8-17 頁）

ダブルワードカウンタ命令 （CNTD/ CDPD/ CUDD）

（基本編 8-24 頁）

データ比較接点命令 （LC=/ <>/ </ >/ <=/ >=） （3-8 頁）

データ入れ替え命令 （SWAP） （7-23 頁）

データ分割 ・ 合成 （DTDV/ DTCB） （7-21 頁） / （7-22 頁）

タイマ ・ カウンタ現在値セッ ト命令 （TCCST） （2-19 頁）

数値一括設定命令 （NSET） （2-13 頁）

数値リ ピート設定命令 （NRS） （2-15 頁）

ファ イル処理命令 （FIFOF/ FIEX/ FOEX） （21-1 頁）
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プロテク ト機能強化 （基本編 5-56 頁） 210 以上 210 以上 5.3 以上

キーマ ト リ クス機能追加＊ 6 （基本編 5-103 頁）

サム命令 （SUM） （4-22 頁）

ランダム命令 （RNDM） （4-26 頁）

データ検索命令 （NDSRC） （21-6 頁）

インク リ メン ト命令 （INC） （4-18 頁）

デク リ メン ト命令 （DEC） （4-19 頁）

エクスチェンジ命令 （XCHG） （2-17 頁）

デク リ メン ト ・ ノン ・ ゼロジャンプ命令 （DJNZ） （10-7 頁）

時計命令 （TADD/TSUB/HOUR/HTOS/STOH） （22-1 頁）

Modbus TCP 通信追加 （25-1 頁）

起動時 RUN/STOP 指定機能追加 ( 基本編 5-7 頁 ) 220 以上 220 以上 6.2 以上

増設 RS485 通信モジュール対応＊ 7 （基本編 2-111 頁）

PID 機能改善 （比例帯選択時、 積分開始係数を設定できるよ う

に仕様追加） 
246 以上 246 以上

 (FC5A-D16Rx1、
FC5A-D32x3)

131 以上

 (FC5A-D12x1E)

7.20 以上

＊ 1 FC5A-D12x1E はシステムバージ ョ ン 100 で全ての機能が使用可能です。

＊ 2 HMI モジュール機能を使用するには、 HMI モジュール （FC4A-PH1） が別途必要です。

＊ 3 増設 RS232C 通信モジュールは、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

＊ 4 Modbus スレーブ通信は通信ポート 1 と 2、 Modbus マスタ通信は通信ポート 2 で対応しています。 オプシ ョ ンの通信
ボード もし くは通信拡張モジュールが別途必要です。 ( システムバージ ョ ン 220 以上ではポート 3 以降で Modbus 
RTU マスタ / スレーブ通信に対応 )

＊ 5 メモ リ カート リ ッジアップロード機能を使用するには、 メモ リ カート リ ッジ （FC4A-PM32, FC4A-PM64, FC4A-
PM128） が別途必要です。

＊ 6 キーマ ト リ クス機能は、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

＊ 7 増設 RS485 通信モジュールは、 FC5A-C10R2x, FC5A-C16R2x, FC5A-C24R2D では使用できません。

新規機能

マイ ク ロスマー ト の
システムバージ ョ ン

WindLDR 対応
バージ ョ ン

オールイ ン
ワン タ イ プ ス リムタ イプ

FC5A-C10R2x
FC5A-C16R2x
FC5A-C24R2x

FC5A-D16Rx1
FC5A-D32x3
FC5A-D12x1E＊ 1
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序 -1
■ ス リムタ イプ CPU モジュールの命令実行時間

ス リ ムタイプ CPU モジュール （FC5A-D16RK1/-D16RS1/-D32K3/-D32S3/-D12K1E/-D12S1E） におい

て、 下表に示す命令の実行時間が短くな り ました。 ス リ ムタイプ CPU モジュールのロジッ クエンジ

ンのバージ ョ ンが 200 以上、 システムバージ ョ ンが 210 以上から対応しています。

• スキャンタイムが短くなるこ とでシステム全体の動作に影響が出る場合は、 必要に応じて、 コ
ンスタン ト スキャン機能 （D8022 ： 1ms 単位） を使ってスキャンタイムの調整を行ってくださ

い。 また、 DISP 命令もし くは DGRD 命令をご使用の場合、 スキャンタイムが短くなるこ とで、

命令が正常に動作しない場合があ り ます。 必要に応じて、 コンスタン ト スキャン機能 （D8022 ：

1ms 単位） を使ってスキャンタイムの調整を行ってください。 各命令が正常に動作できるス

キャンタイムについては、 「第 9 章　表示命令」 （9-1 頁） を参照して ください。

• ロジッ クエンジンバージ ョ ンは、 ス リ ムタイプ CPU モジュールの側面にあるラベルの右下

（LGE:V***） に記載しています。 システムバージ ョ ンは、 ［オンライン］ タブの ［モニタ］ で

［モニタ］ から ［モニタ開始］ をク リ ッ ク してモニタモードへ遷移後、 ［オンライン］ タブの
［PLC 本体］ で ［ステータス］ をク リ ッ ク して、 PLC ステータスダイアログボッ クスの 「PLC
システムバージ ョ ン」 で確認できます。

命令語 命令の実行時間が短 く なる条件＊ 1

＊ 1 条件に当てはまらない場合、 TML、 TIM、 TMH、 TMS の実行時間は 17μs、 CC （=）、 CC （≧）、 DC （=）、 DC （≧）
は 8μs、 ADD （W, I）、 SUB （W, I） は 44μs ～になり ます。

実行時間 （μs）

旧バージ ョ ン 新バージ ョ ン＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E はシステムバージ ョ ンに関係なく、 新バージ ョ ンの命令実行時間が適用されます。

TML, TIM, TMH, TMS T0 ～ T127 で設定値に定数を指定した場合 17 0.389

CC （=） , CC （≧） 比較値に、 ロジッ クエンジンで実行可能なデ

バイス＊ 3 を指定した場合

＊ 3 ロジッ クエンジンで実行可能なデバイスは、 定数、 データレジスタ （D0 ～ D1999）、 特殊データレジスタ （D8000 ～
D8399）、 タ イマ （設定値）、 タイマ （現在値）、 カウンタ （設定値）、 カウンタ （現在値） です。

8 0.111

DC （=） , DC （≧） データレジスタ番号および比較値に、 ロジッ

クエンジンで実行可能なデバイス＊ 2 を指定し
た場合

8 0.167

ADD （W, I） リ ピート指定なし、 および S1, S2, D1 にロ

ジッ クエンジンで実行可能なデバイス＊ 2 を指
定した場合

44 0.278

SUB （W, I） 60
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編0
FC9Y-B1272



FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編 序 -11
FC9Y-B1272



目 次
製品を安全にご使用いただ く ために ................................................................................................... 序 -2

はじめに .............................................................................................................................................. 序 -4

改定内容 .............................................................................................................................................. 序 -5

関連マニュアル .................................................................................................................................... 序 -6

略称の説明 ........................................................................................................................................... 序 -7

第1章 命令語 ............................................................................................................................ 1-1

基本命令 .................................................................................................................................................1-1

演算命令 ...............................................................................................................................................1-18

第2章 転送命令 ........................................................................................................................ 2-1

MOV （ムーブ） .......................................................................................................................................2-1

MOVN （ムーブ ・ ノ ッ ト ） ......................................................................................................................2-4

IMOV （イ ンダイ レ ク ト ・ ムーブ） ..........................................................................................................2-5

IMOVN （イ ンダイ レ ク ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト ） .........................................................................................2-8

IBMV （イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ） ..........................................................................................2-10

IBMVN （イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト ） .........................................................................2-10

BMOV （ブロ ッ ク ・ ムーブ） .................................................................................................................2-12

NSET （数値一括設定） .........................................................................................................................2-13

NRS （数値リ ピー ト 設定） ....................................................................................................................2-15

XCHG （エクスチ ェ ンジ） .....................................................................................................................2-17

TCCST （TIM/CNT 現在値ス ト ア） .......................................................................................................2-19

第3章 データ比較命令 .............................................................................................................. 3-1

CMP= （コ ンペア （＝）） .........................................................................................................................3-1

CMP<> （コ ンペア （<>）） ......................................................................................................................3-1

CMP< （コ ンペア （＜）） .........................................................................................................................3-1

CMP> （コ ンペア （＞）） .........................................................................................................................3-1

CMP<= （コ ンペア （≦）） .......................................................................................................................3-1

CMP>= （コ ンペア （≧）） .......................................................................................................................3-1

ICMP>= （区間比較） ...............................................................................................................................3-6

LC= （データ比較接点 （=）） ...................................................................................................................3-8

LC<> （データ比較接点 （<>）） ...............................................................................................................3-8

LC< （データ比較接点 （<）） ...................................................................................................................3-8

LC> （データ比較接点 （>）） ...................................................................................................................3-8

LC<= （データ比較接点 （<=）） ...............................................................................................................3-8

LC>= （データ比較接点 （>=）） ...............................................................................................................3-8
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編序 -12
FC9Y-B1272



第4章 四則演算命令 .................................................................................................................4-1

ADD （アデ ィ シ ョ ン） ............................................................................................................................. 4-1

SUB （サブ ト ラ クシ ョ ン） ...................................................................................................................... 4-3

MUL （マルチプ リ ケーシ ョ ン） ............................................................................................................... 4-6

DIV （デ ィ ビジ ョ ン） ............................................................................................................................... 4-9

INC （イ ン ク リ メ ン ト ） ......................................................................................................................... 4-18

DEC （デク リ メ ン ト ） ........................................................................................................................... 4-19

ROOT （ルー ト ） ................................................................................................................................... 4-20

SUM （サム） ......................................................................................................................................... 4-22

RNDM （ラ ンダム） ............................................................................................................................... 4-26

第5章 論理演算命令 .................................................................................................................5-1

ANDW （アン ド ・ ワー ド） ...................................................................................................................... 5-1

ORW （オア ・ ワー ド） ............................................................................................................................ 5-1

XORW （イ クスクルーシブ ・ オア ・ ワー ド） ......................................................................................... 5-1

第6章 シフ ト 命令 .....................................................................................................................6-1

SFTL （シフ ト ・ レ フ ト ） ........................................................................................................................ 6-1

SFTR （シフ ト ・ ラ イ ト ） ........................................................................................................................ 6-1

BCDLS （BCD レ フ ト シフ ト ） ................................................................................................................ 6-3

WSFT （ワー ド シフ ト ） .......................................................................................................................... 6-4

ROTL （ローテー ト ・ レ フ ト ） ................................................................................................................ 6-5

ROTR （ローテー ト ・ ラ イ ト ） ................................................................................................................ 6-5

第7章 データ変換命令 ..............................................................................................................7-1

HTOB （HEX ・ to ・ BCD） ....................................................................................................................... 7-1

BTOH （BCD ・ to ・ HEX） ....................................................................................................................... 7-3

HTOA （HEX ・ to ・ アスキー） ................................................................................................................ 7-5

ATOH （アスキー ・ to ・ HEX） ................................................................................................................ 7-7

BTOA （BCD ・ to ・ アスキー） ................................................................................................................ 7-9

ATOB （アスキー ・ to ・ BCD） .............................................................................................................. 7-12

ENCO （N ビ ッ ト → N 番号変換） ......................................................................................................... 7-15

DECO （N 番号→ N ビ ッ ト 変換） ......................................................................................................... 7-15

BCNT （ON ビ ッ ト 計数） ...................................................................................................................... 7-17

ALT （オルタ ネイ ト 出力） ..................................................................................................................... 7-18

CVDT （コ ンバー ト ・ データ タ イプ） ................................................................................................... 7-19

DTDV （データ分割） ............................................................................................................................ 7-21

DTCB （データ合成） ............................................................................................................................ 7-22

SWAP （スワ ッ プ） ............................................................................................................................... 7-23
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編 序 -13
FC9Y-B1272



第8章 時計比較命令 ................................................................................................................. 8-1

WKTBL （ウ ィ ーク テーブル） .................................................................................................................8-1

WKTIM （カ レンダタ イマ比較） ..............................................................................................................8-2

第9章 表示命令 ........................................................................................................................ 9-1

DISP （デ ィ スプレ イ） ............................................................................................................................9-1

DGRD （デジ タル ・ リー ド） ...................................................................................................................9-3

第10章 分岐命令 ...................................................................................................................... 10-1

LABEL （ラベル） ..................................................................................................................................10-1

LJMP （ラベルジャ ンプ） ......................................................................................................................10-1

LCAL （ラベルコール） ..........................................................................................................................10-2

LRET （ラベルリ ターン） ......................................................................................................................10-3

DJNZ （デク リ メ ン ト ・ ノ ン ・ ゼロジャ ンプ） ......................................................................................10-7

第11章 リ フ レ ッ シュ命令 ........................................................................................................ 11-1

IOREF （入出力リ フ レ ッ シュ） .............................................................................................................11-1

HSCRF （高速カウン タ リ フ レ ッ シュ） .................................................................................................11-3

FRQRF （周波数測定リ フ レ ッ シュ） ....................................................................................................11-4

COMRF （通信リ フ レ ッ シュ命令） .......................................................................................................11-5

第12章 割込制御命令 ............................................................................................................... 12-1

DI （割込禁止） ......................................................................................................................................12-1

EI （割込許可） .......................................................................................................................................12-1

第13章 XY変換命令 .................................................................................................................. 13-1

XYFS （X-Y 変換フ ォーマ ッ ト ） ...........................................................................................................13-1

CVXTY （X → Y 変換） ..........................................................................................................................13-3

CVYTX （Y → X 変換） ..........................................................................................................................13-3

第14章 アベレージ命令 ............................................................................................................ 14-1

AVRG （アベレージ） ............................................................................................................................14-1

第15章 パルス出力命令 ............................................................................................................ 15-1

PULS1 （パルス出力 1） ........................................................................................................................15-1

PULS2 （パルス出力 2） ........................................................................................................................15-1

PULS3 （パルス出力 3） ........................................................................................................................15-1

PWM1 （パルス幅変調 1） .....................................................................................................................15-6

PWM2 （パルス幅変調 2） .....................................................................................................................15-6

PWM3 （パルス幅変調 3） .....................................................................................................................15-6

RAMP1 （台形制御 1） .........................................................................................................................15-11

RAMP2 （台形制御 2） .........................................................................................................................15-11
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編序 -14
FC9Y-B1272



ZRN1 （原点復帰命令 1） .................................................................................................................... 15-23

ZRN2 （原点復帰命令 2） .................................................................................................................... 15-23

ZRN3 （原点復帰命令 3） .................................................................................................................... 15-23

第16章 PID命令 ........................................................................................................................16-1

PID （PID 命令） .................................................................................................................................... 16-1

第17章 特殊タ イマ命令 ............................................................................................................17-1

DTML （ON/OFF 時間設定 1 秒タ イマ） ............................................................................................... 17-1

DTIM （ON/OFF 時間設定 100 ミ リ秒タ イマ） ..................................................................................... 17-1

DTMH （ON/OFF 時間設定 10 ミ リ秒タ イマ） ...................................................................................... 17-1

DTMS （ON/OFF 時間設定 1 ミ リ秒タ イマ） ........................................................................................ 17-1

TTIM （テ ィ ーチングタ イマ） ............................................................................................................... 17-4

第18章 機能モジュールアクセス命令 ......................................................................................18-1

RUNA （ラ ンアクセス） ........................................................................................................................ 18-1

STPA （ス ト ッ プアクセス） .................................................................................................................. 18-1

第19章 三角関数命令 ...............................................................................................................19-1

RAD （ラジアン変換） ........................................................................................................................... 19-1

DEG （度変換） ...................................................................................................................................... 19-2

SIN （正弦） ........................................................................................................................................... 19-3

COS （余弦） ......................................................................................................................................... 19-4

TAN （正接） .......................................................................................................................................... 19-5

ASIN （逆正弦） ..................................................................................................................................... 19-6

ACOS （逆余弦） ................................................................................................................................... 19-7

ATAN （逆正接） .................................................................................................................................... 19-8

第20章 指数関数・対数関数命令 ...............................................................................................20-1

LOGE （自然対数） ................................................................................................................................ 20-1

LOG10 （常用対数） .............................................................................................................................. 20-2

EXP （指数関数） ................................................................................................................................... 20-3

POW （累乗） ........................................................................................................................................ 20-4

第21章 フ ァ イル処理命令 ........................................................................................................21-1

FIFOF （FIFO フ ォーマ ッ ト ） ............................................................................................................... 21-1

FIEX （FI 動作） ..................................................................................................................................... 21-3

FOEX （FO 動作） ................................................................................................................................. 21-4

NDSRC （データ検索） ......................................................................................................................... 21-6

第22章 時計命令 .......................................................................................................................22-1

TADD （時計データ加算） ..................................................................................................................... 22-1

TSUB （時計データ減算） ..................................................................................................................... 22-5
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編 序 -15
FC9Y-B1272



HOUR （アワー） ...................................................................................................................................22-9

HTOS （時 ・ 分 ・ 秒データの秒変換） .................................................................................................22-11

STOH （秒データの時 ・ 分 ・ 秒変換） .................................................................................................22-12

第23章 パソ コ ン リ ン ク通信 .................................................................................................... 23-1

第24章 モデム通信 ................................................................................................................... 24-1

第25章 Modbus TCP通信 ......................................................................................................... 25-1

Modbus TCP マス タ通信 ......................................................................................................................25-2

Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信 .............................................................................................25-5

第26章 増設シ リ アル通信モジュール ...................................................................................... 26-1

増設シ リ アル通信モジュールの機能 ....................................................................................................26-1

動作環境 ...............................................................................................................................................26-1

増設シ リ アル通信モジュールを使用する .............................................................................................26-2

パソ コ ン リ ン ク をする ..........................................................................................................................26-3

表示器と通信する .................................................................................................................................26-7

ユーザー通信をする ...........................................................................................................................26-10

第27章 AS-Interfaceマス タ通信モジュール ............................................................................. 27-1

AS-Interface の概要 ..............................................................................................................................27-1

AS-Interface マス タ モジュール ............................................................................................................27-7

ボタ ン操作と LED 表示 ......................................................................................................................27-10

AS-Interface オブジ ェ ク ト にアクセスする ........................................................................................27-14

AS-Interface マス タ 2 台目を使用する ...............................................................................................27-31

AS-Interface システムのセ ッ ト ア ッ プ ...............................................................................................27-38

SwitchNet I/O ポー ト  ..........................................................................................................................27-45

SwitchNet 用内部リ レー割付一覧 .......................................................................................................27-47

索引.......................................................................................................................................................................................................索引 -1

命令語索引........................................................................................................................................................................................索引 -5
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編序 -16
FC9Y-B1272



第
1
章

第
1
章

第
1
章

第 1 章 命令語
1
章

第
1
章

第
1
章

第

こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の命令語について説明し ています。
マイ ク ロスマー ト の命令語にはシーケンス処理を行う 基本命令と、 転送、 比較、 論理演
算、 四則演算、 ビ ッ ト シフ ト などを行う演算命令があ り ます。 命令語の使用方法を十分
理解し た う えでユーザープログラムを作成し、 マイ ク ロスマー ト を有効に活用し て く だ
さい。

マイク ロスマートのユーザープログラムの入力および操作には、 専門の知識が必要です。
本書の内容やプログラムについて十分理解した うえで、 マイ クロスマート を有効に活用してくださ
い。
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基本命令
こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の基本命令の一覧と機能を説明し ます。
詳細は FC5A マニュアル 　 基本編をご覧 く だ さい。

■ 基本命令一覧

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁

LOD ロード a 接点で論理演算を開始 （中間結

果を一時保存後、 接点状態を読込）

○ 基本編
8-1 頁

LODN ロード ・ ノ ッ ト b 接点で論理演算を開始 （中間結

果を一時保存後、 接点状態を読込）

○ 基本編
8-1 頁

OUT アウ ト 論理演算結果を出力 ○ 基本編
8-3 頁

OUTN アウ ト ・ ノ ッ ト 論理演算結果を反転して出力 ○ 基本編
8-3 頁

SET セッ ト 出力、 内部リ レー、 データレジス
タビッ ト 、 シフ ト レジスタをセッ
ト

○ 基本編
8-5 頁

RST リ セッ ト 出力、 内部リ レー、 データレジス
タビッ ト 、 シフ ト レジスタを リ
セッ ト

○ 基本編
8-5 頁

AND アンド a 接点の直列接続 ○ 基本編
8-6 頁

ANDN アンド ・ ノ ッ ト b 接点の直列接続 ○ 基本編
8-6 頁

OR オア a 接点の並列接続 ○ 基本編
8-7 頁
1-1
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1-2
ORN オア ・ ノ ッ ト b 接点の並列接続 ○ 基本編
8-7 頁

AND ・ LOD アンド ・ ロード 回路と回路の直列接続 ○ 基本編
8-8 頁

OR ・ LOD オア ・ ロード 回路と回路の並列接続 ○ 基本編
8-9 頁

BPS ビッ ト ・ プッシュ 論理演算結果を一時待避 ○ 基本編
8-10 頁

BRD ビッ ト ・ リード 一時待避した論理演算結果の読み
出し

○ 基本編
8-10 頁

BPP ビッ ト ・ ポップ 一時待避した論理演算結果の復帰 ○ 基本編
8-10 頁

SOTU シ ョ ッ ト アップ 立上がり微分 － 基本編
8-11 頁

SOTD シ ョ ッ ト ダウン 立下がり微分 － 基本編
8-11 頁

TML 1 秒タイマ 1000ms （1 秒） の減算式タイマ － 基本編
8-12 頁

TIM 100 ミ リ秒タイマ 100ms の減算式タイマ － 基本編
8-12 頁

TMH 10 ミ リ秒タイマ 10ms の減算式タイマ － 基本編
8-12 頁

TMS 1 ミ リ秒タイマ 1ms の減算式タイマ － 基本編
8-12 頁

TMLO 1 秒オフディ レータイマ 1000ms （1 秒） の減算式オフディ

レータイマ

－ 基本編
8-17 頁

TIMO 100 ミ リ秒オフディ レータイ

マ

100ms の減算式オフディ レータイ

マ

－ 基本編
8-17 頁

TMHO 10 ミ リ秒オフディ レータイマ 10ms の減算式オフディ レータイマ － 基本編
8-17 頁

TMSO 1 ミ リ秒オフディ レータイマ 1ms の減算式オフディ レータイマ － 基本編
8-17 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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CNT カウンタ 加算式カウンタ － 基本編
8-20 頁

CDP ク ロ ッ ク切換形可逆カウンタ － 基本編
8-20 頁

CUD ゲート切換形可逆カウンタ － 基本編
8-20 頁

CNTD ダブルワードカウンタ ダブルワード加算式カウンタ － 基本編
8-24 頁

CDPD ダブルワードカウンタ ダブルワード ク ロ ッ ク切換形可逆
カウンタ

－ 基本編
8-24 頁

CUDD ダブルワードカウンタ ダブルワードゲート切換形可逆カ
ウンタ

－ 基本編
8-24 頁

SFR 順方向シフ ト レジスタ － 基本編
8-29 頁

SFRN 逆方向シフ ト レジスタ － 基本編
8-29 頁

CC= カウンタ計数値の一致比較 ○ 基本編
8-33 頁

CC ≧ カウンタ計数値の大小比較 ○ 基本編
8-33 頁

DC= データレジスタ値の一致比較 ○ 基本編
8-36 頁

DC ≧ データレジスタ値の大小比較 ○ 基本編
8-36 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
1-3
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1-4
MCS マスタコン ト ロール開始 ○ 基本編
8-39 頁

MCR マスタコン ト ロール終了 ○ 基本編
8-39 頁

JMP 指定プログラム領域をジャンプ ○ 基本編
8-43 頁

JEND ジャンププログラム領域終了 ○ 基本編
8-43 頁

END プログラム終了 ○ 基本編
8-45 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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■ 演算命令一覧

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中 記載頁

NOP ノ ップ ノーオペレーシ ョ ン
（無処理）

○ －

MOV ムーブ （S1） → D1
データを直接転送します。

○ 2-1 頁

MOVN ムーブ ・ ノ ッ ト

データを反転して直接転送し
ます。

○ 2-4 頁

IMOV インダイレク ト ・ ムーブ S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）
データを間接転送します。

○ 2-5 頁

IMOVN インダイレク ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト

データを反転して間接転送し
ます。

○ 2-8 頁

IBMV インダイレク ト ・ ビッ ト ・ ムーブ データをビッ ト単位で間接転
送します。

○ 2-10 頁

IBMVN インダイレク ト ・ ビッ ト ・ ムー
ブ ・ ノ ッ ト

データをビッ ト単位で反転し
て、 間接転送します。

○ 2-10 頁

BMOV ブロ ッ ク ・ ムーブ データを一括転送します。 ○ 2-12 頁

NSET 数値一括設定 （S1） , （S2） , …, （Sn）
→ D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1
データを一括して転送します。

○ 2-13 頁

NRS 数値リ ピート設定 （S1）
→ D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1
データを繰り返し転送します。

○ 2-15 頁

XCHG エクスチェンジ D1 ⇔ D2
2 つの数値データを交換しま

す。

○ 2-17 頁

TCCST TIM/CNT 現在値ス ト ア （S1） → D1
TIM/CNT の計数値にデータを

転送します。

○ 2-19 頁

CMP ＝ コンペア （＝） （S1） ＝ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

CMP ＜＞ コンペア （<>） （S1） <> （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

S1  D1

S1 S2 +  D1 D2 +
1-5
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1-6
CMP ＜ コンペア （＜） （S1） ＜ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

CMP ＞ コンペア （＞） （S1） ＞ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

CMP ＜＝ コンペア （≦） （S1） ≦ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

CMP ＞＝ コンペア （≧） （S1） ≧ （S2） → D1 を ON
2 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-1 頁

ICMP ＞＝ 区間比較 3 つのデータを比較して、 そ

の結果を出力します。

○ 3-6 頁

LC= データ比較接点 （=） （S1） = （S2）
デバイス値の比較 （=） 結果を

ロード します。

○ 3-8 頁

LC<> データ比較接点 （<>） （S1） <> （S2）
デバイス値の比較 （<>） 結果

をロード します。

○ 3-8 頁

LC< データ比較接点 （<） （S1） < （S2）
デバイス値の比較 （<） 結果を

ロード します。

○ 3-8 頁

LC> データ比較接点 （>） （S1） > （S2）
デバイス値の比較 （>） 結果を

ロード します。

○ 3-8 頁

LC<= データ比較接点 （≦） （S1） ≦ （S2）
デバイス値の比較 （≦） 結果
をロード します。

○ 3-8 頁

LC>= データ比較接点 （≧） （S1） ≧ （S2）
デバイス値の比較 （≧） 結果
をロード します。

○ 3-8 頁

ADD アディシ ョ ン （S1） ＋ （S2） → CY と D1
2 つのデータを加算します。

○ 4-1 頁

SUB サブ ト ラ クシ ョ ン （S1） － （S2） → BW と D1
2 つのデータを減算します。

○ 4-3 頁

MUL マルチプリ ケーシ ョ ン （S1） × （S2） → D1,D ＋ 1
2 つのデータを乗算します。

○ 4-6 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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DIV ディビジ ョ ン （S1） ÷ （S2） → D1, D1 ＋ 1
2 つのデータを除算します。

○ 4-9 頁

INC インク リ メ ン ト （S/D） ＋ 1 → S/D

指定したデータを＋ 1 します。

○ 4-18 頁

DEC デク リ メン ト （S/D） － 1 → S/D

指定したデータを -1 します。

○ 4-19 頁

ROOT ルート √ （S1） → D1
平方根

○ 4-20 頁

SUM サム 指定したデータの総計を算出
します。

○ 4-22 頁

RNDM ランダム 疑似乱数を発生させます。 ○ 4-26 頁

ANDW アンド ・ ワード （S1） ∧ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを論理

積演算します。

○ 5-1 頁

ORW オア ・ ワード （S1） ∨ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを論理

和演算します。

○ 5-1 頁

XORW イ クスクルーシブ ・ オア ・ ワード （S1） ∀ （S2） → D1
2 つの 16 ビッ トデータを排他

的論理和演算します。

○ 5-1 頁

SFTL シフ ト ・ レフ ト （CY） ← （S1）
データをビッ ト単位で左シフ
ト します。

○ 6-1 頁

SFTR シフ ト ・ ラ イ ト （S1） → （CY）

データをビッ ト単位で右シフ
ト します。

○ 6-1 頁

BCDLS BCD レフ ト シフ ト BCD 桁を左にシフ ト します。 ○ 6-3 頁

WSFT ワードシフ ト 指定した範囲のデータをシフ
ト させます。

○ 6-4 頁

ROTL ローテート ・ レフ ト

データをビッ ト単位で左ロー
テート します。

○ 6-5 頁

ROTR ローテート ・ ラ イ ト

データをビッ ト単位で右ロー
テート します。

○ 6-5 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
1-7
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1-8
HTOB Hex ・ to ・ BCD （S1） → D1
バイナリ to BCD 変換

○ 7-1 頁

BTOH BCD ・ to ・ Hex （S1） → D1
BCD to Hex 変換

○ 7-3 頁

HTOA Hex ・ to ・ アスキー （S1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, 
D1 ＋ 3, D1 ＋ 4
Hex to アスキー変換

○ 7-5 頁

ATOH アスキー ・ to ・ Hex （S1） （S1 ＋ 1） （S1 ＋ 2） （S1
＋ 3） → D1
アスキー to Hex 変換

○ 7-7 頁

BTOA BCD ・ to ・ アスキー （S1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, 
D1 ＋ 3, D1 ＋ 4
Hex → BCD to アスキー変換

○ 7-9 頁

ATOB アスキー ・ to ・ BCD （S1） （S1 ＋ 1） （S1 ＋ 2） （S1
＋ 3） → D1
アスキー to BCD 変換

○ 7-12 頁

ENCO N ビッ ト→ N 番号変換 ON しているビッ トの番号を

セッ ト します。

○ 7-15 頁

DECO N 番号→ N ビッ ト変換 N 番号のビッ ト を ON します。 ○ 7-15 頁

BCNT ON ビッ ト計数 チェッ ク範囲の ON ビッ ト数

を計数します。

○ 7-17 頁

ALT オルタネイ ト出力 SOTU ・ SOTD 命令と組み合せ

て使用するこ とで、 入力の
エッジを検出し、 出力の ON/
OFF を切り替えます。

○ 7-18 頁

CVDT コンパート ・ データタイプ （S1） → D1
データタイプを変換後、 転送
します。

○ 7-19 頁

DTDV データ分割 （S1） → D1, D1 ＋ 1

データを分割し、 転送します。

○ 7-21 頁

DTCB データ合成 （S1, S1 ＋ 1） → D1

データを合成し、 転送します。

○ 7-22 頁

SWAP スワップ S1 の上位データ と下位データ

を入れ替えて D1 に転送しま

す。

○ 7-23 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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WKTBL ウ ィークテーブル 指定した月日を特別指定日に
設定します。

－ 8-1 頁

WKTIM カレンダタイマ比較 設定した曜日と開始時刻、 終
了時刻を現在の時刻と比較し
てその結果を出力します。

－ 8-2 頁

DISP ディ スプレイ 指定したデータを 7 セグメン

ト表示器に表示出力します。

－ 9-1 頁

DGRD デジタルリード デジタルスイ ッチの設定値を
指定したデバイスにセッ ト し
ます。

－ 9-3 頁

TXD ユーザー通信送信命令 通信ポートに接続された機器
へ指定したデータタイプに変
換してデータを送信します。

－ 基本編
10-1 頁

RXD ユーザー通信受信命令 通信ポートに接続された機器
からデータを受信し、 指定し
たデータタイプに変換して
データレジスタに格納します。

－ 基本編
10-11 頁

LABEL ラベル ラベルを指定します。 ○ 10-1 頁

LJMP ラベルジャンプ ラベルのあるアドレスへジャ
ンプします。

○ 10-1 頁

LCAL ラベルコール ラベルのあるアドレスをコー
ルします。

○ 10-2 頁

LRET ラベルリ ターン ラベルコール命令で呼び出さ
れたアドレスへリ ターンしま
す。

○ 10-3 頁

DJNZ デク リ メン ト ・ ノン ・ ゼロジャン
プ

指定したデバイスの内容を -1
して、 ゼロでなければ、 ラベ
ルのあるアドレスへジャンプ
します。

○ 10-7 頁

IOREF 入出力リ フレッシュ 新の入出力データを リ フ
レッシュします。

○ 11-1 頁

HSCRF 高速カウンタ リ フレッシュ 新の計数値を リ フレッシュ
します。

○ 11-3 頁

FRQRF 周波数リ フレッシュ 新の周波数計数値を リ フ
レッシュします。

○ 11-4 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
1-9
章
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COMRF 通信リ フレッシュ ユーザープログラム処理中に、
全ての増設通信ポートに対し
て受信データの読み出しおよ
び、 送信データの書き込みを
実行します。

－ 11-5 頁

DI 割込禁止 割込入力や内部タイマ割込に
対して禁止するユーザー割込
を指定します。

－ 12-1 頁

EI 割込許可 割込入力や内部タイマ割込に
対して許可するユーザー割込
を指定します。

－ 12-1 頁

XYFS X-Y 変換フォーマッ ト X-Y 変換フォーマッ ト － 13-1 頁

CVXTY X → Y 変換 X → Y 変換命令 － 13-3 頁

CVYTX Y → X 変換 Y → X 変換命令 － 13-3 頁

AVRG アベレージ 数値データ平均化 － 14-1 頁

PULS1 パルス出力 1 Y0 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 15-1 頁

PULS2 パルス出力 2 Y1 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 15-1 頁

PULS3 パルス出力 3 Y2 から指定した周波数のパル

スを出力します。

－ 15-1 頁

PWM1 パルス幅変調 1 Y0 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 15-6 頁

PWM2 パルス幅変調 2 Y1 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 15-6 頁

PWM3 パルス幅変調 3 Y2 からデューティ比可変のパ

ルスを出力します。

－ 15-6 頁

RAMP1 台形制御 1 加減速機能付きのパルスを出
力します。 （出力は Y0, Y1）

－ 15-11 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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RAMP2 台形制御 2 加減速機能付きのパルスを出
力します。 （出力は Y2）

－ 15-11 頁

ZRN1 原点復帰命令 1 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y0）

－ 15-23 頁

ZRN2 原点復帰命令 2 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y1）

－ 15-23 頁

ZRN3 原点復帰命令 3 機械原点復帰動作を行います。
（出力は Y2）

－ 15-23 頁

PID PID 命令 オートチューニングや PID 制

御をします。

－ 16-1 頁

DTML ON/OFF 時間設定タイマ 1000ms （1 秒） 単位の ON/
OFF 時間設定タイマです。

－ 17-1 頁

DTIM ON/OFF 時間設定タイマ 100ms 単位の ON/OFF 時間設

定タイマです。

－ 17-1 頁

DTMH ON/OFF 時間設定タイマ 10ms 単位の ON/OFF 時間設定

タイマです。

－ 17-1 頁

DTMS ON/OFF 時間設定タイマ 1ms 単位の ON/OFF 時間設定

タイマです。

－ 17-1 頁

TTIM ティーチングタイマ 入力の ON 時間を測定します。 － 17-4 頁

RUNA ランアクセス プログラム RUN 時に増設モ

ジュールに対し読出し、 書込
みを行います。

－ 18-1 頁

STPA ス ト ップアクセス プログラム STOP 時に増設モ

ジュールに対し読出し、 書込
みを行います。

－ 18-1 頁

RAD ラジアン変換 S1 → D1
度→ラジアン変換

○ 19-1 頁

DEG 度変換 S1 → D1
ラジアン→度変換

○ 19-2 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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1-12
SIN 正弦 SIN （S1） → D1
正弦

○ 19-3 頁

COS 余弦 COS （S1） → D1
余弦

○ 19-4 頁

TAN 正接 TAN （S1） → D1
正接

○ 19-5 頁

ASIN 逆正弦 SIN-1 （S1） → D1
逆正弦

○ 19-6 頁

ACOS 逆余弦 COS-1 （S1） → D1
逆余弦

○ 19-7 頁

ATAN 逆正接 TAN-1 （S1） → D1
逆正接

○ 19-8 頁

LOGE 自然対数 LOGe （S1） → D1

自然対数

○ 20-1 頁

LOG10 常用対数 LOG10 （S1） → D1

常用対数

○ 20-2 頁

EXP 指数関数 eS1 → D1
指数関数

○ 20-3 頁

POW 累乗 S1S2 → D1

累乗 （Xy ： X の y 乗を計算す

る。）

○ 20-4 頁

FIFOF FIFO フォーマッ ト FIFOÐ データファ イルに格納

するデータのフォーマッ ト を
作成します。

－ 21-1 頁

FIEX FI 動作 FIFOÐ データファ イルにレ

コードデータを格納します。

○ 21-3 頁

FOEX FO 動作 FIFOÐ データファ イルにレ

コードデータを取り出します。

○ 21-4 頁

NDSRC データ検索 データレジスタに格納された
値全体を検索するのに使用さ
れます。

－ 21-6 頁

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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TADD 時計データ加算 （S1） ＋ （S2） → D1

2 つの時間データを加算しま

す。

○ 22-1 頁

TSUB 時計データ減算 （S1） － （S2） → D1

2 つの時間データを減算しま

す。

○ 22-5 頁

HOUR アワー 入力接点の ON 時間を計測し、

設定値と比較します。

－ 22-9 頁

HTOS 秒変換 「時、 分、 秒」 単位のデータを
「秒」 単位のデータに変換しま
す。

○ 22-11 頁

STOH 時 ・ 分 ・ 秒変換 「秒」 単位のデータを 「時、
分、 秒」 単位のデータに変換
します。

○ 22-12 頁

EMAIL E メール送信 S1 に指定された E メールを

SMTP サーバーに送信します。

－ Web 編

10-1 項

PING Ping 送信 S1 に指定された IP アドレス

に対して Ping を実行します。

－ Web 編

11-1 項

ETXD Ethernet ユーザー通信送信命令 ネッ ト ワーク上に接続された
リモート ホス トへ指定した
データタイプに変換してデー
タを送信します。

－ Web 編

8-1 項

ERXD Ethernet ユーザー通信受信命令 ネッ ト ワーク上に接続された
リモート ホス トからデータを
受信し、 指定したデータタイ
プに変換してデータレジスタ
に格納します。

－ Web 編

8-1 項

記号 名称と シンボル 機能
割込プロ
グラム中

記載頁
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1-14
■ 使用可能機種 / 処理単位一覧

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジ ャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E

無処理
命令

NOP － － － － － ○ ○ ○ ○

転送命令 MOV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MOVN ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

IMOV ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○

IMOVN ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

IBMV （N） ○ － － － － ○ ○ ○ ○

BMOV ○ － － － － ○ ○ ○ ○

NSET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NRS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

XCHG ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

TCCST ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

データ
比較命令

CMP ＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜＞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＜＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CMP ＞＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ICMP ＞＝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC<> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC< ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC<= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LC>= ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

算術演算
命令

ADD ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MUL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DIV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

INC ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

DEC ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

ROOT ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ ○

SUM
（ADD）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SUM
（XOR）

○ － － － － ○ ○ ○ ○

RNDM ○ － － － － ○ ○ ○ ○

論理演算
命令

ANDW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ORW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

XORW ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○
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シフ ト
命令

SFTL － － － － － ○ ○ ○ ○

SFTR － － － － － ○ ○ ○ ○

BCDLS － － ○ － － ○ ○ ○ ○

WSFT ○ － － － － ○ ○ ○ ○

ROTL ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ROTR ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

データ
変換命令

HTOB ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

BTOH ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

HTOA ○ － － － － ○ ○ ○ ○

ATOH ○ － － － － ○ ○ ○ ○

BTOA ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ATOB ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

ENCO － － － － － ○ ○ ○ ○

DECO － － － － － ○ ○ ○ ○

BCNT － － － － － ○ ○ ○ ○

ALT － － － － － ○ ○ ○ ○

CVDT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DTDV ○ － － － － ○ ○ ○ ○

DTCB ○ － － － － ○ ○ ○ ○

SWAP ○ － ○ － － ○ ○ ○ ○

時計比較
命令

WKTBL － － － － － ○ ○ ○ ○

WKTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

表示命令 DISP － － － － － ○ ○ ○ ○

DGRD － － － － － ○ ○ ○ ○

ユーザー
通信命令

TXD1 － － － － － ○ ○ ○ ○

TXD2 － － － － － ○ ○ ○ ○

TXD3 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

TXD4 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

TXD5 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

TXD6 － － － － － － － ○ ○

TXD7 － － － － － － － ○ ○

RXD1 － － － － － ○ ○ ○ ○

RXD2 － － － － － ○ ○ ○ ○

RXD3 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

RXD4 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

RXD5 － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

RXD6 － － － － － － － ○ ○

RXD7 － － － － － － － ○ ○

分岐命令 LABEL － － － － － ○ ○ ○ ○

LJMP － － － － － ○ ○ ○ ○

LCAL － － － － － ○ ○ ○ ○

LRET － － － － － ○ ○ ○ ○

DJNZ － － － － － ○ ○ ○ ○

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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1-16
リ フレッ
シュ命令

IOREF － － － － － ○ ○ ○ ○

HSCRF － － － － － ○ ○ ○ ○

FRQRF － － － － － ○ ○ ○ ○

COMRF － － － － － － ○＊ 1 ○ ○

割込制御
命令

DI － － － － － ○ ○ ○ ○

EI － － － － － ○ ○ ○ ○

XY 変換命

令

XYFS ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

CVXTY ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

CVYTX ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

アベレー
ジ命令

AVRG ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パルス
出力命令

PULS1 － － － － － － － ○ ○

PULS2 － － － － － － － ○ ○

PULS3 － － － － － － － － ○

PWM1 － － － － － － － ○ ○

PWM2 － － － － － － － ○ ○

PWM3 － － － － － － － － ○

RAMP1 － － － － － － － ○ ○

RAMP2 － － － － － － － － ○

ZRN1 － － － － － － － ○ ○

ZRN2 － － － － － － － ○ ○

ZRN3 － － － － － － － － ○

PID 命令 PID ○ ○ － － － － ○ ○ ○

特殊タイ
マ命令

DTML － － － － － ○ ○ ○ ○

DTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

DTMH － － － － － ○ ○ ○ ○

DTMS － － － － － ○ ○ ○ ○

TTIM － － － － － ○ ○ ○ ○

機能モ
ジュール
アクセス
命令

RUNA ○ ○ － － － － ○＊ 1 ○ ○

STPA ○ ○ － － － － ○＊ 1 ○ ○

三角関数
命令

RAD － － － － ○ ○ ○ ○ ○

DEG － － － － ○ ○ ○ ○ ○

SIN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

COS － － － － ○ ○ ○ ○ ○

TAN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ASIN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ACOS － － － － ○ ○ ○ ○ ○

ATAN － － － － ○ ○ ○ ○ ○

指数関数
命令
対数関数
命令

LOGE － － － － ○ ○ ○ ○ ○

LOG10 － － － － ○ ○ ○ ○ ○

EXP － － － － ○ ○ ○ ○ ○

POW － － － － ○ ○ ○ ○ ○

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジ ャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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ファイル
処理命令

FIFOF ○ － － － － ○ ○ ○ ○

FIEX ○ － － － － ○ ○ ○ ○

FOEX ○ － － － － ○ ○ ○ ○

NDSRC ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時計命令 TADD － － － － － ○ ○ ○ ○

TSUB － － － － － ○ ○ ○ ○

HOUR － － － － － ○ ○ ○ ○

HTOS － － － － － ○ ○ ○ ○

STOH － － － － － ○ ○ ○ ○

Ethernet
命令

EMAIL － － － － － － － － ○＊ 2

PING － － － － － － － － ○＊ 2

ETXD － － － － － － － － ○＊ 2

ERXD － － － － － － － － ○＊ 2

＊ 1 FC5A-C24R2D には増設コネクタはあ り ません。

＊ 2 Ethernet 命令は FC5A-D12x1E のみで使用できます。

命令語

処理単位 使用可能機種

ワー ド
Word

イ ンテ
ジャ

Integer

ダブル
ワー ド
Double
Word

ロング
Long

フ ロー
ト

Float

FC5A-

C10R2
C10R2C
C10R2D
C16R2

C16R2C
C16R2D

C24R2
C24R2C
C24R2D

D16RK1
D16RS1

D32K3
D32S3

D12K1E
D12S1E
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演算命令
こ こ では、 演算命令を使用する う えでの約束ご と について説明し ています。

■ 演算命令の処理単位

マイクロスマートでは転送命令、 比較命令、 論理演算命令、 四則演算命令、 ビッ ト シフ ト命令など
の演算命令において処理単位 （W, I, D, L） を指定するこ とができます。

処理単位を指定できない命令では基本的にワード単位 （W） で処理します。

用語 略称 構成ビ ッ ト DR 換算 データ範囲

Word
ワード

（符号なし 16 ビッ ト ）

W 16 ビッ ト 1 個 0 ～ 65,535

Integer
インテジャ

（符号あ り 15 ビッ ト ）

I 16 ビッ ト 1 個 -32,768 ～ 32,767

Double Word
ダブルワード

（符号なし 32 ビッ ト ）

D 32 ビッ ト 2 個 0 ～ 4,294,967,295

Long
ロング

（符号あ り 31 ビッ ト ）

L 32 ビッ ト 2 個
-2,147,483,648
～ 2,147,483,647

処理単位と内部コー ド

処理単位 加算結果
その内部コー ド

（16 進） 減算結果
その内部コー ド

（16 進）

Word
ワード

（符号なし 16 ビッ ト ）

0
65,535

131,071

0000
FFFF

（CY） FFFF

65,535
0
-1

-65,535
-65,536

FFFF
0000

（BW） FFFF
（BW） 0001
（BW） 0000

Integer
インテジャ

（符号あ り 15 ビッ ト ）

65,534
32,768
32,767

0
-1

-32,767
-32,768
-32,769
-65,535

（CY） 7FFE
（CY） 0000

7FFF
0000
FFFF
8001
8000

（CY） FFFF
（CY） 8001

65,534
32,768
32,767

0
-1

-32,767
-32,768
-32,769
-65,535

（BW） 7FFE
（BW） 0000

7FFF
0000
FFFF
8001
8000

（BW） FFFF
（BW） 8001

Double Word
ダブルワード

（符号なし 32 ビッ ト ）

0
4,294,967,295
8,589,934,591

00000000
FFFFFFFF

（CY） FFFFFFFF

4,294,967,295
0
-1

-4,294,967,295
-4,294,967,296

FFFFFFFF
00000000

（BW） FFFFFFFF
（BW） 000000001
（BW） 00000000

Long
ロング

（符号あ り 31 ビッ ト ）

4,294,967,294
2,147,483,648
2,147,483,647

0
-1

-2,147,483,647
-2,147,483,648
-2,147,483,649
-4,294,967,295

（CY） 7FFFFFFE
（CY） 00000000

7FFFFFFF
0

FFFFFFFF
80000001
80000000

（CY） FFFFFFFF
（CY） 80000001

4,294,967,294
2,147,483,648
2,147,483,647

0
-1

-2,147,483,647
-2,147,483,648
-2,147,483,649
-4,294,967,295

（BW） 7FFFFFFE
（BW） 00000000

7FFFFFFF
0

FFFFFFFF
80000001
80000000

（BW） FFFFFFFF
（BW） 80000001
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32 ビ ッ ト 処理単位データの格納方法

■ 演算命令の処理単位 （浮動小数点型）

浮動小数点演算での数値の扱い

FC5A では、 浮動小数点演算命令の処理単位と して 「浮動小数点型」 を意味する “F （Float） ” が指

定できます。 浮動小数点演算命令では、 整数型の “D （Double Word） ” や “L （Long Integer） ” のよ

うに、 ソース とデスティネーシ ョ ンに連続番号の一対のデータレジスタを用います。 FC5A の浮動

小数点型のデータフォーマッ トは次に説明するよ うに、 IEEE （The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers） 規格の単精度の記憶形式に準拠しています。

単精度の記憶形式

IEEE 単精度記憶形式は、 23 ビッ トの仮数部 f、 8 ビッ トの指数 e、 1 ビッ トの符号 s の 3 つのフ ィー

ルドで構成されています。 下図に示すよ うに、 これらのフ ィールドは、 32 ビッ ト長 （2 ワード） で

格納されます。 ビッ ト 0 ～ 22 には 23 ビッ ト仮数部 f が含まれます。 ビッ ト 0 が仮数部の 下位

ビッ ト 、 ビッ ト 22 が 上位ビッ トです。 ビッ ト 23 ～ 30 は 8 ビッ トのバイアス指数 e とな り、

ビッ ト 23 はバイアス指数の 下位ビッ ト 、 ビッ ト 30 は 上位になり ます。 高位のビッ ト 31 に

は符号ビッ ト s が含まれます。

下記の表では、 s, e, f の 3 つのフ ィールドにある値と、 単精度の記憶形式ビッ トパターンで表示され

る値との対応を示しています。 浮動小数点演算命令に上記のビッ トパターン以外の値を入力した場
合と、 ゼロ除算等で演算結果がこのビッ トパターン以外の値になった場合は、 特殊内部リ レー
M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

ワードデバイス ： 格納先に D0 を指定した場合、 上位ワードが D0 に、 下位ワードが D1 に格納さ

れます。

ビッ トデバイス ： 格納先に R0 を指定した場合、 上位ワードが R16 に、 下位ワードが R0 に格納さ

れます。
格納先に M0 を指定した場合、 上位ワードが M20 に、 下位ワードが M0 に格納

されます。

単精度ビ ッ ト パターン 値

0<e<255 （-1） S×2E-127×1.f （正規数）

e=0;f=0 （f にあるビッ トはすべてゼロ） （-1） S×0.0 （符号付きの 0）
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浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

浮動小数点演算命令を実行する と、 特殊内部リ レー M8003 （キャ リー / ボロー） が更新されます。

M8003 が 1 で結果が≠ 0 の場合 ：

演算結果が -3.402823×1038 ～ 3.402823×1038 を超えた （オーバーフローした） こ とを意味します。

M8003 が 1 で結果が＝ 0 の場合 ：

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかったもので、 完全な 0 ではあ り ません。

＊ M8003 が 0 で結果が＝ 0 の場合は、 演算結果が完全な 0 であるこ とを意味しています。

● 用語について

演算命令には、 演算の種類を表す 「記号」 と、 演算対象を表す 「演算デバイス」 （または 「デバイ
ス」） の 2 種類あり ます。

演算デバイス （以下 「デバイス」 と表記） という場合には、 デバイス番号を意味する場合と、 デバ
イス内容を意味する場合があ り ます。 演算命令の説明では、 原則と して次の表現をしています。

● 演算命令 〔OUT 相当の演算命令〕 の条件入力

OUT 相当演算命令は、 通常その条件入力が ON の間だけ実行されます。

入力接点が ON の場合演算実行

入力接点が OFF の場合無処理

この例の場合、 入力が OFF する と、 特殊内部リ レー M0014 からの 16 点は保持され、 入力 ON の

後に出力された状態が続きます。

・ デバイス番号とは、 デバイスが X, Y, M, R, T, C, D の場合、 その種別および番号を示します。

・ デバイスの値とは、 デバイスが X, Y, M, R, T, C, D の場合、 その内容を表します。

・ デバイスには定数の場合もあ り ます。 その場合デバイス番号はあ り ません。

用語 意味

デバイス 原則と してはデバイス番号ですが、 区別が明白な場合はデバイス内容の意味
でも使用しています。

（デバイス） デバイスの値を意味します。

ソース 演算命令を実行するためのデータの格納場所を示します。

デスティネーシ ョ ン 演算命令の実行結果のデータの格納場所を示します。

ワード 16 ビッ トのデータです。

インテジャ 符号付き 15 ビッ トのデータです。

ダブルワード 32 ビッ トのデータです。

ロング 符号付き 31 ビッ トのデータです。

フロート 浮動小数点型のデータです。
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デバイスが D15 で、 その内容が 9,999 の場合

デバイス        ＝   D15
（デバイス）   ＝ （D15）  ＝  9,999

デバイスが定数 1,234 の場合

デバイス         ＝  なし

（デバイス）    ＝  1,234

デバイスが Y0 （ワー ド扱い） で、 Y4 のみが ON の場合

デバイス          ＝   Y0

（デバイス）     ＝ （Y0）   ＝

● 演算命令の構成

演算命令

● 演算命令の基本的な考え方

ソースデバイスのデータを処理して、 デスティネーシ ョ ンデバイスに格納します。

加算命令を使用し た基本例

入力 X1 が ON の場合、 C10 の計数値に定数 500 を加算して、 その結果を D3 に格納します。

処理単位は、 ワード指定と します。

● SOT 命令

演算命令は、 入力接点が ON の場合毎スキャン実行します。 入力の立ち上がり、 または立ち下がり

時のみ命令を実行させる場合には、 SOT 命令 （SOTU/SOTD） を入力条件に加えてください。

① 記号 （処理単位）

② ソースデバイス （命令によっては、 ソースデバイスを複数指定する必要があ り ます）

③ デスティネーシ ョ ンデバイス （命令によっては、 デスティネーシ ョ ンデバイスを複数指定する必要
があ り ます。）

④ リ ピート設定の有無 R ： リ ピート あ り

⑤ リ ピート設定時のリ ピート回数
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● 演算デバイスにタ イマ / カウン タ を指定し た場合

演算デバイスにタイマ / カウンタを指定した場合、 ソースデバイスは計数値、 デスティネーシ ョ ン

デバイスは設定値になり ます。 ラダープログラム上では、 計数値と設定値は下記のよ うに表記され
ます。

演算デバイスにタイマの T000 を指定した場合、 ラダープログラム上では下記のよ うに表記されま

す。

本書では、 計数値 ・ 設定値に関わらず、 タイマのデバイスは （T）、 カウンタのデバイスは （C） と

記載します。

● 演算命令のリ ピー ト 設定

一部の演算命令はデバイス設定時にリ ピート設定ができます。 リ ピート数は 大 99 まで設定でき

ます。
リ ピートの設定をしない場合は、 1 回と して処理します。

各命令のリ ピート設定時の動作については、 各命令の説明に記載しています。

● 演算命令のリ ピー ト 動作

演算命令のデバイスにリ ピート設定した場合の動作を MOV 命令を例にあげて説明します。

入力 X0 が ON の場合、 次のよ うにデータを転送します。

このよ うに、 リ ピート設定されたデバイスは、 設定されたデバイス番号をインク リ メン ト （＋ 1）
しながら リ ピート回数分の命令を実行します。
リ ピート を 「1」 と設定した場合は、 リ ピート なしの設定と同等です。

● 演算デバイス

T, C, D を設定し た場合

演算デバイスに T, C, D を設定した場合、 設定したデバイスが範囲を超えた場合 WindLDR からの入

力が行えません。

タ イマ カウン タ

計数値 TC （Timer Current） CC （Counter Current）

設定値 TP （Timer Preset） CP （Counter Preset）

（D0） → （D50）

（D1） → （D51）

（D2） → （D52）
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D1 は商の格納エリ アと して T255、 余りの格納エリ アと して T256 を示しますが、 T256 は存在しな

いため WindLDR からの設定が行えません。

データ レジス タ、 拡張データ レジス タ、 特殊データ レジス タ

データレジスタ （D0 ～ D1999）、 拡張データレジスタ （D2000 ～ D7999、 ス リ ムタイプの CPU モ

ジュールのみ使用可）、 特殊データレジスタ （ス リ ムタイプの CPU モジュールの場合 D8000 ～

D8499、 オールインワンタイプの CPU モジュールの場合 D8000 ～ D8199）、 データレジスタ D10000
～ D49999 （ス リ ムタイプの CPU モジュールのみ使用可） について、 同じ “D” という記号で示され

ますが、 デバイスタイプは別の扱いになり ます。

X, Y, M, R を設定し た場合

演算デバイスに X, Y, M, R を設定した場合、 設定したデバイスが範囲を超えた場合エラーとなり ま

す。

S1 は本来、 Y620 から 16 点のエリアを示しますが、 出力 （Y） は Y627 までですので、 WindLDR か

らの入力が行えません。

内部リ レーと特殊内部リ レー

内部リ レー （M0 ～ M2557） と特殊内部リ レー （ス リ ムタイプの CPU モジュールの場合 M8000 ～

M8317、 オールインワンタイプの CPU モジュールの場合 M8000 ～ M8157） は、 同じ “M” とい う記

号で表されますが、 デバイスタイプは別扱いとなり ます。

終のデバイスが範囲を超えた場合の例

D1 は 1 回目のリ ピートで Y0610 ～ Y0627 のエリ アを示し、 2 回目のリ ピートで Y0630 ～ Y0647 の

エリ アを示しますが、 Y0630 ～ Y0647 は存在しないため、 WindLDR からの入力が行えません。

● 転送命令のエラー

・ 間接転送命令で、 S1 ＋ （S2） , D1 ＋ （D2） で指定したデバイス番号が、 デバイスの範囲を超えた

場合、 プログラム実行エラー （M8004） が ON します。

・ 内部リ レーと特殊内部リ レー、 データレジスタ、 拡張データレジスタ、 特殊データレジスタ とデー
タレジスタ D10000 ～ D49999 は、 別のデバイス と考えてください。

D0 の値が 1 以上の場合、 ユーザープログラム実行エラーが発生します。

D0 の値が 1 の場合

D （1999 ＋ 1） ＝ D2000 とな り ますが、 D1999 と D2000 が連続していないため、 上記のよ うな動作

はできません。
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こ こ では、 転送命令の説明を し ます。
転送命令は、 指定し たデータ をデバイスに転送する命令です。
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MOV （ムーブ）
データ を直接転送し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを D1 で指定したデバイスに転送します。

対象デバイス

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

S1, D1 はワードデバイス 2 点で処理します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） → D1

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1,S1 ＋ 1） → D1,D1 ＋ 1

［処理単位を W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） , D （ダブルワー ド） , L （ロング） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元の
エリ ア

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先の
エリ ア

－ ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － ◯

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元の
エリ ア

－ － － － － － ◯ ◯ ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先の
エリ ア

－ － － － － － ◯ － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F＊ 1

＊ 1 MOV 命令の浮動小数点型 （F） の指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、
WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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第 2 章 転送命令

2-2
エラー処理

ソースデバイスの値が正規の浮動少数点形式でない場合、 演算エラーとな り、 特殊内部リ レー
M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。 エラー発生時の転送処理は実行されませ

ん。

リ ピー ト 指定がある場合に演算エラーが発生し た場合の動作例

S1 を D0, D1 を D100 に指定した場合

転送命令の考え方

● 入力が ON の場合、 定数 “810” をデバイス D2 のエ リ アにセ ッ ト し ます。

MOV （W） ワード転送の場合

MOV （I） インテジャ転送は、 MOV （W） ワード転送と同じ動作になり ます。

入力が ON の場合、 D10 のデータ をデバイス D2 のエ リ アにセ ッ ト し ます。

MOV （W） ワード転送の場合
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転送命令のリ ピー ト 動作について

転送命令の S （ソース） または D （デスティネーシ ョ ン） に リ ピート設定をした場合は、 次のよ う

に動作します。

● S （ソース） にリ ピー ト 設定ありの場合

S （ソース） に指定したデバイスから、 リ ピート指定した個数分のデバイスのすべてを D （デス

ティネーシ ョ ン） に転送します。 後に転送された S （ソース） データが、 D （デスティネーシ ョ

ン） で指定したデバイスに転送されます。

ワー ド データの場合

D5 のデータが 「20」、 D6 のデータを 「100」 とする と、 次のよ うに動作します。

● D （デステ ィ ネーシ ョ ン） に リ ピー ト 設定あ りの場合

S （ソース） で指定したデータを D （デスティネーシ ョ ン） で指定したデバイスから、 リ ピート指

定した個数分のデバイスに転送します

ワー ド データの場合

D0 のデータを 「5」 とする と、 次のよ うに動作します。

● S （ソース） , D （デステ ィ ネーシ ョ ン） と もに リ ピー ト 設定あ りの場合

S （ソース） で指定したデバイスから リ ピート指定した個数分のデータを、 D （デスティネーシ ョ

ン） で指定したデバイスから リ ピート指定した個数分のデバイスに転送します。

ワー ド データの場合

D0 のデータが 「10」、 D1 のデータを 「20」、 D2 のデータが 「30」 とする と、 次のよ うに動作しま

す。

間接指定時の注意

・ D5 のデータを転送してから D6 のデータを転送するので、 結果と して D50 には D6 のデータが格納

されます。

・ S1 に指定した D0 のデータ 「5」 を D10, D11, D12 に転送します。

・ D0 のデータ 「10」、 D1 のデータ 「20」、 D2 のデータ 「30」 を順に D10, D11, D12 に転送します。

・ S1 ＋ （S2） ,D1 ＋ （D2） で指定したデバイス番号が、 デバイスの範囲を超えないよ うに注意して く

ださい。

・ デバイスが X, Y, M, R の場合は 16 点単位でデータを転送します。 S2 （ソース 2）、 または D2 （デス

ティネーシ ョ ン 2） の値が 1 点増えるごとに M, R などの番号が 16 点分ずつ増えていきますので注意

して ください。
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第 2 章 転送命令
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MOVN （ムーブ ・ ノ ッ ト ）
データ を反転し て直接転送し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータをビッ ト反転して D1 で指定したデバイスに転送します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

反転転送命令の考え方

反転転送命令は、 転送元デバイスのデータを反転して転送先デバイスに転送する命令です。
下記のユーザープログラムを例に反転命令の考え方を説明します。

S1 （ソース 1） のデバイス M10 ～ M27 を反転して D1 （デスティネーシ ョ ン 1） の M50 ～ M67 に

転送します。 転送時のデータの動きは次のよ うにな り ます。

［処理単位が W, I の場合］

［処理単位が D, L の場合］

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元の
エリ ア

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先の
エリ ア

－ ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ －

S1  D1

S1 1 1+,  D1 D1 1+,
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IMOV （イ ンダイ レ ク ト ・ ムーブ）
データ を間接転送し ます。

シンボル

動作説明

① 入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを D1 ＋ （D2） で指定したデバイスに転送します。 （S2 は

未設定）

［処理単位が W の場合］ （S1） → D1 ＋ （D2）

［処理単位が D, F の場合］ （S1） → D1 ＋ （D2）

（S1 ＋ 1） → D1 ＋ 1 ＋ （D2）

② 入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータを D1 で指定したデバイスに転送します。 （D2 は

未設定）

［処理単位が W の場合］ （S1 ＋ （S2）） → D1

［処理単位が D, F の場合］ （S1 ＋ （S2）） → D1

（S1 ＋ 1 ＋ （S2）） → D1 ＋ 1

③ 入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータを D1 ＋ （D2） で指定したデバイスに転送しま

す。

［処理単位が W の場合］ （S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）

［処理単位が D, F の場合］ （S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）

（S1 ＋ 1 ＋ （S2）） → D1 ＋ 1 ＋ （D2）
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第 2 章 転送命令

2-6
対象デバイス

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

S1, D1 （ベースアドレス） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

S2, D2 （オフセッ ト ） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

S1, D1 （ベースアドレス） はワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

S2, D2 （オフセッ ト ） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

S1, D1 （ベースアドレス） はワードデバイス 2 点で処理します。

S2, D2 （オフセッ ト ） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

［処理単位を W （ワー ド） , D （ダブルワー ド） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエ
リ アのベー
スアドレス

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2, D2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ － ◯

S2 ソース 転送元の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ
リ アのベー
スアドレス

－ ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － ◯

D2 デスティネーシ ョ ン 2 転送先の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ － －

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエ
リ アのベー
スアドレス

－ － － － － － ◯ － ◯

S2 ソース 転送元の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2, D2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ
リ アのベー
スアドレス

－ － － － － － ◯ － ◯

D2 デスティネーシ ョ ン 2 転送先の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F＊ 1

＊ 1 IMOV 命令の浮動小数点型 （F） の指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、
WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

指定可能 ○ － ○ － ○

・ ソースデバイスの 終が指定デバイスの範囲外または、 デスティネーシ ョ ンデバイスの 終が指定
デバイスの範囲外の場合、 演算エラーとな り ます。

・ ソースデバイスの値が正規の浮動少数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。
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転送命令の考え方

転送元データ と転送先デバイスは次のよ う にし て決ま り ます。

上記のユーザープログラムで C10 の計数値が 「5」、 D10 のデータが 「19」 の場合、 次のよ う に動

作し ます。

（S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）

転送元データ 転送先データ

・ S1 で指定したデバイス番号に S2 のデータを加算して、 転送元のデバイスが指定されます。

このデバイスのデータを間接転送時の転送元データ と します。

・ D1 で指定したデバイス番号に D2 のデータを加算します。 この結果を間接転送時の転送先デバイス

と します。

① ベースアドレス D20 にオフセッ ト S2 （ソース 2） のデータ 「5」 を足したデバイス D25 のデータを

転送元データ と します。

② ベースアドレス D14 にオフセッ ト D2 （デスティネーシ ョ ン 2） のデータ 「19」 を足したデバイス

D33 を転送先デバイス と します。

③ 転送元データを転送先デバイスに転送します。
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2-8
IMOVN （イ ンダイ レ ク ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト ）
データ を反転し て間接転送し ます。

シンボル

動作説明

① 入力が ON の場合、 S1 で指定したデータをビッ ト反転して D1 ＋ （D2） で指定したデバイスに転

送します。 （S2 は未設定）

［処理単位が W の場合］

［処理単位が D の場合］

② 入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータをビッ ト反転して D1 で指定したデバイスに転送

します。 （D2 は未設定）

［処理単位が W の場合］

［処理単位が D の場合］

③ 入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータをビッ ト反転して D1 ＋ （D2） で指定したデバ

イスに転送します。

［処理単位が W の場合］

［処理単位が D の場合］

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエ
リ アのベー
スアドレス

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2, D2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。。

＊ 1 ◯ － ◯

S2 ソース 転送元の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ
リ アのベー
スアドレス

－ ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － ◯

D2 デスティネーシ ョ ン 2 転送先の
オフセッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ － －

S1  D1 D2 +

S1  D1 D2 +

S1 1+  D1 1 D2 + +

S1 S2 +  D1

S1 S2 +  D1

S1 1 S2 + +  D1 1+

S1 S2 +  D1 D2 +

S1 S2 +  D1 D2 +

S1 1 S2 + +  D1 1 D2 + +
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● 処理単位が W （ワー ド） の場合

S1, D1 （ベースアドレス） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

S2, D2 （オフセッ ト ） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

S1, D1 （ベースアドレス） はワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

S2, D2 （オフセッ ト ） はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

ソースデバイスの 終が指定デバイスの範囲外または、 デスティネーシ ョ ンデバイスの 終が指定
デバイスの範囲外であれば演算エラーとなり ます。
演算エラー発生時は特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

間接指定時の注意

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －

・ S1 ＋ （S2） , D1 ＋ （D2） で指定したデバイス番号が、 デバイスの範囲を超えないよ うに注意してく

ださい。

・ デバイスが X, Y, M, R の場合は 16 点単位でデータを転送します。 S2 （ソース 2）、 または D2 （デス

ティネーシ ョ ン 2） の値が 1 点増えるごとに M, R などの番号が 16 点分ずつ増えていきますので注意

して ください。
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IBMV （イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ）
データ をビ ッ ト 単位で間接転送し ます。

IBMVN （イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト ）
データ をビ ッ ト 単位で反転し て、 間接転送し ます。

シンボル

動作説明

● イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ

入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータを、 D1 ＋ （D2） で指定したデバイスに転送しま

す。
S2 または D2 は省略可能です （ただし、 同時に省略するこ とはできません）。 その場合、 オフセッ

トは 0 と して扱われます。

（S1 ＋ （S2）） → D1 ＋ （D2）

● イ ンダイ レ ク ト ・ ビ ッ ト ・ ムーブ ・ ノ ッ ト

入力が ON の場合、 S1 ＋ （S2） で指定したデータをビッ ト反転して、 D1 ＋ （D2） で指定したデバ

イスに転送します。 S2 または D2 は省略可能です （ただし、 同時に省略するこ とはできません）。

この場合、 オフセッ トは 0 と して扱います。

エラー処理

ソースデバイスの 終が指定デバイスの範囲外か、 デスティネーシ ョ ンデバイスの 終が指定デバ
イスの範囲外の場合、 演算エラーとな り ます。 演算エラー発生時には、 特殊内部リ レー M8004
（ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元ビッ
トの先頭ア
ドレス

◯ ◯ ◯ ◯ － － ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 には 0,1 が入力でき、 S1 をビッ トデータ （0,1） と して扱います。

◯

S2 ソース 2 転送元ビッ
トのオフ

セッ ト＊ 2

＊ 2 S1 が定数の場合は入力できません。

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 3

＊ 3 S2, D2 に T/C を指定した場合は計数値のエリアにな り ます。

＊ 3 ◯ ＊ 4

＊ 4 0 ～ 65,535 が入力可能です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先ビッ
トの先頭ア
ドレス

－ ◯ ＊ 5

＊ 5 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － ◯

D2 デスティネーシ ョ ン 2 転送先ビッ
トのオフ
セッ ト

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 3 ＊ 3 ◯ ＊ 4 －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －

S1 S2 +  D1 D2 +
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IBMV の動作説明

● リ ピー ト 設定な しの場合
S1 ＝ M100, S2 ＝ 5, D1 ＝ Y30, D2 ＝ 9

S1 ＝ D100, S2 ＝ 5, D1 ＝ D200, D2 ＝ 12

● リ ピー ト 設定ありの場合
S1 ＝ M100, S2 ＝ 5, D1 ＝ Y30, D2 ＝ 9

S1 ＝ D100, S2 ＝ 5, D1 ＝ D200, D2 ＝ 12
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BMOV （ブロ ッ ク ・ ムーブ）
データ を一括転送し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデバイスを先頭に、 N_W で指定したワード分、 D1 に指定したデ

バイスに一括転送します。

エラー処理

ソースデバイスの 終が指定ぺランドの範囲外、 またはデスティネーシ ョ ンデバイスの 終が指定
デバイスの範囲外であれば演算エラーになり ます。 演算エラー発生時は特殊内部リ レー M8004
（ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

ブロ ッ ク ・ ムーブ命令動作中は、 特殊内部リ レー M8024 （WSFT ・ BMOV 実行中フラグ） が ON し

ます。 転送動作完了時に M8024 は OFF します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエ
リ アの先頭
アドレス

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, N_W に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ◯ － －

N_W n ワード ブロ ッ ク転
送数 （ワー

ド指定）＊ 2

＊ 2 1 ～ 6000 の間で設定できます。

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ
リ アの先頭
アドレス

－ ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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NSET （数値一括設定）
データ を一括し て転送し ます。

数値一括設定命令 （NSET） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

（S1） , （S2） , …, （Sn） → D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1

入力が ON の場合、 指定した n 個分のデータ （S1） ,…, （Sn） を、 D1 で指定したデバイスから n 個

分のデバイスに一括セッ ト します。

対象デバイス

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイスでは 2 点で処理します。

［処理単位を W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） , D （ダブルワー ド） , L （ロング） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1
…
Sn

ソース 1 ～ n
（n は 1 ≦ n ≦ 255）

転送元のエリ ア ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, …, Sn に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエリ ア － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1
…
Sn

ソース 1 ～ n
（n は 1 ≦ n ≦ 255）

転送元のエリ ア － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエリ ア － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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処理単位 W （ワー ド） の動作例

S1 を D100、 S2 を D110、 S3 を D120、 S4 を D130、 D1 を D200 に指定した場合

処理単位 D （ダブルワー ド） の動作例

S1 を D100、 S2 を D150、 D1 を D200 に指定した場合］

32 ビッ トデータのデバイスへの格納方法は、 WindLDR 上で指定したデータの格納方法に従います。

詳細は、 「基本編　第 5 章　 32 ビッ トデータの格納方法の指定」 （5-93 頁） を参照してください。

処理単位 F （フ ロー ト ） の動作例

S1 を D100、 S2 を D120、 D1 を D200 に指定した場合

32 ビッ トデータのデバイスへの格納方法は、 WindLDR 上で指定したデータの格納方法に従います。

詳細は、 「基本編　第 5 章　 32 ビッ トデータの格納方法の指定」 （5-93 頁） を参照してください。
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NRS （数値リ ピー ト 設定）
データ を繰り返し転送し ます。

数値リ ピート設定命令 （NRS） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

（S1） → D1, D1 ＋ 1, …, D1 ＋ N-1

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを、 D1 で指定したデバイスから N-W で指定した個数分の

デバイスにセッ ト します。

対象デバイス

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイスでは 2 点で処理します。

［処理単位を W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） , D （ダブルワー ド） , L （ロング） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

N-W n 個分 リ ピート数

（ワード指定）＊ 1

＊ 1 N-W は常に W （ワード） のデータ と して処理します。

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 2

＊ 2 N-W, S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 2 ◯ ◯ －

S1 ソース 1 転送元の
エリ ア

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 2 ＊ 2 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先エリ アの
先頭アドレス

－ ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ◯ － －

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

N-W n 個分 リ ピート数

（ワード指定）＊ 1

＊ 1 N-W は W （ワード） のデータ と して処理します。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ －

S1 ソース 1 転送元のエリ ア － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先エリアの
先頭アドレス

－ － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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処理単位 W （ワー ド） の動作例

N-W を D0, S1 を D100, D1 を D200 に指定した場合

処理単位 D （ダブルワー ド） の動作例

N-W を D0, S1 を D100, D1 を D200 に指定した場合

処理単位 F （フ ロー ト ） の動作例

N-W を D0, S1 を D100, D1 を D200 に指定した場合

32 ビッ トデータのデバイスへの格納方法は、 WindLDR 上で指定したデータの格納方法に従います。

詳細は、 「基本編　第 5 章　 32 ビッ トデータの格納方法の指定」 （5-93 頁） を参照してください。
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XCHG （エ クスチ ェ ンジ）
2 つのデータ を交換し ます。

エクスチェンジ命令 （XCHG） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 D1 で指定したデータを D2 で指定したデバイスに転送し、 D2 で指定したデー

タを D1 で指定したデバイスに転送します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

［処理単位が W （ワード） の場合］ （D1） ⇔ （D2）

［処理単位が D （ダブルワード） の場合］ （D1, D1 ＋ 1） ⇔ （D2, D2 ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

D1 デスティネーシ ョ ン 1 データ交換エリ ア － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 データ交換エリ ア － ◯ ＊ 1 ◯ － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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2-18
処理単位が W （ワー ド） の動作例

D1 を D20、 D2 を D23 に指定した場合

処理単位が D （ダブルワー ド） の動作例

D1 を D100、 D2 を D200 に指定した場合

32 ビッ トデータのデバイスへの格納方法は、 WindLDR 上で指定したデータの格納方法に従います。

詳細は、 「基本編　第 5 章　 32 ビッ トデータの格納方法の指定」 （5-93 頁） を参照してください。
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TCCST （TIM/CNT 現在値ス ト ア）
タ イマ / カウン タの計測値にデータ を転送し ます。

タイマ ・ カウンタ現在値セッ ト命令 （TCCST） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200
以上かつ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを D1 で指定したデバイスにセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

［処理単位が W （ワード） の場合］ （S1） → D1

［処理単位が D （ダブルワード） の場合］ （S1, S1 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエリ ア ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, D1 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエリ ア － － － － ＊ 1 ＊ 1 － － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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TCCST 命令の動作例

動作説明と タ イムチャー ト

入力 X2 が OFF から ON になる と、 ダブルワード加算式カウンタ C23 の計数値を 500,000 にセッ ト

します。
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こ こ では、 データ比較命令の説明を し ます。
データ比較命令は、 指定し た 2 つのデータ を条件比較し て、 その結果を出力する命令で

す。
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CMP= （コ ンペア （＝））

CMP<> （コ ンペア （<>））

CMP< （コ ンペア （＜））

CMP> （コ ンペア （＞））

CMP<= （コ ンペア （≦））

CMP>= （コ ンペア （≧））

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と、 S2 で指定したデータを比較します。 S1 と S2 の条件

が成立している場合は D1 （1 ビッ ト ） で指定した出力を ON し、 不成立なら出力を OFF します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） と （S2） を条件比較した結果

真→ D1 が ON

偽→ D1 が OFF

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） と （S2, S2 ＋ 1） を条件比較した結果

真→ D1 が ON

偽→ D1 が OFF

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 比較データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタか定数のみ使用できます。

＊ 2 ◯

S2 ソース 2 比較データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 比較結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － ◯
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3-2
● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必

ず 1 点単位で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必

ず 1 点単位で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必ず 1 点単位で処理します。

エラー処理

処理単位が F の場合、 （S1） または （S2） の値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーと

な り ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

特殊内部リ レーの動作 （M8150, M8151, M8152）

CMP ＝命令では、 S1 と S2 が以下の条件になる場合、 対応する特殊内部リ レー （比較結果フラグ）

を ON し、 それ以外の特殊内部リ レー （比較結果フラグ） を OFF します。

① S1 ＞ S2 の場合、 特殊内部リ レー M8150 （比較結果フラグ 1） を ON します。

② S1 ＝ S2 の場合、 特殊内部リ レー M8151 （比較結果フラグ 2） を ON します。

③ S1 ＜ S2 の場合、 特殊内部リ レー M8152 （比較結果フラグ 3） を ON します。

CMP ＝命令を複数個使用する場合、 比較結果フラグ （M8150, M8151, M8152） には 後に実行され

た比較結果が反映されます。 リ ピート指定時は 後に実行した比較の結果が反映されます。

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○

S2 の値 D1 の状態 M8150 の状態 M8151 の状態 M8152 の状態

①の場合 OFF ON OFF OFF

②の場合 ON OFF ON OFF

③の場合 OFF OFF OFF ON
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データ比較命令の動作例

● 処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合

たとえば、 （D0100） ＝ 17, （D0200） ＝ 18 の場合、 （D0100） ＜ （D0200） とな り Y10 が ON しま

す。
（D0100） ＝ 19, （D0200） ＝ 18 の場合、 （D0100） ≧ （D0200） とな り Y10 が OFF します。

● 処理単位を I （イ ンテジャ） に設定し た場合

たとえば、 （D0100） ＝－ 5, （D0200） ＝ 4 の場合、 （D0100） ＜ （D0200） とな り Y10 が ON しま

す。
（D0100） ＝－ 5, （D0200） ＝－ 17 の場合、 （D0100） ≧ （D0200） とな り Y10 が OFF します。

● 処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合

たとえば、 （D0100,D0101） ＝ 12345678, （D0200,D0201） ＝ 23,456,789 の場合、 （D0100,D0101） ＜

（D0200,D0201） とな り Y10 が ON します。

（D0100,D0101） ＝ 12,345,678, （D0200,D0201） ＝ 10987654 の場合、 （D0100,D0101） ≧

（D0200,D0201） とな り Y10 が OFF します。

● 処理単位を L （ロング） に設定し た場合

たとえば、 （D0100,D0101） ＝－ 12,345,678, （D0200,D0201） ＝－ 10,987,654 の場合、

（D0100,D0101） ＜ （D0200,D0201） とな り Y10 が ON します。

（D0100,D0101） ＝ 12,345,678, （D0200,D0201） ＝－ 12,345,678 の場合、

（D0100,D0101） ≧ （D0200,D0201） とな り Y10 が OFF します。

● 処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合

たとえば、 （D0100,D0101） ＝ 12.345, （D0200,D0201） ＝ 12.4 の場合、 （D0100,D0101） ＜

（D0200,D0201） とな り Y10 が ON します。

（D0100,D0101） ＝－ 0.99, （D0200,D0201） ＝－ 1 の場合、 （D0100,D0101） ≧ （D0200,D0201） とな

り Y10 が OFF します。
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3-4
ユーザープログラムによる比較出力の保持 / 非保持

データの比較命令は、 入力が OFF の場合出力状態を保持します。

出力が ON 状態であれば、 入力が ON から OFF に変わっても、 ON 状態を保持します。

比較命令のリ ピー ト 動作について

● S1 （ソース 1） に リ ピー ト 設定し た場合

S1 で指定したデバイスから リ ピート指定した個数分のデータを、 S2 で指定したデータ と比較しま

す。
論理和 （OR） の指定はマイクロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上、 かつ WindLDR5.2 以上

の場合のみ使用可能です。
その結果の論理積 （AND） も し くは論理和 （OR） を、 D1 で指定したデバイスに出力します。

たとえば、 下記のユーザープログラムでは次のよ うに動作します。

データレジスタ 20, 21, 22 番の内容と定数 15 を比較し、 その結果の論理積 （AND） も し くは論理和

（OR） を M10 に出力します。

● S2 （ソース 2） に リ ピー ト 設定し た場合

S1 のデータ と、 S2 で指定したデバイスを リ ピート指定した個数分のデータを比較します。

その結果の論理積 （AND） も し くは論理和 （OR） を、 D1 で指定したデバイス順に出力します。

たとえば、 下記のユーザープログラムでは次のよ うに動作します。

データレジスタ 15 番の内容とデータレジスタ 30, 31, 32 番の内容を比較し、 その結果の論理積

（AND） も し くは論理和 （OR） を M50 に出力します。
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● S1 （ソース 1） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン） にリ ピー ト 設定し た場合

S1 で指定したデバイスから リ ピート指定した個数分のデータを、 S2 で指定したデータ と比較しま

す。
その結果を D1 で指定したデバイスから順に、 リ ピート指定した個数分それぞれ出力します。

たとえば、 下記のユーザープログラムでは次のよ うに動作します。

データレジスタ 20, 21, 22 番の内容と定数 15 を比較し、 その結果を M10, M11, M12 の順に出力しま

す。

● S2 （ソース 2） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン） にリ ピー ト 設定し た場合

S1 のデータ と、 S2 で指定したデバイスを リ ピート指定した個数分のデータを比較します。

その結果を D1 で指定したデバイスから順に、 リ ピート指定した個数分それぞれ出力します。

たとえば、 下記のユーザープログラムでは次のよ うに動作します。

データレジスタ 15 番の内容とデータレジスタ 30, 31, 32 番の内容を比較し、 その結果を M50, M51, 
M52 の順に出力します。

● S1 （ソース 1） , S2 （ソース 2） , D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン） すべてに リ ピー ト 設定し た場合

S1 で指定したデバイス と、 S2 で指定したデバイスの両方から リ ピート指定した個数分のデータを

比較し、 その結果を D1 で指定したデバイスから順に、 リ ピート指定した個数分それぞれ出力しま

す。
たとえば、 下記のユーザープログラムでは次のよ うに動作します。

データレジスタ 0, 1, 2 番の内容とデータレジスタ 10, 11, 12 番の内容を比較し、 その結果を M10, 
M11, M12 の順に出力します。

比較命令でリ ピート指定がある場合に、 ソース とデスティネーシ ョ ンが重なる と、 意図しない計算
結果となる場合があ り ますのでソース とデスティネーシ ョ ンは重ならないよ うにしてください。
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ICMP>= （区間比較）
3 つのデータ を比較し て、 その結果を出力し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と S2 で指定したデータ、 S3 で指定したデータを比較しま

す。
（S1） ≧ （S2） ≧ （S3） の条件が成立した場合 D1 で指定した出力を ON し、 不成立の場合出力を

OFF します。

同時に次の比較条件が成立する場合、 それに対応する特殊内部リ レーを ON します。 比較条件が不

成立の場合は、 それに対応する特殊内部リ レーを OFF します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） ≧ （S2） ≧ （S3） → D1 が ON

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ≧ （S2, S2 ＋ 1） ≧ （S3, S3 ＋ 1） → D1 が ON

［処理単位が W, I の場合］

① （S2） ＞ （S1） の場合、 M8150 （比較結果フラグ 1） が ON します。

② （S3） ＞ （S2） の場合、 M8151 （比較結果フラグ 2） が ON します。

③ （S1） ＞ （S2） ＞ （S3） の場合、 M8152 （比較結果フラグ 3） が ON します。

④ （S1） ＝ （S2） または （S2） ＝ （S3） の場合、 M8150, M8151, M8152 は全て OFF します。

［処理単位が D, L, F の場合］

① （S2, S2 ＋ 1） ＞ （S1, S1 ＋ 1） の場合、 M8150 （比較結果フラグ 1） が ON します。

② （S3, S3 ＋ 1） ＞ （S2, S2 ＋ 1） の場合、 M8151 （比較結果フラグ 2） が ON します。

③ （S1, S1 ＋ 1） ＞ （S2, S2 ＋ 1） ＞ （S3, S3 ＋ 1） の場合、 M8152 （比較結果フラグ 3） が ON しま

す。

④ （S1, S1 ＋ 1） ＝ （S2, S2 ＋ 1） または （S2, S2 ＋ 1） ＝ （S3, S3 ＋ 1） の場合、 M8150, M8151, 
M8152 は全て OFF します。

D1 の状態 M8150 の状態 M8151 の状態 M8152 の状態

①の場合 OFF ON OFF OFF

②の場合 OFF OFF ON OFF

③の場合 ON OFF OFF ON

④の場合 ON OFF OFF OFF

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 比較データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタか定数のみ使用できます。

＊ 2 －

S2 ソース 2 比較データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 －

S3 ソース 3 比較データ 3 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 比較結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必

ず 1 点単位で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） , F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必

ず 1 点単位で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。 ただし、 D1 （比較結果） は必ず 1 点単位で処理します。

エラー処理

S1 と S3 で指定されたデータが、 （S1） ＜ （S3） の関係にある場合、 演算エラーとな り ます。

処理単位が F の場合、 ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り

ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

ICMP ＞＝命令と CMP ＝命令を複数個使用する場合、 比較結果フラグ （M8150, M8151, M8152） に

は 後に実行された比較結果が反映されます。

ICMP ＞＝命令の例

たとえば、 （D0100） ＝ 17, （D0200） ＝ 15, （D0300） ＝ 15 の場合、 Y10 が ON し、 M8150 が OFF
し、 M8151 が OFF し、 M8152 が OFF します。

（D0100） ＝ 15, （D0200） ＝ 18, （D0300） ＝ 19 の場合、 M8004 が ON します。
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LC= （データ比較接点 （=））

LC<> （データ比較接点 （<>））

LC< （データ比較接点 （<））

LC> （データ比較接点 （>））

LC<= （データ比較接点 （<=））

LC>= （データ比較接点 （>=））
データ比較接点命令 （LC=/<>/</>/<=/>=） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上

かつ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

S1 で指定したデータ と S2 で指定したデータを比較します。 S1 と S2 の比較条件が成立している場

合、 接点が ON し、 不成立なら接点が OFF します。

対象デバイス

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

［処理単位が W （ワード） , I （インテジャ） の場合］ （S1） と （S2） を条件比較した結果

成立→接点が ON

不成立→接点が OFF

［処理単位が D （ダブルワード） , L （ロング） , F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） と （S2, S2 ＋ 1） を条件比較

した結果

成立→接点が ON

不成立→接点が OFF

［処理単位を W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） , D （ダブルワー ド） , L （ロング） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 比較データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

S2 ソース 2 比較データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 比較データ 1 － － － － － － ◯ ◯ －

S2 ソース 2 比較データ 2 － － － － － － ◯ ◯ －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

処理単位が F （フロート ） でソースデバイスの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラー

となり ます。 演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON
します。

一致比較の動作例
ラダー図

タ イムチャー ト

大小比較の動作例
ラダー図

タ イムチャー ト
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第

こ こ では、 四則演算命令の説明を し ます。
四則演算命令は、 指定し た 2 つのデータ を四則演算し て、 その結果をデバイスに格納す

る命令です。
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ADD （アデ ィ シ ョ ン）
指定し たデータ を加算し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と、 S2 で指定したデータを加算します。 その結果を、

キャ リー M8003 と D1 で指定したデバイスにセッ ト します。 ADD 命令の動作例につきましては 4-5
頁を参照してください。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） ＋ （S2） → CY （キャ リー） と D1

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ＋ （S2, S2 ＋ 1） → CY （キャ リー） と D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 加算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタまたは定数、 D1 にはデータレ
ジスタのみ使用できます。

＊ 2 ◯

S2 ソース 2 加算データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 加算結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

－ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ＊ 2 － ◯
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● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

処理単位が W, I, D, L, F の場合、 キャ リー / ボローは加算時に D1 の値が下記の状態になった場合、

M8003 を ON にします。

浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかった場合 （完全な 0 を除く）、 および -3.402823×1038 ～

3.402823×1038 の範囲を超えた場合 M8003 を ON にします。

エラー処理

処理単位が F の場合、 ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり

ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○

処理単位 状態

W 0 ～ 65535 の範囲を超えた場合

I -32768 ～ 32767 の範囲を超えた場合

D 0 ～ 42949672 の範囲を超えた場合

L -21474836 ～ 21474836 の範囲を超えた場合

F 下記の図を参照して ください。
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SUB （サブ ト ラ クシ ョ ン）
指定し たデータ を減算し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と、 S2 で指定したデータを減算します。 その結果をボ

ロー M8003 と D1 で指定したデバイスにセッ ト します。 SUB 命令の動作例につきましては 4-5 頁を

参照してください。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） － （S2） → BW （ボロー） と D1

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） － （S2, S2 ＋ 1） → BW （ボロー） と D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 減算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタか定数、 D1 にはデータレジス
タのみ使用できます。

＊ 2 ◯

S2 ソース 2 減算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 減算結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ＊ 2 － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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キャ リー / ボローについて

処理単位が W, I, D, L, F の場合、 キャ リー / ボローは減算時に D1 の値が下記の状態になった場合、

M8003 を ON にします。

浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかった場合 （完全な 0 を除く）、 および -3.402823×1038 ～

3.402823×1038 の範囲を超えた場合 M8003 を ON にします。

エラー処理

処理単位が F の場合、 ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり

ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

処理単位 状態

W 0 ～ 65,535 の範囲を超えた場合

I -32,768 ～ 32,767 の範囲を超えた場合

D 0 ～ 42,949,672 の範囲を超えた場合

L -21,474,836 ～ 21,474,836 の範囲を超えた場合

F 下記の図を参照して ください。
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ADD/SUB 命令の動作例

●処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合 ●処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合

●処理単位を I （イ ンテジャ） に設定し た場合 ●処理単位を I （イ ンテジャ） に設定し た場合

●処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合 ●処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合

●処理単位を L （ロング） に設定し た場合 ●処理単位を L （ロング） に設定し た場合

●処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合 ●処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合
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MUL （マルチプ リ ケーシ ョ ン）
指定し たデータ を乗算し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と、 S2 で指定したデータを加算します。 その結果を D1、
D1 ＋ 1 で指定したデバイスにセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。 乗算結果はワードデバイスで

は 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。 ただし、 乗算結果は下位 32
ビッ ト をワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） × （S2） → D1, D1 ＋ 1

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） × （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 乗算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタか定数、 D1 にはデータレジス
タのみ使用できます。

＊ 2 ◯

S2 ソース 2 乗算データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 乗算結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ＊ 2 － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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キャ リー / ボローについて

処理単位が D, L, F の場合、 演算結果が下記の状態になった場合、 M8003 を ON にします。

浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかった場合 （完全な 0 を除く）、 および -3.402823×1038 ～

3.402823×1038 の範囲を超えた場合 M8003 を ON にします。

処理単位が F の場合、 演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 特殊内

部リ レー M8003 （キャ リー / ボロー） が ON します。

（演算結果の絶対値が 1.175495×10-38 よ り小さい場合、 D1 の値はゼロ とな り ます。 演算結果の絶対

値が 3.402823×1038 よ り大きい （オーバーフローした） 場合、 D1 の値は ± ∞を意味する不定の値と

なり ます。）

エラー処理

処理単位が F の場合、 ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り

ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

MUL 命令の動作例

● 処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合

処理単位 状態

D 0 ～ 42,949,672 の範囲を超えた場合

L -21,474,836 ～ 21,474,836 の範囲を超えた場合

F 下記の図を参照して ください。
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● 処理単位を I （イ ンテジャ） に設定し た場合

● 処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合

● 処理単位を L （ロング） に設定し た場合

● 処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合
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DIV （デ ィ ビジ ョ ン）
指定し たデータ を除算し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを S2 で指定したデータで除算します。 その結果を、 D1 で

指定したデバイスにセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。 除算結果は商と余り を合わせ

てワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。 除算結果は商と余り を合わせ

てワードデバイスでは 4 点、 ビッ トデバイスでは 64 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

F （フロート ） に指定した場合、 ワードデバイス 2 点で処理します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） ÷ （S2） → D1 （商） , D1 ＋ 1 （余り ）

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ÷ （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1 （商） , D1 ＋ 2, D1 ＋ 3
（余り ）

［処理単位が F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ÷ （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1 （商）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 除算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1, S2 にはデータレジスタか定数、 D1 にはデータレジス
タのみ使用できます。

＊ 2 ◯

S2 ソース 2 除算データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ＊ 2 ＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 除算結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ＊ 2 － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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キャ リー / ボローについて

処理単位が F で、 演算結果が下記の状態になった場合は M8003 を ON にします。

浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかった場合 （完全な 0 を除く）、 および -3.402823×1038 ～

3.402823×1038 の範囲を超えた場合 M8003 を ON にします。

エラー処理

S2 のデータがゼロの場合は演算エラーとな り ます。

処理単位が I または L で、 演算結果が処理単位の範囲を超えた場合、 演算エラーとなり ます。

処理単位が F で、 ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ま

す。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

・ 処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合

・ 処理単位を I （イ ンテジャ） に設定し た場合

・ 処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合
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・ 処理単位を L （ロング） に設定し た場合

・ 処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合
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ADD/SUB 命令のリ ピー ト 動作について

ADD 命令を例にリ ピート動作を説明します。

① S1 （ソース 1） に リ ピー ト 設定し た場合

② S2 （ソース 2） に リ ピー ト 設定し た場合

③ D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

④ S1 （ソース 1） と S2 （ソース 2） にリ ピー ト 設定し た場合
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⑤ S1 （ソース 1） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑥ S2 （ソース 2） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑦ S1 （ソース 1） , S2 （ソース 2） , D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） すべてにリ ピー ト 設定し た場合

上記プログラム①②④では、 結果的に 後に演算した値が D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト さ

れます。
③では、 同じ値がすべての D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト されます。

キャ リー、 ボロー （M8003） は、 後の演算に対してセッ ト されます。

プログラム実行エラー （M8004） が途中の演算で発生した場合、 M8004 が ON され、 引き続き演算

は実行されます。 この場合、 M8004 は保持されます。
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MUL 命令のリ ピー ト 動作について

MUL 命令の D1 （デスティネーシ ョ ン 1） はデータレジスタ 2 個に格納されます。 次にリ ピート動

作を説明します。

① S1 （ソース 1） に リ ピー ト 設定し た場合

② S2 （ソース 2） に リ ピー ト 設定し た場合

③ D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

④ S1 （ソース 1） と S2 （ソース 2） にリ ピー ト 設定し た場合
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⑤ S1 （ソース 1） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑥ S2 （ソース 2） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑦ S1 （ソース 1） , S2 （ソース 2） , D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） すべてにリ ピー ト 設定し た場合

上記プログラム①②④では、 結果的に 後に演算した値が D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト さ

れます。
③では、 同じ値がすべての D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト されます。

キャ リー、 ボロー （M8003） は、 後の演算に対してセッ ト されます。

プログラム実行エラー （M8004） が途中の演算で発生した場合、 M8004 が ON され、 引き続き演算

は実行されます。 この場合、 M8004 は保持されます。
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DIV 命令のリ ピー ト 動作について

DIV 命令は、 D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ トするデバイス と して商と余りがあるので、 次の

よ うにセッ ト されます。

① S1 （ソース 1） に リ ピー ト 設定し た場合

② S2 （ソース 2） に リ ピー ト 設定し た場合

③ D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

④ S1 （ソース 1） と S2 （ソース 2） にリ ピー ト 設定し た場合
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⑤ S1 （ソース 1） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑥ S2 （ソース 2） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） にリ ピー ト 設定し た場合

⑦ S1 （ソース 1） , S2 （ソース 2） , D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） すべてにリ ピー ト 設定し た場合

上記プログラム①②④では、 結果的に 後に演算した値が D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト さ

れます。
③では、 同じ値がすべての D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト されます。

キャ リー、 ボロー （M8003） は、 後の演算に対してセッ ト されます。

プログラム実行エラー （M8004） が途中の演算で発生した場合、 M8004 が ON され、 引き続き演算

は実行されます。 この場合、 M8004 は保持されます。
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INC （イ ン ク リ メ ン ト ）
指定し たデータ を イ ン ク リ メ ン ト （+1） し ます。

インク リ メン ト命令 （INC） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S/D で指定したデバイスのデータを＋ 1 し、 その結果を S/D で指定したデバイ

スに格納します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点で処理します。

キャ リーについて

キャ リーは下記の状態の場合に、 M8003 を ON します。

それぞれの処理単位において状態の操作を実行した場合、 対象データ 1 は 0 にリセッ ト されます。

S/D を D100 に指定し た場合

入力 X1 が ON の場合、 S/D で指定したデバイス D100 のデータを＋ 1 し、 その結果を D100 に格納

します。
例えば、 （D100） =10 の場合、 プログラムが実行される と （D100） =11 とな り ます。

SOTU 命令が無い場合、 D100 の内容は毎スキャン＋ 1 加算されます。

［処理単位が W （ワード） , I （インテジャ） の場合］ （S/D） ＋ 1 → S/D

［処理単位が D （ダブルワード） , L （ロング） の場合］ （S/D, S/D ＋ 1） ＋ 1 → （S/D, S/D ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S/D ソース /
デスティネーシ ョ ン

対象データ 1 － － － － － － ○ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ －

処理単位 状態

W 対象データ 1 が 65,535 の場合に命令を実行した場合

I 対象データ 1 が 32,767 の場合に命令を実行した場合

D 対象データ 1 が 4,294,967,295 の場合に命令を実行した場合

L 対象データ 1 が 2,147,483,647 の場合に命令を実行した場合
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DEC （デク リ メ ン ト ）
指定し たデータ をデク リ メ ン ト （-1） し ます。

デク リ メン ト命令 （DEC） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S/D で指定したデバイスのデータを－ 1 し、 その結果を S/D で指定したデバイ

スに格納します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点で処理します。

ボローについて

ボローは下記の状態の場合に、 M8003 を ON します。

S/D を D100 に指定し た場合

入力 X1 が ON の場合、 S/D で指定したデバイス D100 のデータを－ 1 し、 その結果を D100 に格納

します。
例えば、 （D100） =10 の場合、 プログラムが実行される と （D100） =9 とな り ます。

SOTU 命令が無い場合、 D100 の内容は毎スキャン－ 1 されます。

［処理単位が W （ワード） , I （インテジャ） の場合］ （S/D） － 1 → S/D

［処理単位が D （ダブルワード） , L （ロング） の場合］ （S/D, S/D ＋ 1） － 1 → （S/D, S/D ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S/D ソース /
デスティネーシ ョ ン

対象データ 1 － － － － － － ○ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ －

処理単位＊ 1

＊ 1 処理単位 W, D において状態の操作を実行した場合、 対象データ 1 は各処理単位の 大値にリセッ ト さ
れます。 処理単位 I、 L において状態の操作を実行した場合、 対象データ 1 は－ 1 にリセッ ト されます。

状態

W 対象データ 1 が 0 の場合に命令を実行した場合

I 対象データ 1 が -32,768 の場合に命令を実行した場合

D 対象データ 1 が 0 の場合に命令を実行した場合

L 対象データ 1 が -2,147,483,648 の場合に命令を実行した場合
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ROOT （ルー ト ）
指定し たデータの平方根を算出し ます。

シンボル

動作説明

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイス 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

処理単位が F の場合、 ソース 1 が負の場合は演算エラーとなり ます。

処理単位が F の場合、 ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

［処理単位が W の場合］ √ （S1） → （D1）

入力が ON の場合、 S1 データの平方根を計算し、 その結果を D1 に

セッ ト します。 計算結果は小数第 2 位まで算出し、 小数第 3 位以下は

切り捨てた結果を 100 倍してセッ ト します。

［処理単位が D の場合］ √ （S1,S1 ＋ 1） → D1,D1 ＋ 1

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データの平方根を計算し、 その結果

を D1, D1 ＋ 1 にセッ ト します。 計算結果は小数第 2 位まで算出し、 小

数第 3 位以下は切り捨てた結果を 100 倍してセッ ト します。

［処理単位が F の場合］ √ （S1, S1 ＋ 1） → D1,D1 ＋ 1

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データの平方根を計算し、 その結果

を D1, D1 ＋ 1 にセッ ト します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 平方根 － － － － － － ○ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － ○
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ROOT 命令の動作例

● 処理単位を W （ワー ド） に設定し た場合

● 処理単位を D （ダブルワー ド） に設定し た場合

● 処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合
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SUM （サム）
指定し たデータの総計を算出し ます。

サム命令 （SUM） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、 WindLDR5.30 以上

のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

対象デバイス

［ADD 指定の場合］ 入力が ON の場合、 S1 で指定したデバイスを先頭に、 S2 で指定したデータ数分

の総和を D1, D1 ＋ 1 にセッ ト します。

［XOR 指定の場合］ 入力が ON の場合、 S1 で指定したデバイスを先頭に、 S2 で指定したデータ数分

の総排他的論理和を D1 にセッ ト します。

［処理単位を W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） , D （ダブルワー ド） , L （ロング） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 加算データ先頭 － － － － ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ○ － －

S2 ソース 2＊ 2

＊ 2 S2 は常に W （ワード） のデータ と して処理します。

加算データ数 － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 加算結果 － － － － － － ○ － －

［処理単位を F （フ ロー ト ） に設定し た場合］

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 加算データ先頭 － － － － － － ○ － －

S2 ソース 2＊ 1

＊ 1 S2 は W （ワード） のデータ と して処理します。

加算データ数 － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 加算結果 － － － － － － ○ － －
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● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ADD 指定と XOR 指定では、 デスティネーシ ョ ンの処理点数が異なり ます。

ADD 指定 ： S1, S2 はワードデバイス 1 点、 D1 はワードデバイス 2 点で処理します。

XOR 指定 ： S1, S2, D1 はワードデバイス 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） , F （フ ロー ト ） の場合

S1, D1 はワードデバイス 2 点、 S2 はワードデバイス 1 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

処理単位が D （ダブルワード） , L （ロング） , F （フロート ） の場合、 演算結果が下記の状態になっ

た場合、 M8003 を ON にします。

浮動小数点演算でのキャ リー / ボローの扱い

演算結果が ±1.175495×10-38 に達しなかった場合 （完全な 0 を除く）、 および -3.402823×1038 ～

3.402823×1038 の範囲を超えた場合 M8003 を ON にします。

エラー処理

S2 のデータが 0 も し くは、 S1 ＋ （S2） で示されるデバイス番号がデバイスの範囲外を示す場合は

演算エラーとなり ます。
処理単位が F （フロート ） の場合、 S1 のデータが正規の浮動小数点形式でない場合は演算エラーと

なり ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ＊ 1

＊ 1 ADD 指定の場合のみ選択可能です。

＊ 1 ＊ 1 ＊ 1

処理単位 状態

D 0 ～ 4,294,967,295 の範囲を超えた場合

L -2,147,483,648 ～ 2,147,483,647 の範囲を超えた場合

F 下記の図を参照して ください。
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処理単位 W （ワー ド） の動作例

ADD 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合

XOR 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合

処理単位 I （イ ンテジャ） の動作例

ADD 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合
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処理単位 D （ダブルワー ド） の動作例

ADD 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合

処理単位 L （ロング） の動作例

ADD 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合

処理単位 F （フ ロー ト ） の動作例

ADD 指定で S1 を D0、 S2 を 4、 D1 を D100 に指定した場合
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RNDM （ラ ンダム）
擬似乱数を発生させます。

ランダム命令 （RNDM） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを下限値、 S2 で指定したデータを上限値と した疑似乱数

を生成して , その値を D1 にセッ ト します。 S2 で指定したデータは S1 で指定したデータよ り大きい

必要があ り ます。
S1 と S2 は 0 ～ 32767 の範囲内で指定する必要があ り ます。

ワードデバイス 1 点で処理します。

エラー処理

S1, S2 のデータが 32767 を超える場合は演算エラーとなり ます。

S1 のデータが S2 のデータ以上の場合は演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

プログラム例

X10 が ON する と、 1 ～ 6 の範囲内で疑似乱数を生成して D100 に格納するプログラムです。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 下限値 － － － － － － ○ ○ －

S2 ソース 2 上限値 － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 疑似乱数 － － － － － － ○ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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こ こ では、 論理演算命令の説明を し ます。
論理演算命令は、 2 つのデータ を論理演算し て、 その結果をデバイスに格納する命令で

す。
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ANDW （アン ド ・ ワー ド）
データの論理積を算出し ます。

ORW （オア ・ ワー ド）
データの論理和を算出し ます。

XORW （イ クスクルーシブ ・ オア ・ ワー ド）
データの排他的論理和を算出し ます。

シンボル

動作説明

● アン ド ・ ワー ド

入力が ON の場合、 （S1） で指定したデータ と、 （S2） で指定したデータでビッ ト ごとに論理積演算

を行います。
その結果を、 D1 で指定したデバイスにセッ ト します。

［処理単位が W の場合］ （S1） ∧ （S2） → D1

［処理単位が D の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ∧ （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1
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● オア ・ ワー ド

入力が ON の場合、 （S1） で指定したデータ と、 （S2） で指定したデータでビッ ト ごとに論理和演算

を行います。
その結果を、 D1 で指定したデバイスにセッ ト します。

● イ クスクルーシブ ・ オア ・ ワー ド

入力が ON の場合、 （S1） で指定したデータ と、 （S2） で指定したデータでビッ ト ごとに排他的論理

和演算を行います。
その結果を、 D1 で指定したデバイスにセッ ト します。

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

［処理単位が W の場合］ （S1） ∨ （S2） → D1

［処理単位が D の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ∨ （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1

［処理単位が W の場合］ （S1） ∀ （S2） → D1

［処理単位が D の場合］ （S1, S1 ＋ 1） ∀ （S2, S2 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 演算データ 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ◯ ◯ ◯

S2 ソース 2 演算データ 2 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 演算結果 － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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論理演算命令のリ ピー ト 動作について

ANDW 命令を例にリ ピート動作を説明します。

① S1 （ソース 1） にリ ピー ト 設定し た場合

② S2 （ソース 2） にリ ピー ト 設定し た場合

③ D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） に リ ピー ト 設定し た場合

④ S1 （ソース 1） と S2 （ソース 2） に リ ピー ト 設定し た場合
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⑤ S1 （ソース 1） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） に リ ピー ト 設定し た場合

⑥ S2 （ソース 2） と D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） に リ ピー ト 設定し た場合

⑦ S1 （ソース 1） , S2 （ソース 2） , D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） すべてに リ ピー ト 設定し た場合

上記プログラム①②④では、 結果的に 後に演算した値が D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト さ

れます。
③では、 同じ値がすべての D1 （デスティネーシ ョ ン 1） にセッ ト されます。
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こ こ では、 シ フ ト 命令の説明を し ます。
シフ ト 命令は、 指定し たデータ をシフ ト し て、 その結果をデバイスに格納する命令です。
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SFTL （シ フ ト ・ レ フ ト ）
データ をビ ッ ト 単位で左シ フ ト し ます。

SFTR （シフ ト ・ ラ イ ト ）
データ をビ ッ ト 単位で右シ フ ト し ます。

シンボル

動作説明

● シフ ト ・ レ フ ト

（CY） ← S1
入力が ON の場合、 S1 を先頭とする N_B ビッ トのデータを bits で指定した数だけ左へシフ ト しま

す。
S1 にはシフ トデータの先頭を指定し、 N_B にはシフ トデータサイズを指定します。

LSB （ 下位ビッ ト ） には （S2） で指定したデータがセッ ト されます。

シフ ト してあふれた 後のビッ ト状態は、 キャ リー特殊内部リ レー （M8003） にセッ ト されます。

S2 ＝ 1, N_B ＝ 16, bits ＝ 2 の場合
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● シフ ト ・ ラ イ ト

S1 → （CY）

入力が ON の場合、 S1 を先頭とする N_B ビッ トのデータを、 bits で指定した数だけ右へシフ ト しま

す。
MSB （ 上位ビッ ト ） には （S2） で指定したデータがセッ ト されます。

シフ ト してあふれた 後のビッ ト状態は、 キャ リー特殊内部リ レー （M8003） にセッ ト されます。

S2 ＝ 1, N_B ＝ 16, bits ＝ 2 の場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 先頭デバイス － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － －

S2 ソース 2 セッ トデータ ◯ ◯ ◯ ◯ － － － ＊ 2

＊ 2 0,1 のみ設定できます。

－

N_B n ビッ ト シフ トデータサイズ
（ビッ ト指定）

－ － － － － － ＊ 3

＊ 3 定数指定またはデータレジスタの間接指定によ り、 1 ～ 65,535 が設定できます。

＊ 3 －

bits ビッ ト シフ トするビッ ト数 － － － － － － － ＊ 4

＊ 4 1 ～ 15 が設定できます。

－
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BCDLS （BCD レ フ ト シフ ト ）
BCD 桁を左にシフ ト し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） で指定したデータを先頭に、 S2 で指定した桁数だけ左へシフ ト し

ます。
下位桁にはシフ ト数分の 0 がセッ ト されます。

この命令は、 バイナリ値を一度 BCD に変換して桁をシフ ト させた後、 再びバイナリに戻します。

S2 ＝ 2 の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

エラー処理

ソースデバイス S1, （S1 ＋ 1） の内容のいずれかが 10,000 以上の場合、 S2 の値が 1 ～ 7 以外の場合

演算エラーになり ます。
演算エラー発生時は特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 シフ トするデータのエリ ア － － － － － － ◯ － －

S2 ソース 2 シフ トする桁数 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2 に T/C を設定した場合は、 計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ＊ 2

＊ 2 シフ トする定数の範囲は 1 ～ 7 です。

－

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － ○ － －
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WSFT （ワー ド シフ ト ）
指定し た範囲のデータ をシフ ト させます。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 D1 を先頭とする S2 個のデータレジスタを順次 1 つ上のデータレジスタにシフ

ト させます。 同時に S1 のデータを D1 のデバイスに転送します。

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

ワードシフ ト命令動作中は、 特殊内部リ レー M8024 （WSFT ・ BMOV 実行中フラグ） が ON しま

す。 シフ ト動作完了時に M8024 は OFF します。

エラー処理

デスティネーシ ョ ンの 終がデータレジスタの範囲外の場合、 演算エラーとな り ます。
演算エラー発生時は特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 セッ トデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アになり ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

S2 ソース 2 シフ ト ワード数 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 先頭デバイス － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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ROTL （ローテー ト ・ レ フ ト ）
データ をビ ッ ト 単位で左回転シフ ト し ます。

ROTR （ローテー ト ・ ラ イ ト ）
データ をビ ッ ト 単位で右回転シフ ト し ます。

シンボル

動作説明

● ローテイ ト ・ レ フ ト

入力が ON の場合、 （S1） で指定したデータを bits で指定した数だけ左回転シフ ト します。 MSB
（ 上位ビッ ト ） のデータは、 キャ リー特殊内部リ レー （M8003） と LSB （ 下位ビッ ト ） にセッ

ト されます。

・ 処理単位 ： W （ワー ド）

Bits ＝ 1 の場合

・ 処理単位 ： D （ダブルワー ド）

Bits ＝ 1 の場合
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● ローテイ ト ・ ラ イ ト

入力が ON の場合、 （S1） で指定したデータを Bits で指定した数だけ右へシフ ト します。 LSB （

下位ビッ ト ） のデータは、 キャ リー特殊内部リ レー （M8003） と MSB （ 上位ビッ ト ） にセッ ト さ

れます。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

・ 処理単位 ： W （ワー ド）

Bits ＝ 1 の場合

・ 処理単位 ： D （ダブルワー ド）

Bits ＝ 1 の場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 回転シフ トするデータのエリ ア － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － －

Bits ビッ ト シフ トするビッ ト数 － － － － － － － ＊ 2

＊ 2 シフ トする定数の範囲
処理単位が W （ワード） の場合 ： 1 ～ 15
処理単位が D （ダブルワード） の場合 ： 1 ～ 31

－

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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ビ ッ ト シフ ト / ローテー ト 命令の動作例

ビッ ト シフ ト ・ ローテート命令を使用した場合のデータ移動について説明します。

● SFTL 命令の場合

データの動き

● SFTR 命令の場合

データの動き
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● ROTL 命令の場合

データの動き

● ROTR 命令の場合

データの動き
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第
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章

第

こ こ では、 データ変換命令の説明を し ます。
データ変換命令は、 指定し たデータ を変換し て、 その結果をデバイスに格納する命令で
す。
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HTOB （HEX ・ to ・ BCD）
バイナ リデータ を BCD 変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1） で指定したバイナリデータを BCD 変換して D1 にセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

エラー処理
S1 のデータ

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

0 ～ 9,999

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

0 ～ 99,999,999
以外の値の場合はユーザープログラム実行エラーとなり M8004 が ON します。

［処理単位が W の場合］ （S1） → D1

［処理単位が D の場合］ （S1,S1 ＋ 1） → （D1,D1 ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエリ ア － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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HTOB 命令の動作例

● 処理単位を W （ワー ド） に指定し た場合

● 処理単位を D （ダブル ・ ワー ド） に指定し た場合
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BTOH （BCD ・ to ・ HEX）
BCD データ をバイナ リ変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1） で指定した BCD データをバイナリ変換して D1 にセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

エラー処理
S1 のデータ

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

0 ～ 9,999 （BCD） までです。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

0 ～ 99,999,999 （BCD） までです。

各桁が 0 ～ 9 以外の値の場合はユーザープログラム実行エラーとなり M8004 が ON します。

［処理単位が W の場合］ （S1） → D1

［処理単位が D の場合］ （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエリ ア － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D＊ 1

＊ 1 BTOA 命令のダブルワード型 （D） の指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、
WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

L F

指定可能 ◯ － ○ － －
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BTOH 命令の動作例

● 処理単位を W （ワー ド） に指定し た場合

● 処理単位を D （ダブル ・ ワー ド） に指定し た場合
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HTOA （HEX ・ to ・ アスキー）
バイナ リデータ をアスキー変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したバイナリデータを S2 で指定した桁数 （下桁から） だけアスキー

データに変換して D1 以降にセッ ト します。

（S1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, D1 ＋ 3

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

桁指定は 1 ～ 4 で行います。 それ以外の場合は、 ユーザープログラム実行エラーとなり M8004 が

ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

S2 ソース 2 変換桁データ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエ リア － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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HTOA 命令の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定し た場合
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ATOH （アスキー ・ to ・ HEX）
アスキーデータ をバイナ リ変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したアスキーデータを先頭に、 S2 で指定した桁数だけバイナリデー

タに変換し、 D1 にセッ ト します。

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2, S1 ＋ 3） → D1

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

桁指定は 1 ～ 4 で行います。 それ以外の場合は、 ユーザープログラム実行エラーとなり M8004 が

ON します。

各ソースがアスキーデータ （30h ～ 39h/41h ～ 46h） 以外の場合は、 ユーザープログラム実行エラー

となり M8004 が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 アスキーデータ － － － － － － ◯ － －

S2 ソース 2 変換桁データ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエリ ア － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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ATOH 命令の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定し た場合
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BTOA （BCD ・ to ・ アスキー）
バイナ リデータ を BCD 変換後、 アスキー変換し ます。

シンボル

動作説明

（S1, S1 ＋ 1） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, D1 ＋ 3, D1 ＋ 4, D1 ＋ 5, D1 ＋ 6, D1 ＋ 7, D1 ＋ 8, D1 ＋ 9

入力が ON の場合、 S1 で指定した 32 ビッ トのバイナリデータを BCD 変換し、 さ らに S2 で指定し

た桁数だけ （下桁から） アスキーデータに変換し、 D1 以降にセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

S1 はワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

S2 はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

桁数指定は 1 ～ 10 で行います。 それ以外の場合は、 演算エラーとなり ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

S2 ソース 2 変換桁データ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエ リア － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D＊ 1

＊ 1 BTOA 命令のダブルワード型 （D） の指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、
WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

L F

指定可能 ○ － ○ － －
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BTOA 命令 （ワー ド） の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定し た場合
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BTOA 命令 （ダブルワー ド） の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定した場合
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ATOB （アスキー ・ to ・ BCD）
データ を BCD 変換後、 バイナ リ変換し ます。

シンボル

動作説明

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2, S1 ＋ 3, S1 ＋ 4, S1 ＋ 5, S1 ＋ 6, S1 ＋ 7, S1 ＋ 8, S1 ＋ 9） → D1, D1 ＋ 1

入力が ON の場合、 S1 ～ S1 ＋ 9 で指定したアスキーデータを S2 で指定した桁数分だけ BCD 変換

し、 さ らにバイナリデータに変換して D1, D1 ＋ 1 にセッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

S1 はワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

S2 はワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

エラー処理

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 アスキーデータ － － － － － － ◯ － －

S2 ソース 2 変換桁データ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2 に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先のエリ ア － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D＊ 1

＊ 1 ATOB 命令のダブルワード型 （D） の指定は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、
WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

L F

指定可能 ○ － ○ － －

・ 桁数指定は 1 ～ 10 で行います。 それ以外の場合は、 演算エラーとな り ます。

・ 各ソースデータがアスキーデータの “0” ～ “9” （30h ～ 39h） 以外の場合は演算エラーとな り ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実行

されません。
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ATOB 命令 （ワー ド） の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定した場合
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ATOB 命令 （ダブルワー ド） の動作例

S1 を D0、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定した場合
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ENCO （N ビ ッ ト → N 番号変換）
ON し ているビ ッ ト の番号をセ ッ ト し ます。

シンボル

動作説明

S1 から （S1 ＋ビッ ト数） の領域をチェッ ク して、 初に見つけた ON しているビッ トの番号 （0 ～

255） を D1 にセッ ト します。 チェッ ク領域内に ON しているビッ トがない場合は、 D1 には 65,535
がセッ ト されます。

DECO （N 番号→ N ビ ッ ト 変換）
N 番号のビ ッ ト を ON し ます。

シンボル

動作説明

D1 を先頭とするデバイスの S1 番目のビッ ト を ON します。

エラー処理

ソースデータの値が 0 ～ 255 以外の場合、 またはデスティネーシ ョ ンデバイスの 終が指定デバイ

スの範囲外の場合、 ユーザープログラム実行エラーとなり ます。 この場合、 特殊内部リ レー M8004
が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 先頭デバイス ◯ ◯ ◯ ◯ － － ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 チェッ ク結果 － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － －

Bits ビッ ト ビッ ト数 － － － － － － － ＊ 2

＊ 2 ビッ ト数の範囲は 1 ～ 256 です。

－

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 ON ビッ ト指定 ◯ ◯ ◯ ◯ － － ◯ ＊ 1

＊ 1 ON ビッ ト指定の範囲は 0 ～ 255 です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 先頭デバイス － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － ◯ － －
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ENCO 命令の動作例

S1 ＝ M104, D1 ＝ D100, ビ ッ ト 数＝ 64

M104 よ り 64 ビッ ト範囲をチェッ ク し、 初に ON しているのが M130 です。

M130 は M104 よ り 20 番目なので、 D100 には 20 がセッ ト されます。

DECO 命令の動作例

S1 ＝ D100, D1 ＝ M104

M104 よ り 19 番目のビッ トは M127 なので、 M127 を ON します。
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BCNT （ON ビ ッ ト 計数）
チ ェ ッ ク範囲の ON ビ ッ ト 数を計数し ます。

シンボル

動作説明

S1 を先頭とする領域をチェッ ク し、 ON しているビッ ト を計数し D1 に格納します。 チェッ クする

領域の範囲 S2 は、 ビッ ト単位で指定します。

ソース 1 デバイスの 終が指定デバイスの範囲外か、 ソース 2 が 1 ～ 256 以外の場合、 演算エラー

となり ます。 演算エラー発生時には、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が

ON します。

BCNT 命令の動作例

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 先頭デバイス ◯ ◯ ◯ ◯ － － ◯ － －

S2 ソース 2 チェッ ク範囲
（ビッ ト ）

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アとな り ます。

＊ 1 ◯ ＊ 2

＊ 2 S2 の定数の入力可能範囲は 1 ～ 256 です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 チェッ ク結果 － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を設定した場合は設定値エリ アとな り ます。

＊ 4 ◯ － －
7-17
章

第
7
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 7 章 データ変換命令

7-18
ALT （オルタネイ ト 出力）
出力の ON/OFF を切り替えます。

シンボル

動作説明

SOTU ・ SOTD 命令と組み合せて使用するこ とで、 入力のエッジを検出し、 出力の ON/OFF を切り

替えます。

ALT 命令は SOTU ・ SOTD 命令と組み合せて使用してください。

SOTU ・ SOTD 命令と組み合せずに ALT 命令だけを使う と、 入力が ON の場合スキャンタイムごと

に出力が反転動作します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

D1 デスティネーシ ョ ン 1 出力 － ◯ ◯ ◯ － － － － －
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CVDT （コ ンバー ト ・ データ タ イプ）
データ タ イプを変換後転送し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 ソース 1 で指定したデータをデスティネーシ ョ ン 1 で指定したデバイスにデー

タタイプを変換して転送します。 ソース 1 とデスティネーシ ョ ン 1 にそれぞれ処理単位が指定でき

ます。

ソース 1、 デスティネーシ ョ ン 1 に同じ処理単位を指定した場合は、 データタイプの変換をせずに

転送を行います。 ソース 1、 デスティネーシ ョ ン 1 両方と も処理単位が F の場合を除いて、 整数部

のみの転送となり ます。 ソース 1 の値がデスティネーシ ョ ン 1 の処理単位の範囲を越えている場合

は、 デスティネーシ ョ ン 1 の処理単位の範囲内でもっと も ソース 1 の値に近い値が転送されます。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソース 1 の処理単位が F の場合、 その値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ま

す。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

［ソース 1 の処理単位が W, I の場合］ （S1）

［ソース 1 の処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1）

［デスティネーシ ョ ン 1 の処理単位が W, I の場合］ D1

［デスティネーシ ョ ン 1 の処理単位が D, L, F の場合］ D1, D1 ＋ 1

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエ リア ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合は、 S1 にはデータレジスタか定数、 D1 にはデータレジスタ
のみ使用できます。

＊ 2 ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ リア － ◯ ＊ 3

＊ 3 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 4

＊ 4 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 4 ＊ 2 － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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ソース 1、 デスティネーシ ョ ン 1 両方と も処理単位が F の場合を除き整数部のみの転送とな り ます。

変換元の処理単位が F （フロート ）、 変換先の処理単位が W （ワード） で、 D0 が 3.141593 の場合、

起動入力が ON する と D2 に 3 が格納されます。

ソース 1 の値がデスティネーシ ョ ン 1 の処理単位の範囲を超えている場合は、 デスティネーシ ョ ン

1 の範囲内でもっと も ソース 1 の値に近い値が転送されます。

変換元の処理単位が D （ダブル）、 変換先の処理単位が W （ワード） で、 D0 が 4,294,967,295 の場

合、 起動入力が ON する と D2 に 65,535 が格納されます。
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DTDV （データ分割）
データ を分割し転送し ます。

データ分割命令 （DTDV） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

（S1） → D1, D1 ＋ 1

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを上位バイ ト と下位バイ トに分割し、 その上位バイ ト を

D1 に、 下位バイ ト を D1 ＋ 1 にセッ ト します。

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

DTDV 命令の動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエ リア － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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DTCB （データ合成）
データ を合成し転送し ます。

データ合成命令 （DTCB） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

（S1,S1 ＋ 1） → D1

入力が ON の場合、 S1, S1 ＋ 1 で指定したデータのうち、 （S1） の下位 1 バイ ト を上位、 （S1 ＋ 1）
の下位 1 バイ ト を下位と して合成したバイナリデータを D1 にセッ ト します。

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

DTCB 命令の動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエリ ア － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 2

＊ 2 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 2 ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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SWAP （スワ ッ プ）
上位データ と下位データ を入れ替えて転送し ます。

データ入れ替え命令 （SWAP） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上かつ、

WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータの上位と下位を入れ替えて、 D1 で指定したデバイスに

セッ ト します。

● 処理単位が W （ワー ド） の場合

ワードデバイスでは 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） の場合

ワードデバイスでは 2 点で処理します。

処理単位が W （ワー ド）、 リ ピー ト な しの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

［処理単位が W （ワード） の場合］ （S1） の上位バイ ト と下位バイ ト を入れ替えて D1 にセッ ト

します。

［処理単位が D （ダブルワード） の場合］ （S1, S1 ＋ 1） の上位ワード と下位ワードを入れ替えて D1, 
D1 ＋ 1 にセッ ト します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 転送元のエリ ア － － － － － － ◯ － ◯

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先のエリ ア － － － － － － ◯ － ◯

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － ○ － －
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処理単位が W （ワー ド） , S1 に リ ピー ト 指定あ りの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

D100 に 初にセッ ト された （D0） は、 次にセッ ト される （D1） に上書きされます。

処理単位が W （ワー ド） , D1 にリ ピー ト 指定ありの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

処理単位が W （ワー ド） , S1 と D1 にリ ピー ト 指定ありの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合

処理単位が D （ダブルワー ド）、 リ ピー ト 指定な しの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合
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処理単位が D （ダブルワー ド） , S1 と D1 に リ ピー ト 指定あ りの動作例

S1 を D0、 D1 を D100 に指定した場合
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こ こ では、 時計比較命令の説明を し ます。
時計比較命令は、 指定し た日付と現在の日付を比較し て、 その結果を出力する命令です。
第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8
章

第
8

WKTBL （ウ ィ ーク テーブル）
指定し た月日を特別指定日に設定し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 ～ Sn で指定したデータを特別指定日と してウ ィークテーブルに設定します。

特別指定日と して指定できる日数は 大 20 日です。

WKTBL 命令は必ず WKTIM 命令よ り前にプログラムしてください。

エラー処理

存在しない月日データを設定する と、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） を

ON にします。 なお、 存在しない月日データを設定する と WKTIM は実行されません。

1 月 1 日、 5 月 5 日、 10 月 10 日を特別指定日と して設定します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 月日データ － － － － － － ◯ ◯ －
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WKTIM （カ レンダ タ イマ比較）
設定し た曜日と開始時刻、 終了時刻を現在の時刻と比較し て、 その結果を出力し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 設定した曜日 （S1） と開始時刻 （S2）、 終了時刻 （S3） を現在時刻と比較して、

曜日が一致し現在時刻が開始時刻と終了時刻の間であれば、 特別指定日の動作指定の内容にあわせ
て出力 （D1） を ON します。

エラー処理

曜日データ （S1） の内容が 128 以上、 または開始時刻データ （S2）、 終了時刻データ （S3） の場合

データが 24 以上、 分データが 60 以上であれば （10000 を除く）、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザー

プログラム実行エラー） が ON します。

特別指定日動作を比較動作あり （1） または比較動作なし （2） に指定した場合、 WKTBL 命令が実

行される前に WKTIM 命令が実行される と、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エ

ラー） が ON します。

WKTIM 命令の設定項目の詳細と プログラム例

カレンダタイマ比較命令を使用して、 照明や空調設備などの機器を曜日、 時間によ り ON/OFF 制御

ができます。
また特別指定日を設定する と、 曜日、 時間による ON/OFF 制御のほか、 月日、 時間による ON/OFF
制御、 特別指定日の無処理の設定もできます。

月曜日から金曜日を比較対象とする場合

上図のよ うに日曜日を 下位ビッ ト と しますので、 S1 の値は 62 とな り ます。

S2 ： 開始時刻

S3 ： 終了時刻

WKTIM 命令の比較範囲となる時刻を時データ ： 0 ～ 23、 分データ ： 0 ～ 59 の範囲で設定します。

また、 開始時刻と終了時刻がと もに 10000 の場合は、 指定曜日が一日中 ON する設定になり ます。

開始時刻、 または終了時刻のどちらか一方が 10000 の場合は、 10000 を設定した時刻が 0 時 （000）
と設定した場合と同じ動作になり ます。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 曜日データ － － － － － － ◯ ◯ －

S2 ソース 2 開始時刻データ － － － － － － ◯ ◯ －

S3 ソース 3 終了時刻データ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 出力先 － ◯ ＊ 1

＊ 1 D1 に特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －
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午前 8 時 30 分の時刻データ

S2 （S3） ＝ 830

午後 11 時 45 分の時刻データ

S2 （S3） ＝ 2345

特別指定日の動作

WKTBL 命令で設定した特別指定日での WKTIM 命令の動作を設定をします。

指定できる動作の詳細は次の 3 パターンです。

指定日な し

WKTBL 命令で設定された特別指定日に関係なく、 S1, S2, S3 で設定した条件と現在時刻との比較を

実行します。 現在時刻が設定範囲内であれば、 D1 で設定した出力を ON します。

この特別指定日の動作設定では、 WKTBL 命令は設定する必要はあ り ません。

プログラム例

毎週月曜日から金曜日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで Y0 を ON する場合

こ こでは特別指定日を設定していますが、 WKTIM 命令で特別指定日の動作を 「指定日なし」 と し

ているため、 特別指定日になっても特殊な動作は行いません。

比較動作あり

WKTBL 命令で設定された特別指定日には、 S1 で設定した曜日データに関係なく、 S2, S3 で設定し

た時間条件のみで現在時刻との比較を行います。 特別指定日以外の日は、 通常通り S1, S2, S3 で設

定した条件と現在時刻との比較を行います。
この特別指定日の動作設定では、 WKTBL 命令を WKTIM 命令よ り先に 1 度動作させる必要があ り

ます。
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プログラム例

毎週金曜日から日曜日の午前 10 時から午後 7 時まで Y0 を ON し、 5 月 3 日、 4 日、 5 日には曜日に

関係なく午前 10 時から午後 7 時まで Y0 を ON する場合

比較動作な し

WKTBL 命令で設定された特別指定日には、 S1, S2, S3 で設定した条件が現在時刻と一致していて

も、 何も処理を行いません。 特別指定日以外の日は、 通常通り S1, S2, S3 で設定した条件と現在時

刻との比較を行います。
この特別指定日の動作設定では、 WKTBL 命令を WKTIM 命令よ り先に 1 度動作させる必要があ り

ます。

プログラム例

毎週月曜日から金曜日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで Y0 を ON するが、 1 月 1 日、 2 日、

3 日は Y0 を ON しない場合

カ レンダタ イマ比較命令の使用例

開始時刻と終了時刻が午前 0 時をまたがない場合

月曜日から金曜日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分の間、 出力 Y0 を ON します。

それ以外の時間帯では出力は OFF します。
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開始時刻と終了時刻が午前 0 時をまたぐ場合

開始時刻のデータが終了時刻のデータよ り も遅い時刻に設定されている場合は、 午前 0 時をまたが

る比較を行います。
月曜日と火曜日、 金曜日の午後 8 時 30 分から翌日午前 1 時の間、 出力 Y0 が ON します。

ON 時間が 24 時間を超えて制御を行う場合

ON 時間が 24 時間を超えて制御を行う場合は、 プログラム例のよ うに WKTIM 命令を組み合わせて

プログラムをしてください。
毎週月曜日の午前 8 時から金曜日の午後 7 時まで連続して出力 Y0 を ON します。 それ以外の時間

帯は出力 Y0 を OFF します。
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こ こ では、 表示命令の説明を し ています。
表示命令は、 指定し たデータ を外部機器に表示する命令です。
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DISP （デ ィ スプレ イ）
指定し たデータ を 7 セグ メ ン ト 表示器に表示出力し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータを 7 セグメン ト表示器に表示出力します。

この命令は 大 8 個までプログラムするこ とができます。

使用するユニ ッ ト とデータ表示用出力先 （Y） の指定について

DISP 命令を使用してデータを表示する場合は、 必ずト ランジスタ出力を使用してください。

DISP 命令を使用する と、 Y で指定した出力番号から、 データ と表示桁数分の出力 （4 点＋桁数） が

連続して割り付けられます。 たとえば、 表示桁数を 4 桁、 データ表示出力先を Y0 で設定した場合、

Y0 ～ Y7 が割り付けられます。

DISP 命令の制限

DISP 命令は、 1 プログラム中に 8 回まで使用できます。

表示可能なデータは 0 ～ 65,535 （FFFFh） です。

位相の設定について

7 セグメン ト表示器のシンク出力仕様、 ソース出力仕様によって、 LAT （ラ ッチ位相）、 DAT （デー

タ位相） の設定が異なり ます。 7 セグメン ト表示器の仕様に合わせて設定して ください。

項目 内容

①変換指定 接続する表示器のデータタイプ BCD ： BCD （10 進数） 表示

BIN ： BIN （16 進数） 表示

②表示桁数 接続する機器の桁数 1 ～ 5 ： 10 進数表示の場合

1 ～ 4 ： 16 進数表示の場合

③ラ ッ チ位相 桁セレク ト信号の位相の設定 L ： ローラ ッチ

H ： ハイ ラ ッチ

④データ位相 データ信号の位相の設定 L ： 負論理

H ： 正論理

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 表示データ － － － － ＊ 1

＊ 1 S1 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ○ － －

Y 出力 データ表示出力先 － ○ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －
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9-2
表示処理時間について

1 桁を表示するのに、 3 スキャンタイムを要します。 したがって、 すべての桁が更新されるまでの

時間は、 「表示桁数 ×3 スキャンタイム」 とな り ます。

また、 スキャンタイムが 2ms 以下の場合、 正常に表示されません。 スキャンタイムが短いために正

常に表示されない場合には、 D8022 （コンスタン ト スキャン設定値） を 3 以上の値に設定してくだ

さい。

サンプルプログラム

ト ランジスタシンク出力モジュールに 7 セグメン ト表示器 （IDEC 製 DD3S-F31N） を接続して、

CNT10 のデータを 4 桁で表示する場合の接続例とプログラム例です。

プログラム例

動作説明

入力 X0 が ON の場合、 カウンタ C10 の値の下 4 桁を 10 進数表記で数値表示器に出力します。

接続例
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DGRD （デジ タル ・ リー ド）
デジ タルスイ ッ チの設定値を指定し たデバイスにセ ッ ト し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 接続したデジタルスイ ッチの設定値を D1 で指定したデバイスにセッ ト します。

この命令は 大 16 個までプログラムするこ とができます。

使用するユニ ッ ト について

DGRD 命令を使用してデータを表示する場合は、 必ずト ランジスタ出力を使用してください。

読み込み入力、 桁セレ ク ト 出力の指定について

読み込み入力は、 指定した入力番号から 4 点がデータ読み込み入力と して割り付けられます。

たとえば、 読み込み入力を X0 に設定した場合、 X0 ～ X3 が割り付けられます。

桁セレク ト出力は、 指定した出力番号よ り桁数分が桁セレク ト出力と して割り付けられます。
たとえば、 桁数が 3 桁で、 桁セレク ト出力を Y0 と設定した場合、 Y0 ～ Y2 が割り付けられます。

デジ タルスイ ッ チ設定値の読み込みのスキャ ン タ イムについて

デジタルスイ ッチの設定を変更した場合、 その値が D1 に正し く取り込まれるまでに、 2× （桁数＋

2） スキャンかかり ます。 したがって 5 桁のデジタルスイ ッチの値を D1 に取り込むには 大 14 ス

キャンかかり ます。

スキャ ン タ イムの調整方法

DGRD 命令は、 〔スキャンタイム〕 － 〔フ ィルタ時間〕 ≧ 6ms 以上でないと正常に動作しません。

必要に応じて、 コンスタン ト スキャン （D8022） 機能を使ってスキャンタイムの調整を行ってくだ

さい。
フ ィルタ時間は読み込み入力で使用する入力によって異なり ます。

読み込み入力に CPU モジュールの入力を指定する場合 （X0 ～ X17）

WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” で設定した入力フ ィルタ時間を参照してください。 デフォルト

は 3ms です。

読み込み入力に入力モジュールの入力を指定する場合 （X30 ～）

フ ィルタ時間は 4ms 固定です。

項目 内容

変換指定 接続するデジタルスイ ッチの接続コード BCD ： BCD （10 進数） 表示

BIN ： BIN （16 進数） 表示

表示桁数 1 ～ 5 ： 10 進数の場合

1 ～ 4 ： 16 進数の場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

X 入力 読み込み入力 ○ － － － － － － － －

Y 出力 桁セレク ト出力 － ○ － － － － － － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 データ格納先 － － － － － － ○ － －
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9-4
エラー処理

DGRD 命令で扱える 大値は 65535 （5 桁） です。 10 進コード、 5 桁指定で 65536 以上の場合、 演

算エラーとな り特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

また、 DGRD 命令を 17 個以上使用したユーザープログラムをマイ クロスマートに転送する と、

ERR LED が点灯し、 DGRD 命令は実行されません。

サンプルプログラム

ト ランジスタシンク出力 16 点タイプのモジュールに、 デジタルスイ ッチ （IDEC 製 DFBN-031D-B）
を接続して、 その設定値を D10 に読み込む場合のプログラム例と接続例です （デジタルスイ ッチに

使用するダイオードには、 1N4148 （フェアチャイルド） または 1S954 （NEC） 相当品を使用してく

ださい）。

プログラム例

接続例
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こ こ では、 分岐命令の説明を し ています。
分岐命令は、 プログラムを分岐する命令です。
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LABEL （ラベル）
分岐先の番号を指定し ます。

シンボル

動作説明

プログラムにラベルを指定します。

指定可能なラベル番号はオールインワンタイプ CPU モジュールの場合 0 ～ 127、 ス リ ムタイプ CPU
モジュールの場合 0 ～ 255 です。

ラベル番号は重複してプログラムできません。
LABEL 命令を使用しサブルーチンプログラムを作成する場合、 通常プログラム内に END 命令を入

れてください。 END 命令を入れない場合は、 ユーザープログラム実行エラーとな り ます。

LJMP （ラベルジ ャ ンプ）
プログラムを分岐し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定したラベルのあるアドレスへジャンプします。

指定可能なラベル番号はオールインワンタイプ CPU モジュールの場合 0 ～ 127、 ス リ ムタイプ CPU
モジュールの場合 0 ～ 255 です。

S1 で指定したラベル番号の LABEL 命令がプログラムされていない場合、 ユーザープログラム実行

エラーが発生します。 必ず対応する LABEL 命令をプログラムしてください。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 ラベル番号 － － － － － － － ○ －

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 ラベル番号 － － － － － － ○ ○ －
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10-2
LCAL （ラベルコール）
プログラムを呼び出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定したラベルのあるアドレスをコールします。

ラベルコール命令は、 LRET 命令とセッ トで使用します。

指定可能なラベル番号はオールインワンタイプ CPU モジュールの場合 0 ～ 127、 ス リ ムタイプ CPU
モジュールの場合 0 ～ 255 です。 S1 で指定したラベル番号の LABEL 命令がプログラムされていな

い場合、 ユーザープログラム実行エラーが発生します。 必ず対応する LABEL 命令をプログラムし

て ください。
LCAL 命令を使用してサブルーチンプログラムを呼び出す場合、 サブルーチンプログラムの 終行

で LRET 命令を使用し リ ターンしてください。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 ラベル番号 － － － － － － ○ ○ －
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LRET （ラベルリ ターン）

シンボル

動作説明

サブルーチンプログラムの 後に指定し、 LCAL 命令で呼びされたアドレスへリ ターンする命令で

す。

LABEL 命令で始まるサブルーチンプログラムの 後に、 LRET 命令をプログラムしてください。

それ以外の場所でプログラムした場合、 ユーザープログラム実行エラーが発生します。

LABEL、 LJMP 命令のプログラム例

・ 入力 X0 番が ON の場合、 LABEL0 番を コール

・ 入力 X1 番が ON の場合、 LABEL1 番を コール

・ 入力 X2 番が ON の場合、 LABEL2 番を コール

するプログラムです。
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10-4
LABEL、 LCAL 命令のプログラム例

・ 入力 X0 番が ON の場合、 LABEL0 番を コール

・ 入力 X1 番が ON の場合、 LABEL1 番を コール

・ 入力 X2 番が ON の場合、 LABEL2 番を コール

するプログラムです。
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分岐命令の補足事項

分岐命令の注意点

・ 入力が ON の間はスキャンごとに命令を実行しますので、 必要に合わせてレベル入力、 シ ョ ッ ト入

力を使い分けてください。

・ プログラムが分岐した場合の 「TIM の初期化、 CNT や SFR または SOT のクロ ッ ク」 などに十分注

意して ください。

（1） ジャンプした先の TIM 命令の初期化 （設定値を現在値へ転送する動作） が必要な場合は、

ジャンプ後 1 スキャン以上、 タイマのスタート入力を OFF にして ください。 TIM 命令は、 ス

タート後タイムアップするまで、 TIM 命令のプログラム部を毎スキャン実行しないと正し く

動作しません。

（2） ジャンプ先の CNT のクロ ッ ク入力、 SFR のクロ ッ ク入力、 SOT の入力が 1 スキャン以上

OFF で、 その後 ON した場合のみ、 ク ロ ッ クの立ち上がり とみなします。

・ プログラムの分岐命令でループを作った場合、 ループ内の SOT 命令までは 1 スキャンパルスが出る

のではなく、 次の SOT 命令までの間だけパルスが出ます。

① ラベル 0

② M0 が ON のと き、 ループします。 SOTU
は 1 ループの間だけパルスがでます。

③ M0 が ON のと き、 ラベル 0 へジャンプし

ます。

上図のと き、 出力 Y1 からは、 シ ョ ッ トパルスは出力されませんので、 注意して ください。

・ LCAL 命令でコールされるラダープログラムには、 全体のラダープログラムと別に END 命令を設

定して ください。 また、 コールされるラダープログラムの 後には、 LRET 命令を必ず入れてくだ

さい。 コールされた次の命令に戻り ます。

・ LCAL 命令のサブルーチンコールの階層 （コールされた先でさ らにコールする、 ネスティング深度）

は、 大 4 です。 5 階層以上のサブルーチンコールは、 実行時にプログラムエラーとな り ます。

・ LJMP 命令や LCAL 命令を使う場合は、 対応するラベル番号の LABEL 命令を、 必ず同時にプログ

ラムして ください。

・ LCAL 命令を使用後、 同じ入力条件で命令を続けてプログラムする場合は、 1 ま と ま りの LCAL 命

令で区切り、 新たに同一入力条件を設けて、 次の命令をプログラムして ください。
同一条件を新たに設けないと、 先にある LCAL 命令で別のプログラムを実行するので、 後にある

LCAL 命令の入力条件の値が保持されず動作不良とな り ます。 （プログラム例 （10-6 頁） 参照）

・ 分岐命令は、 プログラムの組み込み方法によっては無限ループを作る可能性があ り ます。 プログラ
ム作成には、 十分注意してください。
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10-6
プログラムの例

良いプログラムの例

ラベルコールを行う ごとにプログラムを区切り ます。

悪いプログラムの例

ラベル 0 番のプログラムで条件入力 （X0） の値が変化させられます。

リ ターン後の動作不正とな り ます。
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DJNZ （デク リ メ ン ト ・ ノ ン ・ ゼロジ ャ ンプ）
繰り返し処理に便利な分岐命令です。

デク リ メン ト ・ ノン ・ ゼロジャンプ命令 （DJNZ） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが

210 以上かつ、 WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデバイスの内容を－ 1 し、 ゼロであるかを判断します。

ゼロでなければ S2 で指定したラベルのあるアドレスへジャンプします。 ゼロであれば分岐しませ

ん。

指定可能なラベル番号はオールインワンタイプ CPU モジュールの場合 0 ～ 127、 ス リ ムタイプ CPU
モジュールの場合 0 ～ 255 です。 S2 で指定したラベル番号の LABEL 命令がプログラムされていな

い場合、 ユーザープログラム実行エラーが発生します。 必ず対応する LABEL 命令をプログラムし

てください。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 対象データレジスタ － － － － － － ○ － －

S1 ソース 2 ラベル番号 － － － － － － ○ ○ －
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M8120 でデータ レジス タ D100 ～ 149 に、 1,000 ～ 1,049 までの連続し た値をセ ッ ト する

プログラム例

DJNZ 命令の S2 で指定したラベル番号 （0 ～ 255） の LABEL 命令がプログラムされていない場合、

ユーザープログラム実行エラーとな り、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー）

が ON します。 必ず対応するラベル番号の LABEL 命令をプログラムして ください。
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こ こ では、 入出力接点、 高速カウン タの計数値、 周波数測定値のリ フ レ ッ シュ を行う命
令について、 説明し ています。

リ フレッシュ命令はスキャンタイムが大き く、 リ アルタイム性が求められる場合に有効な命令で
す。
データを使用する直前のラダー行で実行する と、 も効果があ り ます。
IOREF, HSCRF, FRQRF 命令は割込入力やタイマ割込と組み合わせ、 データを更新するこ とができま

す。
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IOREF （入出力リ フ レ ッ シュ）
新の入出力データ を リ フ レ ッ シュ し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 に入力デバイスを指定した場合、 1 点単位で 新の実入力の状態を内部リ

レーにリード します。 リード される内部リ レーは M300 以降の割り付けで固定となり ます。 S1 に出

力デバイスを指定した場合、 1 点単位で 新のシステムの出力メモ リ を実出力にライ ト します。

IOREF 命令で使用しない内部リ レーは、 通常の内部リ レーと して使用可能です。

入出力リ フレッシュ命令は、 CPU モジュールに装備された入出力のみ指定できます。 増設入出力を

指定するこ とはできません。 入力リ フレッシュの場合、 フ ィルタ値は無視され命令実行時点での入
力状態が内部リ レーにリード されます。 実入力状態が内部入力メモ リへ読み込まれるタイ ミ ング
は、 通常プログラム同様 END 処理で実行されます。 この場合、 フ ィルタ値は有効となり ます。

入力デバイス と内部リ レー割付

入力デバイス 内部リ レー 入力デバイス 内部リ レー

X0 M300 X10 M310

X1 M301 X11 M311

X2 M302 X12 M312

X3 M303 X13 M313

X4 M304 X14 M314

X5 M305 X15 M315

X6 M306 X16 M316

X7 M307 X17 M317

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 リ フレッシュ対象 ○ ○ － － － － － － －
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プログラム例
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HSCRF （高速カウン タ リ フ レ ッ シュ）
特殊データ レジス タの高速カウン タの計数値を 新の値に更新し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 特殊データレジスタに割り付けられている高速カウンタ （グループ 1 ～グルー

プ 4） の 新の計数値を リード します。

高速カウンタ リ フレッシュ （HSCRF） 命令は高速カウンタ使用時に、 任意のラダーステップでリ ア

ルタイムに計数値をスキャンする命令です。
高速カウンタの計数値は通常 1 スキャンごとに更新されますが、 HSCRF 命令を用いるこ とで 新

の計数値を用いて制御処理を行う こ とができます。

プログラム例
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FRQRF （周波数測定リ フ レ ッ シュ）
特殊データ レジス タの周波数測定値を 新の値に更新し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 特殊データレジスタに割り付けられている周波数測定値の 新の値を リード し

ます。 任意のラダーステップにおいて 新の周波数計算結果を読み出すこ とが可能です。
特殊データレジスタに測定結果が反映されるまでには、 大で演算周期＋スキャンタイム相当の時
間が必要ですが、 HSCRF 命令を用いるこ とで 新の計数値を用いて制御処理を行う こ とができま

す。

プログラム例
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COMRF （通信リ フ レ ッ シュ命令）
増設通信ポー ト を リ フ レ ッ シュ し ます。

シンボル

動作説明

ユーザープログラム処理中に、 全ての増設通信ポートに対して受信データの読み出しおよび、 送信
データの書き込みを実行します。 増設シ リ アル通信モジュールの通信レスポンス性能にリ アルタイ
ム性を要求する場合に有効ですが、 マイ クロスマートのスキャンタイムに影響があ り ますので （詳
細は 「本章　命令実行時間」 （11-6 頁） を参照してください。）、 接続するアプリ ケーシ ョ ンに合わ

せてご使用を検討してください。

COMRF 命令が必要と なるケースの例

マイク ロスマートのスキャンタイムが 50ms で、 増設シ リ アル通信モジュールに対して 30ms 以内の

通信応答が必要な場合等、 マイ クロスマートのスキャンタイムよ り短い時間間隔で増設シ リ アル通
信モジュールの通信応答が必要なアプリ ケーシ ョ ンを接続する場合に、 本命令をプログラムしてく
ださい。

本命令のプログラム有無に関わらず、 増設通信ポートに対する受信データの読み出しおよび、 送信
データの書き込みは END 処理でも実行されます。

割込プログラムでは本命令は使用できません。 割込プログラムで本命令を使用した場合、 ユーザー
プログラム実行エラーになり ます。

通信ポートのファンクシ ョ ン設定で、 「ポート 3 ～ 7 の通信リ フレッシュ」 を 「10ms 毎」 に設定す

る と、 本命令を 10ms 毎に実行するのと同様の動作とな り ます。

使用可能機種

FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, 
FC5A-D32K3, FC5A-D32S3, FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E
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プログラムの例

COMRF 命令①によ り増設通信ポートの送受信データを リ フレッシュした後、 RXD 命令を実行しま

す。 TXD 命令を実行した後、 COMRF 命令②によ り増設通信ポートに対して送受信データを リ フ

レッシュします。

命令実行時間

1 つの COMRF 命令にかかる 大命令実行時間は下記の通りです。 下記は、 増設シ リ アル通信モ

ジュールのデータ送受信処理が発生しているものと して記載しています。

命令占有バイ ト 数

COMRF 命令を 1 つプログラムした場合に、 占有するユーザープログラム領域は下記の通りです。

CPU モジュール
システム

バージ ョ ン

増設シ リ アル
通信モジュール

バージ ョ ン
大データ送受信処理時間＊ 1

＊ 1 上記は増設シ リ アル通信モジュールを 1 台接続している場合の 大遅延時間です。 複数台接続した場
合の 大遅延時間は、 上記値に接続台数を乗算した値とな り ます。

220 未満 200 未満 約 4ms

200 以上

220 以上 200 未満

200 以上 約 10ms

CPU モジュール種別 バイ ト 数

オールインワンタイプ （24 点） 2 バイ ト

ス リ ムタイプ 4 バイ ト
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こ こ では、 割込制御命令の説明を し ています。
割込制御命令は、 ユーザー割込 （割込入力、 タ イマ割込） を禁止 / 許可する命令です。
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DI （割込禁止）
割込入力やタ イマ割込に対し て禁止するユーザー割込を指定し ます。

EI （割込許可）
割込入力やタ イマ割込に対し て許可するユーザー割込を指定し ます。

シンボル

動作説明 （割込禁止）

割込入力やタイマ割込に対して、 割込を禁止するユーザー割込を指定します。

動作説明 （割込許可）

割込入力やタイマ割込に対して、 割込を許可するユーザー割込を指定します。

DI 命令、 EI 命令を使用してユーザー割込の許可 ・ 禁止区間を設定します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 禁止割込種別 － － － － － － － ◯ －
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“ ファンクシ ョ ン設定 ” で設定されていない割込に対して、 割込禁止命令や割込許可命令が実行さ

れた場合は、 ユーザープログラム実行エラーとな り、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム

実行エラー） が ON します。

“ ファンクシ ョ ン設定 ” で設定されたユーザー割込は、 運転開始時は割込許可になっています。

DI ～ EI 命令区間 （割込禁止区間） に発生したユーザー割込は、 実行されません。

DI, EI 命令はユーザー割込プログラム中では使用できません。 使用しますとユーザープログラム実

行エラーとな り、 特殊内部リ レー M8004 が ON します。

WindLDR では DI, EI 命令で禁止、 許可するユーザー割込の表示は、 下図のよ うに各ユーザー割込に

対応したビッ ト列を 10 進数に変換した値とな り ます。

例では割込入力 X2, X3、 タイマ割込を指定します。

DI, EI 命令によ り禁止 ・ 許可されたユーザー割込の状態は、 ユーザー割込ステータス M8140 ～

M8144 に反映されます。

割込要因 禁止 許可

割込入力 X2 M8140 が OFF M8140 が ON

割込入力 X3 M8141 が OFF M8141 が ON

割込入力 X4 M8142 が OFF M8142 が ON

割込入力 X5 M8143 が OFF M8143 が ON

タ イマ割込 M8144 が OFF M8144 が ON
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第
13
章

第
13
章

第
13
章

第 13 章 XY 変換命令
第
13
章

こ こ では、 XY 変換命令の説明を し ています。

XY 変換命令は、 X, Y 座標を指定し て、 X 値と Y 値を計算する命令です。
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XYFS （X-Y 変換フ ォーマ ッ ト ）
X,Y 座標を登録し、 各 2 点間の直線を計算し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 （X0, Y0） （X1, Y1） ... （Xn, Yn） の各点 （n ＋ 1 個） を登録し、 各 2 点間の直線

を計算します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 フォーマッ ト番号 － － － － － － － ◯ －

Xn X 軸座標 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 X0 ～ Xn, Y0 ～ Yn に T/C を指定した場合は計数値エリアとな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

Yn Y 軸座標 ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

S1 ： フォーマッ ト番号です。

オールインワンタイプの CPU モジュールでは 0 ～ 5 で指定します。 大 6 種類の XYFS 命令をプログ

ラムできます。

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは 0 ～ 29 で指定します。 大 30 種類の XYFS 命令をプログラムで

きます。

X1 ～ Xn ： X 座標を指定します。

Y1 ～ Yn ： Y 座標を指定します。

オールインワンタイプの CPU モジュールでは （Xn,Yn） の座標数は 2 点以上 5 点以下です。

ス リ ムタイプの CPU モジュールでは （Xn,Yn） の座標数は 2 点以上 32 点以下です。
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● 処理単位が W （ワー ド） の場合

X 座標は、 0 ～ 65,535 です。

Y 座標は、 0 ～ 65,535 です。

● 処理単位が I （イ ンテジャ） の場合

X 座標は、 0 ～ 65,535 です。

Y 座標は、 － 32,768 ～ 32,767 です。

プログラム例

（0, 0） （50, 100） （150, 150） を登録し、 各 2 点間の直線を計算します。

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ － － －
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CVXTY （X → Y 変換）
X 座標から Y 座標を算出し ます。

CVYTX （Y → X 変換）
Y 座標から X 座標を算出し ます。

シンボル

動作説明

● XY コ ンバー ト

入力が ON する と、 S1 で指定されたフォーマッ ト番号の XYFS 命令を選択し、 S2 で指定された X
座標データに対応する Y 座標データを算出します。 また計算された Y 座標は、 D1 にセッ ト しま

す。

● YX コ ンバー ト

入力が ON する と、 S1 で指定されたフォーマッ ト番号の XYFS 命令を選択し、 S2 で指定された Y
座標データに対応する X 座標データを算出します。 また計算された X 座標は、 D1 にセッ ト しま

す。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 フォーマッ ト番号 － － － － － － － ◯ －

S2 ソース 2 入力データ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S2 に T/C を指定した場合は計数値エリ アにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 結果出力先 － ◯ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 3

＊ 3 D1 に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 3 ◯ － －

S1 ： フォーマッ ト番号です。 XYFS 命令で設定した番号を指定します。

S2 ： 入力データを指定します。

D1 ： 変換結果を出力します。
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● 処理単位が W （ワー ド） の場合

X 座標は、 0 ～ 65,535 です。

Y 座標は、 0 ～ 65,535 です。

● 処理単位が I （イ ンテジャ） の場合

X 座標は、 0 ～ 65,535 です。

Y 座標は、 － 32,768 ～ 32,767 です。

エラー処理

S1 のフォーマッ ト番号が XYFS 命令で定義されていない場合、 特殊内部リ レー （M8004） が ON し

ます。

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ － － －
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2 点指定の直線の例

ラダー図

動作説明

データの動きは、 下図のとおりです。

データの変換誤差

データ変換誤差は ±0.5 です。

① 座標 （0,0） , （8000,4000） の 2 点をフォーマッ ト します。

（Y ＝ （4000/ 8000） X、 すなわち Y ＝ （1/2） X のグラフがフォーマッ ト されます。）

② D10 のデータを 3,500 とする と、 Y ＝ （1/2） X よ り、 Y は 1,750 とな り、 D20 に格納されます。

③ D11 のデータを 3,000 とする と、 Y ＝ （1/2） X よ り、 X は 6,000 とな り、 D21 に格納されます。
13-5
章

第
13
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 13 章 XY 変換命令
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複数指定の直線の例

ラダー図

動作説明

データの動きは、 下図のとおりです。

① 座標 （0,100） , （100,0） の 2 点をフォーマッ ト します。

（0 ≦ X ≦ 100 は傾きが－ 1 のグラフがフォーマッ ト されます。）

座標 （100,0） , （300,100） の 2 点をフォーマッ ト します。

（100 ≦ X ≦ 300 は傾きが 1/2 のグラフがフォーマッ ト されます。）

② C10 の計数値データを 250 とする と、 これを X と して、 Y は 75 とな り、 D90 に格納されます。

③ D95 のデータを 60 とする と、 これを Y と して、 X は 40 と 220 の 2 つが求められますが、 先行定

義優先のため、 初にフォーマッ ト した傾き－ 1 のグラフによ り、 X ＝ 40 が D30 に格納されま

す。
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こ こ では、 アベレージ命令の説明を し ています。
アベレージ命令は、 指定し たデータの平均化を行い、 結果をデバイスに格納する命令で
す。
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AVRG （アベレージ）
ばらつきのあるアナログ入力数値データ などを平均化し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON する と、 S1 の内容を S2/S3 で指定したサンプリ ング条件に基づいてデータ処理し、 平均

値を D1 に、 大値を （D1 ＋ 1） に、 小値を （D1 ＋ 2） にそれぞれセッ ト します。 同時に、 D2
で指定したサンプリ ング完了出力を ON します。 平均値の少数第一位は四捨五入されます。 また、

サンプリ ング終了入力 S2 を使用しない場合は、 ダ ミーと して内部リ レーなどを使用してください。

AVRG 命令は、 大 32 個までプログラムするこ とができます。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） の場合

ワードデバイスでは 2 点、 ビッ トデバイスでは 32 点で処理します。

● 処理単位が F （フ ロー ト ） の場合

ワードデバイス 2 点で処理します。

［処理単位が W, I の場合］ （S1） →平均値 （D1）

［処理単位が D, L, F の場合］ （S1, S1 ＋ 1） →平均値 （D1, D1 ＋ 1）

対象デバイス

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

S1 ソース 1 サンプリ ングデータ ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 S1, S3 に T/C を指定した場合は計数値エリアとな り ます。

＊ 1 ＊ 2

＊ 2 処理単位に F （フロート ） を指定した場合、 S1 にはデータレジスタのみ使用できます。

－ －

S2 ソース 2 サンプリ ング終了
入力

◯ ◯ ◯ ◯ － － － － －

S3 ソース 3 サンプリ ング回数＊ 3

＊ 3 サンプリ ング回数は 0 ～ 65535 の範囲で設定します。 サンプ リ ング回数分のデータをサンプリ ング後、
平均値、 大値、 小値をセッ ト します。 ただしサンプリ ング回数が 0 の場合は、 サンプリ ング終了入
力が ON するまでの全てのデータを対象に、 処理を行います。

◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1 ＊ 1 ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 結果出力先 － － － － － － ◯ － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 サンプリ ング完了
出力先

－ ◯ ＊ 4

＊ 4 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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14-2
エラー処理

処理単位が F の場合、 サンプ リ ングデータが正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり

ます。
（正規の浮動小数点形式でないサンプリ ングデータは無視して、 平均値、 大値、 小値を求めま
す。）
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

サンプリ ング終了入力 X10 が ON するまでの間、 500 スキャンごとに平均値を算出します。

1） サンプ リ ング終了入力 X10 が OFF の場合

500 スキャンごとに D100 の内容の平均値、 大値、 小値を算出し、 それぞれ D200, D201, D202
に格納します。 サンプリ ング完了出力 M100 は、 500 スキャンごとにセッ ト されます。

2） サンプ リ ング終了入力 X10 が ON の場合

サンプリ ング終了入力 X10 が ON する と、 その場合の平均値、 大値、 小値を D200, D201, D202
にセッ ト します。 またサンプリ ング完了出力 M100 が ON します。 再びサンプリ ング入力 X10 が

OFF すれば、 初からサンプリ ングします。
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こ こ では、 パルス出力命令の説明を し ています。
パルス出力命令は、 指定し た周波数を出力する命令です。

複数の PULS 命令、 PWM 命令、 RAMP 命令が同一のパルス出力ポート を共有しないよ うに設定し

てください。
ただし、 ZRN 命令は PULS 命令、 PWM 命令、 RAMP 命令と同一のパルス出力ポートが設定できま

す。
方向制御あ りの RAMP 命令を使用する場合は、 マイ クロスマートは 2 つの出力ポート （Y0, Y1 ま

たは、 Y2, Y3） を占有します。
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PULS1 （パルス出力 1）
Y0 からパルスを出力し ます。

PULS2 （パルス出力 2）
Y1 からパルスを出力し ます。

PULS3 （パルス出力 3）
Y2 からパルスを出力し ます。

シンボル
PULS1 ～ PULS3

FC5A-D16RK1, D16RS1 の CPU モジュールでは PULS1/PULS2 が使用でき、 FC5A-D32K3, D32S3, 
D12K1E, D12S1E の CPU モジュールでは PULS1 ～ PULS3 が使用できます。

動作説明

起動入力が OFF から ON に変化した場合、 S1 のデータレジスタで設定された内容のパルスを Y0
（PULS1） /Y1 （PULS2） /Y2 （PULS3） から出力します。 D1 で指定された内部リ レーには、 制御情

報が書き込まれます。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 制御レジスタ － － － － － － ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 動作ステータス － － ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。 また、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合
は、 PULS 命令が正常に動作しませんので注意してください。

－ － － － － －
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S1 （ソース 1） の設定 ・ 機能

S1 は、 PULS1/PULS2/PULS3 命令で使用するデータレジスタの先頭番号を指定します。 この命令

は、 指定した番号を先頭に連続して 8 ワード分のデータレジスタを使用します。 指定可能なデータ

レジスタ番号は D0 ～ D1992, D2000 ～ D7992, D10000 ～ D49992 の範囲です。

動作モー ド

4 のモードから出力する周波数の範囲を選択します。

パルス計数

パルス数の計数あ り、 なしを指定します。
パルス計数あ りの場合、 パルス数で指定した数のパルスを出力します。 （PULS1/PULS3 命令でのみ

指定可能）
パルス計数なしの場合、 起動入力が ON の間、 連続してパルスを出力します。

パルス数

パルス計数あ りの場合に出力したいパルス数を指定します。
パルス計数の指定は PULS1/PULS3 命令でのみ指定可能です。 PULS2 命令では指定できません。

計数値

PULS1/PULS3 命令でパルス計数あ りの場合に出力中のパルス数が、 このデータレジスタに格納さ

れます。 計数値を格納するタイ ミ ングは、 ユーザープログラムのスキャンで行っています。

エラーステータ ス

PULS 命令の起動入力が OFF から ON に変化した場合に設定エラーが発生する とユーザープログラ

ム実行エラーとな りエラーコードがセッ ト されます。

データ レジス タ先頭番号＋ 0 動作モード 0 ： 10Hz ～ 1kHz
1 ： 100Hz ～ 10kHz
2 ： 1kHz ～ 100kHz

3 ： 200Hz ～ 100kHz＊ 1

＊ 1 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 250Hz ～ 100kHz とな り ます。

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 1 パルス周波数 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2 R/W

20 ～ 10,000 ： モード 3＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 25 ～ 10,000 とな り ます。

データ レジス タ先頭番号＋ 2 パルス計数 0 ： なし 1 ： あ り R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 3 パルス数 （上位ワード） 1 ～ 100,000,000 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 4 パルス数 （下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 5 計数値 （上位ワード） 1 ～ 100,000,000 R

データ レジス タ先頭番号＋ 6 計数値 （下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 7 エラーステータス 0 ～ 5 R

パルス周波数

・ モード 0 ～ 2 の場合は、 大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対

して 1％単位 （1 ～ 100） で出力するパルス周波数を指定します。

・ モード 3 の場合は、 出力するパルス周波数を 10Hz 単位で設定できます。 出力周波数の誤差は ±5% 以

内です。

エ ラーコー ド ステータ ス

0 正常

1 動作モード設定エラー 0 ～ 3 以外の設定をした

2 パルス周波数設定エラー パルス周波数の範囲外の値を設定した

3 パルス計数指定エラー 0, 1 以外の設定をした

4 パルス数設定エラー 1 ～ 100,000,000 以外の設定をした

5 PULS2 命令にパルス計数設定をした
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D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） の機能

D1 は、 PULS1/PULS2/PULS3 命令で使用する内部リ レーの先頭番号を指定します。 この命令は指定

した番号を先頭に連続して 3 点分の内部リ レーを使用します。 指定可能な内部リ レー番号は M0 ～

M2550 の範囲です。 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合は、 PULS 命令が正

常に動作しませんので注意してください。

パルス出力中

パルスが出力中、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が ON から OFF に変化する

か、 指定した数のパルスを出力し終える と、 この内部リ レーが OFF します。

パルス出力完了

パルスが出力完了した場合、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が OFF から ON
に変化する と、 この内部リ レーが OFF します。

オーバーフ ロー

パルス計数あ りの場合、 万が一設定したパルス数を超えてパルスが出力される と、 この内部リ レー
が ON します。

PULS1 命令 （パルス計数あ り） のタ イ ミ ングチャー ト

PULS1 命令の S1 と してデータレジスタ D200 を、 D1 と して内部リ レー M50 を指定した場合

・ PULS1 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 D201 で設定したパルスが出力されます。

・ D203, D204 に設定した数のパルスが出力される と、 パルスの出力は停止します。

・ パルスを出力中に D201 の値を変更する と、 その値に基づいた周波数のパルスが出力されます。

パルス周波数の変更タイ ミ ング （周期） は、 出力周波数に比べて十分長く してください。

・ PULS1 命令の起動入力が ON から OFF に変化する と、 M50 が OFF し、 それと同時に M51 が ON し

ます。

内部リ レー先頭番号＋ 0 パルス出力中 0 ： パルス未出力

1 ： パルス出力中

R

内部リ レー先頭番号＋ 1 パルス出力完了 0 ： パルス出力未完了

1 ： パルス出力完了

R

内部リ レー先頭番号＋ 2 オーバーフロー 0 ： なし

1 ： オーバーフロー発生

R
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PULS2 命令 （パルス計数な し） のタ イ ミ ングチャー ト

PULS2 命令の S1 と してデータレジスタ D100 を、 D1 と して内部リ レー M200 を指定した場合

・ PULS2 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 D101 で設定したパルスが出力されます。

・ パルスを出力中に D101 の値を変更する と、 その値に基づいた周波数のパルスが出力されます。

パルス周波数の変更タイ ミ ング （周期） は、 出力周波数に比べて十分長く して ください。

・ PULS2 命令の起動入力が ON から OFF に変化する と、 M200 が OFF し、 それと同時に M201 が ON
します。

サンプルプログラム

Y0 から 200Hz のパルスを 5,000 パルス出力後、 500Hz のパルスを 60,000 パルス出力するプログラ

ムを例に説明します。

初回のパルス設定値をセ ッ ト

PULS 命令動作設定 （マク ロ命令）

パルスデータ更新フラグ （M0001） を OFF
（更新なし）

パルス出力完了 （M0101） を OFF
（パルス出力未完了）

次回のパルス設定値をセ ッ ト

周波数 （D0001） に 50 をセッ ト （500Hz）

パルス数 （上位ワード） に 0 をセッ ト

パルス数 （下位ワード） に 60,000 をセッ ト

パルスデータ更新フラグ （M0001） を ON
（更新あ り ）

PULS1 命令の起動入力 （X0000） が ON する と周

波数が 100Hz のパルスを出力開始

パルス出力完了 （M0101） を OFF
（パルス出力未完了）
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命令動作設定

WindLDR の PULS 命令動作設定マクロ （PULSST） を使用し、 PULS1 命令の動作設定を行います。

WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マク ロ命令］ ＞ ［PULSST （PULS 命令動作設定マクロ）］ をク

リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

PULS 命令動作設定マク ロ画面

PULS1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

④ ③

PULS1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①動作モード 3 200Hz ～ 100kHz

D0001 ②パルス周波数 20 200Hz

D0002 ③パルス計数 2 パルス計数あ り

D0003, D0004 ④パルス数 5000 パルス数＝ 5,000
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PWM1 （パルス幅変調 1）
Y0 からデューテ ィ 比可変のパルスを出力し ます。

PWM2 （パルス幅変調 2）
Y1 からデューテ ィ 比可変のパルスを出力し ます。

PWM3 （パルス幅変調 3）
Y2 からデューテ ィ 比可変のパルスを出力し ます。

シンボル
PWM1 ～ PWM3

FC5A-D16RK1, D16RS1 の CPU モジュールでは PWM1/PWM2 が使用でき、 FC5A-D32K3, D32S3, 
D12K1E, D12S1E の CPU モジュールでは PWM1 ～ PWM3 が使用できます。

動作説明

起動入力が OFF から ON に変化した場合、 S1 のデータレジスタで設定された内容の PWM 信号を

Y0 （PWM1） /Y1 （PWM2） /Y2 （PWM3） から出力します。

D1 で指定された内部リ レーには、 制御情報が書き込まれます。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 制御レジスタ － － － － － － ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 動作ステータス － － ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。 また、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合
は、 PWM 命令が正常に動作しませんので注意してください。

－ － － － － －
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S1 （ソース 1） の設定 ・ 機能

S1 は、 PWM1/PWM2/PWM3 命令で使用するデータレジスタの先頭番号を指定します。 この命令は

指定した番号を先頭に連続して 8 ワード分のデータレジスタを使用します。 指定可能なデータレジ

スタ番号は、 D0 ～ D1992, D2000 ～ D7992, D10000 ～ D49992 の範囲です。

出力周波数

出力するパルス周波数を指定します。
FC5A-D16Rx1, FC5A-D32x3 を使用している場合は、 3 つの出力周波数 （11.44Hz, 45.78Hz, 366.2Hz）
から選択します。 FC5A-D12x1E を使用している場合は、 3 つの出力周波数 （15.26Hz, 61.04Hz, 
488.3Hz） から選択します。

パルスの ON 比率

出力するパルス周波数の ON 比率を指定します。

出力周波数に対して 1％単位で設定できます。

パルス計数

パルス数の計数あ り、 なしを指定します。
パルス計数あ りの場合、 パルス数で指定した数のパルスを出力します。 （PWM1/ PWM3 命令でのみ

指定可能）
パルス計数なしの場合、 PWM 出力の起動入力が ON の間、 連続してパルスを出力します。

パルス数

パルス計数あ りの場合に出力したいパルス数を指定します。
パルス計数の指定は PWM1/ PWM3 命令でのみ指定可能です。 PWM2 命令では指定できません。

計数値

PWM1/ PWM3 命令でパルス計数あ りの場合に出力中のパルス数が、 このデータレジスタに格納さ

れます。 計数値を格納するタイ ミ ングはユーザープログラムのスキャンで行っています。

データ レジス タ先頭番号＋ 0 出力周波数 FC5A-D16Rx1,FC5A-D32x3
0 ： 11.44Hz 固定

1 ： 45.78Hz 固定

2 ： 366.2Hz 固定

FC5A-D12x1E
0 ： 15.26Hz 固定

1 ： 61.04Hz 固定

2 ： 488.3Hz 固定

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 1 パルスの ON 比率 1 ～ 100％ （1％単位） R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 2 パルス計数 0 ： なし 1 ： あ り R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 3 パルス数 （上位ワード） 1 ～ 100,000,000 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 4 パルス数 （下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 5 計数値 （上位ワード） 1 ～ 100,000,000 R

データ レジス タ先頭番号＋ 6 計数値 （下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 7 エラーステータス 0 ～ 5 R
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エラーステータ ス

PWM 命令の起動入力が OFF から ON に変化時に設定エラーが発生する と、 ユーザープログラム実

行エラーとな りエラーコードがセッ ト されます。

D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） の機能

D1 は PWM1/PWM2/PWM3 命令で使用する内部リ レーの先頭番号を指定します。 この命令は指定し

た番号を先頭に連続して 3 点分の内部リ レーを使用します。 指定可能な内部リ レー番号は、 M0 ～

M2550 の範囲です。 内部リ レー番号の 1 桁目は 0 のみ指定可能で、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以

外 （1 ～ 7） を指定した場合は、 PWM 命令が正常に動作しませんので注意してください。

パルス出力中

パルスが出力中、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が ON から OFF に変化する

か、 指定した数のパルスを出力し終える と、 この内部リ レーが OFF します。

パルス出力完了

パルスが出力完了の場合、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が OFF から ON に

変化する と、 この内部リ レーが OFF します。

オーバーフ ロー

パルス計数あ りの場合、 設定したパルス数を超えてパルスが出力される と、 この内部リ レーが ON
します。

エ ラーコー ド ステータ ス

0 正常

1 出力周波数設定エラー （0 ～ 2 以外の設定をした）

2 パルス ON 比率設定エラー （1 ～ 100 以外の設定をした）

3 パルス計数指定エラー （0, 1 以外の設定をした）

4 パルス数設定エラー （1 ～ 100,000,000 以外の設定をした）

5 Y1 の PWM 出力にパルス計数設定をした

内部リ レー先頭番号＋ 0 パルス出力中 0 ： パルス未出力

1 ： パルス出力中

R

内部リ レー先頭番号＋ 1 パルス出力完了 0 ： パルス出力未完了

1 ： パルス出力完了

R

内部リ レー先頭番号＋ 2 オーバーフロー 0 ： なし

1 ： オーバーフロー発生

R
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PWM1 命令 （パルス計数あり） のタ イ ミ ングチャー ト

PWM1 命令の S1 と してデータレジスタ D200 を、 D1 と して内部リ レー M50 を指定した場合

・ PWM1 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 D201 で設定したパルスが出力されます。

・ D203, D204 に設定した数のパルスが出力される と、 パルスの出力は停止します。

・ パルスを出力中に D201 の値を変更する と、 その値に基づいた ON 比率のパルスが出力されます。

ON 比率の変更タイ ミ ング （周期） は、 出力周波数に比べて十分長く してください。

・ PWM1 命令の起動入力が ON から OFF に変化する と、 M50 が OFF し、 それと同時に M51 が ON し

ます。

PWM2 命令 （パルス計数な し） のタ イ ミ ングチャー ト

PWM2 命令の S1 と してデータレジスタ D100 を、 D1 と して内部リ レー M200 を指定した場合

・ PWM2 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 D101 で設定したパルスが出力されます。

・ パルスを出力中に D101 の値を変更する と、 その値に基づいた ON 比率のパルスが出力されます。

ON 比率の変更タイ ミ ング （周期） は、 出力周波数に比べて十分長く してください。

・ PWM2 命令の起動入力が ON から OFF に変化する と、 M200 が OFF し、 それと同時に M201 が ON
します。
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サンプルプログラム

X0 が OFF 時には ON パルス比率が 30％、 X0 が ON 時には ON パルス比率が 60％のパルスを出力

するプログラムを例に説明します。

PWM 命令動作設定

WindLDR の PWM 命令動作設定マクロ （PWMST） を使用し、 PWM1 命令の動作設定を行います。

WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［PWMST （PWM 命令動作設定マクロ）］ をク

リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

PWM1 のパラ メ ータ

S1 ［データ レジス タ］ D1 ［内部リ レー］

D0000 出力周波数 D0100 パルス出力中

D0001 ON パルス比率 D0101 パルス出力完了

D0002 パルス計数 D0102 未使用

D0003 未使用

D0004 未使用

D0005 未使用

D0006 未使用

D0007 エラーステータス

PWM 命令動作設定 （マク ロ命令）

ON パルス比率 (D0001) に 30 をセッ ト (30％ON)

ON パルス比率 (D0001) に 60 をセッ ト (60％ON)

PWM1 命令の起動入力 (X0001) が ON する と ON
パルス比率が 30％または 60％のパルスを出力開

始

PWM 命令動作設定マク ロ画面

PWM1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

③

PWM1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①動作モード 2 366.2Hz

D0001 ②パルス周波数 30 30Hz

D0002 ③パルス計数 0 パルス計数なし
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RAMP1 （台形制御 1）
加減速機能付きのパルスを出力し ます。

RAMP2 （台形制御 2）

シンボル

FC5A-D16RK1, D16RS1 の CPU モジュールでは RAMP1 が使用でき、 FC5A-D32K3, D32S3, D12K1E, 
D12S1E の CPU モジュールでは RAMP1/RAMP2 が使用できます。

動作説明

入力が ON する と、 S1 で指定した起動周波数のパルスを出力し、 目標周波数に達するまで一定の比

率でパルスを加速します。 目標周波数で一定速度のパルスを出力後、 S1 で指定したパルス数に達す

る前にパルスを減速します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 制御レジスタ － － － － － － ◯ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 動作ステータス － － ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。 また、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合
は、 RAMP 命令が正常に動作しませんので注意してください。

－ － － － － －
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S1 （ソース 1） の設定 ・ 機能

S1 は、 RAMP1/RAMP2 命令で使用するデータレジスタの先頭番号を指定します。 この命令は指定

した番号を先頭に連続して 8 ワード分のデータレジスタを使用します。 指定可能なデータレジスタ

番号は、 D0 ～ D1992, D2000 ～ D7992, D10000 ～ D49992 の範囲です。

動作モー ド

4 つのモードから出力する周波数の範囲を選択します。

目標周波数、 起動周波数に応じてモードを選択して ください。

目標周波数

加速後の定速状態の周波数を指定します。

起動周波数

パルス出力の開始時の周波数を指定します。

加減速比率

10ms ごとに加速と減速する周波数を指定します。

データ レジス タ先頭番号＋ 0 動作モード 0 ： 10Hz ～ 1kHz
1 ： 100Hz ～ 10kHz
2 ： 1kHz ～ 100kHz

3 ： 200Hz ～ 100kHz＊ 1

＊ 1 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 250Hz ～ 100kHz とな り ます。

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 1 目標周波数 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2 R/W

20 ～ 10,000 ： モード 3＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 25 ～ 10,000 とな り ます。

データ レジス タ先頭番号＋ 2 起動周波数 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2 R/W

20 ～ 10,000 ： モード 3 ＊ 2

データ レジス タ先頭番号＋ 3 加減速比率 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2 R/W

加減速時間 （ms）＊ 3

＊ 3 モード 3 を指定した場合に設定できるパラ メータです。

10 ～ 10,000 ： モード 3 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 4 方向制御モード 0 ： 方向制御なし

1 ： 方向制御あ り ［1 パルス出力モード］

2 ： 方向制御あ り ［2 パルス出力モード］

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 5 正転 ・ 逆転制御 0 ： 正転 1 ： 逆転 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 6 パルス数
（上位ワード）

1 ～ 100,000,000 R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 7 パルス数
（下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 8 計数値 （上位ワード） 1 ～ 100,000,000 R

データ レジス タ先頭番号＋ 9 計数値 （下位ワード）

データ レジス タ先頭番号＋ 10 エラーステータス 0 ～ 10 ： モード 0, 1, 2 R

0 ～ 9 ： モード 3 R

・ モード 0 ～ 2 の場合は、 大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対

して 1％単位 （1 ～ 100） で設定します。

・ モード 3 の場合は、 周波数を 10Hz 単位で設定します。 出力周波数の誤差は ±5% です。

・ モード 0 ～ 2 の場合は、 大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対

して 1％単位 （1 ～ 100） で設定します。

・ モード 3 の場合は、 周波数を 10Hz 単位で設定します。 出力周波数の誤差は ±5% 以内です。

・ モード 0 ～ 2 の場合は、 大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対

して 1％単位 （1 ～ 100） で設定します。
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加減速時間

パルスの加速と減速する時間を指定します。
モード 3 を指定した場合に設定ができるパラ メータです。

10 ～ 10,000ms の 10ms 単位で設定します。

設定値の 1 桁目は切り捨てられます。

方向制御モー ド

RAMP1 命令は使用用途に応じて 3 種類のモードを使用できます。

RAMP2 命令は方向制御なしまたは方向制御ありの 1 パルス出力モードを使用できます。

正転 ・ 逆転制御

方向制御ありの場合に 0 をセッ トする と正転動作になり、 1 をセッ トする と逆転動作になり ます。

パルス数

総出力パルス数を 1 ～ 100,000,000 で設定します。

計数値

パルス出力ポートから出力中のパルス数がこのデータレジスタに格納されます。

計数値を格納するタイ ミ ングはユーザープログラムのスキャンで行っています。

エラーステータ ス

RAMP 命令の起動入力が OFF から ON に変化時に設定エラーが発生する と、 ユーザープログラム実

行エラーとなりエラーコードがセッ ト されます。

方向制御な し （0）＊ 1

＊ 1 RAMP1 命令の場合、 出力 Y1 は PULS2, PWM2, ZRN2 または通常出力と して使用できます。 また、
RAMP2 命令の場合、 出力 Y3 は通常出力と して使用できます。

単方向でパルス出力を使用する場合に選択します。
パルス出力ポートは RAMP1, RAMP2 命令がそれぞれ Y0, Y2
に対応します。

方向制御あ り 1 パルス出力モー ド （1） パルス出力と方向制御用信号を使用する場合に選択します。
パルス出力ポートは RAMP1, RAMP2 命令がそれぞれ Y0, Y2
に対応し方向制御出力には Y1, Y3 が対応します。

2 パルス出力モー ド （2） 正転パルス （CW ： Y0） と逆転パルス （CCW ： Y1） を使用

する場合に選択します。 RAMP2 命令では指定できません。

エ ラーコー ド ステータ ス

0 正常

1 モード設定エラー 0 ～ 3 以外の設定をした

2 起動周波数設定エラー 起動周波数の範囲外の値を設定した
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第 15 章 パルス出力命令

15-1
D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） の機能

D1 は、 RAMP1/RAMP2 命令で使用する内部リ レーの先頭番号を指定します。 この命令は指定した

番号を先頭に連続して 4 点分の内部リ レーを使用します。 指定可能な内部リ レー番号は、 M0 ～

M2550 の範囲です。 内部リ レー番号の 1 桁目は 0 のみ指定可能で、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以

外 （1 ～ 7） を指定した場合は、 RAMP 命令が正常に動作しませんので注意して ください。

パルス出力中

パルスが出力中、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が ON から OFF に変化する

か、 指定した数のパルスを出力し終える と、 この内部リ レーが OFF します。

パルス出力完了

パルスが出力完了の場合、 この内部リ レーが ON します。 パルス出力の起動入力が OFF から ON に

変化する と、 この内部リ レーが OFF します。

パルス出力状態

パルス出力の状態がセッ ト されます。 定速状態時にはこの内部リ レーは OFF になり、 加減速状態時

には ON します。

オーバーフ ロー

設定したパルス数を超えてパルスが出力される と、 この内部リ レーが ON します。 加速時や定速動

作時にオーバーフローが発生してもパルス出力は継続動作します。

ただし、 計数値 （データレジスタ） の計数はオーバーフロー発生時で中断されます。

3 パルス数設定エラー 1 ～ 100,000,000 以外の設定をした

4 目標周波数設定エラー 目標周波数の範囲外の値を設定した

5 加減速比率設定エラー 1 ～ 100 以外の設定をした ： モード 0 ～ 2

加減速時間設定エラー 10 ～ 10,000 以外の設定をした ： モード 3

6 方向制御モード設定エラー 0 ～ 2 以外の設定をした

7 正転 ・ 逆転制御設定エラー 0 ～ 1 以外の設定をした

8 加減速パルス数が総出力パルス数を超えた＊ 1

9 起動周波数が目標周波数と等しいまたは目標周波数よ り も大きい設定をした＊ 2

10 目標周波数を超える加減速比率を設定した＊ 3 ： モード 0 ～ 2

＊ 1 目標周波数、 起動周波数および加減速比率 （加減速時間） によって計算された加減速領域のパルス数
が、 総出力パルス数を超えています。 目標周波数、 起動周波数を下げるか、 または加減速比率 （加減速
時間） を上げて （短く して） 調整して ください。

＊ 2 起動周波数を目標周波数よ り低くなるよ うに設定し直して ください。

＊ 3 加減速比率の設定が起動周波数から目標周波数までの周波数の差を超えています。 起動周波数を下げる
か、 または加減速比率を下げて調整してください。

内部リ レー先頭番号＋ 0 パルス出力中 0 ： パルス未出力

1 ： パルス出力中

R

内部リ レー先頭番号＋ 1 パルス出力完了 0 ： パルス出力未完了

1 ： パルス出力完了

R

内部リ レー先頭番号＋ 2 パルス出力状態 0 ： 定速状態

1 ： 加減速状態

R

内部リ レー先頭番号＋ 3 オーバーフロー 0 ： なし

1 ： オーバーフロー発生

R

エラーコー ド ステータ ス
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RAMP1 命令 （方向制御な し） のタ イ ミ ングチャー ト

RAMP1 命令の S1 と してデータレジスタ D200 を、 D1 と して内部リ レー M50 を指定した場合

・ RAMP 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 データレジスタに設定されたパラ メータにし

たがってパルスが出力されます。

・ パルスの出力が開始する と、 M50 が ON します。 また、 加速中または減速中は M52 が ON します。

・ パルスは起動周波数から目標周波数に達するまで、 10ms ごとに加減速比率または、 加減速時間に

したがって加速します。

・ 設定した数のパルスを出力する と、 パルスは停止します。 この場合 M50 は OFF し、 M51 が ON し

ます。

・ パルス出力中に RAMP 出力の起動入力を OFF する と、 パルスの出力を中断します。 再度、 この入

力を ON する と 初から動作を開始します。

・ パルス出力中にデータレジスタの内容を変更しても、 パルス出力動作に反映されません。 変更した
内容は、 次回の RAMP 命令の起動時に反映されます。

・ 方向制御モードは、 RAMP 命令の起動入力を ON する と、 PLC をス ト ップするまで、 変更するこ と

はできません。
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第 15 章 パルス出力命令

15-1
RAMP1 命令 （1 パルス出力の方向制御あり） のタ イ ミ ングチャー ト

RAMP1 命令の S1 と してデータレジスタ D200 を、 D1 と して内部リ レー M50 を指定した場合

・ RAMP 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 データレジスタに設定されたパラ メータにし

たがってパルスが Y0 に出力されます。 また、 方向制御信号が Y1 に出力されます。

・ パルスの出力が開始する と、 M50 が ON します。 また、 加速中または減速中は M52 が ON します。

・ パルスは起動周波数から目標周波数に達するまで、 10ms ごとに加減速比率または、 加減速時間に

したがってパルスが加速されます。

・ 設定した数のパルスを出力する と、 パルスは停止します。 この場合 M50 は OFF し、 M51 が ON し

ます。

・ パルス出力中に RAMP 命令の起動入力を OFF する と、 パルスの出力を中断します。 再度、 この入

力を ON する と 初から動作を開始します。

・ パルス出力中にデータレジスタの内容を変更しても、 パルス出力動作に反映されません。 変更した
内容は次回の RAMP 命令の起動時に反映されます。

・ 方向制御モードは、 RAMP 命令の起動入力を ON する と、 PLC をス ト ップするまで、 変更するこ と

はできません。
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RAMP1 命令 （2 パルス出力の方向制御あ り） のタ イ ミ ングチャー ト

RAMP1 命令の S1 と してデータレジスタ D200 を、 D1 と して内部リ レー M50 を指定した場合

・ RAMP 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 データレジスタに設定されたパラ メータにし

たがってパルスが Y0 または Y1 に出力されます。

・ パルスの出力が開始する と、 M50 が ON します。 また、 加速中または減速中は M52 が ON します。

・ パルスは起動周波数から目標周波数に達するまで、 10ms ごとに加減速比率または、 加減速時間に

したがってパルスが加速されます。

・ 設定した数のパルスを出力する と、 パルスは停止します。 この場合 M50 は OFF し、 M51 が ON し

ます。

・ パルス出力中に RAMP 命令の起動入力を OFF する と、 パルスの出力を中断します。 再度、 この入

力を ON する と 初から動作を開始します。

・ パルス出力中にデータレジスタの内容を変更しても、 パルス出力動作に反映されません。 変更した
内容は次回の RAMP 命令の起動時に反映されます。

・ 方向制御モードは、 RAMP 命令の起動入力を ON する と、 PLC をス ト ップするまで、 変更するこ と

はできません。
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第 15 章 パルス出力命令

15-1
サンプルプログラム 1

次の設定で加減速機能付き （方向制御なし） のパルスを 48,000 パルス出力するプログラムを例に説

明します。
パルスは Y0 から出力されます。

RAMP1 命令動作設定

WindLDR の RAMP 命令動作設定マクロ （RAMPST） を使用し、 RAMP1 命令の動作設定を行いま

す。 WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［RAMPST （RAMP 命令動作設定マク

ロ）］ をク リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

目標周波数 ： 6kHz

起動周波数 ： 300Hz

加減速時間 ： 2000ms

方向制御 ： なし

パルス数 ： 48,000 パルス

RAMP 命令動作設定 （マク ロ命令）

RAMP 命令の起動入力 (X0000) が ON する とパ

ルスを出力開始

RAMP 命令動作設定マク ロ画面

RAMP1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

⑥ ⑤ ④　③

RAMP1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①動作モード 3 200Hz ～ 100kHz

D0001 ②目標周波数 600 6kHz

D0002 ③起動周波数 30 300Hz

D0003 ④加減速時間 2,000 2000ms

D0004 ⑤動作方向モード 0 動作方向なし

D0006, D0007 ⑥パルス数 48,000 パルス数＝ 48,000
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次の設定で加減速機能付き （1 パルス出力による方向制御） のパルスを 100,000 パルス出力するプ

ログラムを例に説明します。
パルスは Y0 から出力されます。

RAMP 命令の起動入力 X0 が OFF から ON に変化時に X1 が OFF の場合には、 方向制御用信号

（Y1） が OFF （正転） します。 また、 X1 が ON の場合には方向制御用信号 （Y1） が ON （逆転） し

ます。

目標周波数 ： 100kHz

起動周波数 ： 500Hz

加減速時間 ： 2000ms

方向制御 ： あ り （1 パルス出力）

パルス数 ： 100,000 パルス

RAMP 命令動作設定 （マク ロ命令）

X1 が OFF のと き、 正転 ・ 逆転制御 (D0005) に 0
をセッ ト ( 正転 )

X1 が ON のと き、 正転 ・ 逆転制御 (D0005) に 1
をセッ ト ( 逆転 )

RAMP 命令の起動入力 (X0000) が ON する とパル

スを出力開始
15-19
章

第
15
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 15 章 パルス出力命令

15-2
RAMP1 命令動作設定

WindLDR の RAMP 命令動作設定マクロ （RAMPST） を使用し、 RAMP1 命令の動作設定を行いま

す。 WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［RAMPST （RAMP 命令動作設定マク

ロ）］ をク リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

RAMP 命令動作設定マク ロ画面

RAMP1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

⑦ ⑥ ⑤　④　③

RAMP1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①動作モード 3 200Hz ～ 100kHz

D0001 ②目標周波数 1,000 10kHz

D0002 ③起動周波数 50 500Hz

D0003 ④加減速時間 2,000 2000ms

D0004 ⑤動作方向モード 1 1 パルス出力モード

D0005 ⑥正転 ・ 逆転制御 0 正転

D0006, D0007 ⑦パルス数 10,000 パルス数＝ 100,000
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サンプルプログラム 3

次の設定で加減速機能付き （2 パルス出力による方向制御） のパルスを 1,000,000 パルス出力するプ

ログラムを例に説明します。
RAMP 命令の起動入力 X0 が OFF から ON に変化時に X1 が OFF の場合には、 パルス （CW） は Y0
から出力されます。 また、 X1 が ON の場合にはパルス （CCW） は Y1 から出力されます。

目標周波数 ： 30kHz

起動周波数 ： 10kHz

加減速比率 ： 2000ms

方向制御 ： あ り （2 パルス出力）

パルス数 ： 1,000,000 パルス

RAMP のパラ メ ータ

S1 ［データ レジス タ］ D1 ［内部リ レー］

D0000 動作モード D0100 パルス出力中

D0001 目標周波数 D0101 パルス出力完了

D0002 起動周波数 D0102 パルス出力状態

D0003 加減速比率 D0103 オーバーフロー

D0004 方向制御モード

D0005 正転 ・ 逆転制御

D0006 パルス数 （上位ワード）

D0007 パルス数 （下位ワード）

D0008 計数値 （上位ワード）

D0009 計数値 （下位ワード）

D0010 エラーステータス

RAMP 命令動作設定 （マク ロ命令）

X1 が OFF のと き、 正転 ・ 逆転制御 (D0005) に 0
をセッ ト ( 正転 )

X1 が ON のと き、 正転 ・ 逆転制御 (D0005) に 1
をセッ ト ( 逆転 )

RAMP 命令の起動入力 (X0000) が ON する とパル

スを出力開始
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第 15 章 パルス出力命令

15-2
RAMP1 命令動作設定

WindLDR の RAMP 命令動作設定マクロ （RAMPST） を使用し、 RAMP1 命令の動作設定を行いま

す。 WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［RAMPST （RAMP 命令動作設定マク

ロ）］ をク リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

RAMP 命令動作設定マク ロ画面

RAMP1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

⑦ ⑥ ⑤　④　③

RAMP1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①動作モード 3 200Hz ～ 100kHz

D0001 ②目標周波数 3,000 30kHz

D0002 ③起動周波数 1,000 10kHz

D0003 ④加減速時間 2,000 2000ms

D0004 ⑤動作方向モード 2 2 パルス出力モード

D0005 ⑥正転 ・ 逆転制御 0 正転

D0006, D0007 ⑦パルス数 1,000,000 パルス数＝ 1,000,000
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ZRN1 （原点復帰命令 1）
近接信号が OFF の間、 パルスを出力し ます。

ZRN2 （原点復帰命令 2）

ZRN3 （原点復帰命令 3）

シンボル
ZRN1 ～ ZRN3

FC5A-D16RK1, D16RS1 の CPU モジュールでは ZRN1/ZRN2 が使用でき、 FC5A-D32K3, D32S3, 
D12K1E, D12S1E の CPU モジュールでは ZRN1/ ZRN2/ZRN3 が使用できます。

S1 の設定 ・ 機能

S1 は、 ZRN1/ZRN2/ZRN3 命令で使用するデータレジスタの先頭番号を指定します。 この命令は、

指定したデータレジスタを先頭に連続して 5 ワード分のデータレジスタを使用します。 指定可能な

データレジスタ番号は D0 ～ D1995, D2000 ～ D7995, D10000 ～ D49995 の範囲です。

原点復帰速度動作モー ド

3 つのモードから出力するパルス周波数の範囲を選択します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 制御レジスタ － － － － － － ◯ － －

S2 ソース 2 近接信号 ◯ － ◯ － － － － － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 動作ステータス － － ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。 また、 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合
は、 ZRN 命令が正常に動作しませんので注意してください。

－ － － － － －

データ レジス タ先頭番号＋ 0 原点復帰速度動作モード 0 ： 10Hz ～ 1kHz
1 ： 100Hz ～ 10kHz
2 ： 1kHz ～ 100kHz

3 ： 200Hz ～ 100kHz＊ 1

＊ 1 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 250Hz ～ 100kHz とな り ます。

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 1 原点復帰速度周波数 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2

20 ～ 10,000: モード 3＊ 2

＊ 2 FC5A-D12x1E の場合、 モード 3 では 25 ～ 10,000 とな り ます。

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 2 ク リープ速度動作モード 0:10Hz ～ 1kHz
1:100Hz ～ 10kHz
2:1kHz ～ 100kHz

3 ： 200Hz ～ 100kHz ＊ 1

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 3 ク リープ速度周波数 1 ～ 100 ： モード 0 ～ 2

20 ～ 10,000: モード 3 ＊ 2

R/W

データ レジス タ先頭番号＋ 4 エラーステータス 0 ～ 24 R
15-23
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原点復帰速度周波数

出力する原点復帰速度周波数を指定します。

ク リープ速度動作モー ド

3 つのモード （モード 0、 モード 1、 モード 2） から出力するパルス周波数の範囲を選択します。

ク リープ速度周波数

エラーステータ ス

ZRN1/ZRN2/ZRN3 命令実行時にエラーが発生する と、 ユーザープログラム実行エラーとなりエラー

コードがセッ ト されます。

S2 の機能

S2 は、 近点信号と して使用する入力または内部リ レーを指定します。 指定可能な入力は X0 ～

X627、 内部リ レーは M0 ～ M2557 です。

高速

近点信号の取り込みを割込によって行います。 ユーザープログラムのスキャンの影響を受けずに、
近点信号を取り込むこ とができます。

通常

END 処理で更新された情報を近点信号と して取り込みます。 ユーザープログラムのスキャンの影響

を受けます。

・ モード 0 ～ 2 の場合は、 大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対

して 1％単位 （1 ～ 100） で出力するパルス周波数を指定します。

・ モード 3 の場合は、 周波数を 10Hz 単位で設定できます。 出力周波数の誤差は ±5% 以内です。

・ モード 1 の場合は出力するク リープ速度周波数を指定します。

大周波数 （モード 0 ： 1kHz、 モード 1 ： 10kHz、 モード 2 ： 100kHz） に対して 1％単位 （1 ～ 100）
で設定します。

・ モード 3 の場合は、 周波数を 10Hz 単位で設定します。 出力周波数の誤差は ±5% 以内です。

エ ラーコー ド 内容

0 正常

1 原点復帰速度動作モードまたはク リープ速度動作モードに 0 ～ 3 以外の値を設定した

2 原点復帰速度周波数またはク リープ速度周波数の範囲外の値を設定した

近点信号 高速 X2, X3, X4, X5 R/W

通常 X0 ～ X1, X6 ～ X627, M0 ～ M2557
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近点信号の注意事項

・ ZRN1 命令と ZRN2 命令と ZRN3 命令で、 同じ入力または内部リ レーを近点信号と して使用しない

でください。
同時に動作させる と、 近点信号が ON から OFF に変化しても、 パルス出力が停止しないこ とがあ り

ます。

・ 入力 X2, X3, X4, X5 を近点信号と して使用する場合、 割込入力 ・ キャ ッチ入力 ・高速カウンタに使

用しないでください。

・ “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［キャ ッチ /HSC］ で入力 X2, X3, X4, X5 を 「通常入力」 に設定してくだ

さい。
高速の近点信号を使用する場合は、 近点信号のチャタ リ ングが発生しないよ うにしてください。

D1 の設定 ・ 機能

D1 は、 ZRN1/ZRN2/ZRN3 命令で使用する内部リ レーの先頭番号を指定します。 この命令は、 指定

した リ レーを先頭に連続して 2 点分のリ レーを使用します。 指定可能な内部リ レーは、 M0 ～

M2550 です。 内部リ レー番号の 1 桁目に 0 以外 （1 ～ 7） を指定した場合は、 ZRN 命令が正常に動

作しませんので注意してください

パルス出力中リ レー

パルスが出力中、 この内部リ レーが ON します。 起動入力が ON から OFF に変化するか、 近点信号

が OFF してパルス出力を完了する と、 この内部リ レーが OFF します。

パルス出力完了リ レー

近点信号が OFF してパルス出力を完了した場合、 この内部リ レーが ON します。 起動入力が OFF
から ON に変化する と、 この内部リ レーが OFF します。

リ レー番号＋ 0 パルス出力中リ レー 0: パルス未出力

1: パルス出力中

R

リ レー番号＋ 1 パルス出力完了リ レー 0: パルス出力未完了

1: パルス出力完了

R
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ZRN1 命令のタ イ ミ ングチャー ト

ZRN1 命令の S1 と し てデータ レジス タ D200 を、 S2 と し て入力リ レー X2 を、 D1 と し て内部リ

レー M10 を指定し た場合

・ ZRN1 命令の起動入力が OFF から ON に変化する と、 原点復帰速度周波数でパルスが出力されま

す。

・ パルスの出力が開始する と、 M10 が ON し、 M11 が OFF します。

・ X2 が OFF から ON に変化する と、 ク リープ速度周波数でパルスが出力されます。

・ X2 が ON から OFF に変化する と、 パルス出力が停止します。

・ パルス出力が停止する と、 M10 が OFF し、 M11 が ON します。

・ パルス出力中に ZRN1 命令の起動入力を OFF する と、 パルス出力を中断します。 再度、 起動入力を

ON する と、 初から動作を開始します。

・ パルス出力中に動作パラ メータを変更しても、 パルス出力動作に反映されません。 変更した内容
は、 次回の ZRN1 出力の起動時に反映されます。
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サンプルプログラム

近点信号 X3、 原点復帰速度周波数 3kHz、 ク リープ速度周波数 800Hz の原点復帰動作を行うプログ

ラムを例に説明します。

データレジスタ D0000 ～ D0004 を動作パラ メータ、 内部リ レー M0100 ～ M0101 を動作ステータス

と して使用します。

ZRN1 命令動作設定

WindLDR の ZRN 命令動作設定マクロ （ZRNST） を使用し、 ZRN1 命令の動作設定を行います。

WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マク ロ命令］ ＞ ［ZRNST （ZRN 命令動作設定マクロ）］ をク

リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

ZRN 命令動作設定 （マク ロ命令）

パルス出力中リ レーを OFF

パルス出力完了リ レーを OFF

ZRN1 命令の起動入力が ON する と、 パルス出力

開始

ZRN 命令動作設定マク ロ画面

ZRN1 命令と同じデバイスアドレスを設定します ① ②

④ ③

ZRN1 命令設定内容

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D0000 ①原点復帰速度動作モード 1 100Hz ～ 10kHz

D0001 ②原点復帰速度周波数 30 3000Hz

D0002 ③ク リープ速度動作モード 0 10Hz ～ 1kHz

D0003 ④ク リープ速度周波数 80 800Hz
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第
16
PID 命令は、 温度制御などでオー ト チューニングや PID 制御を行う命令です。
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PID （PID 命令）
オー ト チューニングや PID 制御を し ます。

シンボル

動作説明

温度制御などを行う場合に使用します。

入力が ON の場合、 動作モード （S1 ＋ 3） にしたがってオートチューニングや PID 制御を行いま

す。 プログラム可能な PID 命令の個数＊ 1 は機種によって異なり ます。

PID 機能を使用するには、 PID 制御に関する知識が必要です。 PID 制御を理解せずに使用する と、

ユーザープログラムによ りユーザー側が意図し ない制御になる可能性があ り ますので、 十分に PID
制御および PID 命令を理解し た う えでお使い く だ さい。

PID 命令を使ったフ ィ ー ドバッ ク制御を行う場合、 ユーザーアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て非常停止回

路やイ ン ターロ ッ ク回路などをマイ ク ロスマー ト の外部回路で構成し て く だ さい。 これらの回路を
マイ ク ロスマー ト の内部で構成する と測定値が正常に入力されない場合 （測定ポイ ン ト が外れた場
合など）、 正常なフ ィ ー ドバッ ク制御ができな く な り、 接続機器の破損や事故のおそれがあ り ます。

＊ 1 PID 命令の 大数

32 個＝ FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C, FC5A-C24R2D
56 個＝ FC5A-D16RK1
              FC5A-D16RS1
              FC5A-D32K3
              FC5A-D32S3
              FC5A-D12K1E
              FC5A-D12S1E

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 制御レジスタ － － － － － － ◯ － S1

S2 ソース 2 制御リ レー － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － S2

S3 ソース 3 目標値 － － － － － － ◯ ◯ S3

S4 ソース 4 測定値 － － － － － － ◯ － S4

D1 デスティネーシ ョ ン 1 操作量 － － － － － － ◯ － D1
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● WindLDR ダイアログボ ッ クス

・ PID 命令の測定値 （S4） はアナログモジュールのバイナリデータのみ取り扱う こ とが可能です。

・ FC4A-J8AT1 のアナログモジュールはサーミ スタの直線性が保たれる範囲で使用してください。

・ FC4A-J8AT1 のアナログモジュールを使用する場合、 XYFS/CVXTY 命令で 0 ～ 4000 の入力を 0 ～

50,000 の範囲に変換した うえで、 PID 命令の測定値 （S4） に格納してください。

・ FC4A-J4CN1 で測温抵抗体 Pt100/ Ni100 を使用する場合、 XYFS/CVXTY 命令で 0 ～ 6000 の入力を 0
～ 50,000 の範囲に変換した うえで、 PID 命令の測定値 （S4） に格納して ください。

・ FC4A-J4CN1 で測温抵抗体 Pt1000/ Ni1000 を使用する場合、 XYFS/CVXTY 命令で 0 ～ 60000 の入力

を 0 ～ 50,000 の範囲に変換した うえで、 PID 命令の測定値 （S4） に格納して ください。

・ アナログ出力を使用する場合、 XYFS/CVXTY 命令で出力操作量 （S1 ＋ 24） の範囲を変換し、 アナ

ログ出力データレジスタに格納して ください。

FC4A-J4CN1 において Pt1000/ Ni1000 のアナログ入力データ D410 を 0 ～ 50,000 の範囲に変換し

D510 に格納するプログラムを以下に示します。

設定項目

項目 内容

S1 ソース 1 制御レジスタを指定します。 データレジスタが指定できます。
なお、 指定されたデバイスを先頭に 27 ワード占有します。

S2 ソース 2 制御リ レーを指定します。 内部リ レーまたは出力が指定できます。
なお、 指定されたデバイスを先頭に 8 ビッ ト占有します。

S3 ソース 3 目標値を指定します。 データレジスタまたは定数が指定できます。

S4 ソース 4 測定値を指定します。 データレジスタが指定できます。

D1 デスティネーシ ョ ン 1 操作量がセッ ト されます。 データレジスタが指定できます。

モジュールタイプ 使用するアナログモジュールによって、 0 ～ 4095 または 0 ～ 50,000 のい

ずれかを選択します＊ 1。 この設定によ り、 測定値 （S4） とアナログ出力

モジュール用出力操作量の範囲が決定します。

＊ 1 FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1, FC4A-K4A1 のアナログモジュールを使用する場
合、 0 ～ 4095 を選択して ください。 また FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1, FC4A-K2C1 のアナログ
モジュールを使用する場合は 0 ～ 50,000 を選択して ください。

処理単位＊ 2

＊ 2 モジュールタイプが 0 ～ 4095 の場合、 処理単位はインテジャ （I） とな り ます。

モジュールタイプが 0 ～ 50,000 の場合、 処理単位 （ワード、 インテジャ）

を選択します。 この設定によ り、 目標値と リ ニア変換の処理単位を指定
できます。
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［S1 ： 制御レジス タ］

制御レジスタに範囲外のデータを設定した場合は、 範囲内のデータに納める制御レジスタもあ り ま
す。
設定したパラ メータが正しいかど うか必ずお確かめください。

S1 ＋ 0 測定値
（リ ニア変換後）

制御モードで 1 または 3 を指定時、 リ ニア変換 小値≦測定値≦

リニア変換 大値を満足する測定値がセッ ト されます。

R

S1 ＋ 1 出力操作量
（％表示）

出力操作量 （AT 出力操作量） を％表示します。 0 ～ 100 （％） R

S1 ＋ 2 動作ステータス PID 命令の実行状態またはエラー状態 R

S1 ＋ 3 動作モード 0 ： PID 動作

1 ： オートチューニング＋ PID 動作

2 ： オートチューニング

3 ： 拡張オートチューニング＋ PID 動作

4 ： 拡張オートチューニング

R/W

S1 ＋ 4 制御モード
（ リ ニア変換、
比例項）

0 ： リ ニア変換無効、 比例ゲイン

1 ： リ ニア変換有効、 比例ゲイン

2 ： リ ニア変換無効、 比例帯

3 ： リ ニア変換有効、 比例帯

R/W

S1 ＋ 5 リ ニア変換
大値

処理単位がインテジャ ： -32,768 ～＋ 32,767
処理単位がワード ： 0 ～ 65,535

R/W

S1 ＋ 6 リ ニア変換
小値

処理単位がインテジャ ： -32,768 ～＋ 32,767
処理単位がワード ： 0 ～ 65,535

R/W

S1 ＋ 7 比例項 S1 ＋ 4 が 0,1 ： 比例ゲイン 1 ～ 10,000 （0.01％～ 100.00％）

0 は 0.01％、 10,001 以上は 100.00％と して動作

S1 ＋ 4 が 2,3 ： 比例帯 1 ～ 10,000 （±0.01％～ ±100.00％）

0 は ±0.01％、 10001 以上は ±100.00％と して動作

R/W

S1 ＋ 8 積分時間 1 ～ 65,535 （0.1 秒～ 6553.5 秒） 0 は積分動作なし R/W

S1 ＋ 9 微分時間 1 ～ 65,535 （0.1 秒～ 6553.5 秒） 0 は微分動作なし R/W

S1 ＋ 10 積分開始係数 S1 ＋ 4 が 0、 1 ：
1 ～ 100 （1% ～ 100%）

0、 または 101 以上は、 100% と して動作

S1 ＋ 4 が 2、 3 ：
10001 ～ 10100 （1% ～ 100%）

10000 以下、 または 10101 以上は、 100% と して動作

R/W

S1 ＋ 11 入力フ ィルタ
係数

0 ～ 99 （0％～ 99％） 100 以上は 99％と して動作 R/W

S1 ＋ 12 サンプ リ ング
タイム

1 ～ 10,000 （0.01 秒～ 100.00 秒）

0 は 0.01 秒、 10,001 以上は 100.00 秒と して動作

R/W

S1 ＋ 13 制御周期 1 ～ 500 （0.1 秒～ 50.0 秒）

0 は 0.1 秒、 501 以上は 50.0 秒と して動作

R/W

S1 ＋ 14 上限警報値 S1 ＋ 4 が 0,2 ： モジュールタイプの範囲で設定可能

0 ～ 4,095 （4,096 以上は 4,095 と して動作）

または 0 ～ 50,000 （50,001 以上は 50,000 と して動作）

S1 ＋ 4 が 1,3 ： リ ニア変換 小値≦上限警報値≦リニア変換 大値

リニア変換 小値よ り小さい場合はリニア変換 小値とする。
リ ニア変換 大値よ り大きい場合はリニア変換 大値とする。

R/W

S1 ＋ 15 下限警報値 S1 ＋ 4 が 0,2 ： モジュールタイプの範囲で設定可能

0 ～ 4,095 （4,096 以上は 4,095 と して動作）

または 0 ～ 50,000 （50,001 以上は 50,000 と して動作）

S1 ＋ 4 が 1,3 ： リ ニア変換 小値≦下限警報値≦リニア変換 大値

リニア変換 小値よ り小さい場合はリニア変換 小値とする。
リ ニア変換 大値よ り大きい場合はリニア変換 大値とする。

R/W

S1 ＋ 16 出力操作量
上限値

0 ～ 100、 10,001 ～ 10,099
0 ～ 100、 10,001 ～ 10,099 以外は 100 と して動作

R/W

S1 ＋ 17 出力操作量
下限値

0 ～ 100 （101 以上は 100 と して動作） R/W
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S1 ＋ 0 測定値 （リ ニア変換後）

制御モードでリニア変換を指定した場合、 リ ニア変換 小値≦測定値≦リニア変換 大値を満足す
る測定値がセッ ト されます。

S1 ＋ 1 出力操作量 （％表示）

PID 命令実行中の現在の出力操作量を％表示します。 AT および拡張 AT 実行中は AT 出力操作量を

表示し、 手動モードの場合には手動モード出力操作量を表示します。

S1 ＋ 18 手動モード出力
操作量

0 ～ 100 （101 以上は 100 と して動作） R/W

S1 ＋ 19 AT サンプ リ ン

グタイム

1 ～ 10,000 （0.01 秒～ 100.00 秒）

0 は 0.01 秒、 10,001 以上は 100.00 秒と して動作

R/W

S1 ＋ 20 AT 制御周期 1 ～ 500 （0.1 秒～ 50.0 秒）

0 は 0.1 秒、 501 以上は 50.0 秒と して動作

R/W

S1 ＋ 21 AT 設定値 S1 ＋ 4 が 0、 2 ：

モジュールタイプの範囲で設定可能
0 ～ 4095 （4096 以上は 4095 と して動作）

または 0 ～ 50,000 （50,001 以上は 50,000 と して動作）

S1 ＋ 4 が 1、 3 ：

リ ニア変換 小値≦ AT 設定値≦リニア変換 大値

リニア変換 小値よ り小さい場合はリニア変換 小値とする。
リ ニア変換 大値よ り大きい場合はリニア変換 大値とする。

R/W

S1 ＋ 22 AT 出力操作量 0 ～ 100:0％～ 100％
101 以上は 100% と して動作

R

S1 ＋ 23 出力操作量
（％値）

-32768 ～＋ 32767 （-327.68% ～＋ 327.67%） R

S1 ＋ 24 出力操作量
（アナログ出力
モジュール用）

S1 ＋ 1 をモジュールタイプの範囲に変換して出力

0 ～ 4,095 （0% ～ 100%）

または 0 ～ 50,000 （0% ～ 100%）

R/W

S1 ＋ 25 比例帯
オフセッ ト値

- 100 ～ 100 （- 100% ～ 100%）

- 101 以下の場合 - 100%、 101 以上の場合 100%

R/W

S1 ＋ 26 微分ゲイン 0 から 100 （0% から 100%）

0 の場合 0%、 101 以上の場合 100%

R/W
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S1 ＋ 2 動作ステータ ス

PID 命令の実行状態またはエラー状態を示す読み出し専用のレジスタです。

・ 表中の × は、 AT 実行中であれば、 AT 開始時から AT 設定値に達するまでの経過時間、 PID 実行中で

あれば、 PID 開始時から目標値に達するまでの経過時間です。 × は、 10 分単位で 1 ずつ変化します。

経過時間が 90 分以上は 9 とな り ます。

・ エラーコード （ステータスコードが 100 以上の値） が動作ステータスに設定された場合、 AT, PID は

処理を中止します。 正常なパラ メータを設定してから、 PID 命令の入力接点を再度 ON して くださ

い。

ステータ ス
コー ド

状態説明 状態分類

1× AT 実行中 AT 正常実行中

2× AT 終了

5× PID 実行中 PID 正常実行中

6× PID 目標値到達 （一度でも目標値に到達すれば 5× → 6× に変化します）

100 動作モードで 5 以上の値を設定した PID または AT
のパラ メータ設
定エラー発生で
実行停止

101 制御モードで 4 以上の値を設定した

102 制御モードで リニア変換あ りの設定の場合、 リニア変換 小値と リニア
変換 大値が一致

103 出力操作量上限値＜出力操作量下限値となる設定をした

104 制御モードで リニア変換あ りの設定の場合、 AT 設定値にリニア変換

小値≦ AT 設定値≦リニア変換 大値を満たさないデータがセッ ト され

た

105 制御モードで リニア変換なしの設定の場合、 AT 設定値にモジュールタ

イプの範囲外の値をセッ ト した

106 制御モードで リニア変換あ りの設定の場合、 目標値にリニア変換 小値
≦目標値≦リニア変換 大値を満たさないデータをセッ ト した

107 制御モードで リニア変換なしの設定の場合、 目標値にモジュールタイプ
の範囲外の値をセッ ト した

108 動作モードがオートチューニング＋ PID 動作の場合に AT 設定値に到達

できない

・ 動作方向が逆動作で AT 設定値≦測定値 （リ ニア変換後測定値） ≦目

標値と設定した

・ 動作方向が正動作で目標値≦測定値 （リ ニア変換後測定値） ≦ AT 設

定値と設定した

200 AT 開始時に求められた動作方向と現在の動作方向が一致していません。

原因と しては下記のよ う なこ とが考えられます。 エラー原因を参考にし
て正しい設定にしてから AT を再び開始して ください。

AT 実行エラー

発生で実行停止

・ 操作量または制御出力が制御対象に正常に出力されていない

・ 測定値が PID 命令の S4 で指定したデバイスに格納されていない

・ 測定値が十分に変化するだけの AT 出力操作量を設定していない

・ 大きな外乱が発生した

201 測定値が上下するためにオートチューニングが正常にできませんでし
た。 AT サンプリ ングタイムを長めに設定するか入力フ ィルタ係数を大

き く して、 AT を再び開始して ください。

202 AT サンプ リ ングタイムが長すぎる場合や、 AT 開始時点の測定値から

AT 目標値までの差が小さすぎる場合、 オートチューニングのサンプル

数が不足するため正常な演算結果が得られません。 十分なステップ動作
が行えるよ うに AT 設定値を決め、 また 10 回以上のサンプリ ングが行

えるよ うに AT サンプリ ングタイムを設定して ください。
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S1 ＋ 3 動作モー ド （PID 命令実行中に動作モー ドの変更はできません。）

動作モードでは、 PID 動作、 オートチューニング＋ PID 動作、 オートチューニング、 拡張オート

チューニング＋ PID 動作および拡張オートチューニングのいずれかを選択します。 マイ ク ロスマー

トはオートチューニング （AT） 機能を用いるこ とで、 適な PID パラ メータ （比例ゲイン、 積分時

間、 微分時間） を自動で算出するこ とができます。 サンプリ ングタイム、 制御周期、 AT サンプリ

ングタイム、 AT 制御周期、 AT 設定値および AT 制御周期をあらかじめユーザー側で設定する標準

AT モードを設定するこ とな く AT 機能を実行する拡張 AT モードを選択できます。 動作モード （S1
＋ 3） の設定によ り、 拡張 AT モードが有効になり ます。 ただし、 動作モードが拡張オートチュー

ニングの場合は AT 設定値を設定する必要があ り ます。

0 ： PID 動作 ： あらかじめ設定された PID パラ メータ （比例ゲイン、 積分

時間、 微分時間）、 動作方向をも とに PID 制御を実行しま

す。

1 ： オー ト チューニング＋ PID 動作 ： オートチューニングを実行し PID パラ メータ （比例ゲイ

ン、 積分時間、 微分時間）、 動作方向を決定した後、 その
値をも とに PID 制御を実行します。

2 ： オー ト チューニング ： オートチューニングを実行し PID パラ メータ （比例ゲイ

ン、 積分時間、 微分時間）、 動作方向を決定します。 PID 制

御は実行しません。

3 ： 拡張オー ト チューニング＋ PID 動作 ： 拡張オートチューニングを実行し、 PID パラ メータ （比例

ゲイン、 積分時間、 微分時間）、 サンプ リ ングタイム、 制
御周期、 動作方向を決定した後、 その値をも とに PID 制御

を実行します。

4 ： 拡張オー ト チューニング ： 拡張オートチューニングを実行し PID パラ メータ （比例ゲ

イン、 積分時間、 微分時間）、 サンプリ ングタイム、 制御
周期、 動作方向を決定します。 このモードを使用して得ら
れた PID パラ メータを用いて PID 動作を実行する場合、 同

時に得られたサンプ リ ングタイムと制御周期を併せて使用
してください。

動作モー ド （S1 ＋ 3） と設定内容

動作モー ド
（S1 ＋ 3）

0 1 2 3 4

PID 動作
オー ト チュー

ニング
＋ PID 動作

オー ト チュー
ニング

拡張オー ト
チューニング
＋ PID 動作

拡張オー ト
チューニング

比例項 （S1 ＋ 7） 設定要＊ 1

＊ 1 PID 実行中 （動作ステータスが 5× または 6×）、 変更するこ とができます。 制御精度が十分でない場合に
調節を行いますが、 不正な変更をした場合ユーザー側の意図しない動作になる可能性があ り ます。

自動算出＊ 1 自動算出 自動算出＊ 1 自動算出

積分時間 （S1 ＋ 8） 設定要＊ 1 自動算出＊ 1 自動算出 自動算出＊ 1 自動算出

微分時間 （S1 ＋ 9） 設定要＊ 1 自動算出＊ 1 自動算出 自動算出＊ 1 自動算出

サンプリ ングタイム
（S1 ＋ 12）

設定要＊ 1 設定要＊ 1 － 自動算出＊ 1 自動算出

制御周期 （S1 ＋ 13） 設定要＊ 1 設定要＊ 1 － 自動算出＊ 1 自動算出

AT サンプ リ ングタイム

（S1 ＋ 19）
－ 設定要 設定要 自動算出 自動算出

AT 制御周期 （S1 ＋ 20） － 設定要 設定要 自動算出 自動算出

AT 設定値 （S1 ＋ 21） － 設定要 設定要 自動算出 設定要

AT 出力操作量

（S1 ＋ 22）
－ 0 ～ 100 で設

定可能

0 ～ 100 で設

定可能

自動算出 自動算出

動作方向 （S2 ＋ 0） 設定要 自動算出 自動算出 自動算出 自動算出
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 16 章 PID 命令
第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
S1 ＋ 4 制御モー ド （PID 命令実行中に制御モー ドの変更はできません。）

制御モードではリニア変換および比例項の設定を行います。

各制御モードの設定内容は以下の表を参照してください。

リ ニア変換

アナログ入力モジュールで測定値 （S4） に入力される値を リニア変換し、 測定値 （S1 ＋ 0） にセッ

トするモードです。 リニア変換する基準となる値は、 リニア変換 大値または 小値で設定してく
ださい。 リニア変換機能によ り温度制御では目標値、 測定値の値を温度値で取り扱う こ とができま
す。 リニア変換は処理単位の設定範囲で使用できます。

リ ニア制御機能

比例項

比例項の動作は比例ゲインまたは比例帯いずれかの方式で設定するこ とができます。 比例ゲイン設
定時には目標値と測定値の偏差に比例した操作量を算出します。 比例帯設定時には比例帯によ り、
比例項の操作量を算出します。 比例帯は出力操作量が 0% から 100% に変化するまでに必要な入力

の偏差 （目標値と測定値の偏差） であ り、 比例項の操作量は比例帯と現在の入力の偏差から算出さ
れます。 比例帯設定時には、 測定値が比例帯 （出力操作量が 0% 以上 100% 未満） 内にある間、 積

分動作が有効になり ます。 また測定値が比例帯外にある場合、 積分動作が無効になり ます。

S1 ＋ 5 リ ニア変換 大値

制御モードがリニア変換あ りの場合、 アナログ入力モジュールに接続されている温度センサからの
入力データの 大値を設定します。 リニア変換なしの場合は設定の必要はあ り ません。 処理単位が
ワードの場合は 0 ～ 65,535、 インテジャの場合は -32,768 ～ 32,767 の範囲内の値を設定します。

S1 ＋ 6 リ ニア変換 小値

制御モードがリニア変換あ りの場合、 アナログ入力モジュールに接続されている温度センサからの
入力データの 小値を設定します。 リニア変換なしの場合は設定の必要はあ り ません。 処理単位が
ワードの場合は 0 ～ 65,535、 インテジャの場合は -32,768 ～ 32,767 の範囲内の値を設定します。

制御モー ド リ ニア変換 比例項

0 無効 比例ゲイン

1 有効 比例ゲイン

2 無効 比例帯

3 有効 比例帯

上記以外 ステータスエラー （101）
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アナログ入力モジュールのアナログ入力動作モードを K タイプ熱電対に設定した場合、 制御モード

を リニア変換あ りの設定でリニア変換 大値を 1,300、 リ ニア変換 小値を 0 と します。

S1 ＋ 7 比例項

制御モード （S1 ＋ 4） の設定値によ り決定したモードに従って、 比例ゲインまたは比例帯で比例項

を設定します。 比例ゲインは比例動作の操作量を決定する係数です。 比例帯は出力操作量が 0% か

ら 100% に変化するまでに必要な入力の偏差 （目標値と測定値の偏差） であ り、 比例項の操作量は

比例帯と現在の入力の偏差から算出されます。 比例ゲインを大き くする と比例帯が小さ くな り応答
性は良くな り ますが、 オーバーシュートやハンチングを引き起こす原因とな り ます。 逆に比例ゲイ
ンを小さ くする と、 比例帯が大き くな りオーバーシュートやハンチングは少なくな り ますが、 変動
に対する応答性は悪くな り ます。 比例ゲイン、 比例帯のいずれもオートチューニング機能を使った
場合はユーザー側で設定する必要はあ り ませんが、 PID 動作中の値の変更は可能です。

S1 ＋ 8 積分時間

比例動作だけでは制御対象が安定状態に達しても、 目標値と測定値の間に一定の差 （オフセッ ト ）
が生じます。 この差を 0 に近づけるために、 積分動作が必要とな り ます。 積分時間は積分動作によ

る操作量を決定する係数で、 積分時間が短すぎる と積分動作が強くな り、 周期の長いハンチングを
引き起こす原因とな り ます。 逆に積分時間が長すぎる と目標値に達するまで処理に時間がかかり ま
す。 オートチューニング機能を使った場合は、 ユーザー側で設定する必要はあ り ませんが PID 動作

中の値の変更は可能です。 積分実行範囲は－比例帯～＋比例帯の範囲であ り、 目標値変更や外乱に
よ り測定値が比例帯を外れた場合、 積分演算を停止します。 この結果、 目標値に対する操作量の追
従性が向上しオーバーシュート、 アンダーシュート共に少ない制御が可能とな り ます。

S1 ＋ 9 微分時間

目標値を変更した場合や外乱によ り目標値と測定値の差が大き くなった場合、 操作量を大き く して
速やかに測定値を目標値に近づけるための操作を微分動作といいます。 微分時間は微分動作による
操作量を決定する係数で、 微分時間が長いほど微分動作が強くな り ます。 微分動作が強すぎる と、
短い周期でハンチングを引き起こす原因とな り ます。 オートチューニング機能を使った場合は、
ユーザー側で設定する必要はあ り ません。 PID 動作中の値の変更は可能です。
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S1 ＋ 10 積分開始係数

積分動作を開始するしきい値を設定するパラ メータです。 PID 命令実行開始時から積分動作を有効

にする と、 オーバーシュート を引き起こす原因となり ます。 積分動作の開始を比例項と連動させて
遅らせるこ とでオーバーシュート を抑制できます。 積分開始係数を小さ く しすぎる と、 オーバー
シュートはなくな り ますが、 目標値と測定値の間の一定の差 （オフセッ ト ） が生じる原因とな り ま
す。 積分開始係数を大き く しすぎる と、 オフセッ トが少なくな り ますが、 オーバーシュートが発生
する原因となり ます。 積分開始係数を有効にするには、 制御リ レーの積分開始係数設定リ レー
（S2+3） を OFF にしてください。 積分開始係数を無効にするには制御リ レーの積分開始係数設定リ

レー （S2+3） を ON にしてください。

制御モード （S1 ＋ 4） の比例項が比例ゲインの場合 ：

1 ～ 100 （1% ～ 100%） の値を指定してください。 0、 または 101 以上は 100% と して動作します。

制御モード （S1 ＋ 4） の比例項が比例帯の場合 ：

以下の表のとおり、 システムバージ ョ ンによ り設定値に対する動作が異なり ます。

S1 ＋ 11 入力フ ィ ルタ係数

測定値の変化を滑らかにする効果があ り ます。 温度データなどサンプリ ングタイムごとに取り込ま
れた測定値が上下する場合に有効です。 なお、 入力フ ィルタ係数は PID 実行中だけでなく AT 実行

中も有効となり ます。

機種 システムバージ ョ ン 動作

FC5A-C10R2x

FC5A-C16R2x

FC5A-C24R2x

FC5A-D16Rx1

FC5A-D32x3

245 以下
この設定値は使用しません。 積分開始計数は常に 100% で動作

します。

246 以上
10001 ～ 10100 （1% ～ 100%） の値を指定してください。

10000 以下または 10101 以上は 100% で動作します。

FC5A-D12x1E

130 以下
この設定値は使用しません。 積分開始計数は常に 100% で動作

します。

131 以上
10001 ～ 10100 （1% ～ 100%） の値を指定してください。

10000 以下または 10101 以上は 100% で動作します。

積分開始計数が大きい場合 積分開始計数が小さい場合
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16-1
S1 ＋ 12 サンプ リ ングタ イム

PID 命令を実行する周期を設定します。 サンプリ ングタイムをスキャンタイムよ り短い値に設定し

た場合は 1 スキャンごとに PID 命令を実行します。 サンプ リ ングタイムをスキャンタイムよ り長い

値に設定した場合、 前回の PID 実行から今回の PID 実行までにサンプリ ング周期を超えてしまいま

す。 このよ うな場合、 次回のサンプリ ングタイム間隔をその分減らすこ とによって調整されます。

PID 実行中 （動作ステータスが 5× または 6×）、 サンプリ ングタイムを任意のタイ ミ ングで変更する

こ とができます。 PID 実行中にサンプリ ングタイムを変更した場合、 微分操作量と積分操作量の計

算には PID 実行開始時のサンプリ ングタイムが使用されます。

S1 ＋ 13 制御周期

PID 命令で算出した操作量にしたがって制御出力 （S2 ＋ 6） を ON/OFF 制御する周期を設定しま

す。 制御周期に対する ON パルス幅は PID 命令で算出した操作量にしたがって変化します。 また、

図の出力値 （％） は、 出力操作量 （S1 ＋ 1） で表示されるパーセン トです。

制御周期 ： 50 （5 秒） の場合

S1 ＋ 14 上限警報値

PID 演算で処理する測定上限値に対する警報機能を設定します。 測定値が設定された上限警報値以

上であれば、 制御リ レーで指定した上限警報出力 （S2 ＋ 4） が ON します。 測定値が設定された上

限警報値未満であれば、 制御リ レーで指定した上限警報出力 （S2 ＋ 4） が OFF します。 制御モード

がリニア変換なしの場合、 モジュールタイプの範囲 （0 ～ 4095 または 0 ～ 50,000） で設定します。

制御モードがリニア変換あ りの場合、 リ ニア変換 小値≦上限警報値≦リニア変換 大値を満足す
る上限警報値を設定する必要があ り ます。

S1 ＋ 15 下限警報値

PID 演算で処理する測定下限値に対する警報機能を設定します。 測定値が設定された下限警報値以

下であれば、 制御リ レーで指定した下限警報出力 （S2 ＋ 5） が ON します。 測定値が設定された下

限警報値よ り大きければ、 制御リ レーで指定した下限警報出力 （S2 ＋ 5） が OFF します。 制御モー

ドがリニア変換なしの場合、 モジュールタイプの範囲 （0 ～ 4095 または 0 ～ 50,000） で設定しま

す。 制御モードがリニア変換あ りの場合、 リ ニア変換 小値≦下限警報値≦リニア変換 大値を満
足する下限警報値を設定する必要があ り ます。
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S1 ＋ 16 出力操作量上限値

0 ～ 100 指定時

制御出力の出力操作量の上限値を設定します。 PID 命令で算出された操作量が出力操作量上限値

（S1 ＋ 16） 以上の場合、 設定された上限値を制御出力の出力操作量と します。 出力操作量上限値を

設定する場合、 出力操作量下限値＜出力操作量上限値を満たす出力操作量上限値を設定する必要が
あ り ます。

10,001 ～ 10,099 指定時 （本機能を設定した場合、 出力操作量下限値は無効となり ます。）

PID 命令で算出された操作量に指定された 1 ～ 99 （%） を乗じた結果を制御出力の出力操作量と し

ます。

制御出力の出力操作量＝ （N-10,000） × 算出された操作量 N=10,001 ～ 10,099

出力操作量上限値を有効にするには出力操作量上下限設定 （S2 ＋ 2） を ON の状態にする必要があ

り ます。

S1 ＋ 17 出力操作量下限値

制御出力の出力操作量の下限値を設定します。 PID 命令で算出された操作量が出力操作量下限値

（S1 ＋ 16） 以下の場合、 設定された下限値を制御出力の出力操作量と します。 出力操作量下限値を

設定する場合、 出力操作量下限値＜出力操作量上限値を満たす出力操作量下限値を設定する必要が
あ り ます。 出力操作量下限値を有効にするには出力操作量上下限設定 （S2 ＋ 2） を ON で出力操作

量上限値を 10,001 ～ 10,099 以外に設定する必要があ り ます。

S1 ＋ 18 手動モー ド出力操作量

出力モードが手動モードの場合の出力操作量 （0 ～ 100） を設定します。 この機能を有効にするに

は自動 / 手動モード （S2 ＋ 1） を ON の状態にする必要があ り ます。 手動モード出力操作量は出力

操作量％表示 （S1 ＋ 1）、 アナログモジュール用出力操作量 （S1 ＋ 24）、 制御出力 （S2 ＋ 6） に対

して有効であ り、 出力操作量 （D1）、 出力操作量％値 （S1 ＋ 23） に対しては無処理です。

S1 ＋ 19 AT サンプ リ ングタ イム

AT 時のサンプリ ング周期を設定します。 逆動作の場合、 AT サンプリ ングタイムは、 測定値－前回

測定値が負にならないよ うにサンプリ ング時間を十分長く とってください。 正動作の場合、 AT サ

ンプリ ングタイムは、 測定値－前回測定値が正にならないよ うにサンプリ ング時間を十分長く とっ
てください。

S1 ＋ 20 AT 制御周期

AT 時に測定値が AT 設定値になるまで制御出力の周期を設定します。 動作概要については制御周期

を参照してください。

S1 ＋ 21 AT 設定値

AT 時の設定値を設定します。 測定値が AT 設定値になるまでの間、 AT 出力操作量を制御対象に出

力し続けます。 測定値が AT 設定値になった時点で出力操作量をゼロにします。 制御モードがリニ

ア変換あ りの場合、 リニア変換 小値≦ AT 設定値≦リニア変換 大値を満足する AT 設定値を設

定する必要があ り ます。 逆動作の場合、 AT 設定値は AT 開始時の測定値よ り も十分大きな値を設定

してください。 正動作の場合、 AT 設定値は AT 開始時の測定値よ り も十分小さな値を設定してくだ

さい。

S1 ＋ 22 AT 出力操作量

AT 出力操作量には、 AT 時に測定値が AT 設定値になるまでの出力操作量 （0 ～ 100） を設定しま

す。
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16-1
ステ ッ プ応答法

S1 ＋ 23 出力操作量 （％値）

PID 命令実行中、 -32,768 ～＋ 32,767 （-327.68% ～＋ 327.67%） の範囲で出力操作量を表示します。

AT および拡張 AT 実行中の表示は不定で、 手動モードの場合には手動出力操作量の値を反映しませ

ん

S1 ＋ 24 出力操作量 （アナログ出力モジュール用）

出力操作量 S1 ＋ 1 （0% ～ 100%） をモジュールタイプの範囲 （0 ～ 4,095 または 0 ～ 50,000） に変

換して表示します。 AT および拡張 AT 実行中は AT 出力操作量をモジュールタイプの範囲に変換し

て表示し、 手動モードの場合には手動モード出力操作量をモジュールタイプの範囲に変換して表示
します。

S1 ＋ 25 比例帯オフセ ッ ト 量

制御モード （S1 ＋ 4） が比例帯指定の場合、 比例帯における出力操作量 （0 ～ 100） のオフセッ ト

量 （-100 ～＋ 100） を設定します。 制御モード （S1 ＋ 4） が比例ゲイン指定の場合は、 本パラ メー

タが無効になり ます。

S1 ＋ 26 微分ゲイ ン

微分ゲインを 0% ～ 100% の範囲で調節します。 微分ゲインを小さ く設定した場合、 出力操作量は

ノ イズや目標値の変化の影響を受けやすくな り ます。 微分ゲインを大き く設定する と、 出力操作量
はノ イズや目標値の変化の影響を受けにく くな り ますが、 通常時の安定性が下がり ます。 ノ イズや
測定値の変化が起きる場合は、 通常 20％～ 30％に設定します。

1. 測定値が AT 設定値になるまでの 大傾斜を算出します。

2. 算出された 大傾斜から無駄時間を求めます。

3. 大傾斜および無駄時間から PID パラ メータ （比例ゲイン、 積分時間、 微分時間）、 動作方向を決

定します。

［S2 ： 制御リ レー］

S2 ＋ 0 動作方向 0 ： 逆動作

1 ： 正動作

R/W

S2 ＋ 1 自動 / 手動モード 0 ： 自動

1 ： 手動

R/W

S2 ＋ 2 出力操作量上下限設定 0 ： 無効

1 ： 有効 （S1 ＋ 16, 17 の設定で動作）

R/W

S2 ＋ 3 積分開始係数設定 0 ： 有効 （S1 ＋ 10 の設定で動作）

1 ： 無効

R/W

S2 ＋ 4 上限警報出力 測定値 （S1 ＋ 0） ≧上限警報値 （S1 ＋ 14） の場合 ON R

S2 ＋ 5 下限警報出力 測定値 （S1 ＋ 0） ≦下限警報値 （S1 ＋ 15） の場合 ON R

S2 ＋ 6 制御出力 制御周期と操作量に応じて ON/OFF R

S2 ＋ 7 AT 完了出力 AT 終了後 ON （異常終了時含む） R
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S2 ＋ 0 動作方向

動作方向は逆動作 （0） と正動作 （1） があ り ます。 逆動作は目標値よ り測定値が小さい場合に操作

量を増加させる動作となり ます。 温度制御での加熱炉では逆動作となり ます。 正動作は目標値よ り
測定値が大きい場合に操作量を増加させる動作となり ます。 温度制御での冷却装置では正動作とな
り ます。

S2 ＋ 1 自動 / 手動モー ド

自動モードでは PID 命令で算出した操作量にしたがって制御するモードです。 手動モードでは S1
＋ 18 の手動モード出力操作量にしたがって制御するモードです。 手動モードを利用する場合はあ

らかじめ S1 ＋ 18 のレジスタに出力操作量を設定しておく必要があ り ます。 手動モード出力操作量

は出力操作量％表示 （S1 ＋ 1）、 アナログモジュール用出力操作量 （S1 ＋ 24）、 制御出力 （S2 ＋ 6）
に対して有効であ り、 出力操作量 （D1）、 出力操作量％値 （S1 ＋ 23） に対しては無処理とな り ま

す。

S2 ＋ 2 出力操作量上下限設定

出力操作量上限値、 出力操作量下限値による リ ミ ッ ト機能の有効 （1）、 無効 （0） を設定します。

S2 ＋ 3 積分開始係数設定

積分開始係数の有効 （0）、 無効 （1） を設定します。

S2 ＋ 4 上限警報出力

測定値が設定された上限警報値 （S1 ＋ 14） 以上であれば ON します。 読み出し専用リ レーです。

S2 ＋ 5 下限警報出力

測定値が設定された下限警報値 （S1 ＋ 15） 以下であれば ON します。 読み出し専用リ レーです。

S2 ＋ 6 制御出力

自動モードでは PID 命令で算出した操作量、 および設定された制御周期にしたがって ON/OFF する

リ レーです。 拡張 AT 実行中は 100%ON 出力となり、 手動モードでは手動モード出力操作量にした

がいます。

S2 ＋ 7 AT 完了出力

AT 終了後 ON します。 また、 AT 異常終了時にも ON します。

［S3 ： 目標値］

制御モードがリニア変換無効の場合、 モジュールタイプの範囲 （0 ～ 4095 または 0 ～ 50,000） で目

標値を設定します。

制御モードがリニア変換有効の場合、 リニア変換 小値≦目標値≦リニア変換 大値を満足する目
標値を設定します。
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［S4 ： 測定値 （リ ニア変換前）］

アナログ入力で読み込まれたバイナリデータをセッ ト します。 アナログモジュール動作設定マクロ
内のパラ メータ 「データ」 に割り付けられているデータレジスタを設定して ください。

アナログ入力およびアナログモジュール動作設定マクロの詳細につきましては 「基本編　第 9 章　

アナログモジュール」 （9-1 頁） を参照してください。

［D1 ： 操作量］

PID 命令で算出された操作量を -32,768 ～＋ 32,767 のデジタル値でセッ ト します。 算出結果が

32767 以上の場合 32767 が算出結果となり、 -32,768 以下は -32,768 が算出結果と してセッ ト されま

す。 この場合、 PID 命令は継続して実行されます。 算出結果による制御出力の出力操作量は、 出力

操作量上下限設定によ り以下のパターンがあ り ます。 現在の出力操作量は、 制御レジスタ （S1 ＋

1） にセッ ト されます。 AT および拡張 AT 実行中の D1 は不定で、 手動モードの場合には D1 は手動

出力操作量の値を反映しません。

出力操作量は制御出力 （S2 ＋ 6） への操作量に反映されます。

制御出力 （S2 ＋ 6） によるフ ィードバッ ク制御では、 制御対象によ り 適な制御ができない場合が

あ り ます。 この場合、 操作量の算出結果を利用したフ ィードバッ ク制御を別途プログラムするこ と
をお薦めします。

出力操作量上下限設定 出力操作量上限値 出力操作量下限値 操作量 出力操作量 （% 表示）

無効 － － 100 以上 100

1 ～ 99 1 ～ 99

0 以下 0

有効 50 25 50 以上 50

26 ～ 49 26 ～ 49

25 以下 25

10,050 － 100 以上 50

1 ～ 99 （1 ～ 99） ×0.5

0 以下 0
4 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 16 章 PID 命令
第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
章

第
16
アプ リ ケーシ ョ ン例
PID 命令の使用方法を説明する もので、 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変更が必要です。

動作説明

次のシステムで、 200 ℃を目標値と して PID 制御を行うサンプルプログラムを例と して説明します。

1. リ レー出力の ON/OFF による PID 制御

システム構成

・ アナログモジュールに入力される温度データを元に PID 制御を行い、 求められた操作量に応じて制

御出力を ON/OFF します。

・ PID パラ メータ （比例ゲイン、 積分時間、 微分時間） および動作方向は拡張オートチューニング機能

を使用し、 自動的に決定します。

・ 測定値が 250 ℃以上になれば上限警報出力が ON し、 ヒータ出力を強制 OFF します。
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ラダープログラム ： PID 命令の使用方法を説明する もので、 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変更が必要

です。

アナログモジュールの動作設定 （マク ロ命令）

PID 命令の動作設定 （マク ロ命令）

D760 （測定値） ＝アナログ入力値 （0-4095）

M4 （上限警報出力） が ON または M11 が ON
（AD ステータスが 3 以上） の時、 ヒータ出力

を強制 OFF し、 警報ランプを強制 ON します

M4 （上限警報出力） が OFF かつ M11 が OFF
（AD ステータスが 2 以下） の時、 PID で算出さ

れた操作量と制御周期にしたがってヒータ出力
を ON/OFF します

AD ステータスが 3 以上のと き M11 を ON
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アナログモジュール動作設定

WindLDR のアナログモジュール動作設定マクロ （ANST） を使用し、 アナログモジュールの動作設

定を行います。 WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マク ロ命令］ ＞ ［ANST （アナログモジュール

動作設定マクロ）］ をク リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

アナログ入力およびアナログモジュール動作設定マクロの詳細につきましては 「基本編　第 9 章　

アナログモジュール」 （9-1 頁） を参照してください。

PID 命令動作設定

WindLDR の PID 命令動作設定マクロ （PIDST） を使用し、 PID 命令の動作設定を行います。

WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マク ロ命令］ ＞ ［PIDST （PID 命令動作設定マクロ）］ をク

リ ッ ク し、 PID 命令設定内容を登録します。

アナログモジュール設定内容

アナログ入出力 機能
デバイス
ア ド レス

設定値 詳細

IN0 アナログ入力動作モード D762 2 K タイプ熱電対

アナログ入力データタイプ （CH0） D763 0 12 ビッ トデータ （0 ～ 4095）
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PID 命令動作設定マク ロ画面

PID 命令と同じ設定にします

① ⑤

⑫ ②

⑬ ③

④

⑥

⑦

⑩ ⑧

⑪

⑨

PID 命令動作設定マク ロ画面

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D3 ①動作モード （S1 ＋ 3） 3 拡張 AT ＋ PID 動作

D4 ②制御モード （S1 ＋ 4） 3 リ ニア変換有効、 比例帯

D5 ③リニア変換 大値 （S1 ＋ 5） 13,000 1300 ℃

D6 ④リニア変換 小値 （S1 ＋ 6） 0 0 ℃

D10 ⑤積分開始係数 （S1 ＋ 10） 10,100 100％

D11 ⑥入力フ ィルタ係数 （S1 ＋ 11） 70 70％

D14 ⑦上限警報値 （S1 ＋ 14） 2,500 250 ℃

D15 ⑧下限警報値 （S1 ＋ 15） 0 0 ℃

D25 ⑨比例帯オフセッ ト （S1 ＋ 25） 0 0％

D26 ⑩微分ゲイン （S1 ＋ 26） 20 20％

M2 ⑪出力操作量上下限設定 （S2 ＋ 2） 0 無効

M3 ⑫積分開始係数設定 （S2 ＋ 3） 0 有効

D100 ⑬目標値 （S3） 2,000 200 ℃
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2. アナログ出力による PID 制御

システム構成

＊使用するサイ リ スタユニッ ト、 動作モードによってアナログ入力の配線が異なり ます。

ラダープログラム ： PID 命令の使用方法を説明する もので、 アプ リ ケーシ ョ ンに応じ て変更が必要

です。

アナログモジュールの動作設定 （マク ロ命令）

PID 命令の動作設定 （マク ロ命令）

D760 ( 測定値 ) ＝アナログ入力値 （0-4095）

M4 ( 上限警報出力 ) が OFF または M11 が ON
（AD ステータスが 3 以上） の時、 0 を出力

M4 ( 上限警報出力 ) が OFF かつ M11 が OFF
（AD ステータスが 2 以下） の時、 出力操作量

（0 ～ 4095） をアナログ出力データにセッ ト

AD ステータスが 3 以上のと き M11 を ON
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アナログモジュール動作設定

WindLDR のアナログモジュール動作設定マクロを使用し、 アナログモジュールの動作設定を行い

ます。
WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［ANST （アナログモジュール動作設定マク

ロ）］ をク リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

アナログ入出力機能およびアナログモジュール動作設定マクロの詳細につきましては 「基本編　第
9 章　アナログモジュール」 （9-1 頁） を参照してください。

PID 命令動作設定

WindLDR の PID 命令動作設定マクロ （PIDST） を使用し、 PID 命令の動作設定を行います。

WindLDR の右ク リ ッ ク メニューで ［マクロ命令］ ＞ ［PIDST （PID 命令動作設定マクロ）］ をク

リ ッ ク し、 下記設定内容を登録します。

アナログモジュール設定内容

アナログ入出力 機能
デバイス
ア ド レス

設定値 詳細

IN0 アナログ入力動作モード D762 2 K タイプ熱電対

アナログ入力データタイプ D763 0 12 ビッ トデータ （0 ～ 4095）

OUT アナログ出力動作モード D774 0 電圧出力 （0 ～ 10V）

アナログ出力データタイプ D775 0 12 ビッ トデータ （0 ～ 4095）
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PID 命令動作設定

PID 命令と同じ設定にします

① ⑤

⑬ ②

⑪ ③

④

⑥

⑦

⑩ ⑧

⑫

⑨

PID 設定画面

デバイスア ド レス 機能 設定値 詳細

D3 ①動作モード （S1 ＋ 3） 3 拡張 AT ＋ PID 動作

D4 ②制御モード （S1 ＋ 4） 3 リ ニア変換有効、 比例帯

D5 ③リニア変換 大値 （S1 ＋ 5） 13,000 1300 ℃

D6 ④リニア変換 小値 （S1 ＋ 6） 0 0 ℃

D10 ⑤積分開始係数 （S1 ＋ 10） 10,100 100％

D11 ⑥入力フ ィルタ係数 （S1 ＋ 11） 70 70％

D14 ⑦上限警報値 （S1 ＋ 14） 2,500 250 ℃

D15 ⑧下限警報値 （S1 ＋ 15） 0 0 ℃

D25 ⑨比例帯オフセッ ト （S1 ＋ 25） 0 0％

D26 ⑩微分ゲイン （S1 ＋ 26） 20 20％

D100 ⑪目標値 （S3） 2,000 200 ℃

M2 ⑫出力操作量上下限設定 （S2 ＋ 2） 0 無効

M3 ⑬積分開始係数設定 （S2 ＋ 3） 0 有効
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・ 上下限警報出力機能は PID 命令の起動入力が ON 時は動作し ますが、 制御レジス タの内容異常によ

る PID 命令実行エラー発生時および PID 命令の起動入力が OFF 時は動作し ません。 測定値の監視

プログラムは別途用意し て く だ さい。

・ PID 命令実行エラー発生時および AT 終了時、 操作量 （D1） は 0 がセ ッ ト され、 制御出力 （S2 ＋

6） は OFF し ます。

・ PID 命令は以下の分岐命令内で使用し ないで く だ さい。 正常な動作を し ない場合があり ます。

LABEL, LJMP, LCAL, LRET, JMP, JEND, MCS, MCR

・ PID 命令は目標値と測定値の差を入力値と し て PID パラ メ ータ （比例ゲイ ン、 積分時間、 微分時

間） に従って操作量を算出する命令です。 目標値および測定値の変化 （外乱） によ り オーバー
シュー ト やアンダーシュー ト が発生し ますのでユーザーアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て想定される目標
値変更および測定値変更 （外乱） を実施し十分なシ ミ ュ レーシ ョ ンを行った う えでご使用 く だ さ
い。

AT 機能で求められる PID パラ メータ （比例ゲイン、 積分時間、 微分時間） は常に 適な結果が得

られるものではあ り ません。 適な制御となるよ う制御対象に応じて調整して ください。 また、 一
度 適な PID パラ メータを決定すれば制御対象に変更がない限り、 通常運転では PID 動作のみ実行

するよ うにして ください。
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こ こ では、 特殊タ イマ命令の説明を し ています。

特殊タ イマ命令は、 指定し た時間単位で出力を ON/OFF する命令です。
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DTML （ON/OFF 時間設定 1 秒タ イマ）
1000ms （1 秒） 単位の ON/OFF 時間設定タ イマです。

DTIM （ON/OFF 時間設定 100 ミ リ秒タ イマ）
100ms 単位の ON/OFF 時間設定タ イマです。

DTMH （ON/OFF 時間設定 10 ミ リ秒タ イマ）
10ms 単位の ON/OFF 時間設定タ イマです。

DTMS （ON/OFF 時間設定 1 ミ リ秒タ イマ）
1ms 単位の ON/OFF 時間設定タ イマです。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 時間の間 D1 を ON し、 S2 時間の間 D1 を OFF する動作を繰り返します。

D2 と D2 ＋ 1 で指定したデータレジスタは、 システムワーク領域と して使用します。

DTML/DTIM/DTMH/DTMS 命令は未実行時に OFF 処理を行います。

複数の DTML/DTIM/DTMH/DTMS 命令で同一のタイマ出力、 同一のシステムワーク領域を使用し

ないでください。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

S1 ソース 1 ON 時間 － － － － － － ◯ ◯ －

S2 ソース 2 OFF 時間 － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 タイマ出力 － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ － － － － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 システムワーク領域 － － － － － － ◯ － －
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ON/OFF 設定時間範囲

ON 時間、 OFF 時間は、 定数または間接指定 （データレジスタ） が使用できます。

定数の場合は 0 ～ 65,535 の範囲で設定します。

間接指定の場合は、 値を格納しているデータレジスタ番号で設定し、 データレジスタの内容は 0 ～

65535 の範囲で設定します。

タ イマ誤差について

「基本編　第 8 章　 タイマ誤差についての詳細」 (8-15 頁 ) を参照してください。

プログラム例

タ イムチャー ト

命令 ON 時間 /OFF 時間

DTML 0 ～ 65535 秒

DTIM 0 ～ 6553.5 秒

DTMH 0 ～ 655.35 秒

DTMS 0 ～ 65.535 秒
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D2, D2 ＋ 1 で設定したデータレジスタは、 システムワーク領域と して利用します。 このシステム

ワーク領域をユーザープログラムのデスティネーシ ョ ンに設定したり、 通信で値を変更したり しな
いでください。
システムワーク領域の値が変更される と、 ユーザープログラム実行エラーとなり ON/OFF 時間設定

タイマが正常に動作しません。
DTML ・ DTIM ・ DTMH ・ DTMS 命令は、 ユーザー割り込みプログラム中では使用できません。 使用

する と演算エラーとなり ます。 演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム

実行エラー） が ON します。
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TTIM （テ ィ ーチングタ イマ）
入力の ON 時間を測定し ます。

シンボル

動作説明

入力の ON 時間を 100ms 単位で測定し、 その測定結果を D1 に格納します。

測定範囲は 0 ～ 6553.5s です。

また、 D1 ＋ 1, D1 ＋ 2 で指定したデータレジスタをシステムワーク領域と して使用します。

入力 X0 が OFF から ON に変化する と、 測定値 D100 を 0 にク リ アして ON 時間のカウン ト をはじ

めます。
入力 X0 が ON から OFF に変化する と、 ON 時間のカウン ト停止して測定値 D100 の値を保持しま

す。

・ D1 ＋ 1, D1 ＋ 2 で指定したデータレジスタはシステムワーク領域と して使用します。

このシステム領域をユーザープログラムのデスティネーシ ョ ンに設定したり、 通信で値を変更した
り しないでください。
システム領域の値が変更される と、 ユーザープログラム実行エラーとな り TTIM 命令が正常に動作

しません。

・ TTIM 命令は、 ユーザー割り込みプログラム中では使用できません。 使用する と演算エラーとな り

ます。 演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON しま

す。

プログラム例

入力 X0 の ON 時間をタイマ T0 の設定値と して使用する場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

D1 デスティネーシ ョ ン 1 測定値 － － － － － － ◯ － －

タイマ T0 の設定値は、 入力 X0 の ON 時間が設定さ

れます。

X0 の ON 時間を D0 にセッ ト します。

入力 X0 の立下りエッジで、 タイマ設定値 D0 に ON
時間 D100 をセッ ト します。
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こ こ では、 機能モジュールアクセス命令の説明を し ています。
機能モジュールアクセス命令は、 指定し たモジュールにアクセスする命令です。
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RUNA （ラ ンアクセス）
機能モジュールにア クセス し ます。

STPA （ス ト ッ プア クセス）
機能モジュールにア クセス し ます。

シンボル

動作説明

●ラ ンアクセス

SLOT 番号の機能モジュール （アナログモジュールや AS-Interface マスタモジュール） に対して、

データの読み出し、 書き込みを行います。

CPU モジュール側の DATA と機能モジュール側の ADDRESS 間で、 BYTE 数分のデータが、 読み出

し、 書き込みと して使用されます。
動作ステータス と して STATUS に情報が格納されます。

●ス ト ッ プアクセス

CPU モジュールが STOP 時に SLOT 番号の機能モジュールに対して、 データの読み出し、 書き込み

を行います。

対象デバイス

読み出し動作

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

DATA 転送先のエリ ア － ◯ ＊ 1

＊ 1 特殊内部リ レーは使用できません。

◯ ＊ 2

＊ 2 読み出し動作に T/C を指定した場合は設定値エリ アにな り ます。

＊ 2 ◯ － －

STATUS ステータス － － － － － － ＊ 3

＊ 3 特殊データレジスタ、 拡張データレジスタは使用できません。

－ －

SLOT スロ ッ ト番号 － － － － － － ＊ 4

＊ 4 1 ～ 7 が入力可能です。

－

ADDRESS 転送元のエリ ア － － － － － － － ＊ 5

＊ 5 0 ～ 127 が入力可能です。

－

BYTE 転送バイ ト数 － － － － － － － ＊ 6

＊ 6 1 ～ 127 が入力可能です。

－
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ワードデバイスでは 1 点、 ビッ トデバイスでは 16 点で処理します。

WindLDR ダイアログボ ッ クス

動作指定を 「書込」 指定した場合に限り、 リ ピート指定が行えます。

書き込み動作

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

DATA 転送元のエリ ア ◯ ◯ ◯ ◯ ＊ 1

＊ 1 書き込み動作に T/C を指定した場合は計数値エリアにな り ます。

＊ 1 ◯ ◯ ＊ 2

＊ 2 定数を使用した場合は、 リ ピート指定はできません。

STATUS ステータス － － － － － － ＊ 3

＊ 3 特殊データレジスタ、 拡張データレジスタは使用できません。

－ －

SLOT スロ ッ ト番号 － － － － － － － ＊ 4

＊ 4 1 ～ 7 が入力可能です。

－

ADDRESS 転送先のエリ ア － － － － － － － ＊ 5

＊ 5 0 ～ 127 が入力可能です。

－

BYTE 転送バイ ト数 － － － － － － － ＊ 6

＊ 6 1 ～ 127 が入力可能です。

－

処理単位

処理単位 W I

指定可能 ◯ ◯
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RUN/STOP 中の動作

RUNA 命令、 STPA 命令の動作タイ ミ ングを説明します。

マイ ク ロスマー ト の RUN 中の動作

マイク ロスマートが RUN している場合、 起動入力が ON である RUNA 命令は、 機能モジュールに

対してデータの読み出しまたは、 書き込みを行います。 起動入力が OFF の RUNA 命令と STPA 命

令は動作しません。

設定項目

項目 内容

タイプ RUNA RUNA 命令について設定を行います。

STPA STPA 命令について設定を行います。

動作指定 読出 機能モジュールのデータを読み出します。

書込 機能モジュールへデータを書き込みます

処理単位 ワード 符号なし 16 ビッ トデータ と して扱います。

インテジャ 符号あ り 15 ビッ トデータ と して扱います。

PLC データ 読出しもし くは、 書込みデータの格納先デバイスを設定しま
す。

リ ピート 動作指定で書込を選択した場合、 データの リ ピート有り / 無
しを選択できます。 リ ピート有りの場合はチェッ ク して くだ
さい。

ステータス＊ 1

＊ 1 「本章　 ステータス情報」 （18-7 頁） を参照して ください。

動作ステータスの出力先デバイスを設定します。

機能モジュール スロ ッ ト番号 機能モジュールの接続位置を指定します。
接続位置は、 マイ ク ロスマート CPU モジュールに近い側から

1, 2, ••• とな り ます。

データアドレス＊ 2

＊ 2 データアドレスは、 各機能モジュールのメモ リ アドレスを参照ください。

機能モジュールの先頭アドレスを指定します。

データサイズ （Byte） 機能モジュールにアクセスするデータ数をバイ ト単位で指定
します。
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マイ ク ロスマー ト の STOP 時の動作

マイクロスマートが STOP の場合、 STPA 命令は、 機能モジュールに対してデータの読み出しまた

は、 書き込みを行います。 RUNA 命令は動作しません。

“ 読出 ” 動作

下記のラダープログラムを例に “ 読出 ” 動作を説明します。

＊ “ 読出 ” 動作は、 RUNA 命令、 STPA 命令と もに違いはあ り ませんので、 こ こでは例と して

RUNA 命令を挙げます。

起動入力 M0000 が ON する と、 機能モジュール 1 のアドレス 1 から 5 バイ ト分のデータを D0009
から 5 バイ トの領域に読み出します。 読み出したデータの格納順は、 下図のよ うに、 下位、 上位の

順で格納されます。
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“ 書込 ” 動作

下記のラダープログラムを例に “ 書込 ” 動作を説明します。

＊ “ 書込 ” 動作は、 RUNA 命令、 STPA 命令と もに違いはあ り ませんので、 こ こでは例と して

RUNA 命令を挙げます。

起動入力の M0000, M0001 が ON になる と、 ラダープログラム 1 はリ ピート指定無し、 ラダープロ

グラム 2 はリ ピート指定有りの WRITE 動作を行います。
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STPA 命令の制限事項と注意

STPA 命令の命令数制限

STPA 命令の命令数は 大 64 個です。 65 個以降の STPA 命令は、 ステータス情報にエラーステータ

ス 7 が格納され、 実行されません。

ユーザープログラムダウンロー ド時の注意

ユーザープログラムのダウンロードを行う場合、 マイ クロスマートは自動で STOP 状態になり ま

す。 しかしタイ ミ ングによっては STPA 命令が実行されない事があ り ます （図 1）。 STPA 命令を確

実に実行させる場合は、 手動で STOP 状態にし、 十分な時間 （約 1 秒） 経過後、 ユーザープログラ

ムのダウンロードを行ってください （図 2）。

MCS 命令との使用方法

MCS ～ MCR 命令の間にある STPA 命令は、 MCS 命令に対する入力条件が ON, OFF にかかわらず、

マイ クロスマートが STOP 状態に移行した場合、 実行されます。

＊ MCS ～ MCR 命令の詳細動作は 「基本編　第 8 章　 (8-39 頁 )」 を参照してください。
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 18 章 機能モジュールアクセス命令
第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
章

第
18
■ ステータ ス情報

● ステータ ス コー ド

RUNA 命令、 STPA 命令の STATUS に格納されるステータスコードを以下に示します。

● 処置方法

0 以外のステータスーコードが STATUS に格納された場合の処置方法を以下に示します。

ステータ ス コー ド ステータ ス内容 RUNA STPA

0 正常 ○ ○

1 バス異常 ○ ○

3 存在しない SLOT 番号にアクセス ○ ○

7 命令数 大数エラー ： STPA 命令が 65 以上使用 － ○

ステータ ス コー ド 処置方法

1 機能モジュールが、 正し く装着されていないこ とが考えられます。
マイ ク ロスマートの電源を落と して、 機能モジュールを装着し直してください。

3 設定された SLOT 番号にモジュールが存在しない可能性が考えられます。

SLOT 番号を確認後、 指定し直して ください。

7 65 個目以上の STPA 命令です。

STPA の命令数を 64 個以内にして ください。
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こ こ では、 三角関数命令の説明を し ています。
三角関数命令は、 角度を使用し て計算する命令です。
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RAD （ラジアン変換）
指定し たデータ を角度 （DEG） 単位から ラジアン単位に変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データを角度 （DEG） 単位からラジアン単位に変換し、 その結果

を （D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 （キャ

リー / ボロー） が ON します。 （演算結果の絶対値が 1.175495×10-38 よ り小さい場合、 D1 の値はゼ

ロ とな り ます。）

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 単位変換結果 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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DEG （度変換）
指定し たデータ を ラジアン単位から角度単位 （DEG） に変換し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データをラジアン単位から角度 （DEG） 単位に変換し、 その結果

を （D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 （キャ

リー / ボロー） が ON します。 （演算結果の絶対値が 3.402823×1038 よ り大きい （オーバーフローし

た） 場合、 D1 の値は ± ∞を意味する値とな り ます。）

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 単位変換結果 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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SIN （正弦）
指定し たデータ （ラジアン単位） の正弦値を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データ （単位 ： ラジアン） から正弦値を算出し、 その結果を

（D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

SIN （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 正弦値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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COS （余弦）
指定し たデータ （ラジアン単位） の余弦値を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データ （単位 ： ラジアン） から余弦値を算出し、 その結果を

（D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

COS （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 余弦値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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TAN （正接）
指定し たデータ （ラジアン単位） の正接値を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データ （単位 ： ラジアン） から正接値を算出し、 その結果を

（D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

TAN （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 キャ リー / ボロー （M8003） を

ON にします。 （演算結果の絶対値が 3.402823×1038 よ り大きい （オーバーフローした） 場合、 D1 の

値は ± ∞を意味する値とな り ます。）

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 正接値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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ASIN （逆正弦）
指定し たデータの逆正弦の主値 （ラジアン単位） を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから逆正弦の主値 （単位 ： ラジアン） を算出し、 その結果

を （D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。 ただし定義域 ： を満たしていない場合、 不定の値が （D1, D1 ＋

1） にセッ ト されます。

SIN-1 （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が -1.0 ～ 1.0 でない場合、 演算エラーとなり ます。

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 逆正弦値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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ACOS （逆余弦）
指定し たデータの逆余弦の主値 （ラ ジアン単位） を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから逆余弦の主値 （単位 ： ラジアン） を算出し、 その結果

を （D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。 ただし定義域 ： を満たしていない場合、 不定の値が （D1, D1 ＋

1） にセッ ト されます。

COS-1 （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が -1.0 ～ 1.0 でない場合、 演算エラーとな り ます。

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 逆余弦値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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ATAN （逆正接）
指定し たデータの逆正接の主値 （ラジアン単位） を算出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから逆正接の主値 （単位 ： ラジアン） を算出し、 その結果

を （D1, D1 ＋ 1） にセッ ト します。

TAN-1 （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 逆正接値 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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第 20 章 指数関数 ・ 対数関数命令
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こ こ では、 指数関数 ・ 対数関数命令の説明を し ています。
指数関数 ・ 対数関数命令は、 指定し たデータの指数 ・ 対数を計算する命令です。
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LOGE （自然対数）
指定し たデータの自然対数を算出し ます。

シンボル

動作説明

loge （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから自然対数を算出し、 その結果を （D1, D1 ＋ 1） にセッ

ト します。

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が 0 以下の場合、 演算エラーとなり ます。

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 自然対数 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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LOG10 （常用対数）
指定したデータの常用対数を算出します。

シンボル

動作説明

log10 （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから常用対数を算出し、 その結果を （D1, D1 ＋ 1） にセッ

ト します。

ワードデバイス 2 点で処理します。

エラー処理

ソースの値が 0 以下の場合、 演算エラーとな り ます。

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 常用対数 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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EXP （指数関数）
指定し たデータの指数関数を算出し ます。

シンボル

動作説明

e （S1, S1 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データから e を底とする数値の累乗を算出し、 その結果を （D1, 
D1 ＋ 1） にセッ ト します。 定数 e は自然対数の底で、 e=2.7182818 とな り ます。

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 （キャ

リー / ボロー） が ON します。 （演算結果の絶対値が 1.175495×10-38 よ り小さい場合、 D1 の値はゼ

ロ とな り ます。 演算結果の絶対値が 3.402823×1038 よ り大きい （オーバーフローした） 場合、 D1 の

値は∞を意味する値となり ます。）

エラー処理

ソースの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ます。

演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 e の累乗結果 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
20-3
章

第
20
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 20 章 指数関数 ・ 対数関数命令

20-4
POW （累乗）
指定し たデータの累乗を算出し ます。

シンボル

動作説明

（S1, S1 ＋ 1） （S2, S2 ＋ 1） → （D1, D1 ＋ 1）

入力が ON の場合、 （S1, S1 ＋ 1） データの （S2, S2 ＋ 1） 乗を算出し、 その結果を （D1, D1 ＋ 1）
にセッ ト します。

ワードデバイス 2 点で処理します。

キャ リー / ボローについて

演算結果が ±1.175495×10-38 ～ ±3.402823×1038 の範囲を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 （キャ

リー / ボロー） が ON します。 （演算結果の絶対値が 1.175495×10-38 よ り小さい場合、 D1 の値はゼ

ロ とな り ます。 演算結果の絶対値が 3.402823×1038 よ り大きい （オーバーフローした） 場合、 D1 の

値は∞を意味する値とな り ます。）

エラー処理

ソース 1 が負でソース 2 が非整数の場合、 演算エラーとな り ます。

ソース 1 が 0 でソース 2 が 0 以下の場合、 演算エラーとな り ます。

ソースの何れかの値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとな り ます。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

S2 ソース 2 バイナリデータ － － － － － － ◯ ◯ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 累乗結果 － － － － － － ◯ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 － － － － ◯
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こ こ では、 フ ァ イル処理命令の説明を し ています。
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FIFOF （FIFO フ ォーマ ッ ト ）
FIFO データ フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト を作成し ます。

ファ イル処理命令 （FIFOF/FIEX/FOEX） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 200 以上か

つ、 WindLDR5.20 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 D1 で指定したデータレジスタ番号＋ 2 を先頭に S1 個のデータレジスタを 1 レ

コード と して、 S2 個のレコードの集合を作り ます。 これを 1 ファ イルと して、 ファ イル番号 ｍ で

管理します。 FIFO データファイルはファイル番号 0 ～ 9 で 大 10 ファ イル作成するこ とができま

す。 FIFO データファイルへのデータの格納は FIEX 命令、 取り出しは FOEX 命令で行います。 ま

た、 D2 によ り、 FIEX 命令、 FOEX 命令の動作ステータスを確認するこ とができます。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 レコードサイズ － － － － － － － ＊ 1

＊ 1 1 レコード当たりのデータレジスタの数を指定します。 指定範囲は 1 ～ 255 です。

－

S2 ソース 2 レコード数 － － － － － － － ＊ 2

＊ 2 レコード数を指定します。 指定範囲は 2 ～ 255 です。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1＊ 3

＊ 3 D1 で指定したデバイスを先頭に S1×S2 ＋ 2 個のデータレジスタを使用します。

格納先エリ ア － － － － － － ◯ － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2＊ 4

＊ 4 D2 で指定したデバイスを先頭に 3 個の内部リ レーを使用します。

動作ステータス － － ◯ － － － － － －

m ファ イル番号 ファ イル番号 － － － － － － － ＊ 5

＊ 5 FIFO データファイルの番号を指定します。 0 ～ 9 の 大 10 ファ イル作成できます。

－

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －
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FIFO データ フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト

FIFO データファイルは、 D1 で指定したデバイスを先頭に、 以下のフォーマッ トで作成されます。

動作ステータ ス

D2 で指定したデバイスを先頭に、 3 個の内部リ レーが FIEX/FOEX 命令の動作ステータスを格納す

るために使用されます。 FIEX/FOEX 命令を実行した場合に以下のエラーが発生した場合、 対応する

内部リ レーが ON します。 D2 は、 FIFOF 命令実行時に OFF で初期化されます。

フ ァ イルフ ォーマ ッ ト D1 の割付 意味

FI ポインタ D1 ＋ 0 FIEX 命令実行時にデータを格納する位置情報を

示しています。 終レコードの次は先頭レコード
（番号 0） に戻り ます。

FO ポインタ D1 ＋ 1 FOEX 命令実行時にデータを取り出す位置情報を

示しています。 終レコードの次は先頭レコード
（番号 0） に戻り ます。

レコード番号 0 D1 ＋ 2

・ ・ ・ ・ S1 個のレコード

D1 ＋ （S1 ＋ 1）

レコード番号 1 D1 ＋ （S1 ＋ 2）

・ ・ ・ ・
S2 個のレコード

D1 ＋ （2×S1 ＋ 1）

・ ・ ・ ・

レコード番号 S2-1 D1 ＋ （（S2-1） ×S1 ＋ 2）

・ ・ ・ ・

D1 ＋ （S2×S1 ＋ 1）

D2 の割付 意味

D2 ＋ 0 FIFO データが一杯の場合に FIEX 命令を実行した。 （FI ポインタが FO ポインタの 1 レ

コード前にある場合に FIEX 命令を実行した。）

D2 ＋ 1 FIFO データが空の場合に FOEX 命令を実行した （FI ポインタ と FO ポインタが一致する場

合に FOEX 命令を実行した）。

D2 ＋ 2 FI ポインタ /FO ポインタが、 0 ～ S2-1 以外の場合に FIEX 命令、 または FOEX 命令を実行

した。
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FIEX （FI 動作）
FIFO データ フ ァ イルにレ コー ド データ を格納し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデバイスを先頭に、 ファ イル番号 m で指定したファイルのレ

コードサイズ分のデータをファイル番号 m の FI ポインタで示すレコードに格納します。 格納後、

FI ポインタを次のレコードに進めます。

エラー処理

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 格納先エリア － － － － － － ○ － －

m ファ イル番号 ファイル番号 － － － － － － － ＊ 1

＊ 1 FIFO データファイルの番号を指定します。

－

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －

・ 「FI ポインタ＝ FO ポインタ－ 1」 となっている場合は FIFO データが満杯であるこ とを意味してい

ます。 この場合に FIEX 命令が実行されてもデータは格納されず、 対応するファ イル番号の FIFOF
命令の D2 ＋ 0 が ON します。

・ FIFOF 命令で FIFO データファ イルのフォーマッ ト を作成するよ り先に FIEX 命令を実行する と、 演

算エラーとな り ます。 演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エ

ラー） が ON します。
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FOEX （FO 動作）
FIFO データ フ ァ イルから レ コー ド データ を取り出し ます。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 ファ イル番号 m の FO ポインタで示すレコードからファ イル番号 m で指定した

レコードサイズ分のデータを取り出し、 D1 で指定したデバイスを先頭に取り出したデータを格納

します。 取り出し後、 FO ポインタを次のレコードに進めます。

エラー処理

FIFOF 命令で m を 2、 S1 を 3、 S2 を 4、 D1 を D100、 D2 を M100 を指定し た場合の動作例 （1）

ラダー図

ファ イル番号 2 のフォーマッ ト を作成します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 デスティネーシ ョ ン 1 格納先エリ ア － － － － － － ○ － －

m ファ イル番号 ファ イル番号 － － － － － － － ＊ 1

＊ 1 FIFO データファ イルの番号を指定します。

－

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ － － － －

・ 「FI ポインタ＝ FO ポインタ」 となっている場合は FIFO データが空です。 この場合に FOEX 命令が

実行されてもデータは取り出されず、 対応するファ イル番号の FIFOF 命令の D2 ＋ 1 が ON します。

・ FIFOF 命令で FIFO データファ イルのフォーマッ ト を作成するよ り先に FOEX 命令を実行する と、

演算エラーとな り ます。 演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エ

ラー） が ON します。

フ ァ イルフ ォーマ ッ ト （フ ァ イル番号 2 のフ ァ イル）

フ ァ イルフ ォーマ ッ ト D1 （デステ ィ ネーシ ョ ン 1） 割付

格納位置情報 （FI ポインタ） D100

取り出し位置情報 （FO ポインタ） D101

レコード番号 0 D102 ～ D104

レコード番号 1 D105 ～ D107

レコード番号 2 D108 ～ D110

レコード番号 3 D111 ～ D113
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上記例 （1） で、 D100 が 3、 D101 が 2 の場合、 FIEX 命令を実行した場合の動作例

ラダー図

ファ イル番号 2 のレコード番号 3 （D111 ～ D113） に D10 ～ D12 のデータを格納し、 D100 を 0 に

する。

上記例 （1） で、 D100 が 0、 D101 が 2 の場合、 FOEX 命令を実行した場合の動作例

ラダー図

ファ イル番号 2 のレコード番号 2 （D108 ～ D110） のデータを D50 ～ D52 に取り出し、 D101 を 3
にする。

上記例 （1） で、 D100 が 0、 D101 が 3 の場合、 FOEX 命令を実行した場合の動作例

ラダー図

ファ イル番号 2 のレコード番号 3 （D111 ～ D113） のデータを D54 ～ D56 に取り出し、 D101 を 0
にする。
21-5
章

第
21
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 21 章 フ ァ イル処理命令

21-6
NDSRC （データ検索）
データ レジス タから一致するデータ を検索し ます。

データ検索命令 （NDSRC） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 S1 で指定したデータ と一致するデータを、 S2 で指定したデバイスを先頭に、

S3 で指定したデータ数分の範囲を検索します。 初に一致したデータレジスタの先頭データレジス

タ （S2） からの番号を D1 に格納し、 検索で一致した回数を D1 ＋ 1 に格納します。 検索で一致し

た場合、 D1 に先頭データレジスタ （S2） を 0 と して、 ワード単位で昇順に数えた番号を格納しま

す。 検索で一致しなかった場合、 D1 に 65,535 を格納します。

● 処理単位が W （ワー ド） , I （イ ンテジャ） の場合

ワードデバイスでは 1 点で処理します。

● 処理単位が D （ダブルワー ド） , L （ロング） , F （フ ロー ト ） の場合

S1, S2 はワードデバイス 2 点で処理します。 S3, D1 はワードデバイス 1 点で処理します。

エラー処理

S3 のデータが 0 もし くは、 S2 ＋ （S3） で示されるデバイス番号がデバイスの範囲外を示す場合は

演算エラーとな り ます。
処理単位が F （フロート ） で S1, S2 の値が正規の浮動小数点形式でない場合、 演算エラーとなり ま

す。
演算エラー発生時は、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト
指定

S1 ソース 1 検索する値 － － － － － － ○ ○ －

S2 ソース 2 先頭データレジスタ － － － － － － ○ － －

S3 ソース 3＊ 1

＊ 1 S3, D1 は常に W （ワード） のデータ と して処理します。

検索データ数 － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 ＊ 1 検索結果 － － － － － － ○ － －

処理単位

処理単位 W I D L F

指定可能 ○ ○ ○ ○ ○
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処理単位 W （ワー ド） の動作例

S1 を D10、 S2 を D100、 S3 を 5、 D1 を D200 に指定し た場合

処理単位 D （ダブルワー ド） の動作例

S1 を D10、 S2 を D100、 S3 を 5、 D1 を D200 に指定し た場合

処理単位 F （フ ロー ト ） の動作例

S1 を D10、 S2 を D100、 S3 を 5、 D1 を D200 に指定し た場合
21-7
章

第
21
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 21 章 フ ァ イル処理命令

21-8
 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第
22
章

第
22
章

第
22
章

第 22 章 時計命令
第
22
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TADD （時計データ加算）
2 つの時計データ を加算し ます。

時計データ加算命令 （TADD） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 年月日指定で指定した内容に合わせて、 S1 で指定した時刻データ と、 S2 で指

定した時間データ （時、 分、 秒） を加算し、 その結果を D1 で指定したデータレジスタにセッ ト し

ます。

［Mode0 の場合］

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2） ＋ （S2, S2 ＋ 1, S2 ＋ 2） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2

S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時刻データ （時、 分、 秒） と、 S2
で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時間データ （時、 分、 秒） を加算し、

その結果を D1 で指定したデータレジスタから 3 個分にセッ ト します。

・ “ 時 ” データは 0 ～ 23、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

・ 演算結果が 23 時 59 分 59 秒を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 が ON し、 単純に加算した値か

ら 24 時を差し引いた時刻を演算結果と します。

エラー処理

“ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超えた場合は、 演算エ

ラーとなり ます。
演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。
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［Mode1 の場合］

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2, S1 ＋ 3, S1 ＋ 4, S1 ＋ 5, S1 ＋ 6） ＋ （S2, S2 ＋ 1, S2 ＋ 2）
→ D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, D1 ＋ 3, D1 ＋ 4, D1 ＋ 5, D1 ＋ 6

S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 7 個分に格納された時刻データ （年、 月、 日、 －、 時、

分、 秒） と、 S2 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時間データ （時、 分、

秒） を加算し、 その結果を D1 で指定したデータレジスタから 7 個分にセッ ト します。

・ う る う年に対応しています。

・ 被加算時刻の “ 年 ” データは 0 ～ 99、 “ 月 ” データは 1 ～ 12、 “ 日 ” データは 1 ～ 31、 “ 時 ” デー

タは 0 ～ 23、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。 加算時間の “ 時 ” データは 0
～ 65535、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

・ “ 年 ” データの 0 ～ 99 は、 西暦 2000 年～ 2099 年と して扱います。

・ 演算結果の “ 曜 ” データは、 自動で計算されます。

“ 曜 ” データは、 「0 ： 日、 1 ： 月、 2 ： 火、 3 ： 水、 4 ： 木、 5 ： 金、 6 ： 土」 です。

エラー処理

S1, S2, D1 はワードデバイス 1 点で処理します。

＊ S1 ＋ 3 は演算には使用されません。

演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データから自動で生成されます。

・ “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ”、 “ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超

えた場合は、 演算エラーとな り ます。

・ 被加算時刻に存在しない年月日を設定した場合、 演算エラーとな り ます。

・ 演算結果が 99 年 12 月 31 日 23 時 59 分 59 秒を超えた場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 被加算時刻 － － － － － － ○ － －

S2 ソース 2 加算時間 － － － － － － ○ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 演算結果 － － － － － － ○ － －
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Mode0 の動作例

S1 を D0、 S2 を D10、 D1 を D20 に指定した場合

加算結果が 23 時 59 分 59 秒を超えた場合

Mode1 の動作例

S1 を D8008、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定した場合

＊ 演算には使用されません。 演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データか

ら自動で生成されます。
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加算結果が 23 時 59 分 59 秒を超えた場合

＊ 演算には使用されません。 演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データか

ら自動で生成されます。
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TSUB （時計データ減算）
2 つの時計データ を減算し ます。

時計データ減算命令 （TSUB） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、

WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 年月日指定で指定した内容に合わせて、 S1 で指定した時刻データから S2 で指

定した時間データ （時、 分、 秒） を減算し、 その結果を D1 で指定したデータレジスタにセッ ト し

ます。

［Mode0 の場合］

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2） － （S2, S2 ＋ 1, S2 ＋ 2） → D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2

S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時刻データ （時、 分、 秒） から S2
で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時間データ （時、 分、 秒） を減算し、

その結果を D1 で指定したデータレジスタから 3 個分にセッ ト します。

・ “ 時 ” データは 0 ～ 23、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

・ 演算結果が 0 時 0 分 0 秒を下回った場合、 特殊内部リ レー M8003 が ON し、 単純に減算した値に

24 時を加算した時刻を演算結果と します。

エラー処理

“ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超えた場合は、 演算エ

ラーとなり ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。
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［Mode1 の場合］

（S1, S1 ＋ 1, S1 ＋ 2, S1 ＋ 3, S1 ＋ 4, S1 ＋ 5, S1 ＋ 6） － （S2, S2 ＋ 1, S2 ＋ 2）
→ D1, D1 ＋ 1, D1 ＋ 2, D1 ＋ 3, D1 ＋ 4, D1 ＋ 5, D1 ＋ 6

S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 7 個分に格納された時刻データ （年、 月、 日、 －、 時、

分、 秒） から S2 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納された時間データ （時、 分、

秒） を減算し、 その結果を D1 で指定したデータレジスタから 7 個分にセッ ト します。

・ う る う年に対応しています。

・ 被加算時刻の “ 年 ” データは 0 ～ 99、 “ 月 ” データは 1 ～ 12、 “ 日 ” データは 1 ～ 31、 “ 時 ” デー

タは 0 ～ 23、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。 加算時間の “ 時 ” データは 0
～ 65535、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

・ “ 年 ” データの 0 ～ 99 は、 西暦 2000 年～ 2099 年と して扱います。

・ 演算結果の “ 曜 ” データは、 自動で計算されます。

“ 曜 ” データは、 「0 ： 日、 1 ： 月、 2 ： 火、 3 ： 水、 4 ： 木、 5 ： 金、 6 ： 土」 です。

エラー処理

S1, S2, D1 はワードデバイス 1 点で処理します。

＊ S1 ＋ 3 は演算には使用されません。

演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データから自動で生成されます。

・ “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ”、 “ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超

えた場合は、 演算エラーとな り ます。

・ 被減算時刻に存在しない年月日を設定した場合、 演算エラーとな り ます。

・ 演算結果が 00 年 1 月 1 日 0 時 0 分 0 秒を下回った場合、 演算エラーとな り ます。

演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 被減算時刻 － － － － － － ○ － －

S2 ソース 2 減算時間 － － － － － － ○ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 演算結果 － － － － － － ○ － －
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Mode0 の動作例

S1 を D0、 S2 を D10、 D1 を D20 に指定した場合

演算結果が 0 時 0 分 0 秒を下回った場合
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Mode1 の動作例

S1 を D8008、 S2 を D100、 D1 を D200 に指定した場合

演算結果が 0 時 0 分 0 秒を下回った場合

＊ 演算には使用されません。 演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データか

ら自動で生成されます。

＊ 演算には使用されません。 演算結果の “ 曜 ” データは、 演算結果の “ 年 ”、 “ 月 ”、 “ 日 ” データか

ら自動で生成されます。
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HOUR （アワー）
入力接点の ON 時間を計測し ます。

アワー命令 （HOUR） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上かつ、 WindLDR5.30
以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

入力が ON の場合、 入力接点の ON 時間を計測し、 その累計時間 （時、 分、 秒） を D1 で指定した

データレジスタを先頭とする 3 個分のデータレジスタに格納します。 さ らに、 入力接点の ON 時間

の累計時間が、 S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分のデータレジスタに格納された時

間データを超えた （一致した場合を含む） 場合、 D2 で指定した出力を ON します。 D3 で指定した

データレジスタを先頭とする 2 個分のデータレジスタをシステムワーク領域と して使用します。

S1, D1, D3 はワードデバイス 1 点、 D2 はビッ トデバイス 1 点で処理します。

・ “ 時 ” データは 0 ～ 23、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

・ 入力接点の ON 時間の累積時間が 65535 時間 59 分 59 秒を越えた場合、 単純に累積した値から

65536 時間を差し引いた時間を累積時間と して格納します。

対象デバイス

X Y M R T C D 定数
リ ピー ト

指定

S1 ソース 1 時間データ － － － － － － ○ ＊ 1

＊ 1 S1 を定数に指定する場合、 “ 時 ” データのみ、 0 ～ 65535 の範囲で設定できます。 “ 分 ”、 “ 秒 ” データ
は設定できません。 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 と して処理されます。

－

D1 デスティネーシ ョ ン 1 累計時間 － － － － － － ○ － －

D2 デスティネーシ ョ ン 2 一致出力 － ○ ＊ 2

＊ 2 特殊内部リ レーは使用できません。

－ － － － － －

D3 デスティネーシ ョ ン 3 システムワーク領域 － － － － － － ○ － －
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エラー処理

“ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超えた場合は、 演算エ

ラーとな り ます。
演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 一致出力

を OFF します。 ただし、 累積時間は計測されます。

S1 を定数に指定し た場合の動作例

S1 を 50、 D1 を D100、 D2 を D200、 D3 を D1900 に指定した場合

入力 X0 の ON 時間の累計時間が 50 時間 0 分 0 秒を越えた （一致した場合を含む） 場合、 一致出力

Y2 が ON します。 D100, D101, D102 には、 入力接点の ON 時間の累計時間 （時、 分、 秒） が格納さ

れます。

S1 をデータ レジス タに指定し た場合の動作例

S1 を D0、 D1 を D100、 D2 を D200、 D3 を D1900 に指定した場合

例えば、 （D0） =50, （D1） =35, （D2） =55 の場合、 入力 X0 の ON 時間の累計時間が 50 時間 35 分

55 秒を越えた （一致した場合を含む） 場合、 一致出力 Y2 が ON します。 D100, D101, D102 には、

入力接点の ON 時間の累計時間 （時、 分、 秒） が格納されます。

50 ： 一致出力を ON させるまでの入力接点の ON 時間の累計時間 （時）

（D100）、 （D101）、 （D102） ： 入力接点の ON 時間の累計時間 （時、 分、 秒）

Y2 ： 一致出力

（D1900）、 （D1901） ： システムワーク領域

（D0）、 （D1）、 （D2） ： 一致出力を ON させるまでの入力接点の ON 時間の累計時間 （時、 分、 秒）

（D100）、 （D101）、 （D102） ： 入力接点の ON 時間の累計時間 （時、 分、 秒）

Y2 ： 一致出力

（D1900）、 （D1901） ： システムワーク領域
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HTOS （時 ・ 分 ・ 秒データの秒変換）
「秒」 単位のデータへ変換し ます。

時 ・分 ・秒データの秒変換命令 （HTOS） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上

かつ、 WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

S1 で指定したデータレジスタを先頭とする 3 個分のデータレジスタに格納された時間データ （時、

分、 秒） を秒に換算し、 その結果を D1 で指定したデータレジスタに格納します。

S1 はワードデバイス 1 点、 D1 はワードデバイス 2 点で処理します。

・ “ 時 ” データは 0 ～ 65535、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データは 0 ～ 59 の範囲で設定できます。

エラー処理

“ 時 ”、 “ 分 ”、 “ 秒 ” データのうち、 いずれか 1 つでも設定可能な範囲を超えた場合は、 演算エ

ラーとなり ます。
演算エラーの場合、 特殊内部リ レー M8004 （ユーザープログラム実行エラー） が ON し、 命令は実

行されません。

S1 を D0、 D1 を D100 に指定し た場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 時間データ － － － － － － ○ － －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先エリ ア － － － － － － ○ － －
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STOH （秒データの時 ・ 分 ・ 秒変換）
「時 ・ 分 ・ 秒」 単位のデータへ変換し ます。

秒データの時 ・ 分 ・ 秒変換命令 （STOH） は、 マイ ク ロスマートのシステムバージ ョ ンが 210 以上

かつ、 WindLDR5.30 以上のみ使用可能です。

シンボル

動作説明

S1 で指定したデバイスに格納された秒データを時間 （時、 分、 秒） に換算し、 その結果を D1 で指

定したデータレジスタを先頭とする 3 個分に格納します。

S1 はワードデバイス 2 点、 D1 はワードデバイス 1 点で処理します。

・ “ 秒 ” データは 0 ～ 4,294,967,295 の範囲で設定できます。

・ 換算結果が 65535 時間 59 分 59 秒を超えた場合、 特殊内部リ レー M8003 が ON します。 例えば、 単

純に換算した結果が 65537 時間 0 分 0 秒である場合、 D1 で指定したデータレジスタには 1 時間 0
分 0 秒が格納され、 特殊内部リ レー M8003 が ON します。

S1 を D5、 D1 を D100 に指定し た場合

対象デバイス

X Y M R T C D 定数 リ ピー ト 指定

S1 ソース 1 時間データ － － － － － － ○ ○ －

D1 デスティネーシ ョ ン 1 転送先エリア － － － － － － ○ － －
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こ こ では、 パソ コ ン と マイ ク ロスマー ト を接続し て、 通信を行うパソ コ ン リ ン ク通信に
ついて説明し ています。

■ パソ コ ン リ ン ク通信の概要

パソコン リ ンク通信とは、 マイ クロスマート とパソコンを接続して通信を行う機能です。 1 台のパ

ソコンに 1 台のマイクロスマート を接続する 1:1 通信と、 1 台のパソコンに複数台 （ 大 32 台） の

マイク ロスマート を接続する 1 ： N 通信があ り ます。 パソコン リ ンク通信は、 WindLDR を使った

ユーザープログラムの転送やモニタなどで使用します。
パソコン リ ンク通信は RS485 通信ポートおよび RS232C 通信ポートで使用できます。 パソコンに

WindLDR がインス トールされていない場合は、 WindLDR のインス トールを行ってください。

大通信速度は、 各通信ポートのモジュールによ り異なり ます。 「第 2 章　転送命令」 （2-1 頁） を

参照してください。

■ 接続方法

1 ： 1 通信の場合は、 「基本編　第 4 章　 メンテナンス環境のセッ ト アップ」 (4-1 頁 ) を参照してく

ださい。
1 ： N 通信の場合は、 下図のよ うに RS232C/RS485 変換アダプタ と CPU モジュール間を 2 芯 1 対

シールド付きツイス トペアケーブルで接続してください。 ネッ ト ワーク番号は、 WindLDR からプ

ログラム転送してください。 （次頁参照）

・ 1 ： N 通信する場合、 ご使用になる CPU モジュールにあわせて RS485 通信ボード （端子台タイプ）、

RS485 通信拡張モジュール （端子台タイプ） または増設 RS485 通信モジュールお使いください。

・ 市販の RS485 変換ケーブルをお使いになる場合は、 送信データをループバッ クしないものをご使用

ください。
23-1
章

第
23
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1267



第 23 章 パソ コ ン リ ン ク通信

23-2
■ WindLDR の設定

● 操作手順

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. 通信フ ォーマ ッ ト を変更するポー ト の 「通信モー ド」 を 「メ ンテナンス通信」 に変更し ます。

メ ンテナンス通信のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 設定項目を変更し ます。

入力デバイス 1 点を通信切り替えと して使用できます。

通信切り替え入力の設定を行う と、 通信切り替え入力が ON の場合のみ設定した通信条件で動作

し、 OFF の場合デフォルトの通信条件で動作します。 通信切り替え入力の設定を行わない場合は、

設定した通信条件で動作します。

4. ユーザープログラムを転送し ます。
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ネ ッ ト ワーク番号の変更

1 ： N 通信パソコン リ ンクシステムで使用するネッ ト ワーク番号を変更するには、 必ずパソコンと

マイ ク ロスマート を 1 ： 1 で接続してください。

WindLDR で設定を変更後、 ユーザープログラムを転送する と、 設定したネッ ト ワーク番号が有効

になり ます。

1 ： 1 通信パソ コ ン リ ン クシステムの補足

CPU モジュールで通信フォーマッ トの変更があ り、 WindLDR でモニタやユーザープログラムの転

送を行いたい場合、 ［オンライン］ タブの ［通信］ で ［設定］ をク リ ッ ク し、 通信フォーマッ ト を
CPU モジュールに合わせてください。

1 ： N 通信パソ コ ン リ ン クシステムの補足

WindLDR で 1 ： N 通信でのモニタやユーザープログラムの転送をする場合、 ［オンライン］ タブの

［通信］ で ［設定］ をク リ ッ ク し、 ネッ ト ワーク設定で、 1 ： N のチェッ クボッ クスをオンにしま

す。 次に、 実際に通信したい CPU モジュールのネッ ト ワーク番号、 通信フォーマッ ト を設定して

ください。

1 ： N 通信パソコン リ ンクシステムは、 同一のネッ ト ワーク内に、 マイ クロスマート と MICRO3 シ

リーズを混在させるこ とができます。
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モデムを接続し、 通信する方法について説明を し ています。

■ モデム通信の概要

モデム通信では、 該当する特殊内部リ レーを ON/ OFF するだけで、 自動的にモデム通信を行う こ と

ができます。
ユーザーは、 割り当てられた特殊データレジスタに電話番号およびモデムに対してのコマンドを設
定するこ とによ り、 自動的に相手先呼び出しを行います。

モデムを利用して通信を行っている場合、 電話回線の不測の切断、 受信データエラーが発生する場
合があ り ます。 ユーザーアプリ ケーシ ョ ン側でこれらのデータエラーに対する配慮が必要です。

対象モデム

AT コマンド （拡張ヘイズコマンド） に準拠したモデムに対応しています。 モデム間通信速度

9600bps 以上の物を推奨します。 お互いに通信を行うモデムは、 いずれも同一の機種、 同一メー

カーの製品をお選びください。

通信ポー ト

オールインワンタイプの場合ポート 2 に RS232C 通信ボード （オプシ ョ ン） を装着した場合のみ、

またはス リ ムタイプの場合 RS232C 通信拡張モジュールを装着した場合のみ、 モデム通信を使用で

きます。
ポート 2 以外の通信ポートでは、 モデム通信を使用できません。

■ モデムボー ド使用時の注意事項

モデム通信は、 モデムをコン ト ロールするための機能です。

モデムおよび電話回線の状況によ り正常に動作しない場合があ り ます。 人の侵入や各種設備の異常
を防止するものではあ り ません。

ご使用になる際は、 システム上の安全対策および危険防止を充分配慮してください。
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第 24 章 モデム通信

24-2
■ ケーブル仕様

マイクロスマート とモデムの接続には、 モデム専用ケーブル （形番 ： FC2A-KM1C） をご使用くだ

さい。

・ NC は結線し ないで く ださい。 モデムの故障の原因になるおそれがあ り ます。

・ ポー ト 2 以外の通信ポー ト やポー ト 2 （RS485） と接続する と破損の恐れがあり ます。

・ Apple 社の Macintosh シ リーズのモデムケーブルは使用できません。

・ モデム専用ケーブルは、 ポート 2 （RS232C） のみ接続可能です。
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■ 準備 （使用するモデムのマニュアルをお読み く ださい）

1. モデムの初期設定コマン ド を決定し ます。

モデムの初期設定コマンドは、 モデムの機種によって異なり ます。
ユーザープログラムの STOP → RUN 時に、 初期設定コマンド領域 D8145 ～ D8169 は、 以下の値に

初期化されます。

2. 通信条件を決定し ます。

特に必要がない場合は、 デフォルト （標準） の設定で使用するこ とを推奨します。 デフォルトの設
定は次のとおりです。

接続先の機器が標準の設定と異なる場合のみ、 設定を変更してください。
この場合、 スタート ビッ ト 、 データビッ ト長、 パリティ、 ス ト ップビッ トの合計が 10 ビッ ト とな

るよ うに設定してください。

■ ご使用の電話回線の注意事項

・ キャ ッチホンサービスは、 使用できません。 このサービスをご使用の場合は、 本モードの通信途中
で、 お客様の通信データが失われる場合や電話回線が切断される場合があ り ます。

・ 親子電話は使用できない場合があ り ます。

■ CPU モジュールの設定

● 操作手順

1. オプシ ョ ンの RS232C 通信ボー ド をポー ト 2 に装着し ます。

2. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

3. ポー ト 2 の 「通信モー ド」 を 「モデム通信」 に設定し ます。

4. 通信する機器がマイ ク ロスマー ト のデフ ォル ト の通信設定と異なる場合、 通信条件を設定し ます。

5. ユーザープログラムを転送し ます。

E0Q0V1&D2&C1\V0X4&K3\A0\N5S0=2&W （CR）

「本章　モデム初期設定コマンド」 （24-11 頁） と使用するモデムのマニュアルを参照して、 初期設定コ

マンドを設定してください。

通信条件 デフ ォル ト

通信速度 9600bps

スタート ビッ ト 1 ビッ ト

データビッ ト長 7 ビッ ト

パリ テ ィ 偶数

ス ト ップビッ ト 1 ビッ ト
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第 24 章 モデム通信
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■ ユーザープログラムの設定

● 操作手順

1. 電話番号を設定し ます。

電話番号はアスキーコードで指定し、 後に 13 （0Dh） を付けます。

ポー ト 2 から電話番号 1234 にダイヤルする場合

下記のよ うにデータを設定します。

電話回線が接続されるまで （M8077 が ON するまで）、 ポート 2 で通常の通信 （ユーザー通信命令、

メンテナンス通信） は実行できません。

モデム通信サンプルプログラム （発信側）

X0000 を ON する と電話回線を接続します。 X0002 を ON にする と、 電話回線を切断します。

電話回線が接続されている場合に X0001 を ON する と、 “Connect” とい う文字列を送信します。

D8170 D8171 D8172

10 進数 12,594 13,108 3,328

16 進数 3132h 3334h 0D00h

文字 “12” “34” （CR）
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モデム通信サンプルプログラム （着信側）

起動時にモデムの初期化のみを行い、 着信を待ちます。 着信する と、 受信命令を起動します。

■ 特殊内部リ レー

● 起動特殊内部リ レー

マイク ロスマートのポート 2 がモデム通信の場合は、 次の起動特殊内部リ レーによってモデムを制

御します。 これらの内部リ レーは、 すべてシ ョ ッ ト動作です。 立ち上がりエッジを検出して動作を
開始します。

モデム初期設定コマン ド送信 （ダイヤリ ングあ り）

D8145 ～ D8169 に設定されているモデム初期化コマンドを送信した後、 モデムのリセッ ト→ダイヤ

ル操作を行います。

モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングあ り）

モデムに ATZ コマンドを送信するこ とによ り、 モデムのリセッ ト を行います。

その後にダイヤル操作を行います。

ダイヤリ ング

D8170 ～ D8199 に設定されている電話番号に電話をかけます。

電話回線の切断

電話回線が接続されている場合に、 電話回線を切断します。 電話回線が接続されていない場合は、
何も行いません。

ポー ト 2 内容

M8050 初期化コマンド送信→ ATZ 送信→ダイヤ リ ング

ポー ト 2 内容

M8051 ATZ 送信→ダイヤ リ ング

ポー ト 2 内容

M8052 ダイヤ リ ング

ポー ト 2 内容

M8053 電話回線の切断
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任意の AT コ マン ドの発行

D8130 ～ D8144 に設定されている AT コマンドを出力します。

モデム初期設定コマン ド送信 （ダイヤリ ングな し）

D8145 ～ D8169 に設定されているモデム初期化コマンドを送信した後、 モデムのリセッ ト を行いま

す。
マイ クロスマート を着信側にする場合などに使用します。

モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングな し）

モデムに ATZ コマンドを送信するこ とによ り、 モデムのリセッ ト を行います。

マイ クロスマート を着信側にする場合などに使用します。

電話回線が接続 （M8077 が ON） されるまで、 ポート 2 で通常の通信 （ユーザー通信命令、 メンテ

ナンス通信） は実行できません。

● 正常終了特殊内部リ レー

これらの内部リ レーは、 起動内部リ レーで起動した動作が正常終了した場合に ON になり ます。

モデム初期設定 （ダイヤリ ングあ り） 時の正常終了特殊内部リ レー

モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングあ り） 時の正常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤ リ ングあ り） を実行した後でも、 モデムのリセッ トが正常に実行されれば
M8061 は ON します。

ダイヤリ ング時の正常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定またはモデムのリセッ ト を実行した後でも、 モデムのダイヤ リ ングが正常に実行さ
れれば、 M8062 は ON します。

電話回線の切断の正常終了特殊内部リ レー

ポー ト 2 内容

M8054 任意の AT コマンド出力

ポー ト 2 内容

M8055 初期化コマンド送信→ ATZ 送信

ポー ト 2 内容

M8056 ATZ 送信

ポー ト 2 内容

M8060 モデム初期設定 （ダイヤ リ ングあ り ） 正常終了

ポー ト 2 内容

M8061 モデムのリセッ ト （ダイヤ リ ングあ り） 正常終了

ポー ト 2 内容

M8062 発信 （ダイヤ リ ング） 正常終了

ポー ト 2 内容

M8063 電話回線の切断正常終了
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任意の AT コマン ド出力時の正常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤリ ングな し） 時の正常終了特殊内部リ レー

モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングな し） 時の正常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤ リ ングなし） を実行した後でも、 モデムのリセッ トが正常に実行されれ
ば、 M8066 は ON します。

● 異常終了特殊内部リ レー

異常終了特殊内部リ レーは、 起動特殊内部リ レーが OFF → ON した場合に 0 ク リ アされます。

モデム初期設定 （ダイヤリ ングあ り） 時の異常終了特殊内部リ レー

モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングあ り） 時の異常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤ リ ングあ り） を実行した後でも、 モデムのリセッ トが異常終了する と
M8071 は ON します。

ダイヤリ ング時の異常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定またはモデムのリセッ ト を実行した後でも、 モデムのダイヤ リ ングが異常終了すれ
ば、 M8072 は ON します。

電話回線の切断の異常終了特殊内部リ レー

任意の AT コマン ド出力時の異常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤリ ングな し） 時の異常終了特殊内部リ レー

ポー ト 2 内容

M8064 任意の AT コマンド出力正常終了

ポー ト 2 内容

M8065 モデム初期設定 （ダイヤ リ ングなし） 正常終了

ポー ト 2 内容

M8066 モデムのリセッ ト （ダイヤ リ ングなし） 正常終了

ポー ト 2 内容

M8070 モデム初期設定 （ダイヤ リ ングあ り） 異常終了

ポー ト 2 内容

M8071 モデムのリセッ ト （ダイヤ リ ングあ り） 異常終了

ポー ト 2 内容

M8072 発信 （ダイヤ リ ング） 異常終了

ポー ト 2 内容

M8073 電話回線の切断異常終了

ポー ト 2 内容

M8074 任意の AT コマンド出力異常終了

ポー ト 2 内容

M8075 モデム初期設定 （ダイヤ リ ングなし） 異常終了
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24-8
モデムのリ セ ッ ト （ダイヤリ ングな し） 時の異常終了特殊内部リ レー

モデム初期設定 （ダイヤ リ ングなし） を実行した後でも、 モデムのリセッ トが異常終了すれば、
M8076 は ON します。

● ステータ ス特殊内部リ レー

状態ステータスを表示します。

■ 特殊データ レジス タ

モデム通信で使用する特殊データレジスタについて説明しています。

回線接続後の通信モー ドの設定

電話回線接続後の通信モードを決定します。

リ ト ラ イ回数の設定

起動特殊内部リ レーを ON するこ とで、 モデムの操作が正常終了しなかった場合にリ ト ラ イする回

数を設定します。 この値は、 モデム通信の初期化時に 3 （回） に初期化されます。

ダイヤル間隔の設定

リ ト ラ イ回数が 1 以上の場合、 ダイヤ リ ングに失敗した場合にリダイヤルを試みるまでの間隔を秒

単位で指定します。
マイ クロスマートは、 リ ト ラ イ間隔で設定した時間が経過するまでに、 正常に電話回線が接続でき
なければリダイヤルを試みます。 このため、 この時間を短く しすぎる と、 正常に電話回線に接続で
きな くな り ます。 この値はモデム通信の初期化時に （90 秒） に初期化されます。

モデム通信状態データ レジス タ

モデム通信の動作状態を示しています。 モデム通信ではないとゼロが書き込まれています。
「本章　モデム通信状態データレジスタ」 （24-10 頁） を参照ください。

ポー ト 2 内容

M8076 モデムのリセッ ト （ダイヤ リ ングなし） 異常終了

ポー ト 2 内容 状態

M8057 モード遷移 ON ： 通信プロ ト コル遷移中

M8067 コマンド ON ： AT コマンドモード中

M8077 回線接続 ON ： 電話回線接続中

ポー ト 2 内容

D8103 回線接続後の通信モードの設定
0 ＝回線接続後、 メンテナンス通信を行う

1 ＝回線接続後、 ユーザー通信を行う

ポー ト 2 内容

D8109 リ ト ラ イ回数

ポー ト 2 内容

D8110 ダイヤル間隔

ポー ト 2 内容

D8111 モデム通信ステータス
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モデムからのリザル ト コー ド

マイク ロスマートから AT コマンドを送信した場合に、 モデムから受け取った リザルト コードが格

納されます。
リザルト コードが 30 バイ ト を超えた場合には、 先頭から 30 バイ トが格納されます。

任意の AT コマン ドの設定

起動特殊内部リ レー M8054 を ON した場合に送信されるコマンドをこ こに書き込みます。 初の

“AT” は不要です。 送信する AT コマンドの 後に 16 進数の 0Dh が必要です。

モデム初期設定コマン ドの設定

モデムの初期設定コマンド送信特殊内部リ レー M8050 または M8055 を ON した場合に送信される

コマンドをこ こに書き込みます。
モデム通信の初期化時に、 この領域の値が更新されます。 したがって、 M8050 または M8055 を ON
する前にモデム初期設定コマンドの設定を行ってください。 初の “AT” は不要です。 送信する AT
コマンドの 後に 16 進数の 0Dh が必要です。

ダイヤリ ングコマン ド （電話番号） の設定

ダイヤ リ ング特殊内部リ レー （M8050, M8051, M8052） を ON した場合に送信されるコマンドを、

こ こに書き込みます。 通常は電話番号を書き込みます。 初の “ATD” は不要です。 回線を指定する

場合は、 T または P を指定するこ と もできます。 送信する AT コマンドの 後に 16 進数の 0Dh が必

要です。

ポー ト 2 内容

D8115 ～ D8129 モデムからの リザルト コード
（先頭から 30 バイ トが格納されます。）

ポー ト 2 内容

D8130 ～ D8144 任意の AT コマンドの設定

ポー ト 2 内容

D8145 ～ D8169 モデムの初期設定コマンドの設定

ポー ト 2 内容

D8170 ～ D8199 ダイヤ リ ングコマンド （電話番号） の設定
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■ モデム通信状態データ レジス タ

D8111 にセッ ト されるモデム通信の実行状態を示すデータレジスタです。

内容 名称 状態

10 回線接続待ち 回線切断以外の起動特殊内部リ レーが動作する
状態です。

20 モデム初期設定コマンド送信中
（ダイヤ リ ングあ り）

起動特殊内部リ レーが動作中です。

21 ATZ 送信中 （ダイヤ リ ングあ り）

22 ダイヤル中

23 回線切断中

24 任意 AT コマンド送信中

25 モデム初期設定コマンド送信中
（ダイヤ リ ングなし）

26 ATZ 送信中 （ダイヤ リ ングなし）

30 デム初期設定コマンド送信待ち
（ダイヤ リ ングあ り）

起動特殊内部リ レーの動作が何らかの原因で正
常に動作せず、 リ ト ラ イを待っている状態です。

31 ATZ 送信待ち （ダイヤ リ ングあ り ）

32 ダイヤル待ち

33 回線切断待ち

34 任意 AT コマンド送信待ち

35 モデム初期設定コマンド送信待ち
（ダイヤ リ ングなし）

36 ATZ 送信待ち （ダイヤ リ ングなし）

40 回線接続終了 電話回線が接続されている状態です。 この状態
では回線切断の特殊内部リ レーだけが動作しま
す。

50 AT コマンド正常終了 発信を行わない起動特殊内部リ レーの動作が正
常に終了しました。

60 AT コマンド設定エラー 初期設定コマンド、 ダイヤ リ ング文字列などに
不正な文字が含まれています。

61 起動内部リ レー重複 起動内部リ レーの動作中に、 別の内部リ レーが
オンしました。

62 回線接続中エラー 回線接続中は、 回線切断以外の起動特殊内部リ
レーは受け付けません。

63 AT コマンド異常終了 初の 1 回＋リ ト ラ イ回数分の動作がすべて異

常終了しました。
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■ モデム初期設定コマン ド

E0 コマンドのエコーなし。
モデム通信は、 エコーがないこ とを前提に動作します。 この設定がされていないと、 エコー
を リザルト コード とみなすため、 コマンドが正常に実行されていてもエラーとな り ます。
必ず設定して ください。

Q0 リザルト コードあ り。
モデム通信は、 リザルト コードがあるこ とを前提に動作します。 この設定がされていないと、
コマンドが正常に実行されていてもタイムアウ トエラーになり ます。
必ず設定して ください。

V1 リザルト コード英単語形式。
モデム通信は、 リザルト コード英単語形式であるこ とを前提に動作します。 この設定がされ
ていないと、 リザルト コードが不正である とみなし、 コマンドが正常に実行されていてもタ
イムアウ トエラーになり ます。
必ず設定して ください。

￥V0 通常のリザルト コードを使用する。

&D2 DTR 信号がオンからオフになった場合に電話回線を切断する。

マイ クロスマートは、 この機能を使用して電話回線の切断を行っています。
必ず設定して ください。

&C1 キャ リ ア状態を DCD 信号に反映させる。

マイ クロスマートは DCD 信号で回線の状態を判断しています。

必ず設定して ください。

￥A0 MNP での送信 大ブロ ッ クサイズ 64 バイ ト 。

S0=2 2 回相手から呼び出された場合に自動応答する。

&K3 フロー制御をハード ウェアフロー制御に設定します。
マイ クロスマートは、 ソフ ト フロー制御 （XON/XOFF 制御） には対応しており ません。

必ず設定して ください。

￥N5 MNP 機能を利用して通信を行う。

&W 現在のモデムの設定を不揮発性メモ リに書き込む。
書き込まれた設定は ATZ コマンドで設定を行う こ とができます。

X4 ダイヤルトーンとビジートーンを検出する。
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■ ト ラ ブルシューテ ィ ング

症状 原因 対策

起動特殊内部リ レーをオンする
と、 モデム通信状態データレジ
スタは変化するが、 モデムが動
作しない。

ケーブルの種類が異なる。
または配線が間違っている。

モデム専用ケーブルを使用して
ください。

モデムの DTR または ER のラン

プが点灯しない。

ケーブルの種類が異なる。
または配線が間違っている。

モデム専用ケーブルを使用して
ください。

起動特殊内部リ レーをオンして
も、 モデム通信状態データレジ
スタが変化しない。

“ ファンクシ ョ ン設定 ” でポート

2 がモデム通信になっていない。

モデム通信を使用する場合は、
必ず “ ファンクシ ョ ン設定 ” で

ポート 2 の設定をモデム通信に

して ください。

モデム初期設定コマンドを送信
する と失敗するが、 ATZ を送信

する と正常に終了する。

モデム初期設定コマンドが、 接
続されているモデムに対応して
いない。

モデムのマニュアルを確認して、
正しいモデム初期設定コマンド
をセッ ト して ください。

ダイヤルコマンドを発行しても
“NO DIALTONE” がリザルト

コード と して返送され、 電話回
線を接続できない。

モジュラーケーブルが接続され
ていない。

モジュラーケーブルを接続して
ください。

PBX 回線 （内線） を使用してい

る。

初期設定コマンドに “X3” または

“X0” を追加してください。

ダイヤ リ ングは行われるが、 接
続後に何もしていなくても切断
されてしま う。

発信側と着信側のモデムの設定
が異なっている。

発信側と着信側のモデムの設定
を合わせてください。

発信側と着信側のモデムの種類
が異なっている。

発信側と着信側に同じ種類のモ
デムを使用してください。

電話回線の品質が悪い。 マイ ク ロスマートの通信速度を
落と して ください。
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こ こ では、 マイ ク ロスマー ト の Modbus TCP マス タ （ク ラ イアン ト ） 通信、

Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信について説明し ています。

Modbus TCP 通信を使っ て Modbus 対応機器とのデータ送受が可能と な り ます。

■ Modbus TCP 通信の概要

CPU モジュールに Web Server ユニッ ト （FC4A-SX5ES1J） を接続するこ とで、 マイ クロスマート を

Modbus TCP 通信のク ライアン トやサーバーと して使用できます。

Modbus TCP マスタ通信では、 Modbus サーバー対応機器のデータの変更やモニタが行えます。 （通

信ポート 2 のみ）

Modbus TCP スレーブ通信では、 Modbus ク ライアン ト対応機器からマイ クロスマートのデバイス内

容の変更やモニタが行えます。 （通信ポート 1 および通信ポート 2）

Modbus TCP マスタ通信の機能と設定方法は、 25-2 頁よ り記載しています。 Modbus TCP スレーブ通

信の機能と設定方法は、 25-5 頁よ り記載しています。

本機能をご使用になるには、 システムバージ ョ ン 210 以上、 WindLDR バージ ョ ン 5.3 以上が必要

です。 システムバージ ョ ンをご確認の上、 ご使用ください。 システムバージ ョ ンは、 WindLDR の

“PLC ステータス ” で確認できます。 また、 マイ クロスマートのシステムソフ ト ウェアは WindLDR
よ りアップデートできます。

アップデート方法については 「基本編　付録　 FC5A システムアップデート 」 ( 付録 -10 頁 ) を参照

してください。

対応機種 FC5A 全機種＊ 1

＊ 1 FC5A-D12x1E は通信オプシ ョ ンを用いての Modbus TCP 通信を行えませんが、 本体内蔵の Ethernet ポー
ト を使用するこ とで、 Modbus TCP 通信が可能です。

システムバージ ョ ン 210 以上

WindLDR バージ ョ ン 5.3 以上
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25-2
Modbus TCP マス タ通信
Modbus TCP マスタの通信設定および Modbus TCP サーバーへのリ クエス トの作成は、 “ ファンク

シ ョ ン設定 ” の ［通信ポート ］ で行います。 Modbus TCP マスタの通信処理は、 ユーザープログラ

ムと非同期に行われ、 リ クエス トは、 Web Server ユニッ ト （FC4A-SX5ES1J） を経由して、 Modbus 
TCP サーバーに送られます。

Modbus TCP マスタ通信の基本的な仕様 ・ 機能は、 接続できるサーバーが 1 台であるこ とを除けば、

Modbus マスタ通信と同じです。

＊ 接続可能な Modbus TCP サーバーの台数は 1 台です。

■ 仕様 ［Modbus TCP マス タ通信］

項目 Modbus TCP マス タ （ク ラ イアン ト ） 通信

対応通信ポー ト 通信ポート 2

通信速度 （bps）＊ 1

＊ 1 Web Server ユニッ ト （FC4A-SX5ES1J） の通信条件と同じ設定にして ください。

9600/ 19200/ 38400/ 57600

データ ビ ッ ト 長＊ 1 8 ビッ ト固定

ス ト ッ プビ ッ ト＊ 1 1/2 ビッ ト

パリ テ ィ ＊ 1 なし / 奇数 / 偶数

スレーブ番号＊ 2

＊ 2 ブロードキャス ト スレーブ番号と してスレーブ番号 0 が使用できます。

1 ～ 247

大スレーブ接続台数 1

受信タ イムアウ ト 時間＊ 3

＊ 3 スレーブの応答フレームの先頭を受けるまでのタイムアウ ト時間です。

10 ～ 2550ms （10ms 単位）

送信待ち時間＊ 4

＊ 4 D8054 で設定します。 0 の場合は 1ms、 5,000 以上の場合は 5000ms になり ます。

1 ～ 5000ms （1ms 単位）

リ ト ラ イ回数 1 ～ 10
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■ WindLDR の設定とパラ メ ータ ［Modbus TCP マス タ通信］

Modbus TCP マスタ通信を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus TCP マスタの設定を行

い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

2. ポー ト 2 の 「通信モー ド」 を 「Modbus TCP マス タ」 に設定し ます。

「Modbus TCP マスタ リ クエス ト テーブル （ポート 2）」 画面が開きます。
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3. ［通信設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 通信設定画面を開きます。

通信速度 （bps） ＊、 パリ ティ＊、 ス ト ップビッ ト＊、 リ ト ラ イ回数、 受信タイムアウ ト時間を設定

します。 ［OK］ ボタンをク リ ッ クする と 「Modbus TCP マスタ リ クエス ト テーブル （ポート 2）」 画

面に戻り ます。

＊通信条件は、 Web Server ユニッ ト （FC4A-SX5ES1J） と同じ通信条件にしてください。

4. Modbus TCP マス タ設定を行います。

リ クエス ト内容を設定し、 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク します。 2,040 個までリ クエス トの作成が可能

です。
任意で通信内部リ レーと、 スレーブ別のエラーステータスが設定できます。

5. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus TCP マスタの設定が完了します。 各パラ メータの内容および設定値につ

いては、 Modbus マスタ通信と同じです。 詳細は、 「基本編　第 12 章　WindLDR の設定とパラ メー

ラ ( マスタ通信 )」 (12-4 頁 ) を参照して ください。
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Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信
マイク ロスマートのポート 1 または、 ポート 2 の通信設定を Modbus TCP スレーブに設定する と、

Modbus TCP 通信を行う こ とができます。 Modbus TCP スレーブ通信では、 Modbus TCP ク ライアン

ト側から送信された リ クエス ト を正常に受信する と、 Modbus TCP ク ライアン トからの リ クエス ト

に従い、 デバイスの読出しや書込みを行います。 応答処理は、 END で行われます。 Modbus TCP ス

レーブ通信を使用する場合は、 Web Server ユニッ ト （FC4A-SX5ES1J） が必要です。

＊ 接続可能な Modbus TCP サーバーの台数は 1 台です。

■ 仕 　 様 ［Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信］

項目 Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信

対応通信ポー ト ポート 1 ポート 2

通信速度 （bps）＊ 1

＊ 1 WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” の ［通信ポート ］ で設定します。

9600/ 19200/ 38400/ 57600

データ ビ ッ ト 長＊ 1 8 ビッ ト固定

ス ト ッ プビ ッ ト ＊ 1 1/2 ビッ ト

パリ テ ィ ＊ 1 なし / 奇数 / 偶数

スレーブ番号 1 ～ 247

応答時間 1.5ms 1 ～ 5000ms （1ms 単位）＊ 2

＊ 2 D8054 で設定します。 0 の場合は 1ms、 5,000 以上の場合は 5000ms になり ます。

受信タ イムアウ ト 時間＊ 3

＊ 3 タイムアウ ト発生時、 マイ ク ロスマートは受信中のデータを破棄し、 先頭フレーム受信待ちに移行しま
す。

10 ～ 2550ms

特殊内部リ レー － M8005 ： 通信エラー

M8080 ： 通信完了フラグ

特殊データ レジス タ － D8053 ： エラーコード

D8054 ： 送信待ち時間設定 （1ms 単位）

対応機能コー ド 1 ： コ イルの状態読み出し

2 ： 入力リ レーの状態読み出し

3 ： 保持レジスタの状態読み出し

4 ： 入力レジスタの状態読み出し

5 ： 1 点コイルの状態変更

6 ： 1 点保持レジスタ書き込み

15 ： Ｎ 点コイルの状態変更

16 ： Ｎ 点保持レジスタの書き込み
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● 通信完了および通信エラー

通信完了は、 M8080 （通信完了フラグ） および D8053 （通信完了リ クエス ト情報） で確認できます。

M8080 は、 通信完了した直後の 1 スキャンだけ ON します。 D8053 にエラーコードが格納されま

す。 D8053 の内容は通信完了フラグが ON の場合のみ有効です。 また、 通信エラーが発生した場

合、 M8005 （通信エラーフラグ） もエラー発生直後の 1 スキャンだけ ON します。

■ WindLDR の設定とパラ メ ータ ［Modbus TCP スレーブ通信］

Modbus TCP スレーブ （サーバー） 通信を使用するには “ ファンクシ ョ ン設定 ” で、 Modbus TCP ス

レーブ設定を行い、 プログラムをダウンロード します。

1. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

2. ポー ト 2 の 「通信モー ド」 を 「Modbus TCP スレーブ」 に設定し ます。

「Modbus TCP スレーブ （ポート 2）」 画面が開きます。

3. 通信条件を設定し、 ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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4. プログラムをダウンロー ド し ます。

以上の操作によ り Modbus TCP スレーブの設定が完了します。 各パラ メータの内容および設定値に

ついては、 Modbus スレーブ通信と同じです。 詳細は、 「基本編　第 12 章　WindLDR の設定とパラ

メータ ( スレーブ通信 )」 (12-12 頁 ) を参照してください。

■ Web Server ユニ ッ ト （FC4A-SX5ES1J） の設定

Web Server ユニッ トについての詳細は、 Web Server ユニッ トの取扱説明書を参照して ください。

・ Web Server ユニ ッ ト （FC4A-SX5ES1J） の機能切り替えスイ ッ チを “USER” に設定し て く ださい。

・ フ ァ ン クシ ョ ン設定で設定し た通信条件と同じ通信条件にし て く だ さい。

・ シ リ アル設定の詳細画面でアイ ドル時間を 10ms 以上に設定し て く ださい。
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■ Modbus TCP 通信フ ォーマ ッ ト

こ こでは， Modbus TCP マスタ とスレーブの通信フォーマッ トについて説明します。

Modbus TCP 通信フォーマッ トは、 RTU モード通信フォーマッ トの CRC を削除したものを、

Modbus TCP ヘッダに付加したフォーマッ トにな り ます。

RTU モード通信フォーマッ トについては、 「基本編　第 12 章　RTU モード /ASCII モードの通信

フォーマッ ト 」 (12-15 頁 ) を参照してください。

ト ラ ンザクシ ョ ン ID

Modbus TCP スレーブはクライアン トからのリ クエス トの ID をそのまま返します。 ク ラ イアン ト

（ホス ト機器） は、 どのリ クエス トに対するレスポンスが返ってきたか確認するこ とができます。
特に確認を行わない場合は 0 を入れます。

プロ ト コル ID

Modbus TCP プロ ト コルを示す番号で、 0 とな り ます。

メ ッ セージ長

以下に続く メ ッセージの長さをバイ ト単位で表します。

ユニ ッ ト ID

機器を識別するための ID です。 Modbus TCP スレーブのスレーブ番号を格納します。

機能コー ド

読み出し、 書き込みなどの機能の番号です。

内容

各処理に必要なデータです。
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こ こ では、 増設シ リ アル通信モジュールの機能を説明し ていますので、 機能を十分ご理
解し た う えで、 増設シ リ アル通信モジュールを有効に活用し て く だ さい。
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増設シ リ アル通信モジュールの機能
増設シ リ アル通信モジュールは、 次に示す機能を搭載しています。
各機能の使用方法 （使用例） については、 「本章　増設シ リ アル通信モジュールを使用する」 （26-2
頁）、 「第 11 章　 リ フレッシュ命令」 （11-1 頁）、 「第 14 章　アベレージ命令」 （14-1 頁） を参照して

ください。

・ パソ コ ン リ ン ク通信機能 （メ ンテナンス通信機能）

増設通信ポート とケーブル接続したパソコン （および表示器） から、 マイ クロスマートの運転状
態、 I/O 動作の状態、 データの参照 / 更新ができます。

・ ユーザー通信機能

RS232C または RS485 ポート を備えた外部機器 （パソコン、 プ リ ンタ、 バーコード リーダなど） と

増設通信ポート をケーブル接続して、 マイ クロスマート よ り外部機器を制御できます。

・ Modbus 通信

RS232C または RS485 ポート を備えた Modbus 対応機器 （計測器など） と増設通信ポート をケーブ

ル接続して、 Modbus プロ ト コルによ り通信ができます。

・ データ リ ン ク通信

RS485 ポート を備えたマイクロスマート間でデータ リ ンク通信を使う こ とができます。

動作環境
増設シ リ アル通信モジュールの動作環境は下記の通りです。

CPU モジュールシステムバージ ョ ンの確認方法、 システムアップデートの実行手順については、

「基本編　付録　CPU モジュールのシステムバージ ョ ン ( 付録 -9 頁 )」 を参照してください。

                               FC5A-C24R2,FC5A-C24R2C に、 増設シ リ アル通信モジュールと下記の機能モジュールを組み合わ

せて使用する こ とはできません。 増設シ リ アル通信モジュールと機能モジュールを組み合わせてご
使用になる場合は、 ス リムタ イプの CPU モジュールをご使用 く ださい。

CPU モジュール種別 接続可能な CPU モジュール形番

オールインワンタイプ FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C

ス リ ムタイプ
FC5A-D16RK1, FC5A-D16RS1, FC5A-D32K3, FC5A-D32S3, 

FC5A-D12K1E, FC5A-D12S1E

CPU モジュール
バージ ョ ン

WIndLDR
バージ ョ ン

利用可能なモジュール 利用可能な機能

110 以上 5.1 以上 FC5A-SIF2 (V200 未満 ) パソコン リ ンク通信機能、
ユーザー通信機能

220 以上 6.20 以上
FC5A-SIF2 (V200 以上 )、

FC5A-SIF4

パソコン リ ンク通信機能、
ユーザー通信機能、
Modbus 通信機能、

データ リ ンク通信機能＊ 1

＊ 1 データ リ ンク通信は FC5A-SIF2 では利用できません。

モジュール種類 形番

アナログモジュール FC4A-L03A1, FC4A-L03AP1, FC4A-J2A1, FC4A-K1A1, 
FC4A-J4CN1, FC4A-J8C1, FC4A-J8AT1, FC4A-K2C1, FC4A-K4A1

AS-Interface マスタモジュール FC4A-AS62M
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増設シ リ アル通信モジュールを使用する
こ こ では、 増設シ リ アル通信モジュールの使用方法 （使用例） について説明し ています。

■ 通信ポー ト 番号の割り当て

CPU モジュールに増設シ リ アル通信モジュールを増設した場合、 CPU モジュールから近い順に、 3
を開始番号と して通信ポート番号が割り当てられます。

増設シ リ アル通信モジュールと他の増設モジュールを混合構成した場合の、 通信ポート番号の割り
当て例を示します。 下図はス リ ムタイプの CPU モジュールに増設シ リ アル通信モジュールを 5 台

接続した場合の例です。
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パソ コ ン リ ン ク をする

■ パソ コ ン リ ン ク通信の概要

パソコン リ ンク通信は、 マイ クロスマートの通信ポート （通信拡張モジュールもし くは通信ボー
ド、 および増設シ リ アル通信モジュールを含みます。） とパソコンを接続して通信を行う機能です。
増設シ リ アル通信モジュールでは、 パソコン リ ンク通信を使用して WindLDR を使ったマイクロス

マートのメンテナンスを行う こ とができます。 増設通信ポート とパソコンを接続して通信を行う場
合は、 下図のよ うにパソコンと増設通信ポート間を通信ケーブルで接続してください。 パソコン リ
ンク通信の詳細は、 「第 12 章　割込制御命令」 （12-1 頁） を参照してください。

ケーブル結線 ( 増設 RS232C 通信モジュールの場合 )

＊ 1 パソコンと増設通信ポート を接続するケーブルは、 お客様にて製作する必要があ り ます。 ケーブ
ルの配線については下記の 「ケーブル結線」 を参照して ください。 配線時の注意事項については
「第 2 章　増設シ リ アル通信モジュール」 （2-110 頁） を参照してください。

＊ 2 増設 RS485 通信モジュールを用いてパソコンと接続する場合は、 パソコン側に市販の USB-
RS485 通信アダプタ等をご使用ください。
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＊使用する RS485 通信アダプタ等によ りパソコン側の端子名は異なり ます。 ご使用のアダプタ等の

取り扱い説明書をよ くお読みの上、 結線して ください。

ユーザープログラムのアップロード / ダウンロードは転送モードを ASCII モードにして行ってくだ

さい。 また、 RUN 中ダウンロードはできません。

CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 未満では、 増設通信ポート を使ってユーザープログラム

のアップロード / ダウンロードはできません。

ケーブル結線 ( 増設 RS485 通信モジュールの場合 )

パソ コ ン側 増設通信ポー ト 側

名称 端子名

A NC

B A

SG A

B

B

SG

SG

FE

FE

FE

増設 RS232C/ RS485 通信モジュールの通信設定範囲

設定範囲 デフ ォル ト 値

通信モー ド メ ンテナンス通信

通信速度 （bps） 1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 38400/57600/115200＊ 1

＊ 1 57600/115200bps は CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 以上と FC5A-SIF2 の V200 以上及
び FC5A-SIF4 の組み合わせで使用できます。

9600

データ ビ ッ ト 長 7/8 7

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1/2 1

受信タ イムアウ ト （ms） 10 ～ 2550/ 無効 500

ネ ッ ト ワーク番号 0 ～ 31 0

通信切り替え入力 有効な入力デバイス 設定無し
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■ 増設通信ポー ト を使用し たパソ コ ン リ ン クの例

増設通信ポート を使用してパソコン リ ンクする例を記載します。

増設通信ポート を使用してパソコン リ ンクする際には、 ユーザープログラムのダウンロードを行う
必要があ り ます。 ユーザープログラムのダウンロードを行うために、 本手順実施時には、 マイ クロ
スマートの通信ポート 1 （も し くはポート 2） を介して、 メンテナンス通信を使用できる環境が

セッ ト アップ済みであるものと します。 メンテナンス通信のセッ ト アップについては、 「基本編　
第 4 章　 メンテナンス環境のセッ ト アップ」 (4-1 頁 )、 「基本編　第 4 章　CPU モジュールの機種設

定」 (4-2 頁 ) および 「基本編　第 4 章　パソコンの通信ポート設定」 (4-3 頁 ) を参照してください。

1. パソ コ ン と マイ ク ロスマー ト の通信ポー ト 1 （も し く はポー ト 2） をパソ コ ン I/F ケーブル （FC2A-
KC4C） で接続し ます。

2. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

3. 通信フ ォーマ ッ ト を変更するポー ト の通信モー ド を 「メ ンテナンス通信」 に変更し ます。

メ ンテナンス通信のダイアログボッ クスが表示されます。

4. 設定項目を変更し て ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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受信タイムアウ ト を 「0」 に設定する と、 受信タイムアウ ト時間が無効とな り ます。

入力デバイス 1 点を通信切り替えと して使用できます。 通信切り替え入力の設定を行う と、 通信切

り替え入力が ON の場合のみ設定した通信条件で動作し、 OFF の場合デフォルトの通信条件で動作

します。 通信切り替え入力の設定を行わない場合は、 設定した通信条件で動作します。

5. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［ダウンロー ド］ から ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。

6. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

7. パソ コ ン と増設通信ポー ト をケーブル接続し ます。 ケーブル配線については 「基本編　第 2 章　増

設シ リ アル通信モジュール」 (2-110 頁 ) を参照し て く だ さい。

8. 増設通信ポー ト に接続し たパソ コ ン上で、 ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［モニ タ］ で ［モニ タ］ から ［モ

ニ タ開始］ を ク リ ッ ク し ます。 マイ ク ロスマー ト の状態が WindLDR の画面上で参照 / 更新できま

す。
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表示器と通信する

■ 表示器との通信

マイク ロスマートは、 増設通信ポート を使用して弊社製プログラマブル表示器 HG シ リーズと通信

するこ とができます。 増設通信ポート と HG シ リーズを接続して通信を行う場合は、 下図のよ う

に、 HG シ リーズと増設通信ポート間を通信ケーブルで接続してください。

＊ 1 表示器と増設通信ポート を接続するケーブルは、 お客様にて製作する必要があ り ます。 ケーブル
の配線については下記の 「ケーブル結線」 を参照してください。 配線時の注意事項については
「基本編　第 2 章　増設シ リ アルモジュール」 (2-110 頁 ) を参照してください。

＊ 2 接続可能なプログラマブル表示器のうち、 代表的な弊社製プログラマブル表示器は HG2G 形

,HG1F/2F/3F/4F 形 , HG2S 形です。 （ポート 1, 2 と同様の種類の表示器と接続が可能です。）

ケーブル結線 ( 増設 RS232C 通信モジュールの場合 )

表示器側
増設通信
ポート側

ピン番号

名称 端子名HG3G
( コネクタ )

HG2G/
HG3G
（端子台）

HG1F
HG2F/
3F/4F

HG2S

－ － 1 1 1 FG RS(RTS)

3 1 2 2 30 SD ER(DTR)

2 2 3 3 32 RD SD(TxD)

7 3 9 4 34 RS RD(RxD)

8 4 6 5 36 CS DR(DSR)

－ － － 6 － NC SG(SG)

5 5 7 7 29 SG NC

－ － － 8 － NC FE

－ － － 20 － ER FE

FE
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ケーブル結線 ( 増設 RS485 通信モジュールの場合 )

表示器側
増設通信
ポート側

ピン番号

名称 端子名HG3G
（コネクタ）

HG2G/
HG3G
（端子台）

HG1F＊ 1

＊ 1 端子台の端子番号を記載しています。

HG2F/
3F/4F

HG2S

－ － － 1 1 FG NC

1 8 3 10 32 RDA(RD+) A

6 9 4 16 33 RDB(RD-) A

＊ 2

＊ 2 HG3G では RS-485(422)-2 線式通信を RDA および RDB のみを用いて行いますので、 SDA と SDB を接
続する必要はあ り ません。

6 1 11 30 SDA(SD+) B

＊ 2 7 2 15 31 SDB(SD-) B

－ － － 18 37 CS-＊ 3

＊ 3 CS-/+、 RS-/+ の無い機種では結線は不要です。 表示器でハード ウェアフロー制御を 「なし」 に設定して
ください。

SG

－ － － 19 35 RS- ＊ 2 SG

－ － － 21 36 CS+ ＊ 2 FE

－ － － 22 34 RS+ ＊ 2 FE

5 5 5 7 29 SG FE

表示器に対応するケーブル側のコネク タ形状

表示器のシ リ ーズ名称 コネク タ形状＊ 1

＊ 1 「プラグ / ソケッ ト 」 は、 本体側ではなくケーブル側のコネクタの形状です。

HG3G D-sub9P プラグタイプ

端子台接続用棒端子

HG2G 端子台接続用棒端子

HG1F D-sub9P プラグタイプ (RS232C)
端子台接続用棒端子 (RS485)

HG2F/3F/4F D-sub25P プラグタイプ

HG2S D-sub37P ソケッ ト タ イプ

増設シ リ アル通信モジュールの通信設定範囲

設定範囲 デフ ォル ト 値

通信モー ド メ ンテナンス通信

通信速度 （bps） 1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 38400/57600/115200＊ 1

＊ 1 57600/115200bps は CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 以上と FC5A-SIF2 の V200 以上及び
FC5A-SIF4 の組み合わせで使用できます。

9600

データ ビ ッ ト 長 7/8 7

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1/2 1

受信タ イムアウ ト （ms） 10 ～ 2550/ 無効 500

ネ ッ ト ワーク番号 0 ～ 31 0

通信切り替え入力 有効な入力デバイス 設定無し
FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1267



第 26 章 増設シ リ アル通信モジュール
第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
章

第
26
増設通信ポート を使用して表示器と通信する際には、 マイ クロスマートにユーザープログラムのダ
ウンロードを行う必要があ り ます。 ユーザープログラムのダウンロードを行うために、 本手順実施
時には、 マイク ロスマートの通信ポート 1 （も し くはポート 2） を介して、 メンテナンス通信を使

用できる環境がセッ ト アップ済みであるものと します。 メンテナンス通信のセッ ト アップについて
は、 「基本編　第 4 章　 メンテナンス環境のセッ ト アップ」 (4-1 頁 )、 「基本編　第 4 章　CPU モ

ジュールの機種設定」 (4-2 頁 ) および 「基本編　第 4 章　パソコンの通信ポート設定」 (4-3 頁 ) を
参照してください。

1. 「本章 　 増設通信ポー ト を使用し たパソ コ ン リ ン クの例」 （26-5 頁） の手順 1. ～ 7. を行います。

2. 増設通信ポー ト を使用し て、 マイ ク ロスマー ト と表示器で通信できます。

表示器の表示データの更新が遅い場合は、 「基本編　第 13 章　増設シ リ アル通信モジュール」 (13-
23 頁 ) の 「通信レスポンス時間が長い」 を参照してください。
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ユーザー通信をする

■ ユーザー通信機能の概要

マイクロスマートの通信ポート （通信拡張モジュールもし くは通信ボード、 および増設通信ポート
を含みます。） でパソコンやプリ ンタ、 バーコード リーダなどの外部機器の制御をするこ とができ
ます。 機能の詳細は、 「基本編　第 5 章　ユーザー通信」 (5-52 頁 ) を参照してください。

■ 増設通信ポー ト を使用し たユーザー通信の例

増設通信ポート を使用したユーザー通信機能の使用方法を、 プリ ンタを例と して記載します。

● 操作手順

1. パソ コ ン と マイ ク ロスマー ト の通信ポー ト 1 （も し く はポー ト 2） をパソ コ ン I/F ケーブル （FC2A-
KC4C） で接続し ます。

2. 相手機器 （プ リ ン タ） と増設通信ポー ト をケーブル接続し ます。 ケーブル接続については 「本章 　

プ リ ン タ との接続例」 （26-13 頁） を参照し て く だ さい。

3. ［設定］ タ ブの ［フ ァ ン クシ ョ ン設定］ で ［通信ポー ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

ファンクシ ョ ン設定のダイアログボッ クスが表示されます。

増設シ リ アル通信モジュールの通信設定範囲

設定範囲 デフ ォル ト 値

通信モー ド メ ンテナンス通信

通信速度 （bps） 1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 38400/57600/115200＊ 1

＊ 1 57600/115200bps は CPU モジュールのシステムバージ ョ ン 220 以上と FC5A-SIF2 の V200 以上及び
FC5A-SIF4 の組み合わせで使用できます。

9600

データ ビ ッ ト 長 7/8 7

パリ テ ィ なし / 奇数 / 偶数 偶数

ス ト ッ プビ ッ ト 1/2 1

受信タ イムアウ ト （ms） 10 ～ 2550/ 無効 500
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4. 通信フ ォーマ ッ ト を変更するポー ト の通信モー ド を 「ユーザー通信」 に変更し ます。

ユーザー通信のダイアログボッ クスが表示されます。

受信タイムアウ ト を 「0」 も し くは 「2550ms」 に設定する と、 受信タイムアウ ト時間が無効とな り

ます。

5. ユーザー通信の相手機器と通信フ ォーマ ッ ト を合わせて ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 通信設

定内容については 「本章 　 通信ポー ト のフ ォーマ ッ ト 設定例」 （26-14 頁） を参照し て く ださい。
26-11
章

第
26
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1267



第 26 章 増設シ リ アル通信モジュール

26-1
6. ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［転送］ で ［ダウンロー ド］ から ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し ます。

ダウンロードのダイアログボッ クスが表示されます。

7. ［OK］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 ユーザープログラムをダウンロー ド し ます。

8. マイ ク ロスマー ト よ り相手先機器 （プ リ ン タ） を制御できます。 制御方法については 「本章 　 プ リ

ン タ制御のプログラム例」 （26-15 頁） を参照し て く だ さい。
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● プ リ ン タ との接続例

シ リ アルインタフェース （RS232C） を有するプ リ ンタ と増設通信ポート をケーブル接続する例につ

いて記載します。

システム構成図

ケーブル結線

この信号はプリ ンタによって動作仕様が異なり ますので動作を確認のうえ、 結線を行ってくださ
い。

NC は接続し ないで く だ さい。 誤動作や故障の原因と な り ます。

＊ 1 プリ ンタ と増設通信ポート を接続するケーブルは、 お客様にて製作する必要があ り ます。 ケーブ
ルの配線については下記の 「ケーブル結線」 を参照して ください。 配線時の注意事項については
「基本編　第 2 章　 FC5A-SIF2」 (2-110 頁 ) を参照して ください。

“BUSY” は、 プ リ ンタによ り名称が異なる場合があ り ます （例 ： DTR 等）。 機能は、 プ リ ンタの状態

（データ印字の不可） を外部に知らせるための信号です。
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● 通信ポー ト のフ ォーマ ッ ト 設定例

外部機器と接続してユーザー通信する場合は、 増設通信ポートの通信フォーマッ ト を設定します。

・ ファンクシ ョ ン設定 ポート 3 をユーザー通信に設定します。

・ 通信フォーマッ ト 通信速度 ： 9600bps

データビッ ト長 ： 8 ビッ ト

パ リ ティ ： なし

ス ト ップビッ ト ： 1 ビッ ト

＊ 通信フォーマッ トの一例です。 プ リ ンタの取扱説明書など
を参照して設定して ください。

WindLDR フ ァ ン ク シ ョ ン設定例
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● プ リ ン タ制御のプログラム例

増設通信ポート を使用してプリ ンタ制御を行うユーザープログラムの例を記載します。 この例で
は、 ポート 3 を使用しています。

動作説明

1 分間に 1 回、 毎分 0 秒にカウンタ 2 とデータレジスタ 30 （D30） の内容をプリ ン ト アウ ト します。

受信バッファを 1 行しか持たないプリ ンタの場合、 数行分のデータを一度送信する と受信バッファ

がオーバーフローし、 データが印字されなかったり、 誤った印字をします。 これに対応するため、
DR 信号 （プ リ ンタ側の BUSY 信号） を監視して印字するこ とができます。

プ リ ン ト アウ ト 内容

プログラム内容
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送信命令 （TXD） の S1 設定内容の説明

S1 設定値のバイナ リデータの説明

制御ラ イ ン コ ン ト ロールデータ レジス タによる制御信号の設定

特殊データレジスタの設定によ り、 送信時のプリ ンタの “BUSY” 開始と制御の設定をします。

特殊 DR 番号 設定値 動作

D8105＊ 1

＊ 1 こ こでは通信ポート 3 を例と して記載しています。 各通信ポートに割り当てられているデバイスについ
ては 「基本編　第 10 章　制御ラインコン ト ロール」 (10-32 頁 ) を参照してください。

24 ＊ 1 DR 信号が ON （BUSY でない） の場合に送信します。 また、 OFF （BUSY）

の場合は送信を一時停止します。
OFF 時間が一定時間 （5 秒） 経過する と、 送信ビジータイムオーバエラーと

な り、 送信処理は中断され未送信分のデータは送信されません （エラーコー
ドは D0 に設定されます）。
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第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール
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27
章

こ こ では、 センサ / アクチュエータの制御などに使用する AS-Interface マス タ通信モ

ジュールについて説明し ています。
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AS-Interface の概要
マイク ロスマートの AS-Interface マスタモジュール （FC4A-AS62M） は、 A/B スレーブ対応 AS-
Interface Ver2.1 に対応しています。 AS-Interface マスタモジュールは 10 点または 16 点のオールイン

ワンタイプ以外の CPU モジュールで使用でき、 CPU モジュールに 大 2 台まで接続可能です。

AS-Interface はフ ィールドバスの一種で、 メーカー依存性のない標準ネッ ト ワークシステム

（IEC62026 規格） です。 主に 2 線式センサ / アクチュエータの制御に使用されます。 AS-Interface 上

のマスタはスレーブ （センサ、 アクチュエータ、 リモート I/O など） との間でデジタル情報、 また

はアナログ情報をやり取りするこ とができます。 AS-Interface は主に次の 3 つの要素で構成されま

す。

● マス タ （FC4A-AS62M など）

● 複数のスレーブ （センサ、 アクチュエータ、 リ モー ト I/O など）

● DC30V の専用電源 （AS-Interface 電源）

これらの要素は、 信号の伝達、 および電源の供給を行う 2 芯 1 対ケーブルによって接続されます。

AS-Interface は効率のよいシンプルな配線 （省配線化）、 スレーブアドレスの自動割当 （オート アド

レッシング機能） など、 設置、 メンテナンスの効率を向上させる様々な特長を持っています。

AS-Interface マスタモジュールは 10 点または 16 点のオールインワンタイプ CPU モジュールおよび

増設拡張モジュールには接続できません。
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センサ / アクチュエータ と AS-Interface

AS-Interface 対応のセンサ、 アクチュエータなどは、 分岐ユニッ ト または T 分岐ユニッ トによって、

直接 AS-Interface ラインに接続され、 スレーブと して機能します。 AS-Interface に対応していない従

来のセンサ、 アクチュエータは、 AS-Interface 通信ターミナルを介して、 ラインに接続するこ とで、

AS-Interface 対応の機器と同様に扱う こ とができます。

AS-Interface マス タ モジュール使用時の 大 I/O 点数と 大総延長

AS-Interface マス タ モジュール

1 台使用時 2 台使用時

大スレーブ数 62 スレーブ 124 スレーブ

大 I/O 点数 434 点 （入力 248 点 / 出力 186 点） 868 点 （入力 496 点 / 出力 372 点）

大リ ピータ台数 2 台

大総延長 100m （ リ ピータなし） , 300m （ リ ピータ 2 台）
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■ AS-Interface の構成

マス タ

AS-Interface 上に接続されたスレーブの状態を監視 / 制御します。 通常、 AS-Interface のマスタはホ

ス ト と呼ばれる PLC またはゲート ウェイに接続されています。 （例えば本製品の場合、 マイクロス

マート CPU モジュールに接続します。）

スレーブ

AS-Interface のスレーブには、 センサ、 アクチュエータ、 リモート I/O など様々な種類があ り ます。

アナログ情報を扱えるスレーブ （アナログスレーブ） もあ り ます。 また、 スレーブは、 標準のアド
レス （1 ～ 31） に対応した標準スレーブと、 標準のアドレスに加え拡張されたアドレス （1B ～

31B） にも対応した A/B スレーブがあ り ます。 A/B スレーブでは標準のアドレス領域に割り付けた

スレーブを A スレーブ、 拡張されたアドレス領域に割り付けたスレーブを B スレーブと呼び、 数字

（1 ～ 31） の後に A または B を付け 1A ～ 31A, 1B ～ 31B と表します。

電源

AS-Interface の電源は、 AS-I 認証を受けた DC30V 電源 （AS-Interface 電源） を使用します。 汎用の

電源ユニッ トは使用できません。 本モジュールを 2 台使用時には、 2 台の AS-Interface 電源が必要で

す。

詳細につきましては AS-Interface 機器カタログをご覧ください。

ケーブル

AS-Interface では、 1 本のケーブルで信号の伝達と電源供給を行います。 次のいずれかのケーブルを

使用します。

・ 非シールドの極性のある標準 （黄色） の AS-Interface フラ ッ ト ケーブル

・ 通常の 2 線フラ ッ ト ケーブル （撚り線でなくても可）

IDEC 製 PS2R 形 AS-Interface 電源

形番 定格出力 入力電圧 出力電圧

PS2R-Q30ABL 73W
AC100-240V DC30.5V

PS2R-F30ABL 145W

AS-Interface フラ ッ ト ケーブル 2 線フラ ッ ト ケーブル
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■ スレーブの管理

AS-Interface では、 1 台のマスタがマスタ下に存在する各スレーブを周期的に監視しており、 確実な

管理を行えるシステムです。 マスタは、 スレーブのアドレス、 各スレーブが持つ入出力情報、 パラ
メータ （動作状態）、 識別コードを管理しています。 スレーブ 1 台あたりの管理内容は以下の通り

です。

標準スレーブの場合

・ 大 4 入力 /4 出力

・ 4 つのパラ メータ （P3, P2, P1, P0）
・ 4 つの識別コード （ID, I/O, ID2, ID1）

A/B スレーブの場合

・ 大 4 入力 /3 出力

・ 3 つのパラ メータ （P2, P1, P0）
・ 4 つの識別コード （ID, I/O, ID2, ID1）

AS-Interface スレーブは、 それぞれが持つ ID コードおよび I/O コードで識別されます。 さ らにス

レーブの内部機能を示す ID1 コード、 ID2 コードを持っているスレーブもあ り ます。 例えばアナロ

グスレーブでは、 ID2 コードがスレーブのチャンネル数を表しています。 また、 本製品は Ver 2.1 以

前のスレーブもサポート しています。

スレーブのア ド レス

AS-Interface のネッ ト ワークに接続された各スレーブには、 1 （A） ～ 31 （A） または 1B ～ 31B の

アドレスが割り当てられます。 出荷時のスレーブはアドレス 0 に設定されています。 アドレスは、

アドレス設定器と呼ばれるツールによ り変更できます。 本製品の場合、 WindLDR を用いてスレー

ブのアドレスを設定するこ と も可能です。 （設定方法については 「本章　 スレーブのアドレスを設
定する」 （27-41 頁） を参照してください。）

稼動中のスレーブに障害が発生してスレーブの交換を行う場合、 オート アドレッシング機能 （マス
タの機能） が有効であれば、 代替スレーブ （アドレスが 0 で識別コードが同一のもの） を取り付け

るだけで、 故障して取り外したスレーブと同じアドレスが自動的に割り付けられますので、 アドレ
ス設定する必要はあ り ません。
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■ 識別コー ド

スレーブは次の識別コードを持っています。 以下のコードによ り、 スレーブがどのよ うなタイプの
モジュール （入力モジュール、 出力モジュール、 入出力モジュール、 特殊な機能を持ったモジュー
ルなど） であるかを識別できます。

ID コー ド

ID コードは 4 ビッ トのデータです。 センサやアクチュエータ、 標準スレーブや A/B スレーブと

いったスレーブの種類を示します。 例えば、 標準リモート I/O の場合 “0”、 A/B スレーブの場合 “A”
（16 進） などとなっています。

I/O コー ド

I/O コードは 4 ビッ トのデータです。 スレーブの入出力の点数と割り付けを示します。

I ： 入力 /O ： 出力 /B ： 入出力

ID1 コー ド

ID1 コードは 4 ビッ トのデータです。 標準スレーブの場合、 “0000” ～ “1111” （2 進） の範囲で変更

が可能です。 A/B スレーブの場合上位ビッ ト を A スレーブか B スレーブかの判断に使用するため、

下位 3 ビッ トのみの変更が行えます。 上位ビッ トが “0” の場合 A スレーブ、 “1” の場合 B スレーブ

です。

ID2 コー ド

ID2 コードは 4 ビッ トのデータです。 スレーブの内部機能を示します。

■ スレーブの接続台数と入出力点数の制限

スレーブの接続台数と入出力点数の制限

AS-Interface マスタモジュールがサポートできるスレーブ数の制限は、 次の通りです。

・ 標準スレーブの場合、 マスタ 1 台につき 大 31 台

・ A/B スレーブの場合、 マスタ 1 台につき 大 62 台

（上記のスレーブ数の制限は、 接続されたスレーブが全て標準スレーブ、 または全て A/B スレーブ

である場合です。 標準スレーブと A/B スレーブを混在して使用する場合の制限は 「本章　 スレーブ

のアドレスを設定する」 （27-41 頁） を参照して ください。）

全てのスレーブが入力 4 点と出力 3 点をもった A/B スレーブの場合、 マスタ 1 台につき入力 248 点

＋出力 186 点 （合計 434 点） まで使用できます。

I/O コー ド
（16 進）

割付
I/O コー ド
（16 進）

割付
I/O コー ド

（16 進）
割付

I/O コー ド
（16 進）

割付

0 I,I,I,I 4 I,I,B,B 8 O,O,O,O C O,O,B,B

1 I,I,I,O 5 I,O,O,O 9 O,O,O,I D O,I,I,I

2 I,I,I,B 6 I,B,B,B A O,O,O,B E O,B,B,B

3 I,I,O,O 7 B,B,B,B B O,O,I,I F 予約
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■ AS-Interface の ト ポロジおよび 大長

AS-Interface の トポロジは、 フレキシブルです。 アプリ ケーシ ョ ンに合わせて自由に配線するこ とが

できます。 リ ピータやエクステンダを使わない場合、 総線長は 100m です。 マイ クロスマートの

AS-Interface マスタモジュールはリ ピータ 2 台の AS-Interface マスタ通信モジュールに対応してお

り、 総線長 300m まで延長できます。

■ AS-Interface のサイ クルタ イム

AS-Interface サイクルタイムはマスタが全てのスレーブに対し 1 回の問合せにかかる時間です。 AS-
Interface では各スレーブの情報が周期的に継続して伝送されていますので、 サイクルタイムは稼動

しているスレーブ台数に左右されます。

マス タのサイ クルタ イム ：

・ 19 台までのスレーブが稼動している場合、 3ms です。

・ 20 ～ 62 台のスレーブが稼動している場合、 （1 ＋ n） ×0.156ms です。 n はスレーブ数です。

A スレーブと B スレーブが同じアドレス （例えば 12A と 12B） の場合、 1 サイクルごとに交互に更

新されますので、 A スレーブ 31 台および B スレーブ 31 台で構成されている場合、 サイクルタイム

は 10ms になり ます。

マス タの 大サイ クルタ イム ：

・ スレーブが 31 台の場合、 大 5ms
・ スレーブが 62 台の場合、 大 10ms

■ 高い信頼性と高いフ レキシビ リ テ ィ

使用している伝送プロセスは、 信頼性の高い運転を保障しています。 マスタは伝送線路に供給され
ている電圧および伝送されているデータをモニタします。 スレーブ障害だけでなく送信エラーも検
出します。 運転中のスレーブの交換や新しいスレーブの追加も、 マスタ とその他のスレーブとの間
の通信を阻害するこ とはあ り ません。
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AS-Interface マス タ モジュール
マイク ロスマート AS-Interface マスタモジュール （形番 ： FC4A-AS62M） は 1 台につき 大で 62 台

のスレーブが接続可能な AS-Interface のマスタです。 マイ クロスマート FC5A は AS-Interface マスタ

モジュールを 大 2 台接続可能で、 独立した 2 つの AS-Interface ネッ ト ワークが構築できます。 デ

ジタル情報を扱う スレーブの他、 アナログ情報を扱う スレーブの接続も可能です。 AS-Interface Ver 
2.1、 アナログスレーブプロファイル 7.3 に対応しています。

・ 通常、 ス リムタ イプの CPU モジュールには増設モジュールを 7 台まで接続できますが、 AS-
Interface マス タ モジュールを使用する場合、 他の増設モジュールも含めて 6 台までの接続にな り ま

す。 7 台以上接続し た場合、 発熱等の原因にな り ます。 （制限台数以上接続し た場合、 特殊データ レ

ジス タ D8037 にエラーコー ド 20 （16 進） が格納されます。）

・ 通常、 FC5A-C24R2, FC5A-C24R2C には増設モジュールを 4 台まで接続できますが、 AS-Interface
マス タ モジュールを使用する場合、 他の増設モジュールも含めて 3 台までの接続にな り ます。 4 台

以上接続し た場合、 発熱等の原因にな り ます。 （制限台数以上接続し た場合、 特殊データ レジス タ
D8037 にエラーコー ド 20 （16 進） が格納されます。）

・ 1 台の AS-Interface マス タ モジュールに対し て、 大 7 台のアナログスレーブが接続できます。 8
台以上のアナログスレーブを接続し た場合、 正常に動作し ません。

本製品は CPU モジュールに 2 台まで接続できます。 3 台以上接続した場合特殊データレジスタ

D8037 にエラーコード 40 （16 進） が格納されます。

■ AS-Interface マス タ モジュールに接続可能なケーブル

AS-Interface のケーブルは信号の伝送、 およびバスに接続されたマスタやセンサ / アクチュエータに

電源の供給を行うために使用します。 AS-Interface マスタモジュールには、 以下のケーブルを使用で

きます。 AS-Interface で使用するケーブルは茶色が AS-I ＋、 青色が AS-I- です。

AS-Interface ケーブル取り扱い メ ーカーの紹介

F-LINK-ASY （シース材質 EPDM） （株式会社フジク ラ）

2170228 （シース材質 EPDM） （LAPP 社）

2170230 （シース材質 TPE） （LAPP 社）

ケーブルの種類

ケーブル種類 特徴 図

標準の AS-Interface ケーブル 色 : 黄

ワイヤー断面積 :1.5mm2

2 線フラ ッ ト ケーブル

またはバラ電線＊ 1

＊ 1 バラ電線の 大長は 20cｍ です。

ワイヤー断面積 ：

よ り線 0.5 ～ 1.0mm2

単線 0.75 ～ 1.5mm2

AWG20 ～ 16
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■ システム構成時の注意

電源の開閉時、 CPU モジュールの電源を切断する際には AS-Interface 電源も切断してください。 切

断の順番に制限はあ り ません。 AS-Interface 電源を切断せず、 CPU モジュールの電源のみ開閉を行

う と、 AS-Interface の通信が停止し、 コンフ ィギュレーシ ョ ンエラーとなる通信エラーが発生する場

合があ り ます。

CPU モジュールの電源 /AS-Interface 電源に供給する電源を共通にし、 共通の電源開閉部で電源の開

閉を行う こ とを推奨します。

■ 表示パネルの仕様

AS-Interface マスタモジュールの状態が、 左上 6 点のステータス LED に表示されます。 また各ス

レーブのアドレスが、 右 16 点のアドレス LED で表示され、 選択されたスレーブの入出力データ

が、 左下 8 点の入出力 LED で表示されます。

*1 新規にアドレス 0 のスレーブを追加する場合、 AS-Interface マスタモジュールが初期化 （約 5 秒）

を終えるまで、 あらかじめ *1 を開放しておくか、 AS-Interface コネク タを抜いておき、 AS-Interface
マスタモジュールが初期化 （約 5 秒） を終えてから、 も との状態に戻して ください。

デ ィ スプレ イブロ ッ クの表示

ステータ ス LED

PWR : AS-Interface 電源

FLT : コンフ ィギュレーシ ョ ンエラー

LMO : ローカルモード

CMO : CPU 接続モード

OFF : オフライン

CNF : コンフ ィギュレーシ ョ ン

入力 LED

IN0 ～ IN3 : 入力０から入力 3

出力 LED

OUT 0 ～ OUT 3 : 出力０から出力 3

ア ド レス LED

0x ～ 3x : 十の位の数

x0 ～ x9 : 一の位の数

A ～ B : A スレーブまたは B スレーブ

（例えば 13A のスレーブが選択されている場合、 “1x”,“x3”,“A” が点

灯もし くは点滅します。）
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LED 意味

ステータ ス LED PWR AS-Interface マスタモジュールへの AS-Interface 電源の供給状態を

示します。
AS-Interface 電源が正常に供給されている場合点灯します。

FLT AS-Interface のコンフ ィギュレーシ ョ ン状態を示します。 AS-
Interface マスタモジュールのコンフ ィギュレーシ ョ ンデータが現在

接続中のスレーブと一致しない場合点灯します。

LMO AS-Interface マスタモジュールのモードを示します。 ローカルモー

ドの場合点灯します。 モードについては 「本章　動作モード」 
（27-11 頁） を参照してください。

CMO AS-Interface マスタモジュールのモードを示します。 CPU 接続モー

ドの場合点灯します。 モードについては 「本章　動作モード」 
（27-11 頁） を参照してください。

OFF AS-Interface マスタモジュールの運転状態を示します。 オフライン

状態 （オフラインモード） の場合点灯します。 オフラインモード
については 「本章　動作モード」 （27-11 頁） を参照して ください。

CNF AS-Interface マスタモジュールのコンフ ィギュレーシ ョ ンの有無を

示します。 コンフ ィギュレーシ ョ ンモードの場合点滅します。 コ
ンフ ィギュレーシ ョ ンモードについては 「本章　動作モード」 
（27-11 頁） を参照してください。

入力 LED IN0 ～ IN3 アドレス LED で示されたスレーブの入力データを 4 ビッ ト表示し

ます。 入力が ON （＝ 1） の場合、 該当するビッ トが点灯します。

詳細は 「本章　アドレス LED と入出力 LED 表示」 （27-13 頁） を

参照して ください。

出力 LED OUT0 ～ OUT3 アドレス LED で示されたスレーブの出力データを 4 ビッ ト表示し

ます。 出力が ON （＝ 1） の場合、 該当するビッ トが点灯します。

詳細は 「本章　アドレス LED と入出力 LED 表示」 （27-13 頁） を

参照して ください。

ア ド レス LED 0x ～ 3x
x0 ～ x9
A ～ B

スレーブのアドレスを示します。 0x から 3x でアドレスの十の位

（0 ～ 30） を、 x0 から x9 でアドレスの 1 の位 （0 ～ 9） を示し、 A, 
B で A スレーブか B スレーブかを示します。 アドレス LED で表示

中のスレーブが存在する場合点灯し、 存在しない場合点滅します。
詳細は 「本章　アドレス LED と入出力 LED 表示」 （27-13 頁） を

参照して ください。
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第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール

27-1
ボタ ン操作と LED 表示

■ ボタ ン操作

AS-Interface マスタモジュール前面にある押ボタン PB1/PB2 の操作には、 ボタンを押す間隔によ

り、 “ 長押し ” と “ 短押し ” があ り ます。 この押し方の違いによ り、 （「本章　動作モード」 （27-11
頁） 参照） の変更や、 入出力 LED でモニタするスレーブの切り替えが行えます。 これに該当しな

い押し方では、 AS-Interface マスタモジュールの状態は変わり ません。

長押し

AS-Interface マスタモジュール前面の押ボタン PB1/PB2 を 3 秒以上押す場合

を “ 長押し ” と呼びます。 AS-Interface マスタモジュールの動作モードを変

更する場合、 コンフ ィギュレーシ ョ ンデータを、 AS-Interface マスタモ

ジュールに登録保存する場合に使用します。 “ 長押し ” した場合のステータ

ス LED の状態は 「本章　 ステータス LED 表示」 （27-12 頁） を参照してくだ

さい。

短押し

AS-Interface マスタモジュール表面の押ボタン PB1/PB2 を 0.5 秒以下で押す

場合を “ 短押し ” と呼びます。 AS-Interface マスタモジュールでスレーブの

入出力状態をモニタする場合のスレーブアドレスの切り替えに使用しま
す。 “ 短押し ” した場合のアドレス LED の変化は 「本章　アドレス LED と

入出力 LED 表示」 （27-13 頁） を参照してください。

“ 長押し ” および “ 短押し ” に該当しない押し方は無効です。
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■ 動作モー ド

AS-Interface マスタモジュールの動作モードには、 メンテナンスを行う ローカルモード と実際に運用

を行う CPU 接続モードがあ り ます。

ローカルモー ド

ローカルモードは、 AS-Interface マスタモジュール表面の押ボタン PB1/PB2 を操作して、 コンフ ィ

ギュレーシ ョ ンやスレーブの入力確認 （動作中の各スレーブの入力情報は入力 LED で確認可能）

などのメンテナンスを行うモードです。 CPU 接続モードから PB1/PB2 を同時に長押しするこ とで

ローカルモードへ移行できます。 ローカルモードから CPU 接続モードへは移行できませんので、

メンテナンス終了後、 CPU モジュールの電源を再投入してください。 ローカルモードには、 コン

フ ィギュレーシ ョ ンモード とプロテクティ ッ ドモードの 2 つのモードがあ り ます。

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンモー ド

AS-Interface マスタモジュールに登録されているスレーブ構成に関係なく、 現在接続中の全てのス

レーブを動作状態にさせるモードです。 このモードの場合に、 PB1 を長押しする と、 AS-Interface マ

スタモジュールに接続されているスレーブ構成を AS-Interface マスタモジュールに登録できます。

プロテ ク テ ィ ッ ド モー ド

AS-Interface マスタモジュールに登録されているスレーブ構成に従ってスレーブを動作させるモード

です。 登録内容と現在接続中のスレーブ構成が一致していなければ、 AS-Interface マスタモジュール

表面のステータス LED （FLT） が点灯します。

CPU 接続モー ド

CPU 接続モードは、 CPU モジュールと AS-Interface マスタモジュール間で通信を行い、 各スレーブ

の監視 ・制御を行うモードです。 CPU 接続モードはプロテクティ ッ ドモードのみ対応しており、 コ

ンフ ィギュレーシ ョ ンモードには対応しており ません。 CPU 接続モードには、 次の 3 つのモードが

あ り ます。

ノ ーマルプロテ ク テ ィ ッ ド モー ド

CPU モジュールの電源投入後、 AS-Interface マスタモジュールが正常であれば、 必ずこのモードか

ら始ま り ます。 AS-Interface マスタモジュールと接続されているスレーブがデータ交換を行うモード

です。 このモードが通常運転するモードになり ます。 AS-Interface マスタモジュールに登録されてい

るスレーブ構成と現在接続中のスレーブ構成が一致していなければ、 AS-Interface マスタモジュール

表面のステータス LED （FLT） が点灯します。

データ交換禁止モー ド

このモードではスレーブとのデータの交換を行いません。 コンフ ィギュレーシ ョ ンは、 このモード
を経由し行われます。 ASI コマンド 「データ交換禁止」 を実行する と、 データ交換禁止モードにな

り ます。 このモードで ASI コマンド 「データ交換許可」 を実行する と、 ノーマルプロテクティ ッ ド

モードに戻りデータの交換を再開します。 ASI コマンドについては 「本章　AS-Interface マスタ （1
台目） のデバイス更新」 （27-28 頁） を参照して ください。

オフ ラ イ ンモー ド

スレーブとの通信を停止して、 オフライン処理 （AS-Interface マスタモジュールの初期化） を行う

モードです。 PB2 長押しか、 ASI コマンド 「オフラインモード移行」 実行でオフラインモード とな

り ます。 オフラインモードではスレーブの状態を知るこ とはできません。 また、 オフラインモード
で PB2 長押しまたは、 ASI コマンド 「ノーマルプロテクティ ッ ドモード移行」 を実行する と ノーマ

ルプロテクティ ッ ドモード とな り、 データ交換が再開されます。 ASI コマンドについては 「本章　

AS-Interface マスタ （1 台目） のデバイス更新」 （27-28 頁） を参照してください。
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第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール

27-1
■ ステータ ス LED 表示

AS-Interface マスタモジュールの状態は、 ASI コマンドまたは押ボタン操作で変更できます。 その状

態はステータス LED で確認できます。 こ こでは、 AS-Interface マスタモジュールの状態遷移と各状

態でのステータス LED 表示を示します。 ASI コマンドについては 「本章　AS-Interface マスタ （1
台目） のデバイス更新」 （27-28 頁） を参照してください。

押ボタ ン操作による AS-Interface マス タ モジュールの状態遷移

各状態でのステータ ス LED 表示

AS-Interface マス タ モジュールの状態
ステータ ス LED 表示

PWR FLT LMO CMO OFF CNF

ローカルモー ド

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン
モー ド

点灯＊ 1

＊ 1 AS-Interface 電源が供給されてない場合消灯します。

消灯＊ 2

＊ 2 AS-Interface ネッ ト ワーク上で異常が検出された場合点灯します。

点灯 消灯 消灯 点滅

プロテ ク テ ィ ッ ド モー ド
点灯＊ 1 消灯＊ 2 点灯 消灯 消灯 消灯

CPU 接続モー ド

ノ ーマルプロテ ク テ ィ ッ
ド モー ド

点灯＊ 1 消灯＊ 2 消灯 点灯 消灯 消灯

データ交換禁止モー ド
点灯＊ 1 点灯 消灯 点灯 消灯 消灯

オフ ラ イ ンモー ド
点灯＊ 1 点灯 消灯 点灯 点灯 消灯

＊ 1 押ボタン操作または ASI コマンド 「ノーマルプロテクティ ッ ドモード移行」 によ り移行します。

＊ 2 押ボタン操作または ASI コマンド 「オフラインモード移行」 によ り移行します。

＊ 3 ASI コマンド 「データ交換許可」 によ り移行します。

＊ 4 ASI コマンド 「データ交換禁止」 によ り移行します。

＊ 5 WindLDR の 「自動設定」 も し くは 「手動設定」 によ り コンフ ィギュレーシ ョ ンします。 またその

場合、 コンフ ィギュレーシ ョ ンデータが、 AS-Interface マスタモジュールに保存されます。
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■ ア ド レス LED と入出力 LED 表示

各スレーブの稼動状態と入出力状態は AS-Interface マスタモジュール表面のアドレス LED と入出力

LED でモニタできます。

スレーブの稼動状態

各スレーブの稼動状態は、 アドレス LED と入出力 LED の点灯状態によ り判断できます。

スレーブの入出力状態

各スレーブの入出力状態は、 アドレス LED と入出力 LED によ りモニタできます。 AS-Interface マス

タモジュール表面の押ボタン PB1/PB2 を “ 短押し ” した場合、 入出力 LED でモニタするスレーブ

のアドレスを増減するこ とができます。 PB1 を “ 短押し ” した場合、 スレーブのアドレスを 1 増加

します。 終アドレスの場合、 先頭のアドレスに戻り ます （31B → 0）。 PB2 を “ 短押し ” した場

合、 アドレスを 1 減少します。 先頭のアドレスの場合、 終アドレスになり ます （0 → 31B）。

例） スレーブ 25A のモニ タ （スレーブが存在し ない場合、 ア ド レスが点滅し ます） から PB1 を “
短押し ” し スレーブ 26A をモニ タ （スレーブが存在する場合、 ア ド レスが点灯し ます） し た場合。

ア ド レス LED 入出力 LED 意味

点灯 入出力状態 このアドレスのスレーブは稼動中です。

点灯 点滅 このアドレスのスレーブは稼動中ですが、 なんらかの異常があ り ま
す。

点滅 消灯 このアドレスにはスレーブが割り付けられていません。

消灯 消灯 AS-Interface 電源が供給されていないか、 AS-Interface マスタモジュー

ルがオフラインモードになっており、 通信できない状態にあ り ます。
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第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール

27-1
AS-Interface オブジ ェ ク ト にアクセスする
AS-Interface ラ イン上にあるセンサやアクチュエータなどの入出力データやパラ メータ、 ネッ ト ワー

ク状態を示すステータス情報やスレーブの状態を示す各リ ス ト情報を AS-Interface オブジェク ト と

呼びます。

こ こでは、 これらの AS-Interface オブジェク トにアクセスする方法について説明しています。

AS-Interface マス タ 1 台目のアクセス方法

AS-Interface マスタ 1 台目の AS-Interface オブジェク トにアクセスするためのデバイス と して、 内部

リ レー （M1300 ～ M1997） とデータレジスタ （D1700 ～ D1999） を用意しており ます。 このデバイ

スを通じて AS-Interface ネッ ト ワークの監視や制御が行えます。 AS-Interface オブジェク トへのアク

セスは 1 スキャンごとおよび ASI コマンドを実行ごとに行われます。

AS-Interface マス タ 2 台目のアクセス方法

AS-Interface マスタ 2 台目を使用する場合は、 RUNA 命令 /STPA 命令を使用し、 AS-Interface オブ

ジェク ト を任意の内部リ レー、 データレジスタに割り付けます。 プログラム方法の詳細は 「本章　
AS-Interface マスタ 2 台目のプログラ ミ ング」 （27-32 頁） を参照してください。

・ AS-Interface マスタ 2 台目とは、 AS-Interface マスタモジュールを 2 台使用した場合の、 CPU モ

ジュールから遠い側に接続された AS-Interface マスタモジュールを指します。

・ 電源投入直後は、 スレーブ入出力データへのアクセスはできません。 入出力データへアクセスする
場合は、 ステータス情報 “ ノーマルオペレーシ ョ ン ”M1945 が ON （=1） しているこ とを確認して

ください。 （「本章　 ステータス情報」 （27-21 頁） 参照）
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AS-Interface オブジ ェ ク ト の割付一覧

デバイス

AS-Interface
マス タ 1 台目

デバイス
ア ド レス＊ 1

＊ 1 2 台目の AS-Interface マスタの AS-Interface オブジェク ト内容は、 RUNA 命令を使用し任意のデバイスに
割り付けます。 詳細は 「本章　AS-Interface マスタ 2 台目のプログラ ミ ング」 （27-32 頁） を参照してく
ださい。

処理時間
（ms）＊ 2

＊ 2 デバイスの内容を更新するのに CPU モジュールで費やす時間です。

読出 / 書込 AS-Interface オブジ ェ ク ト デバイス内容
の更新

内部リ レー M1300-M1617 3.0 読出専用＊ 3

＊ 3 これらのデバイス内容の読出 / 書込は、 WindLDR で行えます。 詳細は 「本章　WindLDR の設定」 （27-
33 頁） を参照してください。

デジタル入力 （IDI＊ 4）

＊ 4 IDI は Input Data Image、 ODI は Output Data Image の略です。

毎スキャン更新

M1620-M1937 3.0 書込専用＊ 3 デジタル出力 （ODI ＊ 4） 毎スキャン更新

M1940-M1997 1.0 読出専用 ステータス情報 毎スキャン更新

データ
レジス タ

D1700-D1731 5.2 読出専用 アナログ入力 毎スキャン更新＊ 5

＊ 5 アナログスレーブが接続されている場合のみ、 毎スキャン更新します。

D1732-D1763 5.2 書込専用 アナログ出力 毎スキャン更新＊ 5

D1764-D1767 1.0 読出専用＊ 3 動作中スレーブリ ス ト

（LAS＊ 6）

＊ 6 LAS は List of Active Slaves、 LDS は List of Detected Slaves、 LPF は List of Peripheral Fault Slaves、 LPS は
List of Projected Slaves の略です。

毎スキャン更新

D1768-D1771 1.0 読出専用＊ 3 検出スレーブリ ス ト

（LDS ＊ 6）

毎スキャン更新

D1772-D1775 1.0 読出専用＊ 3 異常スレーブリ ス ト

（LPF ＊ 6）

毎スキャン更新

D1776-D1779 1.0 読出 / 書込
＊ 3＊ 7

＊ 7 LPS、 PCD、 PP の設定および PLC への書き込みは、 WindLDR から行います。 詳細は 「本章　 コンフ ィ
ギュレーシ ョ ンを行う 」 （27-36 頁） を参照して ください。

設定用スレーブ リ ス ト

（LPS ＊ 6）

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1780-D1811 5.2 読出専用＊ 7 コンフ ィギュレーシ ョ ン

データ A （CDI＊ 8）

＊ 8 CDI は Configuration Data Image、 PCD は Permanent Configuration Data、 PI は Parameter Image、 PP は
Permanent Parameter の略です。

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1812-D1843 5.2 読出専用＊ 7 コンフ ィギュレーシ ョ ン

データ B （CDI ＊ 8）

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1844-D1875 5.2 読出 / 書込
＊ 3 ＊ 7

設定用
コンフ ィギュレーシ ョ ン

データ A （PCD ＊ 8）

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1876-D1907 5.2 読出 / 書込
＊ 3 ＊ 7

設定用
コンフ ィギュレーシ ョ ン

データ B （PCD ＊ 8）

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1908-D1923 3.0 読出専用＊ 3 パラ メータ （PI ＊ 8） ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1924-D1939 3.0 読出 / 書込
＊ 3 ＊ 7

設定用

パラ メータ （PP ＊ 8）

ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1940 0.7 読出 / 書込 スレーブ 0 の ID1 コード ASI コマンドを実

行するたびに更新

D1941-D1945 － 読出 / 書込 （ASI コマンドの内容を記

述する領域）

－

D1952-D1999 － － 予約 －
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27-1
■ AS-Interface オブジ ェ ク ト の内容

こ こでは AS-Interface マスタを使用する場合のデバイスの割付と AS-Interface オブジェク トの内容を

説明しています。

入出力データ

入出力データには、 1 スレーブあたり 4 入力 /4 出力のデジタル入出力データ と 1 スレーブあたり 16
ビッ ト 4 チャンネルのアナログ入出力データがあ り ます。

標準スレーブおよび A/B スレーブのデジ タル入出力

センサやアクチュエータなどの標準スレーブや A/B スレーブのデジタル入出力情報は、 AS-Interface
マスタモジュール 1 台目の場合、 内部リ レーにスレーブ 0 から昇順に固定で割り付けられていま

す。 各スレーブのデジタル入力 （IDI） は M1300 から M1617 に割り付けられています。 デジタル出

力 （ODI） は M1620 から M1937 に割り付けられています。 例えば、 スレーブ 3A の場合、 M1314
（I0） から M1317 （I3） に入力データ、 M1634 （O0） から M1637 （O3） に出力データが割り付いて

います。 2 台目は RUNA 命令 /STPA 命令でアクセスできます。

デジ タル入力 （IDI）

AS-Interface マス タデバイスア ド レス 7
（I3）

6
（I2）

5
（I1）

4
（I0）

3
（I3）

2
（I2）

1
（I1）

0
（I0）

1 台目 2 台目＊ 1

M1300 ＋ 0 （下位バイ ト ） スレーブ 1 （A） （スレーブ 0）

M1310 ＋ 0 （上位バイ ト ） スレーブ 3 （A） スレーブ 2 （A）

M1320 ＋ 1 （下位バイ ト ） スレーブ 5 （A） スレーブ 4 （A）

M1330 ＋ 1 （上位バイ ト ） スレーブ 7 （A） スレーブ 6 （A）

M1340 ＋ 2 （下位バイ ト ） スレーブ 9 （A） スレーブ 8 （A）

M1350 ＋ 2 （上位バイ ト ） スレーブ 11 （A） スレーブ 10 （A）

M1360 ＋ 3 （下位バイ ト ） スレーブ 13 （A） スレーブ 12 （A）

M1370 ＋ 3 （上位バイ ト ） スレーブ 15 （A） スレーブ 14 （A）

M1380 ＋ 4 （下位バイ ト ） スレーブ 17 （A） スレーブ 16 （A）

M1390 ＋ 4 （上位バイ ト ） スレーブ 19 （A） スレーブ 18 （A）

M1400 ＋ 5 （下位バイ ト ） スレーブ 21 （A） スレーブ 20 （A）

M1410 ＋ 5 （上位バイ ト ） スレーブ 23 （A） スレーブ 22 （A）

M1420 ＋ 6 （下位バイ ト ） スレーブ 25 （A） スレーブ 24 （A）

M1430 ＋ 6 （上位バイ ト ） スレーブ 27 （A） スレーブ 26 （A）

M1440 ＋ 7 （下位バイ ト ） スレーブ 29 （A） スレーブ 28 （A）

M1450 ＋ 7 （上位バイ ト ） スレーブ 31 （A） スレーブ 30 （A）

M1460 ＋ 8 （下位バイ ト ） スレーブ 1B 未使用

M1470 ＋ 8 （上位バイ ト ） スレーブ 3B スレーブ 2B

M1480 ＋ 9 （下位バイ ト ） スレーブ 5B スレーブ 4B

M1490 ＋ 9 （上位バイ ト ） スレーブ 7B スレーブ 6B

M1500 ＋ 10 （下位バイ ト ） スレーブ 9B スレーブ 8B

M1510 ＋ 10 （上位バイ ト ） スレーブ 11B スレーブ 10B

M1520 ＋ 11 （下位バイ ト ） スレーブ 13B スレーブ 12B

M1530 ＋ 11 （上位バイ ト ） スレーブ 15B スレーブ 14B

M1540 ＋ 12 （下位バイ ト ） スレーブ 17B スレーブ 16B

M1550 ＋ 12 （上位バイ ト ） スレーブ 19B スレーブ 18B

M1560 ＋ 13 （下位バイ ト ） スレーブ 21B スレーブ 20B

M1570 ＋ 13 （上位バイ ト ） スレーブ 23B スレーブ 22B

M1580 ＋ 14 （下位バイ ト ） スレーブ 25B スレーブ 24B

M1590 ＋ 14 （上位バイ ト ） スレーブ 27B スレーブ 26B
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電源投入直後は、 スレーブ入出力データへのアクセスはできません。 入出力データへアクセスする
場合は、 ステータス情報 “ ノーマルオペレーシ ョ ン （M1945） ” が ON （=1） しているこ とを確認し

てください。 （「本章　 ステータス情報」 （27-21 頁）

M1600 ＋ 15 （下位バイ ト ） スレーブ 29B スレーブ 28B

M1610 ＋ 15 （上位バイ ト ） スレーブ 31B スレーブ 30B

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。

デジ タル出力 （ODI）

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス 7

（O3）
6

（O2）
5

（O1）
4

（O0）
3

（O3）
2

（O2）
1

（O1）
0

（O0）
1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。

M1620 ＋ 0 （下位バイ ト ） スレーブ 1 （A） （スレーブ 0）

M1630 ＋ 0 （上位バイ ト ） スレーブ 3 （A） スレーブ 2 （A）

M1640 ＋ 1 （下位バイ ト ） スレーブ 5 （A） スレーブ 4 （A）

M1650 ＋ 1 （上位バイ ト ） スレーブ 7 （A） スレーブ 6 （A）

M1660 ＋ 2 （下位バイ ト ） スレーブ 9 （A） スレーブ 8 （A）

M1670 ＋ 2 （上位バイ ト ） スレーブ 11 （A） スレーブ 10 （A）

M1680 ＋ 3 （下位バイ ト ） スレーブ 13 （A） スレーブ 12 （A）

M1690 ＋ 3 （上位バイ ト ） スレーブ 15 （A） スレーブ 14 （A）

M1700 ＋ 4 （下位バイ ト ） スレーブ 17 （A） スレーブ 16 （A）

M1710 ＋ 4 （上位バイ ト ） スレーブ 19 （A） スレーブ 18 （A）

M1720 ＋ 5 （下位バイ ト ） スレーブ 21 （A） スレーブ 20 （A）

M1730 ＋ 5 （上位バイ ト ） スレーブ 23 （A） スレーブ 22 （A）

M1740 ＋ 6 （下位バイ ト ） スレーブ 25 （A） スレーブ 24 （A）

M1750 ＋ 6 （上位バイ ト ） スレーブ 27 （A） スレーブ 26 （A）

M1760 ＋ 7 （下位バイ ト ） スレーブ 29 （A） スレーブ 28 （A）

M1770 ＋ 7 （上位バイ ト ） スレーブ 31 （A） スレーブ 30 （A）

M1780 ＋ 8 （下位バイ ト ） スレーブ 1B 未使用

M1790 ＋ 8 （上位バイ ト ） スレーブ 3B スレーブ 2B

M1800 ＋ 9 （下位バイ ト ） スレーブ 5B スレーブ 4B

M1810 ＋ 9 （上位バイ ト ） スレーブ 7B スレーブ 6B

M1820 ＋ 10 （下位バイ ト ） スレーブ 9B スレーブ 8B

M1830 ＋ 10 （上位バイ ト ） スレーブ 11B スレーブ 10B

M1840 ＋ 11 （下位バイ ト ） スレーブ 13B スレーブ 12B

M1850 ＋ 11 （上位バイ ト ） スレーブ 15B スレーブ 14B

M1860 ＋ 12 （下位バイ ト ） スレーブ 17B スレーブ 16B

M1870 ＋ 12 （上位バイ ト ） スレーブ 19B スレーブ 18B

M1880 ＋ 13 （下位バイ ト ） スレーブ 21B スレーブ 20B

M1890 ＋ 13 （上位バイ ト ） スレーブ 23B スレーブ 22B

M1900 ＋ 14 （下位バイ ト ） スレーブ 25B スレーブ 24B

M1910 ＋ 14 （上位バイ ト ） スレーブ 27B スレーブ 26B

M1920 ＋ 15 （下位バイ ト ） スレーブ 29B スレーブ 28B

M1930 ＋ 15 （上位バイ ト ） スレーブ 31B スレーブ 30B

デジ タル入力 （IDI）

AS-Interface マス タデバイスア ド レス 7
（I3）

6
（I2）

5
（I1）

4
（I0）

3
（I3）

2
（I2）

1
（I1）

0
（I0）

1 台目 2 台目＊ 1
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27-1
■ アナログスレーブのアナログ入出力

AS-Interface マスタモジュールはアナログスレーブプロファイル 7.3 に対応しています。 AS-Interface
上に接続されたアナログスレーブの入出力は、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データ

レジスタにアナログスレーブ 1 から 31 までのアドレスの若い順に 4 チャンネルづつ 大 7 台まで

割り付けられます。 各アナログスレーブのアナログ入力は、 D1700 から D1731 に割り付けられてい

ます。 アナログ出力は、 D1732 から D1763 に割り付けられています。 2 台目は RUNA 命令 /STPA 命

令でアクセスできます。

アナログ入力

AS-Interface マス タデバイスア ド レス
チャ ンネル No. データ

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。

D1700 ＋ 0 チャンネル 1

1 番目のデータ
D1701 ＋ 1 チャンネル 2

D1702 ＋ 2 チャンネル 3

D1703 ＋ 3 チャンネル 4

D1704 ＋ 4 チャンネル 1

2 番目のデータ
D1705 ＋ 5 チャンネル 2

D1706 ＋ 6 チャンネル 3

D1707 ＋ 7 チャンネル 4

D1708 ＋ 8 チャンネル 1

3 番目のデータ
D1709 ＋ 9 チャンネル 2

D1710 ＋ 10 チャンネル 3

D1711 ＋ 11 チャンネル 4

D1712 ＋ 12 チャンネル 1

4 番目のデータ
D1713 ＋ 13 チャンネル 2

D1714 ＋ 14 チャンネル 3

D1715 ＋ 15 チャンネル 4

D1716 ＋ 16 チャンネル 1

5 番目のデータ
D1717 ＋ 17 チャンネル 2

D1718 ＋ 18 チャンネル 3

D1719 ＋ 19 チャンネル 4

D1720 ＋ 20 チャンネル 1

6 番目のデータ
D1721 ＋ 21 チャンネル 2

D1722 ＋ 22 チャンネル 3

D1723 ＋ 23 チャンネル 4

D1724 ＋ 24 チャンネル 1

7 番目のデータ
D1725 ＋ 25 チャンネル 2

D1726 ＋ 26 チャンネル 3

D1727 ＋ 27 チャンネル 4

D1728 ＋ 28

未使用領域
D1729 ＋ 29

D1730 ＋ 30

D1731 ＋ 31
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アナログ入力のデータが 7FFF （16 進） を示す場合、 以下のいずれかを意味するステータス と して

の扱いとなり ますので、 7FFF （16 進） はデータ と して扱わないでください。

・ アナログスレーブが割り付けられているが使用されていないチャンネルの場合

（ただし、 アナログスレーブが割り付けられていないチャンネルのデータは不定になり ます。）

・ データがオーバーフローした場合

マスタ とアナログスレーブとの通信タイ ミ ングが合わない場合などです。 アナログスレーブをご使
用になる場合、 アナログスレーブの取り扱い説明書を、 よ くお読みになり、 それぞれのデータの示
す意味に応じた処理を行ってください。

AS-Interface マス タデバイスア ド レス
チャ ンネル No. データ

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。

D1732 ＋ 0 チャンネル 1

1 番目のデータ
D1733 ＋ 1 チャンネル 2

D1734 ＋ 2 チャンネル 3

D1735 ＋ 3 チャンネル 4

D1736 ＋ 4 チャンネル 1

2 番目のデータ
D1737 ＋ 5 チャンネル 2

D1738 ＋ 6 チャンネル 3

D1739 ＋ 7 チャンネル 4

D1740 ＋ 8 チャンネル 1

3 番目のデータ
D1741 ＋ 9 チャンネル 2

D1742 ＋ 10 チャンネル 3

D1743 ＋ 11 チャンネル 4

D1744 ＋ 12 チャンネル 1

4 番目のデータ
D1745 ＋ 13 チャンネル 2

D1746 ＋ 14 チャンネル 3

D1747 ＋ 15 チャンネル 4

D1748 ＋ 16 チャンネル 1

5 番目のデータ
D1749 ＋ 17 チャンネル 2

D1750 ＋ 18 チャンネル 3

D1751 ＋ 19 チャンネル 4

D1752 ＋ 20 チャンネル 1

6 番目のデータ
D1753 ＋ 21 チャンネル 2

D1754 ＋ 22 チャンネル 3

D1755 ＋ 23 チャンネル 4

D1756 ＋ 24 チャンネル 1

7 番目のデータ
D1757 ＋ 25 チャンネル 2

D1758 ＋ 26 チャンネル 3

D1759 ＋ 27 チャンネル 4

D1760 ＋ 28

未使用領域
D1761 ＋ 29

D1762 ＋ 30

D1763 ＋ 31
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27-2
例えば、 アナログ入力スレーブ （アドレス 1、 13、 20）、 アナログ出力スレーブ （アドレス 5、 25）、
アナログ入出力スレーブ （アドレス 14、 21） を使用した場合、 以下のよ うに割り付けられます。 入

出力点数に関わらず、 必ずアナログスレーブ 1 スレーブ当たり 4 チャンネル （8 バイ ト ） の領域が

確保されます。 この割り付けは、 次回のコンフ ィギュレーシ ョ ンまで保持されます。 AS-Interface マ

スタ 2 台目のデータ格納先も同様です。

8 台以上のアナログスレーブを接続し ないで く ださい。 正常に動作し ません。

アナログ
スレーブ台数

AS-Interface マス タ
1 台目データ格納先

アナログ入力
スレーブ

AS-Interface マス タ
1 台目データ格納先

アナログ入力
スレーブ

1 D1700-D1703 スレーブ 1 D1732-D1735 空き

2 D1704-D1707 空き D1736-D1739 スレーブ 5

3 D1708-D1711 スレーブ 13 D1740-D1743 空き

4 D1712-D1715 スレーブ 14 D1744-D1747 スレーブ 14

5 D1716-D1719 スレーブ 20 D1748-D1751 空き

6 D1720-D1723 スレーブ 21 D1752-D1755 スレーブ 21

7 D1724-D1727 空き D1756-D1759 スレーブ 25

8 D1728-D1731 未使用領域 D1760-D1763 未使用領域
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■ ステータ ス情報

ステータス情報は、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 内部リ レーの M1940 から M1997
に割り付けられています。 2 台目は RUNA 命令 /STPA 命令でアクセスできます。 ネッ ト ワークの状

態を監視するために使用します。 ネッ ト ワークの異常は、 このステータス情報と AS-Interface マス

タモジュール表面のステータス LED で確認できます。

M1940 ： コ ン フ ィ グ _OK

コンフ ィギュレーシ ョ ンの状態を確認するためのビッ トです。 AS-Interface マスタモジュールに登録

されているコンフ ィギュレーシ ョ ンデータ と実際に接続されているスレーブのコンフ ィギュレー
シ ョ ンデータの比較を行い、 一致しない場合 OFF （=0）、 一致する場合 ON （=1） にな り ます。 また

一致しない場合には、 ステータス LED の FLT が点灯します。

M1941 ： LDS.0

アドレス 0 のスレーブが接続されているかを確認するためのビッ トです。 AS-Interface マスタモ

ジュールがプロテクティ ッ ドモードの状態でアドレス 0 のスレーブ （購入時など） を、 接続した場

合やスレーブアドレスを 0 にした場合などに、 このビッ トが ON （=1） します。

ステータ ス情報

AS-Interface マス タ
デバイスア ド レス

ステータ ス
意味

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。

ON （＝ 1） OFF （＝ 0）

M1940 ＋ 0
（下位バイ ト ）

コンフ ィグ _OK コンフ ィギュレー
シ ョ ンが正常です。

コンフ ィギュレー
シ ョ ンが異常です。

M1941 LDS.0 アドレス 0 のスレー

ブが接続されていま
す。

アドレス 0 のスレー

ブは接続されていま
せん。

M1942 オート アドレッシング
機能有効

オート アドレッシン
グ機能が許可されて
います。

オート アドレッシン
グ機能が禁止されて
います。

M1943 オート アドレッシング
機能条件

条件が満たされてい
ます。

条件が満たされてい
ません。

M1944 コンフ ィギュレーシ ョ ン コンフ ィギュレー
シ ョ ンモードです。

コンフ ィギュレー
シ ョ ンモード以外の
モードです。

M1945 ノーマルオペレーシ ョ ン ノーマルプロテク
ティ ッ ドモードです。

ノーマルプロテク
ティ ッ ドモード以外
のモードです。

M1946 AS-I パワーフェ ィル AS-Interface 電源が異

常です。

AS-Interface 電源は正

常です。

M1947 オフライン確認 オフラインモードで
す。

オフラインモード以
外のモードです。

M1950 ＋ 0
（上位バイ ト ）

ペリ フェラル _OK 周辺機器は正常です。 周辺機器に異常があ
り ます。

M1951-M1957 予約 － －

M1960 ＋ 1
（下位バイ ト ）

データ交換有効 データ交換が許可さ
れています。

データ交換が禁止さ
れています。

M1961 オフライン 押ボタンまたは
WindLDR からオフラ

インモードへの移行
指示があ り ました。

オフラインモードへ
の移行指示はあ り ま
せん。

M1962 CPU 接続モード CPU 接続モードで

す。

ローカルモードです。

M1963-M1967 ＋ 1
（上位バイ ト ）

予約 － －

M1970-M1997 ＋ 2 予約 － －
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M1942 ： オー ト ア ド レ ッ シング機能有効

オート アドレッシング機能が有効になっているかを確認するためのビッ トです。 デフォルトでは有
効になっています。 この機能は、 ASI コマンド 「オート アドレッシング機能有効」 および 「オート

アドレッシング機能無効」 によ り、 変更できます。

AS-Interface マスタモジュールでオート アドレッシング機能を有効にしている場合、 スレーブが故障

した場合に、 特別な対応をしな くても同じ識別コードのスレーブに交換するこ とができます。

オート アドレッシング機能は、 1 つのスレーブだけに障害が発生した場合にのみ行われます。 （複数

のスレーブを交換する場合、 この機能は利用できません。）

M1943 ： オー ト ア ド レ ッ シング機能条件

オート アドレッシング機能の動作条件が満たされているかを確認するためのビッ トです。 オート ア
ドレッシング機能が有効な状態で、 故障したスレーブ （AS-Interface マスタモジュールが認識できな

いスレーブ） が 1 台ある場合に ON （=1） します。

M1944 ： コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン

AS-Interface マスタモジュールのモードを確認するためのビッ トです。 コンフ ィギュレーシ ョ ンモー

ドの場合 ON （=1） します。 この場合、 CNF LED が点滅します。

M1945 ： ノ ーマルオペレーシ ョ ン

AS-Interface マスタモジュールのモードを確認するためのビッ トです。 ノーマルオペレーシ ョ ンの場

合 ON （=1） します。 このビッ トが ON になる と、 スレーブのデータ交換が始ま り ます。

M1946 ： AS-I パワーフ ェ ィ ル

AS-Interface 電源に異常がないかを確認するためのビッ トです。 AS-Interface 電源が供給されていな

い場合 ON （=1） します。 この場合、 PWR LED が消灯します。

M1947 ： オフ ラ イ ン確認

AS-Interface マスタモジュールがオフラインにあるかを確認するためのビッ トです。 オフラインの場

合 ON （=1） します。 この場合、 OFF LED が点灯します。

M1950 ： ペ リ フ ェ ラル _OK

周辺機器に異常がないかを確認するためのビッ トです。 AS-Interface マスタモジュールが、 異常を検

知しなければ ON （=1） になっています。

M1960 ： データ交換有効

データ交換が有効になっているかを確認するためのビッ トです。 データ交換の禁止 ・許可は、 ASI
コマンド 「データ交換許可」 および 「データ交換禁止」 によ り、 変更できます。 データ交換が有効
になっている場合 ON （=1） します。

M1961 ： オフ ラ イ ン

オフラインモードへの移行指示があったかを確認するためのビッ トです。 オフラインモードへは、
ノーマルプロテクティ ッ ドモードから押ボタン操作によ り移行するか ASI コマンド 「オフライン

モード移行」 によ り、 移行します。 オフライン移行指示以後、 オフライン解除まで ON （=1） しま

す。

＊ 故障し たスレーブ と同じ ア ド レスが設定され、 同じ識別コー ドの代替スレーブは、 自動的に検出ス
レーブ リ ス ト （LDS） に加え られて動作するよ う にな り ます。 ア ド レスや識別コー ドが異なる場合

は、 FLT LED が点灯し ます。

＊ 出荷状態のスレーブ （ア ド レスが 0） で故障し たスレーブ と同じ識別コー ドの場合、 そのスレーブ

は自動的に故障で代替されたスレーブのア ド レスを引き継ぎ、 その結果、 検出スレーブ リ ス ト
（LDS） および動作中スレーブ リ ス ト （LAS） に加え られます。 識別コー ドが異なる場合は、 FLT 
LED が点灯し ます。
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M1962 ： CPU 接続モー ド

AS-Interface マスタモジュールのモードを確認するためのビッ トです。 CPU 接続モードの場合 ON
（=1） します。 この場合、 LMO LED が消灯し CMO LED が点灯します。

■ スレーブ リ ス ト 情報

スレーブリ ス ト情報を参照するこ とで、 各スレーブの動作状況を把握できます。 スレーブリ ス トに
は、 動作中のスレーブを示すリ ス ト （LAS）、 検出されたスレーブのリ ス ト （LDS）、 異常なスレー

ブのリ ス ト （LPF）、 そして設定用スレーブの構成を示すリ ス ト （LPS） の 4 種類あ り ます。 AS-
Interface マスタモジュール 1 台目は、 データレジスタ （D1764 ～） に割り付けられます。 2 台目は

RUNA 命令 /STPA 命令でアクセスできます。 なお、 LAS/LDS/LPF は 1 回の命令 （RUNA/STPA） で

読み出します。

動作中スレーブ リ ス ト （LAS）

動作中のスレーブを示すリ ス トは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの

D1764 から D1767 に割り付けられています。 各スレーブの動作状態は、 レジスタのビッ トの状態を

参照するこ とで確認できます。 ON （=1） のビッ トに対応しているスレーブが動作中のスレーブを

示しています。

検出スレーブ リ ス ト （LDS）

検出されたスレーブのリ ス トは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの

D1768 から D1771 に割り付けられています。 検出したスレーブは、 レジスタのビッ トの状態を参照

するこ とで確認できます。 ON （=1） のビッ トに対応しているスレーブが、 マスタによ り検出され

たスレーブを示しています。

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス

データ フ ォーマ ッ ト

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。
LAS/LDS/LPF は 1 回で読み出します。

ビ ッ ト 15-8 ビ ッ ト 7-0

D1764 ＋ 0 スレーブ 15 （A） － 8 （A） スレーブ 7 （A） － 0

D1765 ＋ 1 スレーブ 31 （A） － 24 （A） スレーブ 23 （A） － 16 （A）

D1766 ＋ 2 スレーブ 15B － 8B スレーブ 7B － （0B）

D1767 ＋ 3 スレーブ 31B － 24B スレーブ 23B － 16B

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス

データ フ ォーマ ッ ト

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。
LAS/LDS/LPF は 1 回で読み出します。

ビ ッ ト 15-8 ビ ッ ト 7-0

D1768 ＋ 4 スレーブ 15 （A） － 8 （A） スレーブ 7 （A） － 0

D1769 ＋ 5 スレーブ 31 （A） － 24 （A） スレーブ 23 （A） － 16 （A）

D1770 ＋ 6 スレーブ 15B － 8B スレーブ 7B － （0B）

D1771 ＋ 7 スレーブ 31B － 24B スレーブ 23B － 16B
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異常スレーブ リ ス ト （LPF）

異常なスレーブのリ ス トは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの D1772
から D1775 に割り付けられています。 各スレーブの異常状態は、 レジスタのビッ トの状態を参照す

るこ とで確認できます。 ON （=1） のビッ トに対応しているスレーブが、 異常であるこ とを示して

います。

設定用スレーブ リ ス ト （LPS）

設定用スレーブを示すリ ス トは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの

D1776 から D1779 に割り付けられています。 2 台目は、 アクセスできません。 設定用スレーブは、

レジスタのビッ トの状態を参照するこ とで確認できます。 また LPS に割り付けられたデバイスは、

CPU モジュールからの ASI コマンドによ り更新されます。 読み出す場合は、 ASI コマンド 「LPS 読

み出し」 を実行してからデバイスの読み出しを行ってください。 LPS の設定は、 WindLDR の 「自動

設定」 または 「手動設定」 実行時に自動で行います。 ON （=1） のビッ トに対応しているスレーブ

が、 設定されているこ とを示しています。

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス

データ フ ォーマ ッ ト

1 台目 2 台目＊ 1

＊ 1 デバイスアドレスは RUNA 命令 /STPA 命令のデータデバイスアドレスからの相対アドレスを示します。
LAS/LDS/LPF は 1 回で読み出します。

ビ ッ ト 15-8 ビ ッ ト 7-0

D1772 ＋ 8 スレーブ 15 （A） － 8 （A） スレーブ 7 （A） － 0

D1773 ＋ 9 スレーブ 31 （A） － 24 （A） スレーブ 23 （A） － 16 （A）

D1774 ＋ 10 スレーブ 15B － 8B スレーブ 7B － （0B）

D1775 ＋ 11 スレーブ 31B － 24B スレーブ 23B － 16B

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス

データ フ ォーマ ッ ト

1 台目 2 台目 ビ ッ ト 15-8 ビ ッ ト 7-0

D1776 － スレーブ 15 （A） － 8 （A） スレーブ 7 （A） － 0

D1777 － スレーブ 31 （A） － 24 （A） スレーブ 23 （A） － 16 （A）

D1778 － スレーブ 15B － 8B スレーブ 7B － （0B）

D1779 － スレーブ 31B － 24B スレーブ 23B － 16B
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■ スレーブの識別情報 （スレーブプロ フ ァ イル）

スレーブプロファ イル情報を参照するこ とで、 各スレーブの識別コード とパラ メータを確認できま
す。 スレーブプロファ イルには、 各スレーブの種類、 I/O 点数を示すコンフ ィギュレーシ ョ ンデー

タ と、 スレーブの動作を示すパラ メータがあ り ます。

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ （CDI）

各スレーブの CDI は、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの D1780 から

D1843 に割り付けられています。 CDI は ID コード、 I/O コード、 ID2 コード、 ID1 コードの 4 種類

のコードで構成されています。 接続されていないスレーブの CDI は FFFFh になっています。 また、

CDI に割り付けられたデバイスは、 CPU モジュールからの ASI コマンドによ り更新されます。 読み

出す場合は、 ASI コマンド 「CDI 読み出し」 を実行してから読み出してください。 2 台目は、 アク

セスできません。

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ A

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

ID コー ド
ビ ッ ト 11-8
I/O コー ド

ビ ッ ト 7-4
ID2 コー ド

ビ ッ ト 3-0
ID1 コー ド

1 台目 2 台目

D1780 － スレーブ 0 （A）

D1781 － スレーブ 1 （A）

D1782 － スレーブ 2 （A）

～省略～

D1810 － スレーブ 30 （A）

D1811 － スレーブ 31 （A）

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ B

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

ID コー ド
ビ ッ ト 11-8
I/O コー ド

ビ ッ ト 7-4
ID2 コー ド

ビ ッ ト 3-0
ID1 コー ド

1 台目 2 台目

D1812 － スレーブ 0 （B）

D1813 － スレーブ 1 （B）

D1814 － スレーブ 2 （B）

～省略～

D1842 － スレーブ 30 （B）

D1843 － スレーブ 31 （B）
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■ 設定用コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ （PCD）

各スレーブの PCD は、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの D1844 から

D1907 に割り付けられています。 PCD は ID コード、 I/O コード、 ID2 コード、 ID1 コードの 4 種類

のコードで構成されており、 マスタモジュールの ROM に保持されています。 各スレーブの PCD は

CDI に一致させてください。 CDI と異なる場合、 そのスレーブは動作いたしません。 接続されてい

ないスレーブの PCD は FFFFh にしてください。 PCD の設定は WindLDR の AS-Interface マスタ設定

で行います。 また、 PCD に割り付けられたデバイスは、 CPU モジュールからの ASI コマンドによ

り更新されます。 読み出す場合は、 ASI コマンド 「PCD 読み出し」 を実行してから読み出してくだ

さい。 2 台目は、 アクセスできません。

パラ メ ータ （PI）

各スレーブのパラ メータは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの D1908
から D1923 に割り付けられています。 各スレーブのパラ メータを確認するこ とができます。 また PI
に割り付けられたデバイスは、 CPU モジュールからの ASI コマンドによ り更新されます。 読み出す

場合は、 ASI コマンド 「PI 読み出し」 を実行してから読み出してください。 パラ メータを変更する

場合は、 WindLDR で変更するか、 ASI コマンド 「各スレーブの PI 変更」 を実行して ください。 2
台目は、 RUNA/STPA 命令からのアクセスは行えません。

設定用コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ A

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

ID コー ド
ビ ッ ト 11-8
I/O コー ド

ビ ッ ト 7-4
ID2 コー ド

ビ ッ ト 3-0
ID1 コー ド

1 台目 2 台目

D1844 － スレーブ 0 （A）

D1845 － スレーブ 1 （A）

D1846 － スレーブ 2 （A）

～省略～

D1874 － スレーブ 30 （A）

D1875 － スレーブ 31 （A）

設定用コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ B

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

ID コー ド
ビ ッ ト 11-8
I/O コー ド

ビ ッ ト 7-4
ID2 コー ド

ビ ッ ト 3-0
ID1 コー ド

1 台目 2 台目

D1876 － スレーブ 0 （B）

D1877 － スレーブ 1 （B）

D1878 － スレーブ 2 （B）

～省略～

D1906 － スレーブ 30 （B）

D1907 － スレーブ 31 （B）

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 11-8

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 7-4

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 3-0

P3/P2/P1/P0
1 台目 2 台目

D1908 －
スレーブ 3

（A）

スレーブ 2
（A）

スレーブ 1
（A）

スレーブ 0

D1909 －
スレーブ 7

（A）

スレーブ 6
（A）

スレーブ 5
（A）

スレーブ 4
（A）

D1910 －
スレーブ 11

（A）

スレーブ 10
（A）

スレーブ 9
（A）

スレーブ 8
（A）

～省略～

D1922 － スレーブ 27B スレーブ 26B スレーブ 25B スレーブ 24B

D1923 － スレーブ 31B スレーブ 30B スレーブ 29B スレーブ 28B
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設定用パラ メ ータ （PP）

各スレーブの設定用パラ メータは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタの

D1924 から D1939 に割り付けられています。 AS-Interface マスタモジュールの ROM に保持している

各スレーブのパラ メータ設定を参照するこ とができます。 PP に割り付けられたデバイスは、 CPU
モジュールからの ASI コマンドによ り更新されます。 読み出す場合は、 ASI コマンド 「PP 読み出

し」 を実行してから読み出してください。 また設定用パラ メータを変更する場合は、 WindLDR で

行ってください。 2 台目は、 RUNA/STPA 命令からのアクセスは行えません。

スレーブ 0 の ID1 コー ドの変更

AS-Interface マスタモジュール 1 台目の場合、 データレジスタ D1940 からスレーブ 0 の ID1 コード

を変更できます。 D1940 は、 ASI コマンドによ り更新されます。 読み出す場合は、 ASI コマンド

「スレーブ 0 の ID1 読み出し」 を実行してから読み出してください。 またスレーブ 0 の ID1 コード

を変更する場合は、 ASI コマンド 「スレーブ 0 の ID1 書き込み」 を実行する前に D1940 にデータを

書き込んでください。 2 台目は、 アクセスできません。

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 11-8

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 7-4

P3/P2/P1/P0
ビ ッ ト 3-0

P3/P2/P1/P0
1 台目 2 台目

D1924 －
スレーブ 3

（A）

スレーブ 2
（A）

スレーブ 1
（A）

スレーブ 0

D1925 －
スレーブ 7

（A）

スレーブ 6
（A）

スレーブ 5
（A）

スレーブ 4
（A）

D1926 －
スレーブ 11

（A）

スレーブ 10
（A）

スレーブ 9
（A）

スレーブ 8
（A）

～省略～

D1938 － スレーブ 27B スレーブ 26B スレーブ 25B スレーブ 24B

D1939 － スレーブ 31B スレーブ 30B スレーブ 29B スレーブ 28B

AS-Interface マス タ モジュール
デバイスア ド レス ビ ッ ト 15-12 ビ ッ ト 11-8 ビ ッ ト 7-4 ビ ッ ト 3-0

1 台目 2 台目

D1940 － x x x ID1 コード
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■ AS-Interface マス タ （1 台目） のデバイス更新

こ こでは、 AS-Interface マスタモジュール 1 台目の AS-Interface 用デバイス （M1300-M1997, D1700-
D1999） 更新について説明します。

AS-Interface 用デバイスの更新は、 毎スキャン処理される常時更新デバイスと、 ASI コマンドによ り

更新される ASI コマンド更新デバイスの 2 種類あり ます。 さ らに ASI コマンドは、 デバイスを更新

するコマンドだけでなく、 AS-Interface マスタモジュール制御用のコマンド も含みます。 AS-
Interface マスタモジュール 2 台目の AS-Interface オブジェク トは、 RUNA 命令を使用して更新しま

す。

常時更新デバイス

デジタル入出力、 ステータス情報、 LAS/LDS/LPF のデバイスは毎スキャン更新されます。 またアナ

ログスレーブが接続されている場合、 アナログ入出力も毎スキャン更新されます。

コ マン ド名称 処理時間 （ms）

デジ タル入力 3.0

デジ タル出力 3.0

ステータ ス情報 1.0

アナログ入力＊ 1

＊ 1 アナログスレーブがある場合のみ実行されます。

5.2

アナログ出力＊ 1 5.2

LAS 1.0

LDS 1.0

LPF 1.0
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■ ASI コマン ド更新デバイス

ASI コマンドには、 デバイスの更新を行う コマンド と、 AS-Interface マスタモジュールの制御を行う

コマンドがあ り ます。 デバイス D1941 から D1945 に各データをセッ トするこ とで、 各コマンドが

実行されます。

ASI コ マン ド
処理時間

（ms） 動作
コ マン ド データ （16 進表示）

D1941 D1942 D1943 D1944 D1945

LPS 読み出し＊ 1

＊ 1 ASI コマンド発行時のスキャンで処理されます。 これ以外の ASI コマンドは処理に数スキャンかかり ま
す。

1.0 D1776-D1779 に LPS を読み

出します。

010B 084C 0000 0000 0001

CDI 読み出し＊ 1 10.4 D1780-D1843 に CDI を読み

出します。

010C 4050 0000 0000 0001

PCD 読み出し＊ 1 10.4 D1844-D1907 に PCD を読

み出します。

010E 4090 0000 0000 0001

PI 読み出し＊ 1 3.0 D1908-D1923 に PI を読み出

します。

0107 20D0 0000 0000 0001

PP 読み出し＊ 1 3.0 D1924-D1939 に PP を読み

出します。

0108 20E0 0000 0000 0001

スレーブ 0 の

ID1 読出し＊ 1

0.7 D1940 にスレーブ 0 の ID1
を読み出します。

0109 02F0 0000 0000 0001

スレーブ 0 の

ID1 書込み＊ 1

0.7 D1940 をスレーブ 0 の ID1
に書き込みます。

0209 02F0 0000 0000 0001

PI を PP に

コピー
0.8＊ 2

＊ 2 1 スキャン当たりの処理時間は 0.8ms ですが、 ASI コマンドの結果が得られるまでには、 低でも 1 秒
かかり ます。

PI を PP にコピーします。 0306 0100 0000 0000 0001

各スレーブの

PI 変更＊ 3 ＊ 4

＊ 3 WindLDR でサポート しています。

＊ 4 スレーブアドレスには、 以下の値を設定します。

0.8 ＊ 2 スレーブ （**） の PI を （*）
に変更します。

0306 0102 000* 00** 0001

オフライン
モード移行

0.8 ＊ 2 ノーマルプロテクティ ッ ド
モードからオフラインモー
ドへ移行します。

0306 0301 0000 0000 0001

ノーマルプロテ
クティ ッ ド
モード移行

0.8 ＊ 2 オフラインモードから ノー
マルプロテクティ ッ ドモー
ドへ移行します。

0306 0300 0000 0000 0001

データ交換禁止 0.8 ＊ 2 ノーマルプロテクティ ッ ド
モードからデータ交換禁止
モードへ移行します。

0306 0400 0000 0000 0001

データ交換許可 0.8 ＊ 2 データ交換禁止モードから
ノーマルプロテクティ ッ ド
モードへ移行します。

0306 0401 0000 0000 0001

スレーブアドレ

スの変更＊ 3 ＊ 4
0.8 ＊ 2 現在のアドレス （**） を

（＋＋） に変更します。

0306 0500 00** 00++ 0001

オート アドレッ
シング機能有効

0.8 ＊ 2 オート アドレッシング機能
を許可します。 （デフォル
ト ）

0306 0800 0000 0000 0001

オート アドレッ
シング機能無効

0.8 ＊ 2 オート アドレッシング機能
を禁止します。

0306 0801 0000 0000 0001

A スレーブア ド レス 値 （16 進） B スレーブア ド レス 値 （16 進）

0A 0 － －

1A 1 1B 21

15A F 15B 2F
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変更されたパラ メータ値を AS-Interface マスタモジュールの ROM に格納するには、 0306, 0100, 
0000, 0000, 0001 をデータレジスタ D1941 ～ D1945 に格納し実行してください。

16A 10 16B 30

30A 1E 30B 3E

31A 1F 31B 3F

ASI コマン ド フ ォーマ ッ ト

コ マン ド部 （8 バイ ト ） 要求と結果

D1941 D1942 D1943 D1944 D1945

D1941 ～ D1944 （コマン ド 部） にコマン ド を書き込んでから、 D1945 に “1” をセ ッ ト し て く だ さ

い。 ASI コマン ドが実行されます。 ASI コマン ドの状態は、 D1945 の下位バイ ト で確認できます。

D1945 の下位バイ ト の値 意味

00h＊ 1

＊ 1 マイ ク ロスマートがセッ ト します。

電源投入時 （初期値）

01h＊ 2

＊ 2 D1945 の下位バイ トが 01h, 02h, 08h の場合は、 D1945 に値をセッ ト しないでください。 （正常に動作しま
せん。）

要求

02h ＊ 1 ＊ 2 ASI コマンド処理中

04h ＊ 1 正常終了

08h ＊ 1 ＊ 2 コンフ ィギュレーシ ョ ン実行中

14h ＊ 1 周辺機器に異常

24h ＊ 1 ASI コマンドエラー

74h ＊ 1 実行不可

84h ＊ 1 実行結果異常

ラダープログラム記述例 “ 各スレーブの PI を変更 ”

プログラム内容
コ マン ド データ （16 進表示）

D1941 D1942 D1943 D1944 D1945

スレーブ 1A にパラ メータ “3” を書き込む。 0306 0102 0003 0001＊ 1

＊ 1 スレーブ 31A の場合 D1944 は 001F、 スレーブ 1B の場合 D1944 は 0021 になり ます。

0001

A スレーブア ド レス 値 （16 進） B スレーブア ド レス 値 （16 進）
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AS-Interface マス タ 2 台目を使用する
AS-Interface マスタを 2 台使用する場合、 2 台目のマスタ （CPU モジュールから遠い側に接続してい

るマスタ） の AS-Interface オブジェク トには、 RUNA 命令 /STPA 命令を使用してアクセスします。

AS-Interface オブジェク トの内容につきましては 「本章　AS-Interface オブジェク トにアクセスする」 
（27-14 頁） を参照してください。

・ WindLDR で AS-Interface マスタ 2 台目の AS-Interface マスタ設定やスレーブモニタを行っている場

合は、 AS-Interface マスタ 2 台目用の RUNA 命令 /STPA 命令は動作しません。

・ AS-Interface マスタ 2 台目は ASI コマンド操作が行えませんので、 オフラインモード移行、 ノーマ

ルプロテクティ ッ ドモード移行、 データ交換禁止 ・ 許可は、 AS-Interface マスタモジュール表面のボ

タン操作で行ってください。

・ AS-Interface マスタ 2 台目は、 スレーブ 0 の ID1 の読み ・書き、 オート アドレッシング機能無効の

操作を行う こ とはできません。 オート アドレッシング機能は有効になっています。

■ データ ア ド レス一覧

RUNA 命令 /STPA 命令で使用するパラ メータを示します。

AS-Interface オブジ ェ ク ト データ
ア ド レス

データサイ
ズ ［Byte］

読出 / 書込 処理時間＊ 1

（ms）

＊ 1 RUNA 命令 /STPA 命令デバイスの内容を更新するのに CPU モジュールで費やす時間です。

デジ タル入力 （IDI） 0 32 読出 3.0

デジ タル出力 （ODI） 3 32 書込 3.0

ステータ ス情報 2 6 読出 1.0

アナログ入力 1 64 読出 5.2

アナログ出力 4 64 書込 5.2

動作中スレーブ リ ス ト （LAS）

検出スレーブ リ ス ト （LDS）

異常スレーブ リ ス ト （LPF）

9 24 読出 3.0

設定用スレーブ リ ス ト （LPS）＊ 2

＊ 2 これらの内容は、 WindLDR の AS-Interface マスタ設定やスレーブモニタでモニタ、 変更が行えます。
詳細は 「本章　WindLDR の設定」 （27-33 頁） を参照してください。

－ － － －

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ A （CDI） ＊ 2 － － － －

コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ B （CDI） ＊ 2 － － － －

設定用コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ A

（PCD） ＊ 2

－ － － －

設定用コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ B

（PCD） ＊ 2

－ － － －

パラ メ ータ （PI） ＊ 2 － － － －

設定用パラ メ ータ （PP） ＊ 2 － － － －

スレーブ 0 の ID1 コー ド － － － －

ASI コ マン ド － － － －
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■ AS-Interface マス タ 2 台目のプログラ ミ ング

こ こでは AS-Interface オブジェク トの うち、 デジタル入力、 デジタル出力、 ステータス情報を内部

リ レーに割り付けて AS-Interface マスタ 2 台目を使用する場合のプログラ ミ ングを説明します。

LAS/LDS/LPF/LPS のスレーブリ ス ト、 CDI, PCD のコンフ ィギュレーシ ョ ンデータ、 PI, PP のパラ

メータは RUNA 命令 /STPA 命令のプログラ ミ ングなしに WindLDR の AS-Interface マスタ設定によ

りモニタおよび設定が行えます。

1. 使用する AS-Interface オブジ ェ ク ト と、 その割付先を決定し ます。

RUNA 命令 /STPA 命令のステータスの割付先も命令個数分、 用意して ください。

2. WindLDR のプログラムを作成し ます。

以下の構成例におけるプログラム例を示します。

ハー ド ウ ェ ア構成例

プログラム例

RUNA 命令設定画面

割付表

割付先
データ ア ド レ

ス
データサイズ

［Byte］ 読出 / 書込
AS-Interface
オブジ ェ ク ト

M200 ～ M517 0 32 読出専用 デジタル入力 （IDI）

M520 ～ M837 3 32 書込専用 デジタル出力 （ODI）

M840 ～ M897 2 6 読出専用 ステータス情報

データ レジス タ 読出 / 書込 内容

D300 ～ D302 読出専用 RUNA 命令のステータス
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● WindLDR の設定

AS-Interface マスタには、 WindLDR でスレーブのアドレス変更やコンフ ィギュレーシ ョ ンを行うた

めの AS-Interface マスタ設定画面と、 デジタル入出力のモニタやパラ メータの変更を行う AS-
Interface スレーブモニタ画面が用意されています。 こ こでは AS-Interface マスタ 1 台目の場合を説

明します。

● フ ァ ン クシ ョ ン設定

AS-Interface マスタモジュールを使用する場合、 WindLDR の ［設定］ タブの ［ファンクシ ョ ン設定］

で ［カート リ ッジ & モジュール］ をク リ ッ ク し、 「AS-Interface」 の項目で 「AS-Interface マスタモ

ジュールを使用する」 のチェッ クボッ クスをオンにします。

AS-Interface マスタモジュールを使用しない場合にチェッ クボッ クスをオンにしても、 通常動作に影

響はあ り ません。 ただし AS-Interface マスタモジュールが接続された状態でチェッ クボッ クスがオ

フの場合、 CPU モジュールが正常に動作しません。

AS-Interface マス タ モジュールを使用する

＊デフォルトではチェッ クボッ クスがオンになっています。 PLC 機種設定において、 FC5A-D12x1E
を選択している場合、 本設定は常に有効ですので、 このチェッ クボッ クスは表示されません。
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● AS-Interface マス タ設定ステータ ス情報

WindLDR の 「AS-Interface マスタ設定」 画面では、 コンフ ィギュレーシ ョ ン （自動設定、 手動設定）

と スレーブアドレスの変更が行えます。 また、 AS-Interface マスタ設定画面では、 スレーブの状態を

アドレスの表示色によ り判断できます。

AS-Interface マス タ設定画面

［オンラ イン］ タブの ［AS-Interface］ で ［マスタ設定］ をク リ ッ クする と AS-Interface マスタ設定画

面が表示されます。

AS-Interface マスタ設定画面から、 アドレスの変更を行うためのスレーブアドレス変更画面と コン

フ ィギュレーシ ョ ンの設定を変更するためのスレーブ設定画面を開く こ とができます。

GUI 項目 動作内容

AS-Interface マス タ設定画面

自動設定 現在接続中のスレーブの構成 （LDS/CDI/PI） を AS-Interface マスタモジュールの

ROM 領域 （LPS/PCD/PP） に自動で登録します。

手動設定 お客様がセッ ト したスレーブの PCD とパラ メータをマスタモジュールの ROM 領

域 （LPS/PCD/PP） に登録します。

更新 表示内容を更新します。

スレーブ切替 スレーブ A 設定画面、 スレーブ B 設定画面の切り替えを行います。

フ ァ イルを開 く コンフ ィギュレーシ ョ ン （LPS/PCD/PP） ファ イルを開きます。

フ ァ イルに保存 コンフ ィギュレーシ ョ ン （LPS/PCD/PP） ファ イルを保存します。

ヘルプ 画面上の各機能の説明です。

スレーブ設定画面

OK 設定用コンフ ィギュレーシ ョ ン PCD およびパラ メータ PP を変更します。 AS-
Interface マスタモジュールへの書き込みは行いません。

キャ ンセル ウインド ウを閉じます。

スレーブア ド レス変更画面

OK スレーブアドレスを変更します。

キャ ンセル ウインド ウを閉じます。
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● ア ド レス表示色

AS-Interface マスタ設定画面の 00 ～ 31 のアドレス表示網掛色によ り、 スレーブの稼動状態を確認で

きます。 表示は、 ［更新］ ボタンによ り、 新の状態に更新できます。

スレーブのア ド レスを設定する

WindLDR でスレーブのアドレスを設定 ・変更するには、

AS-Interface マスタ設定画面で、 接続されているスレーブの

アドレスをク リ ッ クする と、 スレーブアドレス変更画面が
開きます。 変更するアドレスをセッ ト し、 ［OK］ ボタンを

ク リ ッ ク します。 この場合コマンドが正し く処理されな
かった場合 「AS-Interface マスタのエラーです。 ‘ エラー

コード ’」 のエラーメ ッセージが表示されます。

以下の場合、 アドレス変更できません。

スレーブア ド レスの重複割当て同一のア ド レスを設定し たスレーブがそれぞれ違う識別コー ドの場
合は、 AS-Interface マス タ モジュールがエラーを検出し ます。 同一のア ド レスを設定し、 同一の識

別コー ド を持つスレーブ （同じ種類のスレーブ） を接続する と、 AS-Interface マス タ モジュールは

まった く エラーを検出できません。 この注意を怠る と、 大きな損害や機器の破損を引き起こす可能
性があり ます。

同じアドレスのスレーブを 2 台以上接続しないでください。 アドレスを正し く認識できません。 ま

た、 新規にアドレス 0 のスレーブを AS-Interface マスタモジュールに接続して、 電源を投入する場

合、 マイ ク ロスマートの電源を先に投入し、 5 秒以上待って AS-Interface 電源を投入してください。

同時に投入した場合、 AS-Interface マスタモジュールがオフライン状態になり ます。 この状態でもア

ドレス設定できますが WindLDR 上でスレーブの状態を確認するこ とができません。

ア ド レス表示 意味 LAS LDS LPF LPS

網掛色なし マスタが検出してないスレーブです。 OFF OFF OFF ON/OFF

網掛青色 動作中のスレーブです。 ON ON OFF ON

網掛黄色 マスタによ り検出されたが、 動作許可されて
いないスレーブです。

OFF ON OFF OFF

網掛赤色 異常が確認されたスレーブです。 ON/OFF ON/OFF ON ON/OFF

エ ラーコー ド 意味

‘1’ 拡張 I/O バス上でエラーが発生している場合

‘7’ AS-Interface マスタモジュールがローカルモードの場合

‘8’ ・ 変更しよ う とするスレーブが存在しない場合

・ 変更先のアドレスにすでにスレーブが存在している場合

・ A アドレスに標準スレーブが設定されていて、 同 B アドレスに A/B スレーブを設定

しよ う と した場合

・ 標準スレーブを B アドレスに変更しよ う と した場合

・ B アドレスにすでに A/B スレーブが設定されていて、 標準スレーブを同 A アドレス

に設定しよ う と した場合
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● コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを行う

AS-Interface マスタモジュールを運用する前に、 WindLDR も し くは押ボタン操作によ り コンフ ィ

ギュレーシ ョ ンを行います。 こ こでは WindLDR でのコンフ ィギュレーシ ョ ン方法を説明します。

コンフ ィギュレーシ ョ ンは、 AS-Interface マスタモジュールへ次の項目を登録する作業です。

● どのア ド レスを使用するのかを示すリ ス ト

● ID コー ドや I/O コー ド などのスレーブの種類を示すコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンデータ

● 電源投入時のスレーブの動作を指定するパラ メ ータ

また、 コンフ ィギュレーシ ョ ンには、 自動的にコンフ ィギュレーシ ョ ンを行う 「自動設定」 とお客
様がセッ ト した内容でコンフ ィギュレーシ ョ ンを行う 「手動設定」 をご用意しています。

現在接続中のスレーブ構成 （LDS, CDI, PI） を、 AS-Interface
マスタモジュールの ROM （LPS, PCD, PP） へ登録します。

これは、 押ボタン操作でコンフ ィギュレーシ ョ ンを行った場
合と同じです。

WindLDR 上でセッ ト したコンフ ィギュレーシ ョ ンデータ （PCD） と スレーブの動作を指定するパラ

メータ （PP）、 PCD の内容 （FFFFh の場合 0、 その他の場合 1 と します） を基に WindLDR で自動生

成したスレーブアドレス使用のリ ス ト （LPS） を AS-Interface マスタモジュールに登録します。

PCD, PP の変更は、 スレーブ設定画面で行います。 また、 スレーブ構成情報は AS-Interface マスタ

設定画面の ［更新］ ボタンによ り 新のものに更新できます。 また、 コンフ ィギュレーシ ョ ンした
データはファイルに保存しておく こ とで、 他の AS-Interface マスタモジュールの設定も同じデータ

でコンフ ィギュレーシ ョ ンするこ とができます。

コマンドが正し く処理されなかった場合 「AS-Interface マスタのエラーです。 ’ エラーコード ’」 の

エラーメ ッセージが表示されます。 以下の場合、 コンフ ィギュレーシ ョ ンできません。

エラーコー ド 意味

‘1’ 拡張 I/O バス上でエラーが発生している場合

‘2’ AS-Interface マスタモジュールがオフライン状態の場合 「自動設定」 も し くは 「手動設

定」 を行った場合

‘7’ ・ スレーブ 0 がある状態で、 「自動設定」 も し くは 「手動設定」 を行った場合

・ AS-Interface マスタモジュールがローカルモードの場合
6 FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ クシ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール
第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
章

第
27
● AS-Interface スレーブモニ タ画面

WindLDR がモニタ状態で、 ［オンライン］ タブの ［AS-Interface］ で ［スレーブモニタ］ をク リ ッ ク

する と、 スレーブモニタ画面が開きます。 各スレーブをク リ ッ クする と、 それぞれのスレーブ状態
画面を表示します。

● 出力状態とパラ メ ータ を変更する

接続された各スレーブの出力状態と PI を変更できます。

WindLDR の AS-Intrerface スレーブモニタ画面で変更したい

スレーブの出力データをク リ ッ クする と、 スレーブ状態画面
が開きます。 出力状態と P0 から P3 をセッ ト し、 ［書き込み］

ボタンをク リ ッ クするこ とで、 パラ メータを変更できます。
この場合出力も同時に書き込まれるので注意してください。
コマンドが正し く処理されなかった場合 「AS-Interface マス

タのエラーです。 ‘ エラーコード ’」 のエラーメ ッセージを

開きます。

以下の場合、 出力状態とパラ メータの変更ができません。

GUI 項目 動作内容

AS-Interface スレーブモニ タ画面

スレーブ切替 スレーブ A 設定画面、 スレーブ B 設定画面の切替

閉じ る ウインド ウを閉じます。

ヘルプ 画面上の各機能の説明

スレーブ状態画面

書き込み 出力およびパラ メータをスレーブに書き込みます。

閉じ る ウインド ウを閉じます。

エ ラーコー ド 意味

‘1’ 拡張 I/O バス上でエラーが発生している場合

‘7’ AS-Interface マスタモジュールがローカルモードの場合

‘8’ 存在しないスレーブのパラ メータを変更しよ う と した場合
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AS-Interface システムのセ ッ ト ア ッ プ
こ こでは、 AS-Interface マスタのセッ ト アップ方法について説明しています。

AS-Interface システムに必要なもの

● マイ ク ロスマー ト CPU モジュール

形番 ： FC5A-C24R2/FC5A-C24R2C/FC5A-D16RK1/FC5A-D16RS1/
            FC5A-D32K3/FC5A-D32S3/FC5A-D12K1E/FC5A-D12S1E

● マイ ク ロスマー ト AS-Interface マス タ モジュール

形番 ： FC4A-AS62M

● WindLDR （Ver. 5.0 以上）

● AS-Interface 電源

● AS-Interface 対応のスレーブ

● AS-Interface ケーブル

AS-Interface システムの立ち上げ手順

1. 購入し たスレーブのア ド レスを設定する

WindLDR で設定する場合 「本章　 スレーブのアドレスを設定する」 （27-35 頁） を参照してくださ

い。

2. 配線を行い、 電源を投入する

配線については 「基本編　第 3 章　設置と配線」 （3-1 頁） を参照して ください。

電源投入時のト ラブルについては 27-39 頁を参照してください。

3. コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを行う

4. スレーブの I/O 情報を確認する

WindLDR で I/O 情報を確認する場合 「本章　AS-Interface スレーブモニタ画面」 （27-37 頁） を参照

して ください。

5. ラダープログラムで AS-Interface マス タ モジュールにアクセスする

AS-Interface1 台目マスタ使用時は、 割り付けられたデバイスを使用して AS-Interface マスタモ

ジュールにアクセスできます。 AS-Interface2 台目マスタ使用時は、 RUNA 命令 /STPA 命令を使い

AS-Interface オブジェク ト を任意の内部リ レーとデータレジスタに割り付けます。

① マスタモジュール表面の押ボタンでコンフ ィギュレーシ ョ ンする場合 「本章　 ステータス LED 表

示」 （27-12 頁） を参照して ください。

② WindLDR でコンフ ィギュレーシ ョ ンする場合 「本章　 コンフ ィギュレーシ ョ ンを行う 」 （27-36
頁） を参照して ください。
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AS-Interface システムセ ッ ト ア ッ プ例

システム構成例

・ マイ ク ロスマー ト CPU モジュール

形番 ： FC5A-D16RK1

・ マイ ク ロスマー ト AS-Interface マス タ モジュール

形番 ： FC4A-AS62M

・ WindLDR （Ver.5.0 以上）

・ AS-Interface 電源

形番 ： PS2R-Q30ABL （73W）

・ AS-Interface 対応のスレーブ 1 台 （ID=0, I/O=7, ID2=F, ID1=7, ア ド レス 0）

ト ラブルの対策

ト ラ ブル 原因と対策

PWR LED が点灯

しない。

・ AS-Interface マスタモジュールに AS-Interface 電源が供給されていません。

配線および AS-Interface 電源が供給されているかご確認ください。

・ CPU モジュールからの電源が供給されていません。

CPU モジュールとの接続を確認して ください。

FLT LED が点灯

している。

接続中のスレーブ構成に異常があ り ます。 WindLDR のスレーブモニタ機能でス

レーブが正し く接続されているかご確認ください。 コンフ ィギュレーシ ョ ンが必要
な場合、 コンフ ィギュレーシ ョ ンを行って ください。 （コンフ ィギュレーシ ョ ン方
法は 「本章　 コンフ ィギュレーシ ョ ンを行う 」 （27-36 頁） を参照してください。）

スレーブを正し く接続して、 コンフ ィグレーシ ョ ンを行っても、 FLTLED が消灯し

ない場合は、 AS-Interface コネク タを一度抜いてから、 再挿入するか、 1 度 AS-
Interface 電源を抜いてから、 再投入して ください。

LMO LED が消灯

しない。

CPU モジュールが AS-Interface マスタモジュールと通信できていません。 次の項目

を確かめてください。

・ AS-Interface 対応 CPU モジュールをお使いですか？形番をご確認ください。

・ WindLDR の “ ファンクシ ョ ン設定 ” で 「AS-Interface マスタモジュールを使用す

る」 のチェ ッ クボッ クスがオンになっていますか？ （デフォルトでは 「AS-
Interface マスタモジュールを使用する」 のチェッ クボッ クスがオンになっていま

す。）

OFF LED が消灯

しない。

アドレス 0 のスレーブを接続したまま電源を投入しています。 アドレス変更後、 電

源を再投入して ください。 （アド レス変更方法は、 「本章　 スレーブのアドレスを設
定する」 （27-41 頁） を参照して ください。）

スレーブの動作が
不安定である。

同じアドレスのスレーブが 2 つ以上あ り ませんか？同じアドレスのスレーブは接続

できません。 また、 同じアドレスで同じ識別コードの場合、 AS-Interface マスタモ

ジュールで異常を検出できない可能性があ り ます。 WindLDR で変更する場合、 一

方のスレーブをケーブルから取りはずしてアドレス変更を行って ください。
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27-4
機種を選択する

FC5A-D16RX1 を選択します。

フ ァ ン クシ ョ ン設定

AS-Interface マスタモジュールを使用する場合、 「AS-Interface マスタモジュールを使用する」 の

チェッ クボッ クスをオンにします。 この設定は、 ラダープログラムダウンロード時にマイクロス
マートにダウンロード されます。 AS-Interface マスタモジュール接続後、 CPU モジュールのエラー

LED が点灯するよ うであれば、 この設定を行ったユーザープログラムを一度ダウンロード して くだ

さい。
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スレーブのア ド レスを設定する

1. AS-Interface 対応のスレーブ （購入時ア ド レスは 0） を接続し ます。（ア ド レス 0 のスレーブは 2 台以

上接続し ないで く だ さい。）

2. マイ ク ロスマー ト の電源を投入し、 約 5 秒待ってから AS-Interface 電源を投入し ます。 （接続された

スレーブのア ド レスが 0 以外の場合はこの制限はあ り ません。）

3. WindLDR の AS-Interface マス タ設定画面を開きます。ア ド レス 0 が黄色網掛表示（マス タによ り確認

されたスレーブ） され、 プロ フ ァ イル （例） 07FF （ID=0, I/O=7, ID2=F, ID1=F） が表示されます。

4. 「00」 を ク リ ッ ク し、 スレーブア ド レス変更画面を開きア ド レスを変更し ます。 （例 ： 1 に変更し ま

す）

5. 変更先のア ド レスが黄色網掛表示になれば変更完了です。

6. 2 台目以降、 CPU モジュールの電源を切らずにスレーブを配線する場合、 配線後、 手順 1. 以降を繰

り返し て く だ さい。 CPU モジュールの電源を切る場合、 手順 1. 以降を繰り返し て く だ さい。

黄色網掛け
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コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを行う

コンフ ィギュレーシ ョ ンは PB 操作もし くは、 WindLDR で行います。

PB を使用し てコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを行う手順

AS-Interface マスタ前面 LED の PWR/CMO が点灯しているこ とを確認してください。

1. PB1 と PB2 を同時に3秒以上押し ます。CMOがOFF し、LMOがONする と プロテ ク テ ィ ッ ド モー ド に

移行し ます。

2. PB2 を 3 秒以上押し ます。 CNF LED が点滅し ます。

3. 5 秒程度待ち、PB1 を 3 秒以上押し ます。入出力 LED が、一瞬だけ全点点灯し ます。 これでコ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ン完了です。

4. 電源を再投入し、 正し く コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン されていれば、 FLT LED が消灯し ます。 も う一度、

WindLDR で、 スレーブの接続情報を確認し、 漏れがないか確認し て く だ さい。
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WindLDR を使用し てコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ンを行う手順

自動設定を実行した場合、 手順 1. ～手順 5. は不要です。

1. ア ド レス 「01」 の PCD を ク リ ッ ク し スレーブ設定画面を開きます。

2. スレーブ設定枠内の 「PCD」 に 「CDI」 “07FF” と同じ値を入力し ます。

3. 各スレーブのパラ メ ータの初期値を設定し ます。

4. 手動設定を実行し ます。 この場合使用し ないスレーブの PCD は必ず “FFFF” にし て く ださい。

5. 青色の網掛けになればコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン完了です。

青色網掛け
27-43
章

第
27
章

FC5A シ リーズ マイ ク ロスマー ト ペン ト ラ  イ ンス ト ラ ク シ ョ ンマニュアル 応用編

FC9Y-B1272



第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール

27-4
スレーブモニ タ を行う

1. モニ タ状態で ［オン ラ イ ン］ タ ブの ［AS-Interface］ で ［スレーブモニ タ画面］ を ク リ ッ ク し、 ス

レーブモニ タ画面を開きます。

2. 動作中のスレーブが青色網掛で表示されます。

3. ア ド レス 「01」 の出力を ク リ ッ ク し スレーブ状態画面を開きます。

4. 出力とパラ メ ータの変更を行います。

5. マイ ク ロスマー ト の電源を遮断するまで設定し たパラ メ ータは有効ですが、 電源断後、 再投入した

場合、 AS-Interface マス タ モジュールに登録されている内容 （スレーブ設定時に設定し た内容） で

初期化されます。 こ こで設定し たパラ メ ータ を AS-Interface マス タ モジュールに登録し たい場合は

ASI コマン ド 「PI を PP にコ ピーする」 を発行 （D1941 から D1945 に

“0306”“0100”“0000”“0000”“0001” を書き込みます） し て く だ さい。
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SwitchNet I/O ポー ト
SwitchNet コン ト ロールユニッ ト （φ16mm L6 シ リーズおよび φ22mm HW シ リーズ） は AS-Interface
ネッ ト ワーク内で AS-Interface スレーブと して使用できます。 SwitchNet コン ト ロールユニッ トの入

出力信号は、 それぞれ入力信号 DI （=IDI） および出力信号 DO （=ODI） に割り付いています。 L6
シ リーズ、 HW シ リーズの SwitchNet コン ト ロールユニッ トはデジタル I/O の割付に違いがあ り ま

す。

L6 シ リーズの I/O 割付

SwitchNet L6 シ リーズ
スレーブユニ ッ

使用する I/O

入力データ
（スレーブ送信データ）

出力データ
（スレーブ受信データ）

DI3 DI2 DI1 DI0 DO3 DO2 DO1 DO0

押ボタン 1 出力 0 X1 1 1 * － － －

パイロ ッ ト ラ イ ト 1 出力 0 0 1 1 * － － X1

照光押ボタン 1 入力 /1 出力 0 X1 1 1 * － － X1

セレク タ , キーセレクタ ,
レバースイ ッチ （2 ノ ッチ）

1 入力 0 X2 1 1 * － － －

セレクタ , キーセレクタ ,
レバースイ ッチ （3 ノ ッチ）

2 入力 X3 X3 1 1 * － － －

照光セレクタ （2 ノ ッチ） 1 入力 /1 出力 0 X2 1 1 * － － X1

照光セレクタ （3 ノ ッチ） 2 入力 /1 出力 X3 X3 1 1 * － － X1

＊ AS-Interface マスタは DO3 ビッ ト を A/B スレーブアドレッシングに使用します。

＊ 上記の表中で、 X1, X2, X3 と記されているビッ トは SwitchNet I/O データ と して使われます。

＊ X1: 押ボタンを押すと入力値が ON し、 押ボタンを押さないと入力が OFF します。 出力値が 1 の場

合 LED が ON し、 出力値が 0 の場合 LED は OFF します。

＊ X2 ： 2 ノ ッチセレク タスイ ッチ、 キーセレク タスイ ッチ、 照光セレクタスイ ッチ、 レバースイ ッチ

使用時、 DI2 は下図のよ うに扱われます。

2 ノ ッ チセレ ク タの操作

セレ ク タの位置 1 2

DI2 0 1

＊ X3 ： 3 ノ ッチセレク タスイ ッチ、 キーセレク タスイ ッチ、 照光セレクタスイ ッチ、 レバースイ ッチ

使用時、 DI3/DI2 は下図のよ うに扱われます。

3 ノ ッ チセレ ク タの操作

セレ ク タの位置 1 0 2

DI2 0 0 1

DI2 1 0 0

＊ DI3/DI2 ビッ ト を使わない場合、 入力は OFF にな り ます。 また、 DI1/DI0 ビッ ト を使わない場合、

入力は ON にな り ます。 マスタから “ － ” （未使用） の出力データが送信された場合、 スレーブは

無視します。
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L6 シ リーズの I/O 割付

SwitchNet HW シ リ ーズ
スレーブユニ ッ ト

使用する I/O
通信ブ

ロ ッ ク取
付位置

入力 （スレーブ送信） 出力 （スレーブ受信）

DI3 DI2 DI1 DI0 DO
3

DO
2

DO
1

DO
0

押ボタン 1 入力 ② 0 X1 1 1 * － － －

パイロ ッ ト ラ イ ト 1 出力 ② 0 0 1 1 * － － X1

照光押ボタン 1 入力 /1 出力 ② 0 X1 1 1 * － － X1

セレク タ , キーセレクタ ,
レバーセレクタ （2 ノ ッチ）

1 入力 ② 0 X2 1 1 * － － －

セレクタ , キーセレクタ ,
レバーセレクタ （3 ノ ッチ）

1 入力 ① 0 X3 1 1 * － － －

1 入力 ② 0 X3 1 1 * － － －

照光セレクタ （2 ノ ッチ） 1 入力 /1 出力 ② 0 X2 1 1 * － － X1

照光セレクタ （3 ノ ッチ）
1 入力 ① 0 X3 1 1 * － － －

1 入力 /1 出力 ② 0 X3 1 1 * － － X1

＊ AS-Interface マスタは DO3 ビッ ト を A/B スレーブアドレッシングに使用します。

＊ 上記の表中で、 X1, X2, X3 と記されているビッ トは SwitchNet I/O データ と して使われます。

＊ X1 ： 押ボタンを押すと入力値が ON し、 押ボタンを押さないと入力が OFF します。 出力値が 1 の

場合 LED が ON し、 出力値が 0 の場合 LED は OFF します。

＊ X2 ： 2 ノ ッチセレク タスイ ッチ、 キーセレク タスイ ッチ、 照光セレク タスイ ッチ、 レバースイ ッチ

使用時、 DI2 は下図のよ うに扱われます。

2 ノ ッ チセレ ク タの操作

セレ ク タの位置 1 2

DI2 0 1

＊ X3:3 ノ ッチセレク タスイ ッチ、 キーセレク タスイ ッチ、 照光セレクタスイ ッチ、 レバースイ ッチ

使用時、 DI3/DI2 は下図のよ うに扱われます。

3 ノ ッ チセレ ク タの操作

セレクタ

セレ ク タの位置 1 0 2

通信ブロ ッ
ク取付位置

入力データ
ビ ッ ト 長

① DI2 1 0 0

② DI2 0 0 1

通信ブロ ッ クの取付位置 （後面）

3 ノ ッチセレク タ、 キーセレク タ、 照光セレクタは 2 つの通信ブロ ッ クを使用します。 3 ノ ッチセレク

タ、 キーセレクタ、 照光セレクタは 2 つのスレーブアドレスが必要であ り、 それぞれの通信ブロ ッ クは

固有のアドレスを持つ必要があ り ます。

＊ 3 ノ ッチセレクタ、 キーセレク タ、 照光セレクタにおいて通信ブロ ッ ク①と②は上記の位置にあ り

ます。

＊ DI3/DI2 ビッ ト を使わない場合、 入力は OFF になり ます。 また、 DI1/DI0 ビッ ト を使わない場合、

入力は ON になり ます。

マスタから “ － ” （未使用） の出力データが送信された場合、 スレーブは無視します。
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SwitchNet 用内部リ レー割付一覧
こ こでは、 SwitchNet の I/O 割付を AS-Interface マスタ 1 台目を例に示します。

L6 シ リーズ （1）

スレーブ番号
押ボタ ン

パイ ロ ッ ト
ラ イ ト 照光押ボタ ン

セレ ク タ、
キーセレ ク タ
レバースイ ッ
チ （2 ノ ッ チ）

Input DI2 Output DO0 Input DI2 Output DO0 Input DI2

（Slave0） M1302 M1620 M1302 M1620 M1302

Slave1 （A） M1306 M1624 M1306 M1624 M1306

Slave2 （A） M1312 M1630 M1312 M1630 M1312

Slave3 （A） M1316 M1634 M1316 M1634 M1316

Slave4 （A） M1322 M1640 M1322 M1640 M1322

Slave5 （A） M1326 M1644 M1326 M1644 M1326

Slave6 （A） M1332 M1650 M1332 M1650 M1332

Slave7 （A） M1336 M1654 M1336 M1654 M1336

Slave8 （A） M1342 M1660 M1342 M1660 M1342

Slave9 （A） M1346 M1664 M1346 M1664 M1346

Slave10 （A） M1352 M1670 M1352 M1670 M1352

Slave11 （A） M1356 M1674 M1356 M1674 M1356

Slave12 （A） M1362 M1680 M1362 M1680 M1362

Slave13 （A） M1366 M1684 M1366 M1684 M1366

Slave14 （A） M1372 M1690 M1372 M1690 M1372

Slave15 （A） M1376 M1694 M1376 M1694 M1376

Slave16 （A） M1382 M1700 M1382 M1700 M1382

Slave17 （A） M1386 M1704 M1386 M1704 M1386

Slave18 （A） M1392 M1710 M1392 M1710 M1392

Slave19 （A） M1396 M1714 M1396 M1714 M1396

Slave20 （A） M1402 M1720 M1402 M1720 M1402

Slave21 （A） M1406 M1724 M1406 M1724 M1406

Slave22 （A） M1412 M1730 M1412 M1730 M1412

Slave23 （A） M1416 M1734 M1416 M1734 M1416

Slave24 （A） M1422 M1740 M1422 M1740 M1422

Slave25 （A） M1426 M1744 M1426 M1744 M1426

Slave26 （A） M1432 M1750 M1432 M1750 M1432

Slave27 （A） M1436 M1754 M1436 M1754 M1436

Slave28 （A） M1442 M1760 M1442 M1760 M1442

Slave29 （A） M1446 M1764 M1446 M1764 M1446

Slave30 （A） M1452 M1770 M1452 M1770 M1452

Slave31 （A） M1456 M1774 M1456 M1774 M1456

Slave1B M1466 M1784 M1466 M1784 M1466

Slave2B M1472 M1790 M1472 M1790 M1472

Slave3B M1476 M1794 M1476 M1794 M1476

Slave4B M1482 M1800 M1482 M1800 M1482

Slave5B M1486 M1804 M1486 M1804 M1486

Slave6B M1492 M1810 M1492 M1810 M1492

Slave7B M1496 M1814 M1496 M1814 M1496

Slave8B M1502 M1820 M1502 M1820 M1502

Slave9B M1506 M1824 M1506 M1824 M1506
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Slave10B M1512 M1830 M1512 M1830 M1512

Slave11B M1516 M1834 M1516 M1834 M1516

Slave12B M1522 M1840 M1522 M1840 M1522

Slave13B M1526 M1844 M1526 M1844 M1526

Slave14B M1532 M1850 M1532 M1850 M1532

Slave15B M1536 M1854 M1536 M1854 M1536

Slave16B M1542 M1860 M1542 M1860 M1542

Slave17B M1546 M1864 M1546 M1864 M1546

Slave18B M1552 M1870 M1552 M1870 M1552

Slave19B M1556 M1874 M1556 M1874 M1556

Slave20B M1562 M1880 M1562 M1880 M1562

Slave21B M1566 M1884 M1566 M1884 M1566

Slave22B M1572 M1890 M1572 M1890 M1572

Slave23B M1576 M1894 M1576 M1894 M1576

Slave24B M1582 M1900 M1582 M1900 M1582

Slave25B M1586 M1904 M1586 M1904 M1586

Slave26B M1592 M1910 M1592 M1910 M1592

Slave27B M1596 M1914 M1596 M1914 M1596

Slave28B M1602 M1920 M1602 M1920 M1602

Slave29B M1606 M1924 M1606 M1924 M1606

Slave30B M1612 M1930 M1612 M1930 M1612

Slave31B M1616 M1934 M1616 M1934 M1616

L6 シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク
タ レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI3 Input DI2 Input DI2 Output 
DO0 Input DI3 Input DI2 Output 

DO0

（Slave0） M1303 M1302 M1302 M1620 M1303 M1302 M1620

Slave1 （A） M1307 M1306 M1306 M1624 M1307 M1306 M1624

Slave2 （A） M1313 M1312 M1312 M1630 M1313 M1312 M1630

Slave3 （A） M1317 M1316 M1316 M1634 M1317 M1316 M1634

Slave4 （A） M1323 M1322 M1322 M1640 M1323 M1322 M1640

Slave5 （A） M1327 M1326 M1326 M1644 M1327 M1326 M1644

Slave6 （A） M1333 M1332 M1332 M1650 M1333 M1332 M1650

Slave7 （A） M1337 M1336 M1336 M1654 M1337 M1336 M1654

Slave8 （A） M1343 M1342 M1342 M1660 M1343 M1342 M1660

Slave9 （A） M1347 M1346 M1346 M1664 M1347 M1346 M1664

Slave10 （A） M1353 M1352 M1352 M1670 M1353 M1352 M1670

Slave11 （A） M1357 M1356 M1356 M1674 M1357 M1356 M1674

Slave12 （A） M1363 M1362 M1362 M1680 M1363 M1362 M1680

Slave13 （A） M1367 M1366 M1366 M1684 M1367 M1366 M1684

Slave14 （A） M1373 M1372 M1372 M1690 M1373 M1372 M1690

Slave15 （A） M1377 M1376 M1376 M1694 M1377 M1376 M1694

Slave16 （A） M1383 M1382 M1382 M1700 M1383 M1382 M1700

L6 シ リーズ （1）

スレーブ番号
押ボタ ン

パイ ロ ッ ト
ラ イ ト

照光押ボタ ン

セレ ク タ、
キーセレ ク タ
レバースイ ッ
チ （2 ノ ッ チ）

Input DI2 Output DO0 Input DI2 Output DO0 Input DI2
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Slave17 （A） M1387 M1386 M1386 M1704 M1387 M1386 M1704

Slave18 （A） M1393 M1392 M1392 M1710 M1393 M1392 M1710

Slave19 （A） M1397 M1396 M1396 M1714 M1397 M1396 M1714

Slave20 （A） M1403 M1402 M1402 M1720 M1403 M1402 M1720

Slave21 （A） M1407 M1406 M1406 M1724 M1407 M1406 M1724

Slave22 （A） M1413 M1412 M1412 M1730 M1413 M1412 M1730

Slave23 （A） M1417 M1416 M1416 M1734 M1417 M1416 M1734

Slave24 （A） M1423 M1422 M1422 M1740 M1423 M1422 M1740

Slave25 （A） M1427 M1426 M1426 M1744 M1427 M1426 M1744

Slave26 （A） M1433 M1432 M1432 M1750 M1433 M1432 M1750

Slave27 （A） M1437 M1436 M1436 M1754 M1437 M1436 M1754

Slave28 （A） M1443 M1442 M1442 M1760 M1443 M1442 M1760

Slave29 （A） M1447 M1446 M1446 M1764 M1447 M1446 M1764

Slave30 （A） M1453 M1452 M1452 M1770 M1453 M1452 M1770

Slave31 （A） M1457 M1456 M1456 M1774 M1457 M1456 M1774

Slave1B M1467 M1466 M1466 M1784 M1467 M1466 M1784

Slave2B M1473 M1472 M1472 M1790 M1473 M1472 M1790

Slave3B M1477 M1476 M1476 M1794 M1477 M1476 M1794

Slave4B M1483 M1482 M1482 M1800 M1483 M1482 M1800

Slave5B M1487 M1486 M1486 M1804 M1487 M1486 M1804

Slave6B M1493 M1492 M1492 M1810 M1493 M1492 M1810

Slave7B M1497 M1496 M1496 M1814 M1497 M1496 M1814

Slave8B M1503 M1502 M1502 M1820 M1503 M1502 M1820

Slave9B M1507 M1506 M1506 M1824 M1507 M1506 M1824

Slave10B M1513 M1512 M1512 M1830 M1513 M1512 M1830

Slave11B M1517 M1516 M1516 M1834 M1517 M1516 M1834

Slave12B M1523 M1522 M1522 M1840 M1523 M1522 M1840

Slave13B M1527 M1526 M1526 M1844 M1527 M1526 M1844

Slave14B M1533 M1532 M1532 M1850 M1533 M1532 M1850

Slave15B M1537 M1536 M1536 M1854 M1537 M1536 M1854

Slave16B M1543 M1542 M1542 M1860 M1543 M1542 M1860

Slave17B M1547 M1546 M1546 M1864 M1547 M1546 M1864

Slave18B M1553 M1552 M1552 M1870 M1553 M1552 M1870

Slave19B M1557 M1556 M1556 M1874 M1557 M1556 M1874

Slave20B M1563 M1562 M1562 M1880 M1563 M1562 M1880

Slave21B M1567 M1566 M1566 M1884 M1567 M1566 M1884

Slave22B M1573 M1572 M1572 M1890 M1573 M1572 M1890

Slave23B M1577 M1576 M1576 M1894 M1577 M1576 M1894

Slave24B M1583 M1582 M1582 M1900 M1583 M1582 M1900

Slave25B M1587 M1586 M1586 M1904 M1587 M1586 M1904

Slave26B M1593 M1592 M1592 M1910 M1593 M1592 M1910

Slave27B M1597 M1596 M1596 M1914 M1597 M1596 M1914

Slave28B M1603 M1602 M1602 M1920 M1603 M1602 M1920

Slave29B M1607 M1606 M1606 M1924 M1607 M1606 M1924

L6 シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク
タ レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI3 Input DI2 Input DI2 Output 
DO0 Input DI3 Input DI2 Output 

DO0
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第 27 章 AS-Interface マス タ通信モジュール

27-5
Slave30B M1613 M1612 M1612 M1930 M1613 M1612 M1930

Slave31B M1617 M1616 M1616 M1934 M1617 M1616 M1934

HW シ リーズ （1）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク
タ レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI3 Input DI2 Input DI2 Output 
DO0 Input DI3 Input DI2 Output 

DO0

（Slave0） M1303 M1302 M1302 M1620 M1303 M1302 M1620

Slave1 （A） M1307 M1306 M1306 M1624 M1307 M1306 M1624

Slave2 （A） M1313 M1312 M1312 M1630 M1313 M1312 M1630

Slave3 （A） M1317 M1316 M1316 M1634 M1317 M1316 M1634

Slave4 （A） M1323 M1322 M1322 M1640 M1323 M1322 M1640

Slave5 （A） M1327 M1326 M1326 M1644 M1327 M1326 M1644

Slave6 （A） M1333 M1332 M1332 M1650 M1333 M1332 M1650

Slave7 （A） M1337 M1336 M1336 M1654 M1337 M1336 M1654

Slave8 （A） M1343 M1342 M1342 M1660 M1343 M1342 M1660

Slave9 （A） M1347 M1346 M1346 M1664 M1347 M1346 M1664

Slave10 （A） M1353 M1352 M1352 M1670 M1353 M1352 M1670

Slave11 （A） M1357 M1356 M1356 M1674 M1357 M1356 M1674

Slave12 （A） M1363 M1362 M1362 M1680 M1363 M1362 M1680

Slave13 （A） M1367 M1366 M1366 M1684 M1367 M1366 M1684

Slave14 （A） M1373 M1372 M1372 M1690 M1373 M1372 M1690

Slave15 （A） M1377 M1376 M1376 M1694 M1377 M1376 M1694

Slave16 （A） M1383 M1382 M1382 M1700 M1383 M1382 M1700

Slave17 （A） M1387 M1386 M1386 M1704 M1387 M1386 M1704

Slave18 （A） M1393 M1392 M1392 M1710 M1393 M1392 M1710

Slave19 （A） M1397 M1396 M1396 M1714 M1397 M1396 M1714

Slave20 （A） M1403 M1402 M1402 M1720 M1403 M1402 M1720

Slave21 （A） M1407 M1406 M1406 M1724 M1407 M1406 M1724

Slave22 （A） M1413 M1412 M1412 M1730 M1413 M1412 M1730

Slave23 （A） M1417 M1416 M1416 M1734 M1417 M1416 M1734

Slave24 （A） M1423 M1422 M1422 M1740 M1423 M1422 M1740

Slave25 （A） M1427 M1426 M1426 M1744 M1427 M1426 M1744

Slave26 （A） M1433 M1432 M1432 M1750 M1433 M1432 M1750

Slave27 （A） M1437 M1436 M1436 M1754 M1437 M1436 M1754

Slave28 （A） M1443 M1442 M1442 M1760 M1443 M1442 M1760

Slave29 （A） M1447 M1446 M1446 M1764 M1447 M1446 M1764

Slave30 （A） M1453 M1452 M1452 M1770 M1453 M1452 M1770

Slave31 （A） M1457 M1456 M1456 M1774 M1457 M1456 M1774

Slave1B M1467 M1466 M1466 M1784 M1467 M1466 M1784

Slave2B M1473 M1472 M1472 M1790 M1473 M1472 M1790

Slave3B M1477 M1476 M1476 M1794 M1477 M1476 M1794

Slave4B M1483 M1482 M1482 M1800 M1483 M1482 M1800

L6 シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク
タ レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI3 Input DI2 Input DI2 Output 
DO0 Input DI3 Input DI2 Output 

DO0
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Slave5B M1487 M1486 M1486 M1804 M1487 M1486 M1804

Slave6B M1493 M1492 M1492 M1810 M1493 M1492 M1810

Slave7B M1497 M1496 M1496 M1814 M1497 M1496 M1814

Slave8B M1503 M1502 M1502 M1820 M1503 M1502 M1820

Slave9B M1507 M1506 M1506 M1824 M1507 M1506 M1824

Slave10B M1513 M1512 M1512 M1830 M1513 M1512 M1830

Slave11B M1517 M1516 M1516 M1834 M1517 M1516 M1834

Slave12B M1523 M1522 M1522 M1840 M1523 M1522 M1840

Slave13B M1527 M1526 M1526 M1844 M1527 M1526 M1844

Slave14B M1533 M1532 M1532 M1850 M1533 M1532 M1850

Slave15B M1537 M1536 M1536 M1854 M1537 M1536 M1854

Slave16B M1543 M1542 M1542 M1860 M1543 M1542 M1860

Slave17B M1547 M1546 M1546 M1864 M1547 M1546 M1864

Slave18B M1553 M1552 M1552 M1870 M1553 M1552 M1870

Slave19B M1557 M1556 M1556 M1874 M1557 M1556 M1874

Slave20B M1563 M1562 M1562 M1880 M1563 M1562 M1880

Slave21B M1567 M1566 M1566 M1884 M1567 M1566 M1884

Slave22B M1573 M1572 M1572 M1890 M1573 M1572 M1890

Slave23B M1577 M1576 M1576 M1894 M1577 M1576 M1894

Slave24B M1583 M1582 M1582 M1900 M1583 M1582 M1900

Slave25B M1587 M1586 M1586 M1904 M1587 M1586 M1904

Slave26B M1593 M1592 M1592 M1910 M1593 M1592 M1910

Slave27B M1597 M1596 M1596 M1914 M1597 M1596 M1914

Slave28B M1603 M1602 M1602 M1920 M1603 M1602 M1920

Slave29B M1607 M1606 M1606 M1924 M1607 M1606 M1924

Slave30B M1613 M1612 M1612 M1930 M1613 M1612 M1930

Slave31B M1617 M1616 M1616 M1934 M1617 M1616 M1934

HW シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク タ
レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①②）

Input DI2 Output 
DO0

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①

②）

Output 
DO0

（Slave0） M1302 M1302 M1620 M1302 M1620

Slave1 （A） M1306 M1306 M1624 M1306 M1624

Slave2 （A） M1312 M1312 M1630 M1312 M1630

Slave3 （A） M1316 M1316 M1634 M1316 M1634

Slave4 （A） M1322 M1322 M1640 M1322 M1640

Slave5 （A） M1326 M1326 M1644 M1326 M1644

Slave6 （A） M1332 M1332 M1650 M1332 M1650

Slave7 （A） M1336 M1336 M1654 M1336 M1654

Slave8 （A） M1342 M1342 M1660 M1342 M1660

Slave9 （A） M1346 M1346 M1664 M1346 M1664

Slave10 （A） M1352 M1352 M1670 M1352 M1670

Slave11 （A） M1356 M1356 M1674 M1356 M1674

HW シ リーズ （1）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク
タ レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI3 Input DI2 Input DI2 Output 
DO0 Input DI3 Input DI2 Output 

DO0
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27-5
Slave12 （A） M1362 M1362 M1680 M1362 M1680

Slave13 （A） M1366 M1366 M1684 M1366 M1684

Slave14 （A） M1372 M1372 M1690 M1372 M1690

Slave15 （A） M1376 M1376 M1694 M1376 M1694

Slave16 （A） M1382 M1382 M1700 M1382 M1700

Slave17 （A） M1386 M1386 M1704 M1386 M1704

Slave18 （A） M1392 M1392 M1710 M1392 M1710

Slave19 （A） M1396 M1396 M1714 M1396 M1714

Slave20 （A） M1402 M1402 M1720 M1402 M1720

Slave21 （A） M1406 M1406 M1724 M1406 M1724

Slave22 （A） M1412 M1412 M1730 M1412 M1730

Slave23 （A） M1416 M1416 M1734 M1416 M1734

Slave24 （A） M1422 M1422 M1740 M1422 M1740

Slave25 （A） M1426 M1426 M1744 M1426 M1744

Slave26 （A） M1432 M1432 M1750 M1432 M1750

Slave27 （A） M1436 M1436 M1754 M1436 M1754

Slave28 （A） M1442 M1442 M1760 M1442 M1760

Slave29 （A） M1446 M1446 M1764 M1446 M1764

Slave30 （A） M1452 M1452 M1770 M1452 M1770

Slave31 （A） M1456 M1456 M1774 M1456 M1774

Slave1B M1466 M1466 M1784 M1466 M1784

Slave2B M1472 M1472 M1790 M1472 M1790

Slave3B M1476 M1476 M1794 M1476 M1794

Slave4B M1482 M1482 M1800 M1482 M1800

Slave5B M1486 M1486 M1804 M1486 M1804

Slave6B M1492 M1492 M1810 M1492 M1810

Slave7B M1496 M1496 M1814 M1496 M1814

Slave8B M1502 M1502 M1820 M1502 M1820

Slave9B M1506 M1506 M1824 M1506 M1824

Slave10B M1512 M1512 M1830 M1512 M1830

Slave11B M1516 M1516 M1834 M1516 M1834

Slave12B M1522 M1522 M1840 M1522 M1840

Slave13B M1526 M1526 M1844 M1526 M1844

Slave14B M1532 M1532 M1850 M1532 M1850

Slave15B M1536 M1536 M1854 M1536 M1854

Slave16B M1542 M1542 M1860 M1542 M1860

Slave17B M1546 M1546 M1864 M1546 M1864

Slave18B M1552 M1552 M1870 M1552 M1870

Slave19B M1556 M1556 M1874 M1556 M1874

Slave20B M1562 M1562 M1880 M1562 M1880

Slave21B M1566 M1566 M1884 M1566 M1884

Slave22B M1572 M1572 M1890 M1572 M1890

Slave23B M1576 M1576 M1894 M1576 M1894

Slave24B M1582 M1582 M1900 M1582 M1900

HW シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク タ
レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①②）

Input DI2 Output 
DO0

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①

②）

Output 
DO0
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Slave25B M1586 M1586 M1904 M1586 M1904

Slave26B M1592 M1592 M1910 M1592 M1910

Slave27B M1596 M1596 M1914 M1596 M1914

Slave28B M1602 M1602 M1920 M1602 M1920

Slave29B M1606 M1606 M1924 M1606 M1924

Slave30B M1612 M1612 M1930 M1612 M1930

Slave31B M1616 M1616 M1934 M1616 M1934

HW シ リーズ （2）

スレーブ番号

セレ ク タ、 キーセレ ク タ
レバースイ ッ チ

（3 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ
（2 ノ ッ チ）

照光セレ ク タ （3 ノ ッ チ）

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①②）

Input DI2 Output 
DO0

Input DI2
（通信ブロ ッ ク①

②）

Output 
DO0
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索 引
数字
32 ビット処理単位データの格納方法 .................... 1-19

A
AS-Interface

概要 .......................................... 27-1
構成 .......................................... 27-3

AS-Interface オブジェクト ............................ 27-14

AS-Interface ケーブル ............................... 27-7

AS-Interface システムのセットアップ .................... 27-38

AS-Interface マスタモジュールの状態遷移 ............... 27-12

AS-Interface マスタを 2 台使用する .................... 27-31

B
BCD ・ to ・ HEX （BTOH） ............................. 7-3

BCD レフトシフト （BCDLS） ............................ 6-3

BTOA ・ to ・ アスキー （BTOA） ......................... 7-9

F
FIFO フォーマット （FIFOF） ........................... 21-1

FI 動作 （FIEX） ................................... 21-3

FO 動作 （FOEX） .................................. 21-4

H
HEX ・ to ・ BCD （HTOB） ............................. 7-1

HEX ・ to ・ アスキー （HTOA） .......................... 7-5

M
MODBUS/TCP スレーブ （サーバ） 通信 ................. 25-5

MODBUS/TCP 通信 ................................ 25-1

MODBUS/TCP 通信フォーマット ....................... 25-8

MODBUS/TCP マスタ通信 ............................ 25-2

Modbus マスタリクエストテーブル ...................... 序 -7

N
N 番号→ N ビット変換 （DECO） ....................... 7-15

N ビット→ N 番号変換 （ENCO） ....................... 7-15

O
ON/OFF 時間設定 100 ミリ秒タイマ （DTIM） .............. 17-1

ON/OFF 時間設定 10 ミリ秒タイマ （DTMH） .............. 17-1

ON/OFF 時間設定 1 秒タイマ （DTML） .................. 17-1

ON/OFF 時間設定 1 ミリ秒タイマ （DTMS） ................ 17-1

ON ビット計数 （BCNT） .............................. 7-17

P
PLC ステータス ....................................序 -7

S
SwitchNet I/O ポート ............................... 27-45

SwitchNet 用内部リレー割付一覧 ..................... 27-47

T
TIM/CNT 現在値ストア （TCCST） ...................... 2-19

X
X → Y 変換 （CVXTY） ............................. 13-3

X-Y 変換フォーマット （XYFS） ........................ 13-1

Y
Y → X 変換 （CVXTY） ............................. 13-3

あ
アークコサイン （ACOS） ............................. 19-7

アークサイン （ASIN） ............................... 19-6

アークタンジェント （ATAN） ........................... 19-8

アスキー ・ to ・ BCD （ATOB） ......................... 7-12

アスキー ・ to ・ HEX （ATOH） .......................... 7-7

アディション （ADD） ................................. 4-1

アドレス LED ...................................... 27-8

アプリケーションボタン ...............................序 -7

アベレージ （AVRG） ............................... 14-1

アワー （HOUR） ................................... 22-9

アンド ・ ワード （ANDW） ............................. 5-1

い
イクスクリーシブ ・ オア ・ ワード （XORW） ................. 5-1

インクリメント （INC） ................................ 4-18

インダイレクト ・ ビット ・ ムーブ ・ ノット （IBMVN） ........... 2-10

インダイレクト ・ ビット ・ ムーブ （IBMV） ................. 2-10

インダイレクト ・ ムービ ・ ノット （IMOVN） .................. 2-8

インダイレクト ・ ムービ （IMOV） ........................ 2-5

う
ウィークテーブル （WKTBL） ........................... 8-1

え
エクスチェンジ （XCHG） ............................. 2-17

演算命令 ........................................ 1-18

演算命令一覧 ...................................... 1-5
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演算命令の処理単位 ............................... 1-18

演算命令の処理単位 （浮動小数点型） .................. 1-19

お
オートチューニング （AT） 機能 ........................ 16-6

オア ・ ワード （ORW） ................................ 5-1

オルタネイト出力 （ALT） ............................. 7-18

か
カレンダタイマ比較 （WKTIM） ......................... 8-2

き
基本命令 ......................................... 1-1

基本命令一覧 ...................................... 1-1

逆正弦 （ASIN） ................................... 19-6

逆正接 （ATAN） ................................... 19-8

逆余弦 （ACOS） ................................... 19-7

く
区間比較 （ICMP>=） ................................ 3-6

け
原点復帰命令 （ZRN） ............................. 15-23

こ
高速カウンタリフレッシュ （HSCRF） ..................... 11-3

コサイン （COS） ................................... 19-4

コンバータ ・データタイプ （CVDT） ..................... 7-19

コンペア （＜） （CMP ................................ 3-1

コンペア （＜＝） （CMP .............................. 3-1

コンペア （＜＞） （CMP<>） ........................... 3-1

コンペア （=） （CMP=） ............................... 3-1

コンペア （>） （CMP>） ............................... 3-1

コンペア （>=） （CMP>=） ............................. 3-1

さ
サイン （SIN） ..................................... 19-3

サブトラクション （SUB） ............................... 4-3

サム （SUM） ...................................... 4-22

し
指数関数 （EXP） .................................. 20-3

自然対数 （LOGE） ................................. 20-1

シフト ・ ライト （SFTR） ................................ 6-1

シフト ・ レフト （SFTL） ............................... 6-1

時 ・分 ・秒データの秒変換 （HTOS） .................. 22-11

周波数設定リフレッシュ （FRQRF） ...................... 11-4

受信タイムアウト ................................... 26-6

常用対数 （LOG10） ................................ 20-2

す
数値一括設定 （NSET） ..............................2-13

数値リピート設定 （NRS） .............................2-15

ステータス LED ....................................27-8

ステータス LED 表示 ...............................27-12

ストップアクセス （STPA） .............................18-1

スワップ （SWAP） ...................................7-23

せ
正弦 （SIN） .......................................19-3

正接 （TAN） ......................................19-5

そ
増設 RS232C 通信モジュールの機能 ....................26-1

増設通信ポートを使用したパソコンリンクの例 ...............26-5

増設通信ポートを使用したユーザ通信の例 ...............26-10

た
台形制御命令 （RAMP） ............................15-11

タンジェント （TAN） .................................19-5

つ
通信設定 ........................................ 序 -7

通信設定範囲 .......................... 26-4, 26-8, 26-10

通信ポートのフォーマット設定例 .......................26-14

通信ポート番号の割り当て ............................26-2

通信リフレッシュ命令 （COMRF） .......................11-5

て
データ比較接点 （＜） （LC ............................ 3-8

データ比較接点 （＜＝） （LC .......................... 3-8

データ比較接点 （＜＞） （LC<>） ........................3-8

データ比較接点 （=） （LC=） ...........................3-8
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